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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　序章：女王の夏





──見よ、その日が来る。炉のように燃える日が。

（マラキ書四章一節）






　もうすぐ通りがかる枢すう機き卿きようは、とんでもない美人だというのがもっぱらの噂うわさだった。

　滅めつ多たにお目にかかれぬ教ヴア皇チ庁カンの高位聖職者を一目見ようという野や次じ馬うまや、それ目当ての物売りたち、そして教ヴア皇チ庁カン大使館まで隙すき間まなく整列した警官隊で、沿道はほとんどお祭りのような騒さわぎになっている。

　カルタゴの八月、しかも正午ともなれば、戸外はそれこそ地じ獄ごくの釜かまの底と変わらない。おまけに、この夏は砂すな嵐あらしの当たり年だ。ベドウィンたちが言うところの〝女サイ王フル様・のエリ夏ツサ〟というやつで、連日のように砂漠サハラから飛んでくる砂すな埃ぼこりをかぶって、カルタゴっ子御ご自じ慢まんの町並みも、こころなしか黄ばんで見えた。

「……やれやれ、どいつもこいつも物好きなこったねえ」

　歯に沁しみるほど冷やしたカルタゴサデイワインサアドのボトルを空けながら、ピエトロ・ボッロミーニは人の悪い声で嗤わらった。

　ローマ出身の彼としては、たかが枢すう機き卿きようごときを見物するためにわざわざこの暑い中を出ていく連中の気が知れない。それより、冷れい房ぼうの効いたホテルの人ひと気けのないバーで、けだるい午後を怠たい惰だに過ごすのがこの大男の流りゆう儀ぎだった。ガラスの向こうで陽ひに曝さらされている群衆を見物するのは、実に気分がいい。

「あ、サ、あサマのハニ……お隣となり、よろしいですか？」

　香こう水すいの馨かおりとともに差した小こ柄がらな人ひと影かげに、ボッロミーニは太い首を向けた。紅こう茶ちや色いろの髪かみの下から、青ラピ金スラ石ズリを思わせる光の強い碧へき眼がんが大男を見下ろしている。

「無論でアイワすと・ラーも、・バーおかけス・ビなさいーコム……バーテン、こちらのお嬢シニヨさんリーナにグラスを」

　十六、七というところか──腰こしをおろした娘むすめを品定めしながら、ボッロミーニは内心で舌した舐なめずりした。やや小さめの胸とどこか幼さを残した美び貌ぼうが、もろに彼の好みだ。

「どうぞ。僕ぼくのワインですが、よろしければ召めし上がってください」

「あ、ありシがとユうごクざいラますン」

　綺き麗れいなカルタゴ語を話しているが、色白の顔はアルビオンかどこか、北国のものだ。胸むなぐりの深いドレスのけばけばしさからして、商コー売ルガ女ールであることは間ま違ちがいないが、ぎくしゃくとした物もの腰ごしといい、ぎこちなさの残る媚び笑しようといい、この商売に就いてまだ日が浅いと見える。気き恥はずかしげにグラスに口をつけている横顔など、清せい楚そとすら言ってよい。

「……気に入った」

「え？」

　驚おどろいたように目をしばたたいた少女のグラスに二杯はい目を注そそいでやりながら、ボッロミーニは広い肩かたをすくめた。

「あ、いや、そのワインを気に入ってくれたかなって聞いたんだ。〝女ダムア王ル・のエリ涙ツサ〟って言って、この店では一番高いやつなんだけど？」

「え、ええ。美お味いしいです。とっても」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで答える少女を見て、ボッロミーニはだんだん辛しん抱ぼうできなくなってきた──この娘、かなりの上じよう玉だまだ。

「そうだ。もしよかったら、これから僕の部へ屋やに来ないか？」

　商売女ならこれで乗ってくるはずだ。ボッロミーニは財さい布ふを取り出しながら、誘さそいかけた。

「部屋に、ローマから持ってきた白ワインがあるんだ。これと、飲み較くらべてみないか？」

「ローマ？　シニョーレは聖都ローマからいらっしゃったんですか？」

　わざと彼女の目に止まるように取り出された財布から覗のぞくのは、厚い札束だ。目を丸くしている娘に、ボッロミーニは気き障ざったらしく頷うなずいた。

「ああ、ちょっと出張でね。実は僕、電脳プログ調律師ラマーなんだ」

「え？　それって大昔の電動コンピ知性ユーターなんかを動かす人ですよね？」

　逞たくましい胸むな板いたを叩たたく大男を、娘むすめは尊敬の眼まな差ざしで見上げた。

「じゃあ、政府のお仕事とかをされてるんですか？」

「いや、依い頼らいはごくプライベートなものだ。でも、とても手間のかかる仕事でね。ずっと地下水路カレーズの真っ暗なとこにもぐってて──」

「地下水路カレーズ？　依頼主さんって、水道屋さんかなにか？」

「魔ま法ほう使つかいさ」

　大きな目を不思議そうにしばたたいた娘に不器用なウインクを寄よ越こすと、ボッロミーニは自じ慢まんげに嘯うそぶいた。

「魔法使いに頼たのまれて、砂すな嵐あらしを作ってた。でも今朝けさ、ようやくそれも終わって、久しぶりの休暇オフを楽しんでたとこなのさ」

「地下水路カレーズで、魔法使いに頼まれて、砂嵐を作ってた？」

　言葉遊びのように一つ一つの単語を区切って、少女は繰くり返した。

「なにかの喩たとえですの、それって？」

「ま、話せば長くなるな」

　じらすように笑うと、ボッロミーニは金きん鎖さをはめた左手を少女のそれにそっと載のせた。少女は一いつ瞬しゆん肩かたを強こわ張ばらせたが、それ以上は拒こばまない。電脳調律師はそのまま、重ねた掌てを彼女の腰こしへと滑すべらせた。

「部へ屋やにおいで。そこでゆっくり説明してあげよう。それから、君のことも色々聞きたいな」

「あ、あの、シニョーレ、その前に……」

　耳元に息を吹ふきかけられた娘は、微かすかに震ふるえる声で囁ささやいた。

「あちらの方かたも、あなたのお仕事について詳くわしく聞きたいって言ってるんですけど？」

　その指が差したのは、バーの入り口に立った背の高い影かげだった。

「元教皇庁聖宝認にん定てい局職員、ピエトロ・ボッロミーニ博ドツ士トーレでいらっしゃいますね？」

　静かな声が、人ひと気けのないバーに響ひびく。

　薄うすく笑って丸眼鏡めがねのブリッジを押おし上げたのは、光沢つやのある銀ぎん髪ぱつを宝ほう冠かんのように戴いただいた僧衣カソツクの若者だ。

「はじめまして。私、教皇庁国務聖省特務分室──Ａｘから参りましたアベル・ナイトロードと申します。ボッロミーニ博士、お邪じや魔ました理由は……もう、わかっておいでですね？」

「エ、Ａｘ!?」

　裏返った悲鳴こそ情けなかったが、素人しろうとにしては巨きよ漢かんの素す早ばやさは賛さん嘆たんに値あたいした。傍かたわらの娼しよう婦ふを盾たてにとるや、懐ふところに隠かくしていた拳けん銃じゆうをそのこめかみに突つきつけたのだ。

「動くな、神父！」

　バーの客が慌あわててスツールの下に伏せる中、ボッロミーニはヒステリックに怒ど鳴なった。

「少しでも動いたら、この娘を撃うち殺すぞ！」

　だが、アベルと名乗った神父の反応は冷静だった。

「やれやれ、仮にも教ヴア皇チ庁カンの頭脳だった方かたがお見苦しい」

　こちらも古めかしい旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーを抜ぬくと、誰だれにともなく呟つぶやいたのだ。

「それにしても、やはり保険をかけておいて正解でしたね……お願いします、エステルさん」

「はい」

　落ち着いた声が神父の呼びかけに応こたえた。

　刹せつ那な、娼しよう婦ふの体が、大きく床ゆかに沈しずんでいる。

「なっ!?」

　ボッロミーニの目が驚きよう愕がくに見開かれた。その足あし下もとを襲おそったのは、強きよう烈れつな脚あし払ばらいだ。たまらず転てん倒とうした巨きよ漢かんの頭上に、厳しい声が飛んだ。

「動かないで！」

　仁に王おう立だちの少女の手には、それまでスカートの下に吊つられていた物体が握にぎられている。銃じゆう身しんと銃じゆう床しようを切断して、太ふと腿ももの長さにまで切り詰つめた散シヨ弾ツト銃ガンだ。射程は短いが、散弾・単体弾スラツグ・ゴム弾・ガス弾と用よう途とに応じて様々な弾たまを撃うち分けられる優すぐれ物である。

　よく訓練された動きで狙そ点てんを定めながら、赤毛の娘むすめは再度警告した。

「あたしは、国務聖省調査部職員エステル・ブランシェです。ボッロミーニ博士、父と子と聖せい霊れいの御み名なにおいてあなたを逮たい捕ほします。容疑は聖職服務規定違い反はん──あなたには、先月、聖宝認定局を免職クビになった際に、保管されていた電脳制ソフト御言語ウエアを無断で複製コピーして着服した疑いが持たれています。頭の上に両手を載のせ、ゆっくり立ってください！」

「ふふん、ちょろいものでしたね」

　何もしていないくせに眼鏡めがねを押おし上げながら偉えらそうに含ふくみ笑ったのは、銀ぎん髪ぱつの神父──アベルである。

「まあ、私の手にかかれば、この程度の仕事など朝あさ飯めし前まえといったところでしょうか」

「……神父さま、威い張ばるのは後にして、早く手て錠じようをお願いします」

　忌いま々いましげに唸うなって、赤毛の少女──エステルは空いている方の手で口くち紅べにを拭ぬぐった。

「あたし、これ以上は一秒だって、こんなふしだらな格好には我が慢まんできません」

「はいはい。ちょっと待ってくださいね。ええっと手錠はと……あれ？」

　僧衣カソツクの懐ふところから、食べかけのチョコレートやら、穴の空いた風船やら、片方だけのスリッパやらを次々と引っ張りだしていた神父の手がふと止まった。取り出したくしゃくしゃの紙切れを恐おそる恐る広げるや、凄せい惨さんな悲鳴をあげる。

「うわあ、これって前回の出張の領収書じゃないですか！　マズいなあ。先月の経費精算で出しそびれちゃってますよ。帰ってすぐに経理部行ったら、まだ受け付けてくれますかね？」

「知りません！　だいたい神父さまは、なんでいつもそうギリギリまで……し、神父さま！」

　エステルの警告は、一いつ瞬しゆんだけ遅おそかった。二人の注意が逸それたその刹那、床の巨きよ体たいが跳はね上がったのだ。領収書のことしか頭になかったアベルがあられもない悲鳴をあげたときには、巨きよ漢かんは、不幸な神父を背後から羽は交がい締じめにしていた。

「おままごとはこれまでだ、小こ娘むすめ！」

　銃じゆう声せいとともに、道路に面した窓ガラスが粉こな々ごなに砕くだけ散った。奪うばい取った旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーを振ふり回しながら、ボッロミーニは怒ど鳴なった。

「神父の首をへし折られたくないなら、そこでじっとしてろ！」

「……ううっ、主しゆよ、なんか私の首が絞しまってます」

　苦しげに呻うめく神父の顔は、既すでに危険な感じに変色しつつある。散シヨ弾ツト銃ガンを手にしたまま、エステルは舌打ちした。

「悪あがきしても無む駄だです、ボッロミーニ！　神父さまをお放しなさい！」

「うるさい！　お前はおとなしくしてろ！」

　ボッロミーニは、天てん井じように向けてさらに一発撃った。降り注ぐシャンデリアの破片からエステルが頭を庇かばう間に、割れた窓をくぐって道路に飛び出す。むろん、神父も道連れだ。驚おどろき騒さわぐ群衆をかき分け、通りの向こうに逃げ去ろうとする。

「ま、待ちなさい！」

　慌あわててエステルも追いすがるが、うろたえ騒ぐ群衆に遮さえぎられて容易に進めない。いい加減、収拾がつかなくなってきた事態に、尼に僧そうが絶望したくなったそのとき。

「──そこで何をしている、ナイトロード神父？」

　ざわめきを圧おして響ひびいたのは、およそ抑よく揚ようを欠いた平板な声だった。

　凍こおった鉄てつ塊かいに口をきかせたら、こんな口調で喋しやべるかもしれない。感情を完全に欠落させた声こわ音ねに威い圧あつされたか、ボッロミーニが立ち止まる。その向こうに佇たたずんでいたのは小こ柄がらな影かげだ。

　一いち分ぶの隙すきなく黒い僧衣カソツクを纏まとったその神父は、同どう僚りようの首を絞め上げている巨漢の存在も、その手にある拳けん銃じゆうも黙もく殺さつすると、冷然と問いを重ねた。

「ここは特別警けい戒かい区域だ、ナイトロード神父。そこで、卿けいは何をしている？」

「く、首絞められてます……や、やあ、トレス君。奇き遇ぐうですねえ」

　絞こう殺さつされかかっている当の眼鏡めがね神父は、今にも消えいりそうな声で応じた。

「はは、ご覧らんの通りの状じよう況きようでして……え～、トレス君、君こそ、ここで何を？」

「任務中だ」

　小こ柄がらな神父──教ヴア皇チ庁カン国務聖省特務分室ＡＸ所属、トレス・イクス神父は瀕ひん死しの同僚を冷然と見返した。

「三百四十秒後に、ミラノ公の車がここを通過する。警備状況を確認していた」

「やあ、それはそれはご苦労さまで……ぐえ」

「うるさい！　貴様ら、人を無視して、勝手に喋ってるんじゃない！」

　いらついたように人質の首を絞めながら、ボッロミーニが喚わめいた。その銃口がアベルのこめかみを離はなれて、新顔の神父に向けられる。

「おい、お前、退さがってろ！　退がらんと、お前から殺すぞ！」

「あ、危ないわ！　退がっててください、神父トレス！」

「…………」

　自分に向けられた暗い銃じゆう口こうにも、エステルの警告にも、小こ柄がらな神父は毫ごうも動じなかった──動いたのはまったく別のものだ。

「現状を危険度一の敵対的状じよう況きようと認識──戦コン闘バツト開・オー始プン」

　低く呟つぶやかれた声を耳にした者は、果たして何人いたろう？　直後轟とどろいた銃声に続いたのは、野の太ぶとい悲鳴だった。

「ぎっ！」

　野や牛ぎゆうの突とつ進しんに等しい衝しよう撃げきが、ボッロミーニの腕うでを──より正確には彼の握にぎった拳けん銃じゆうを襲おそったのだ。跳はね飛んだそれが石いし畳だたみに転がるより早く、まだ牙きばのように硝しよう煙えんをあげている大型拳銃を握ったまま、トレスは無む造ぞう作さに前進を開始している。

「ひっ！　よっ、寄る──」

「一・九八秒遅おそい」

　喚わめきながらボッロミーニは拳こぶしを振り回したが、襲しゆう撃げき者しやの影かげは眼前から消失していた。とっさに視線を巡めぐらせるより早く、背後からその後ぼん頭の部くぼを直ちよく撃げきしたのは容よう赦しやない貫ぬき手ての一いつ閃せんだ。解かい剖ぼう学的な正確さで神経叢そうを麻ま痺ひさせられた巨きよ体たいが、石いし畳だたみにくずおれる──その下で蛙かえるが押おし潰つぶされたような悲鳴があがったが、気にとめた者は誰もいなかった。
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「え、えっと……」

　時間にして、二秒と経たってはいまい。一連の活劇に啞あ然ぜんと見入っていたエステルが我に返ったとき、全すべては終わっていた。

「あ、あの……神父トレス？」

　小こ柄がらな神父は淡たん々たんと拳けん銃じゆうをホルスターに収めていたが、名を呼ばれて振ふり返った。その瞳ひとみは、半年前、エステルが故郷の地で出会ったときと同じ、無機的な光を宿している。

「お久しぶりです。おぼえてらっしゃいますでしょうか、あたしは──」

「シスター・エステル・ブランシェ。記き憶おくしている」

　神父は無愛想に頷うなずいた。

「受領した人事データが正確なら、卿けいは百六十日前、今年二月二十日付で国務聖省職員職を拝命している。そして、二百五時間前に五ヶ月間の特とく殊しゆ訓練課程を修しゆう了りよう。調査部に配属され、現在は、逃とう亡ぼうした元教皇庁職員逮たい捕ほを担当するナイトロード神父の支し援えん要員として、当カルタゴ市に出張中……データに不備があれば訂正を」

「いえ、その通りですわ……ちなみに、その元職員っていうのが、そこでのびてる人なんですけど」

「状じよう況きようは了りよう解かいした」

　そっけなく頷くと、トレスは気絶したままのボッロミーニの襟えり首くびを摑つかんだ。小柄な体たい軀くからは想像し難がたい怪かい力りきが、電脳調律師の巨体をシスターの方に放ほうり投げる。

「気絶している間に、大使館に連行することを推すい奨しようする」

「あ、ありがとうございます！」

　エステルが礼を言っている間にも、トレスはさっさと身を翻ひるがえしていた。小柄な背中が律動的な足取りで人混みの向こうに消えてゆく。いかにも隙すきのないその後ろ姿を、エステルは憧しよう憬けいの眼まな差ざしで見送っていたが、

「失礼。おい、君、これはどういうことかね？」

　横合いからかけられた声に、はっと我に返った。

　周囲を囲んでいたのは、沿道警備の警官たちだ。騒さわぎに気づいて、おっとり刀がたなで駆かけつけてきたものらしい。不ふ審しんげな視線が、あられもない格好の少女を串くし刺ざしにしている。

「あ、あの、あたしは別に怪あやしいものではありません」

　ドレスの下から身分証を引っ張りだしながら、エステルは慌あわてて弁明した。肩かた紐ひもがずり落ちてくるのを、苦労して揺ゆすり上げる。

「あたしはエステル・ブランシェ。教皇庁国務聖省の職員です。そこのホテルで犯罪者の追つい跡せき中でした……あ、こちらは、カルタゴ政府の許可証です」

　複数の視線で用心深げに書類を確認して、やっと警官たちは頷うなずいた。さきほど、彼女とトレスが会話していたところを見ていたこともあるのだろう。目に見えて態度が軟なん化かする。が、ほっとしたのもつかの間、警官たちは石いし畳だたみに胡う乱ろんげな視線を落とした。

「それで、シスター……こっちのこれは？」

「……ううっ、主しゆよ、私の人生がなんだか山と谷ばっかりなんですけど……たまには平地も歩きたいで……」

　押おし潰つぶされたときの姿勢のまま、それは石畳の上で白目を剝むいていた。目ざとく寄ってきた少年たちが面おも白しろがって棒で突いているが、なにやらうわ言を口走るだけで目を覚ます気配はいっこうにない。

「これもあなたのお知り合いですか？」

「えっと、その、それはですね──」

　エステルはきっぱり首を振ふった。

「ぜんぜん知らない人です！」







　　　　第一章：訪人まれびとのタベ





──彼らを信ずるなかれ。

彼ら親しく汝らに語るとも、

これを信ずるなかれ。

（エレミア書十二章六節）






　　　　Ⅰ




「いけない、もうこんな時間だ！」

　シャワーを浴びて尼に僧そう服に着き替がえたときには、十時を回っていた。タイプライターの調子がどうも悪く、報告書を書き上げるのに思わぬ時間を取られてしまったせいだ。仮にも教ヴア皇チ庁カン大使館なのだから、もっと備品にも気を遣つかって欲しい。

　今夜、この大使館では、カルタゴを表敬訪問中の国務聖省長官が市の要人を招いてのパーティーが催もよおされている。濡ぬれた髪かみの手入れもそこそこに、エステルが大広間まで駆かけ降りてくると、ちょうど主しゆ賓ひんのカルタゴ総そう督とくが、長くてつまらない挨あい拶さつを終えたところだった。着き飾かざった要人夫妻や市内教会の司教がほっとした顔で乾かん杯ぱいを叫さけび、大使館の世俗職員がその間を回ってホスト役を務めている。

「ええっと……何か手伝えるようなことはないかしら？」

　この出張中、大使館の人たちにはあれこれとお世話になった。お返しにできることはないかと、エステルはあたりを物色した。とりあえず配ケータ膳リングあたりが無難だろうか？　厨ちゆう房ぼうを探して首こうべを巡めぐらせたところで、

「おや、エステルさんじゃありませんか」

　振ふり返った尼に僧そうの視線の先で、冬の湖色をした瞳ひとみがのほほんと笑っていた。

「どうされました、きょろきょろなさって？　ははあん、さてはお財さい布ふでも落とされましたか？」

「違ちがいます！　そっちこそ、ここで何をなさってるんですの、ナイトロード神父？」

　この晴れの場にも拘かかわらず、着込んでいるのは例の垢あかじみた僧衣カソツクにケープ。そして、右手にはぎっしり料理を詰つめ込んだ弁当箱を捧ささげ持ってへらへら頭を搔かいている神父に、エステルは胡う乱ろんげな目を向けた。

「確か、留置場から帰ってきて、お部へ屋やで寝ね込こんでおいでだったんじゃ？」

「ええ。でも、なんだかいい匂においがしてきたんで、目が醒さめましてね……パーティーにお相しよう伴ばんできるだなんて、一生に一度の大チャンスですからね。今のうちに、たっぷり食い溜だめしとこうかなと。ちなみに、ほら、おテイ持ちクア帰りウトの準備も万全です。ふっふっふ」

「…………」

　何がふっふっふだ。

　この男と話していると頭が痛くなってくる。額を押おさえて、エステルはその場を離はなれた。だが、厨房に足を向けた尼僧の後ろを、のっぽの神父は頼たのまれもしないのにひょろひょろとついてきた。

「あ、エステルさんも一いつ緒しよにつままれます？　よござんす。一つ、美味おいしいところを案内して差し上げましょう。さっきからばっちり研究しときましたからね。もはや、この周辺は私の縄なわ張ばり同然……それでは、最初まずはあっちのローストビーフからいきますかね？」

「あたし、ご飯を食べに来たんじゃありません！　居い候そうろうの分際で何もしないのは心苦しいんで、お台所でお手伝いでもしようと思って、降りてきたんですの」

「なに、台所？　おお、その手がありましたか！」

　アベルははたと手を打ったが、無論、彼がどんな天てん啓けいを受けようとエステルの知ったことではない。それより頼むから、エサを漁あさるなら、自分に見えないどこか遠くでやって欲しい。

「あのですね、神父さま、よろしかったら、あっちに行っててくださいません？　あたし、こう見えても忙いそがしいんですけど？」

「え？　いや、台所に行かれるんでしょ？　私もやりますよ～、そのお手伝いってやつ……やっぱりほら、働かざる者食うべからずですよねえ」

　しっしっと手を振ふる少女に対し、なにやら殊しゆ勝しようげなことを口にしながら、神父はのこのこ後をついてきた。まあ、こんな男にも皿洗いぐらいはできるかもしれない──放ほうっておこうと諦あきらめかけたところで、エステルはぴんとひらめいた。

「その顔は……わかった！　さては、手伝いの隙すきに食事に手を出そうという魂こん胆たんですね！」

「えっ!?　は、はは、やだなア。まさか」

　ぴしっと指を突つきつけられた神父は、どこか明後日あさつての方角に視線を泳がせた。

「私、いやしくも聖職者ですヨ？　神の下僕しもべですヨ？　手伝いにかこつけてつまみ食いだなんて、そんなあさましいことするわけないじゃないですか。失敬だナ」

「なに、目を逸そらして言い訳してるんです？　しかも棒読みだし」

「……おお、そう言えば聖書にも〝下心も積もり積もりて真心にならん〟という格言がありましたね。そう、あれは確か、使し徒と行ぎよう伝でんでしたか」

「怪あやしい格言を捏ねつ造ぞうするのはおやめになってください！」

　両手を腰こしにおくと、エステルは説教態勢モードに入った。顎あごをそらして、頭二つ分は高いところにある顔を睨にらみつける。

「よろしいですか？　こうなったら、今日という今日こそは、あたし言わせていただきます。神父アベル、あなたってどうして、そういつもいつも──」

「おや、ナイトロード神父。もう帰っていたのですか？」

　少女の切実な抗こう議ぎを遮さえぎったのは、甘あまやかなハスキーボイスだった。

「今夜は留置場に外がい泊はくすると聞いていたのですが……いつ出所したのです？」

「やあ、カテリーナさん。こんばんわです」

　いつの間にか側そばに立っていたのは細身の影かげだ。そちらを振り返ると、アベルは相変わらずほやっとした顔で笑いかけた。が、エステルの方はそれどころではない。血相を変えるや、慌あわてて頭をさげる。

「ス、スフォルツァ枢すう機き卿きよう猊げい下か！」

　そこにお付きの尼に僧そうたちを従えて佇たたずんでいたのは、雅みやびやかな微び笑しようを浮うかべた片眼鏡モノクルの麗れい人じんだった。その纏まとうは、黄金の十じゆう字じ架かを縫ぬい取った真しん紅くの法ほう衣え──教ヴア皇チ庁カンにおいても、教皇その人に次ぐ最高権力者である枢機卿のみに着用が許された聖衣だ。

「昼間の一件は聞きましたよ、ナイトロード神父。また、面おも白しろい報告書を読ませてもらえそうね」

　ミラノ公カテリーナ・スフォルツァ枢機卿──国務聖省長官として教ヴア皇チ庁カン外交を司つかさどる才さい媛えんは、へらへらと頭を搔かく神父に笑えみかけたが、ふと、その傍かたわらでしゃちほこばる少女に視線を移した。

「ああ、あなたがシスター・エステルですね？　イシュトヴァーンの一件は覚えていますよ。お仕事、成功おめでとう。見み事ごとな手て際ぎわだったと神父トレスが褒ほめていました」

「い、いえ、そんな……もったいないお言葉にございます、猊げい下か！」

　神父トレスは、上司に何と報告したのだろう？　エステルとしては昼間のあれは大失態だったと自覚しているだけに、面おもはゆいやら、心苦しいやら、複雑な心境だった。肩かたをすくめてひたすらに恐きよう縮しゆくするばかりである。

「──とはいえ、実はかなり危ないところもあったんですがね。まあ、そこはバッチリ、私がフォローしときました、えへ♥」

　身を縮めたシスターの謙けん虚きよさをぶち壊こわして、横から合いの手が入った。羊ひつじの串くし焼やき片手にそっくり返った神父が、拡かく張ちようした鼻び孔こうを自じ慢まんげにひくつかせている。

「ま、確かにエステルさんには色々と未熟な点はありますが、なあに、だいじょうぶ。半年も私の横で勉強すれば、すぐに一人前になれますからね。もはや、彼女の人生勝ったも同然ですよ、あはははは」

「……ごめんなさいね、シスター・エステル」

　拳こぶしを震ふるわせて沈ちん黙もくしている少女を、法ほう衣えの麗れい人じんは気の毒げに覗のぞき込んだ。

「こんな人のお傅もりをお願いして、本当に申し訳なく思っているわ。でも、今は人手不足なの。もう少しだけ我が慢まんして、アベルに付き合ってあげて頂ちよう戴だい」

「も、申し訳ないだなんて、そんな！　私ごときに、もったいのうございます」
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　カテリーナ・スフォルツァは、エステルの知る限り、限りなく聡そう明めいで、かつ高貴な人物である。その美び貌ぼうと地位は、世界でもっとも女め神がみに近いところにいる──そんな人に、〝お願い〟されるとは！

（あれ？　でも……？）

　どこかに舞まい上がりかけていたエステルの頭の片かた隅すみを、ふと硬かたいものが過よぎった。カテリーナの発言の何かが心にひっかかったのだ。

（いま、猊げい下かは──）

「やだなあ、カテリーナさん」

　上司の発言を反はん芻すうしていたエステルの思考を、脳天気な声が遮さえぎった。

「なんですか、あなたのお話うかがってると、私、よほどなダメ人間と誤解されちゃいそうじゃないですか」

「あら、違ちがったのですか？　私わたくし、てっきり自覚しているものと思っていましたが」

「うわ、さらっと失敬なことおっしゃいますね。違います。こう見えてもですね、私は……」

　その間にも、世界で最も美しい枢すう機き卿きようと教ヴア皇チ庁カンで最もダメな神父は、飾かざらない言葉の応おう酬しゆうを続けている。アベルの方は、相変わらずへらへら頭を搔かいているだけだが、それを見つめるカテリーナの瞳ひとみは、これが〝鉄の女〟と内外に恐おそれられる教ヴア皇チ庁カンきっての辣らつ腕わん家かかと疑わしくなるほどに優やさしい。

（……そういえば、あたし、よく考えたらこの二人のことを全然知らないんだわ）

〝私はクルースニク──吸ヴア血ンパ鬼イアの血を吸う、吸ヴア血ンパ鬼イアです〟

　故郷の街でかいま見た、この若者のもう一つの顔。

〝やはり御おん身みは……〟

　あのとき、ハンガリア侯こうは何を口にしようとしたのだろう？

　そして、スフォルツァ枢機卿はこの神父のことをどこまで知っているのか？　だいたい、この二人は──

「御ご歓かん談だん中に失礼いたします、スフォルツァ猊下」

　慇いん懃ぎんだが、やや温かみに欠ける声が少女の思考に水をかけた。我に返れば、ちょうど足早に寄ってきた大使館員が、カテリーナに恭うやうやしくメモを差し出したところだ。

「ローマより、猊下に通信が入っております。寝しん室しつの方にお回ししておきましたので、すぐおいでいただきたく」

「通信？　あいにく、今は手が放せません。後のちほど、折り返し連れん絡らくすると伝えなさい」

　カテリーナの返答に大使館員は困ったような顔になった。

「いえ、それが……発信元は教理聖省です」

「教理聖省──メディチ枢機卿から？」

　フランチェスコ・ディ・メディチ──教ヴア皇チ庁カンの内政を司つかさどる異母兄の名に、麗れい人じんの眉まゆがかすかにしかめられた。

「わかりました。それはさすがに断れないわね……ごめんなさいね、シスター・エステル。お話の途と中ちゆうで悪いのですが、少し、席をはずしてもよろしいかしら？」

「も、もちろんでございます！　どうぞ、お気き遣づかいなく！」

　しゃちほこばった少女を、カテリーナは優やさしい微び笑しようとともに見やった。軽くその肩かたを叩たたくと、

「ではまた後でお話ししましょう……ナイトロード神父、今のうちに、せいぜい食べだめでも何でもしておきなさい。ローマに帰ったら、また忙いそがしくなりますよ」

「あ、カテリーナさんの分も、とっときましょうか？」

「けっこう。部下の上うわ前まえをはねる上司にはなりたくないもの」

　珍めずらしくおどけてみせた麗人は、職員に案内されて別べつ棟むねの方へと去ってゆく。その細い背中を、エステルは憧あこがれ半分、その他のもやもや半分で見送っていたが、

「……やれやれ、カテリーナさんも大変ですよねえ」

　少女の複雑な胸の裡うちを悟さとるふうもなく、傍かたわらで軽けい薄はくに頭を振ふってみせたのは銀ぎん髪ぱつの神父だ。相変わらずテーブルの料理をせっせと弁当箱に移す一方、行ぎよう儀ぎ悪く口の中をいっぱいにしたまま、何やら話している。

「ほら、イシュトヴァーン出兵からこちら、世せ俗ぞく諸しよ侯こうはやたら教ヴア皇チ庁カンのことを疑うようになったじゃないですか？　特に、こんな〝帝てい国こく〟の目と鼻の先にある自由都市なんか、いつ自分の番がくるかとビクビクしてますからね。ああやって、国務長官自みずからドサ回りして、彼らを安心させてあげてるんですよ。えらいなあ」

「……ずいぶんと、猊げい下かと親しく話されるんですね」

「ふぁい？」

　羊肉マトンのクスクスをほおばっていた神父は、聴ききとりづらい声で答えた。口の中のものを飲み下し終えて、ようやく問い返す。

「いま、何かおっしゃいましたか、エステルさん？」

「スフォルツァ猊下とずいぶんと仲がよろしいんですのね、って申し上げたんです」

「ああ、それはもう、長い付き合いですから」

　尼に僧そうの声に含ふくまれている棘とげに気づいた様子もなく、アベルはなにか懐なつかしいものを思い出すように遠くを見た。

「初めて会ったのは、もう十二、三年前……あれは、彼女がちょうど飛び級スキツプで大学院に入った年でしたねえ。あの頃ころ、確か、カテリーナさんは今のあなたより少し年下でした。十四──十五だったかな？　とにかく……あれ？　どこに行かれるんです、エステルさん？」

　話の途中ですたすたと歩き始めたエステルの背中を、慌あわてたような声が追った。

「お台所なら、私も一いつ緒しよに──」

「ついてこないでって言ってるでしょう！」

　自分でも、驚おどろくほど鋭するどい声こわ音ねだった。肩かたにかかった神父の手を払はらい落とすと、エステルは邪じや険けんに吐はき捨てた。

「もういいです。神父さまは、そこでお食事でもなんでもなさっててください！」

「……へっ？」

　突とつ如じよ豹ひよう変へんした少女の態度に、アベルはきょとんと目を丸くしている。彼が驚くのも無理もない。エステル自身、どうして自分がこんなに腹を立てているのかわからないのだから。

「あの……エステルさん、なに怒おこってらっしゃるんです？」

「別に怒ってなんかいません！」

　本当に、自分は何で怒ど鳴なっているのだろう？

　わけがわからないまま、エステルはそっぽを向いた。理由もなく腹を立てている自分のことが気に入らず、ますます胃のあたりがむかついてくる。

「私のどこが怒ってるっておっしゃられるんですの!?　怒ってないのに怒ってるって言われるのは、すっごく不ふ愉ゆ快かいなんですけど！」

「いや、現にその……あの、私、なにか貴女あなたを怒らせることしました？　心当たりは……その、いっぱいありますけど。とにかく、お気分を害されたのなら謝あやまります。謝りますから、ここはひとつ、機き嫌げんを直して……そ、そうだ！　こっちのハンバーグ、とってもおいしいですよ？」

「……あたし、忙いそがしいんです」

　悪くもないのにひら謝りに謝る神父の態度が、余計にエステルの癇かんに障さわった。とげとげしく顔を背そむけると、足早に歩き始める。

「仕事はいっぱいあるんです。神父さまとゆっくりお話ししてる暇ひまなんてないんです」

「あ、どちらに？　お台所はそっちじゃないですよ」

　指摘する声に、自分が厨ちゆう房ぼうとはまるっきり反対方向に足を向けていたことに気づく。しかし、いまさら方向転てん換かんはできない。

「……ボ、ボッロミーニの様子を見てきます」

　エステルは苦しまぎれに用事を思いつくと、そのまま、まっすぐ歩き続けた。

「ちゃんとおとなしくしてるかどうか確認してきます。それに、この町で何をやってたかも聞き出さなくちゃいけないし」

「あの、それは私が……」

「あたしが行くって申し上げてるんです！　神父さまは、ここで猊げい下かとお話ししててください！　お好きなんでしょ？　猊下とおしゃべりするの！」

　いったい、自分は何を口走っているのか？

　いわれのない非難を受けて、神父はただ目を白黒させるばかりだ。その顔を睨にらみつけるうちに、エステルはどうしたわけか突とつ然ぜん涙なみだがこぼれそうになった。慌あわてて顔を背けると、

「と、とにかく、あたしは行きます！　ついてこないでください！」

　精せい一いつ杯ぱいの強がりを投げつけて、少女は逃にげるようにパーティー会場を後にした。




　　　　Ⅱ




　ジャスミン、ローズ、レモン──濃のう密みつな闇やみは、甘あまやかな馨かおりに溢あふれていた。

　ブーゲンビリア、ミモザ、ハイビスカス──数千年の時間を封ふうじ込んだ夜に、わずか数日の生を誇ほこらかに謳うたう花々たち。

　灼しやく熱ねつの円えん盤ばんが砂さ漠ばくの彼方かなたに落ちてから、市街の気温は噓うそのように下がっていた。街路にしぶとく蟠わだかまった暑気を吹ふきさらってゆく地中海の爽そう風ふうが、火ほ照てった肌はだに心ここ地ち好よい。入りくんだ市場スークに溢れた人々の表情も、心なしか、日中より和やわらいで見える。

「あれ？　やっぱり、こっちの廊ろう下かじゃないわ……て言うか、そもそもここってどこなのかしら？」

　迷路のような回かい廊ろうから旧市街メデイナの雑ざつ踏とうを見下ろし、エステルは途と方ほうにくれていた──すっかり道に迷ってしまったのだ。ボッロミーニを閉じ込めた部へ屋やはおろか、パーティー会場すら、どちらだったか思い出せない。そもそも、たかが大使館がなんでこんなに広いのだろう？

「はあ……なんだか、お腹なか減っちゃったな」

　そう言えば、朝食からこちら、食事もとらずに一日中走り回っていたのだった。声高に騒さわぐ腹の虫を宥なだめながら、エステルは力なく手すりに寄りかかった。

　夜のカルタゴは、幻げん想そう的てきな美しさだった。

　教ヴア皇チ庁カン大使館のあるこの一角は、旧市街メデイナでも特に古い区域だ。〝大アル災マゲ厄ドン〟前は異教の礼拝堂モスクだったという大グラン聖・カ堂テドラの尖せん塔とうが北に聳そびえ、眼下には、夜よ更ふけまで営業を続ける同業ス者ー市場クがぎっしりと軒を並べている。風にほのかにオレンジの馨りが混じるのは、近くに香こう水すい専門の市場スークがあるからだし、貴金属店街に並んだ金銀細工の輝かがやきは、ここからでも眩まばゆく映る。北国生まれの少女にとっては、それこそおとぎ話の中の景け色しきだ。

　しかし──

（あたし、どうしてこんなところにいるのかしら？）

　故イシユト郷ヴアーンにいた頃ころは、こんな南国のことなど夢想だにしなかった。あの街であの街の人々のために戦い、あの街のどこかに骨を埋うずめることを信じて疑わなかった。それが、あれから一年も経たたないのに、何百キロも隔へだてたこの海の果ての迷宮を、独ひとりぼっちで彷徨さまよっている。

「……帰りたいな」

　ふと、エステルは二つの月が浮うかぶ夜空を見上げた。

　帰ったところで、もう家族はいない。皆みな、殺された。司教さまやシスターたち、大勢のパルチザンの仲間たち、そしてハンガリア侯こう──あの戦いで、みんな死んだ。

　どうして、彼らは死なねばならなかったのか。

　それを知りたくて、エステルは旅に出たのだ。それを知ることが、彼らに対する弔とむらいになると思って。なのに、現実にやっていることと言えば──

「そこで何をしている、シスター・エステル・ブランシェ？」

「ひあっ!?」

　ぼおっとしていた少女をいきなり直ちよく撃げきしたのは、およそ感情のこもらぬ平板な声だった。

　慌あわてて振ふり返ったエステルの目の前に、一いち分ぶの隙すき無く僧衣カソツクを着込んだ男が佇たたずんでいる。トレス・イクス神父──国務聖省特務分室ＡＸに所属する派は遣けん執しつ行こう官かんに、慌あわててエステルは腰こしを折った。

「こ、こんばんは、神父トレス。あの、こんなところで何をなさってらっしゃるんですか？」

「邸てい内ない哨しよう戒かい中だ。それより、回答の入力を要求する、シスター・エステル・ブランシェ。卿けいこそ、ここで何をしている」

「それがその……実は、道に迷っちゃったんですの」

　きっと、今の自分は完全無欠の間ま抜ぬけに見えているに違ちがいない。

　真まっ赤かになった顔を可能な限り深く伏ふせ、エステルは消え入るような声で答えた。

「例の電脳調律師を監かん禁きんした部へ屋やに行こうと思ったら、その、場所がわかんなくなってしまいまして……」

「…………」

　これが他の者だったら、間違いなく大笑いするところだったろう。

　しかし、機械人形は少女を嘲あざけったりはしなかった。ただ、作り物めいて端たん正せいな顔が無表情に頷うなずいただけだ。

「卿の状じよう況きようは了りよう解かいした──俺おれが部屋まで誘ゆう導どうする。同行を推すい奨しようする」

「え!?　あ、いや、そんなお手数をかけるわけには──」

「遠えん慮りよは無用だ、シスター・エステル・ブランシェ。国務聖省職員は、服務規定六条ならびに九条三項こう、八十条一項細則八に基づき、現行任務に支し障しようをきたさぬレベルでの同どう僚りように対する多角的支し援えん義務を負う──先導する。同行を」

「あ、ありがとうございます！」

　礼を言っている間にも、小こ柄がらな神父はすたすたと歩き始めている。遠ざかる背中を、エステルは慌てて追いかけた。

「そ、それにしても、広い建物ですよね。廊ろう下かはわかりにくいし、階段はやたら多いし……」

「肯ポジ定テイヴ。ここは本来、旧時代において総督ダルエ宮殿ルペイとして建設された構造物だ。侵しん入にゆう者しやの攪かく乱らんを狙ねらって、意図的に複雑な設計がなされていると推測される」

　気き恥はずかしさをごまかすための質問にも、生き真面目まじめな回答が返ってきた。大脳と脳のう幹かんの一部以外を機械化した男──Ｈハー・Ｃケー─・Ⅲトレス・Ｘイクスは、常に冷静で正確なプロフェッショナルだった。同じ神父でも、誰だれかとは大違いだ。

「……あの、神父トレス？」

　律動的に歩き続ける背中に向かって、エステルは思い切って口を開いた。

「一つ、お尋たずねしてもよろしいでしょうか？」

「肯ポジ定テイヴ。質問は自由だ。ただし、回答については確約できない」

「それでもいいです……実は、神父アベルのことを少しうかがいたいんです。あたし、あの方かたのことがよくわからなくて」

　それは今日一日中、いや、この半年というもの、彼女がずっとひっかかっていたもやもやだった。

〝私はクルースニク──吸ヴア血ンパ鬼イアの血を吸う、吸ヴア血ンパ鬼イアです〟

　イシュトヴァーンで見たあの男は、圧あつ倒とう的てきな存在だった。

〝私、あなたの味方です〟

　そして、どこまでも頼たよりになるように思えた。

　エステルが故郷を捨ててローマにやって来た理由の半分以上は、あの神父の存在だった──彼の側そばにいれば、いつか自分の探し求める答えに導いてくれるような気がしたから。

　それなのに……

「再会してからこちら、あの人、私には何も教えてくれなくて。おまけに、とぼけてるのかあれが地なのか存じませんけど、いつも馬鹿ばっかりやってて……お教えください、神父トレス。神父アベルって、いったい、何者なんですの？」

「──その質問については答えられない、シスター・エステル・ブランシェ」

　静かな瞳ひとみを少女の顔に置くと、トレスは無表情に首を振ふった

「派は遣けん執しつ行こう官かんに関する情報データについて、卿けいにはアクセスする資格がない。従って、俺おれには回答しかねる」

「いえ、いいんです。変なこと聞いてごめんなさい」

　派遣執行官──国務聖カテ省長官リーナ直属の特務スタッフについては、教ヴア皇チ庁カンはおろか、国務聖省内部においてすら最高機密となっている。エステルのような一いつ般ぱん職員レベルでは、彼らの存在すら知らないのが普ふ通つうである。

　回答が返ってこないことは、エステルにもわかっていた。それでもあえて聞いたのは、さきほどから胸のあたりにわだかまっているもやもやを、誰かに吐はき出したかったからだ。

「でも、わかんなくって。本気を出したらあんなに強い人が、どうして普ふ段だんはあんななんでしょう？　どうして……」

「それは卿けいが彼に直接質問すべき要件だろう、シスター・エステル・ブランシェ」

　律動的だが重い靴くつ音おとを響ひびかせながら、小こ柄がらな神父は愛あい想そのない声で指摘した。

「ナイトロード神父に直接確認することを推すい奨しようする」

「実は、前に聞いたことあるんです。〝どうして、真面目まじめに仕事してくれないんですか〟って……でも、答えてくれませんでした。適当にはぐらかされただけで」

　寂さびしげにエステルは首を振ふった。

　やっぱり、自分は彼にまだ信しん頼らいされてないのだろうか？　信用されてないから、話してくれないのだろうか？　スフォルツァ猊げい下かとは、あれほど親密に、なんでも話す彼なのに。

「──到とう着ちやくした」

　少女のとりとめもないもの思いを破ったのは、抑よく揚ようのない声だった。

「ここが、卿けいの目的地だ。確認を」

　我に返れば、回かい廊ろうを渡わたり終えたところでトレスが見覚えのある鉄の扉とびらを指差している。ノブに刻きざまれた地味な紋もん様ようは、確かにエステルの記き憶おくにあるものだ。

「確かにこの部屋でしたわ。あの、どうもありがとうございました、神父トレス」

「礼は無用だ。俺おれは服務規定に従って行動したに過ぎない」

「ええ、でも……ありがとう」

　頭を下げたシスターを、小こ柄がらな神父はガラスの瞳ひとみで見やったが、口に出しては何も言わなかった。無言のまま身を翻ひるがえすと、再ふたたび廊ろう下かを戻もどり始める。

　その後ろ姿にもう一度頭を下げて、それからエステルはようやく見つけた扉に手を伸のばした。さて、あの大男はおとなしくしているだろうか──

「あ、熱っ!?」

　ノブに指が触ふれた瞬しゆん間かん、エステルは悲鳴をあげてその手を引っ込めていた。何かに嚙かみつかれたような痛みが指先に走ったのだ。

「な、なに、これ!?」

　思わず耳たぶに持っていった指を見て、エステルは目を剝むいた。真まっ赤かになった指先の皮が、小さく捲めくれている。

　少女の悲鳴に、廊下の向こうでトレスが振ふり返った。

「どうした、シスター・エステル・ブランシェ？」

「ノ、ノブが……ノブがもの凄すごく熱いんです！　なんなの、これは!?」

「……どいていろ」

　早足で戻ってきた神父はエステルを押し退のけると、無む造ぞう作さにノブを摑つかんだ。その手て袋ぶくろから、焦きな臭くさい煙があがる。

「確かに、温度が上じよう昇しようしている──シスター・エステル・ブランシェ、卿けいは被ひ疑ぎ者しやを収容した際、施せ錠じようは行ったか？」

「もちろんです。ほら、ここに鍵かぎがありますし。確かに出てくるときには、ちゃんとかけて……え？　あの、ひょっとして、鍵がかかってないんですか？」

「肯ポジ定テイヴ」

　返答と同時に、トレスは魔ま法ほうじみた鮮あざやかさで腰こしの大型ハンド拳銃ガンを抜ぬき放った。

「卿けいが被ひ疑ぎ者しやを拘こう留りゆうした後、この部屋に外部から侵しん入にゆうした者がいる」

　世界最大の戦せん闘とう拳けん銃じゆう──ジェリコＭ13〝ディエス・イレ〟を両手に掲かかげたまま、神父は勢いよく鉄てつ扉ぴを蹴けり開けた。鋼板が蝶ちよう番つがいごと吹ふっ飛び、ほの暗い矩く形けいが口を開く。その直後、噴き出してきたのは真っ黒な煙けむりだ。

「……なに、この臭におい!?」

　煙に混じった腥せい風ふうに、エステルは思わず鼻を覆おおった。髪かみの毛が焦こげたときの臭いを、もっと強きよう烈れつにしたような悪あく臭しゆうが室内にたちこめている。

　臭気の元は、戸口近くの壁かべにもたれるように転がっていた。ほとんど原形を止とどめぬほどに炭化したそれが何であるか、最初、エステルにはわからなかった。その正体を悟さとったのは、それから棒のように突つき出た左手に絡からまった、趣しゆ味みの悪い金きん鎖さに気づいてからのことだ。

「これって、ま、ま、まさか……ボッロミーニ!?」

　食道にこみあげたえずきを、エステルは歯を食いしばって堪こらえねばならなかった。思わず後ずさりながら、ロザリオをまさぐって呻うめく。

「主よデウス、御・イン名に・ノミよネ・りトウて我オ・サを護ルヴムりた・メ・まえフアク……いったい何なの!?　どうなってるんです、これは!?」

　広い石造りの倉庫に暖だん炉ろの類たぐいは一切ない。窓もない。唯ゆい一いつ、火の気らしいものといえば、扉とびらと反対側の壁かべにランプが一つかかっているきりだ。事故ということはありえない。

「──これを見ろ」

　悪臭をあげる遺体の傍かたわらにしゃがんでいた神父が、尼に僧そうを差し招いた。焼死体の頸けい部ぶ、真っ黒に変色した皮ひ膚ふを解かい剖ぼう医いめいた手付きで剝がしてみせる。炭化した皮膚はべろりと捲めくれ、その下に綺き麗れいなピンク色の肉が現れた。それは、この遺体がかなりの高温にごく短時間曝さらされたことを意味する。だが、エステルの目を瞠どう目もくさせたのは、それではない。

　桃もも色いろの肉に穿うがたれた二つの小さな穴。故郷の街や訓練所での研修で、さんざん目にしたそれは──

「吸血痕こん!?」

　反射的に立ち上がったエステルの目が左右を彷徨さまよった。ゆらゆらと揺ゆれるランプの火影ほかげが、急に怪かい物ぶつめいて見え始める。この焼死体──ボッロミーニは死ぬ前に血を吸われたのだ！

「吸ヴア血ンパ鬼イアがこの近くに!?」

　部屋に窓はない。吸血鬼がボッロミーニを殺し、死体を焼いて出ていったのだとすれば、そいつはまだ大使館の中にいるはずだ──エステルの推測が、もっとも不幸な形で証明されることになったのはその直後のことだった。

「──上だ、シスター・エステル・ブランシェ！」

「!?」

　頭上に転じたエステルの視界に飛び込んできたのは、直上、高い天てん井じように逆しまに立っていた人ひと影かげだった。昔話に登場する魔ま法ほう使つかいのように深くフードをおろしたその顔はよく見えなかったが、弦げん月げつに裂さけた唇くちびるの端はしには鋭するどい輝かがやきが覗のぞいている。

「どけ！」

　機械ト化レ歩兵スの怪かい力りきが硬こう直ちよくした少女を突つき飛ばしていなければ、その頭部は、血ち煙けむりをあげて吹ふっ飛んでいたに違ちがいない。雨あま垂だれが落ちるように垂直落下してきた吸血鬼の鉤かぎ爪づめは、半はん瞬しゆん前までエステルの立っていた床ゆかを大きく抉えぐっている。

「常じよう駐ちゆう戦術思考を哨戒サーチ仕様モードから殲滅ジエノ戦サイド仕様モードに書換えリライト──戦コン闘バツト開・オー始プン」

〝驚きよう愕がく〟とか〝恐きよう怖ふ〟などというなまやさしい単語は、殺キリ戮ング機・マ械シーンの頭脳にはインプットされていないらしい。鉤爪を床から引き抜ぬいた襲しゆう撃げき者しやが完全に体勢を立て直すより早く、まっすぐに伸のびたトレスの手元から猛たけ々だけしい咆ほう哮こうが連続している。飛び散った壁かべ石いしと一いつ緒しよにけたたましいアリアを謳うたうのは、銃じゆう声せいに破は砕さいされた夜気の欠片かけらだ。

　しかし、銃口初速マッハ一にも達する強フル装ロー拳ドビ銃ユレ弾ツトが、獲え物ものの肉にその顎あぎとを埋うずめることはなかった。銃火が閃ひらめいた刹せつ那な、吸ヴア血ンパ鬼イアは裾すその長いローブを翻ひるがえして跳とびすさったのだ。人間にはありえぬスピードで銃じゆう弾だんを避よけると、その手を体の前に差し伸べるような仕し種ぐさをしてみせる。薄うすい掌たなごころに浮うかび上がったのは、林りん檎ごほどの大きさの青白い光球だ。

「…………」

　怪かい物ぶつの口元が忌いまわしい嗤し笑しようを刻きざんだ。刹那、手首が柔やわらかにしなるや、勢いよく光球が投じられる。

「高熱源反応──回かい避ひ」

　突とつ進しんしようとしていた足をわざとスリップさせ、トレスは自分から側方に転てん倒とうした。その髪かみをかすめて行き過ぎた光球は背後の壁に激げき突とつすると、爆ばく発はつ的てきな勢いで燃え上がった。

「火!?　こ、これって……」

「安全圏への後退を推すい奨しようする、シスター・エステル・ブランシェ」

　エステルの悲鳴に応じたのはトレスだ。炭化した毛もう髪はつの一部を払はらい落としながら、再ふたたび男の掌に浮かんだ火の玉を、無感動なガラスの瞳ひとみに捉とらえる。

「発火能力を持つ吸ヴア血ンパ鬼イア──目標をカテゴリーＦ、〝火炎イフ魔人リート〟と識別」

　殺人キリング人形ドールの声に応じたかのように、再度、火球が唸うなりをあげた。




〝火炎イフ魔人リート〟──背中に展張した副肺からの排はい気きによって高速飛行を行う〝妖フエ精アリー〟や、体表面の細さい胞ぼう配列を変へん換かんすることで自在に容姿を変える〝二ドツペ重ルゲ影ンガー〟など、特異能力を有する吸ヴア血ンパ鬼イアは数多い。だが、彼らの中でも〝火炎イフ魔人リート〟ほど危険な存在も珍めずらしい。

　この特とく殊しゆな属性を持つ吸血鬼の掌には汗かん腺せんがない。代わりにそこにあるのは、角質化した皮ひ膚ふに開いたグリセリン腺とナフサネート腺と呼ばれる二種の分ぶん泌ぴ腺だ。ここから分泌されるのは、彼らの体内で生成されたグリセリンと高純度のナフナフテンサネ酸ート──そして、そのグリセリンの中には体内ミネラルである塩素酸カリウムが、ナフサネートの方にはある特とく殊しゆな嫌気性細さい菌きんがたっぷり含ふくまれている。

　分ぶん泌ぴされたこれら二つの液体は皮ひ膚ふ上で混合されるが、このとき、ナフサネート中の嫌気性細菌は大気中の酸素に触ふれて急速に死し滅めつする。その死し骸がいは高熱を発しながら酸化するが、その際、発生した高温により、今度はグリセリンに含まれる塩素酸カリウムが発火する。この燃える塩素酸カリウムの周囲にあるのは、教会軍の焼しよう夷い弾だんに充じゆう塡てんされるナパーム液の実に八十倍にも達する強燃性のナフサネート・グリセリン混合液カクテル──火炎イフ魔人リートとは、意思を持った火か炎えん放射器なのだ。




「〇・二五秒遅おそい！」

　真正面から飛来した火弾を正確無比な銃じゆう撃げきで叩たたき落とすと、トレスは猛もう然ぜんと突とつ進しんした。火炎の正体がナパームである以上、火はすぐには消えない。つまり、時間がたてばたつほど、周囲を炎ほのおの壁かべに阻はばまれ、不利になってゆく。即そく戦せん即そつ決けつは正しい判断だ。

　僧衣カソツクをはためかせて迫せまる神父に対し、炎の向こうの吸ヴア血ンパ鬼イアは第三弾を放った。同時に天てん井じように向けて跳ちよう躍やく。しかしそのときには、トレスの体もまた床ゆかに沈しずんでいる。仰あお向むけに石いし畳だたみをスライディングしながら、頭上を疾はしる影かげめがけて、銃弾の豪ごう雨うを注ぎかける。次々と天井に穿うがたれてゆく弾だん痕こんは、疾しつ走そうする吸ヴア血ンパ鬼イアを今にもその牙きばに捉とらえるかに見えた。

　が──

　最後のあがきか、ひときわ大きくしなった怪かい物ぶつの手が炎を投じた。しかし、いかな吸ヴア血ンパ鬼イアの怪かい力りきをもってしても、そのスピードは銃弾には及およばない。余よ裕ゆうをもって、迎げい撃げきできるはずだった──もし、火球がトレスを目標としたものであったならば。

　だが、炎と銃弾の雨の中、くぐもった悲鳴をあげたのは、逃げることもできずに壁に貼はりついていた少女だ。その顔面めがけ、燃え盛る油ゆ脂しの塊かたまりが唸うなりをあげて飛来した。

「…………！」

　尼に僧そうの悲鳴と耳をつんざく銃声とともに、火球が爆散した。砕くだけた炎の破片は床に落ち、そこで勢いよく燃え上がった。ごく小さな火の粉こがスカートを焦こがしたのを除いて、エステルにダメージはない。だが、少女は喉のどが破れるような叫さけびを放った。

「あ、あぶない、神父トレス！」

　銃口を敵手から逸そらしてしまった神父に対し、眩まばゆい光が直上から落下したのだ。

　トレスの顔面が青白く漂ひよう白はくされた瞬しゆん間かんを、エステルははっきりと見た。人形めいて端たん正せいな顔が、炎に包まれる。

「…………」

　火炎は機械化歩兵の顔の上半分を灼やいた。しかし、対衝しよう撃げき／難燃性高分子素材の人工皮膚に護まもられた顔面そのものにダメージらしいダメージはない。むしろ深刻な損害は人工皮膚に覆おおわれていない唯ゆい一いつの場所──光学系センサーに集中した。

「神父トレス、う、上です！」

　視力を失った神父に向けて、天てん井じように貼はりついていた吸ヴア血ンパ鬼イアが跳ちよう躍やくした。その手に閃ひらめくのは短たん剣けんほどもある長い鉤かぎ爪づめだ。

「くっ！」
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　エステルの体は無意識に動いていた。横跳とびに身を投げ出すと、横たわる神父に蔽おおいかぶさったのだ。それでいかほどの時間が稼かせげようとは、エステルも思わない。しかし、百戦錬れん磨まの〝ガンスリンガー〟なら、自分が八やつ裂ざきにされているわずかな時間に、逃とう亡ぼうすることができるかもしれない……

「…………！」

　少女は無意識に誰だれかの名を叫さけんだ。

（もう駄だ目め……死んだ。殺された……）

　どこをやられたのだろう？　やはり首か？　それとも心臓？　顔だったらいやだなあ……

　意外なほど冷静にそんなことを考えつつ、エステルは激痛がやってくるのを待ち受けた。炎ほのおがちりちりと髪かみに熱い──しかし、いつまで待っても痛みが押おし寄せる気配はなかった。

「…………？」

　恐る恐る開いた視界に、炎の中を後ずさる暗い影かげが映った。根元からへし折られた鉤爪に、怒いかりで銅どう色いろの瞳ひとみを燃やすのは、あの吸ヴア血ンパ鬼イアだ。

「……その二人から離はなれてくださいませんか、火炎イフ魔人リートさん」

　硝ガンス煙モークをあげる旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーの銃じゆう口こうを吸ヴア血ンパ鬼イアに擬ぎしたまま、戸口に立つ影かげはいま一方の手で眼鏡めがねを押おし上げた。ランプの光が、銀色の髪かみを薄うす闇やみに浮うき上がらせている。

「し、神父アベル！」

「ぎりぎり間に合ったみたいですね……ご無事でしたか、エステルさん？」

　冬の湖色の瞳ひとみを少女に落としたのは、僧衣カソツクを翻ひるがえした長身の神父だ。安あん堵どで気が遠くなるのを懸けん命めいに堪こらえて、エステルは報告した。

「あ、あたしは無事です！　でも、神父トレスが……神父トレスがあたしを庇かばって……」

「落ち着いてください。彼ならだいじょうぶ……ああ、そっちの君、動かないでください」

　警告は、奥おくの壁かべに向けてわずかに後退した吸ヴア血ンパ鬼イアに対してのものだ。

「動くと本気で撃うちますよ。私は今、ちょっとだけ機き嫌げんが悪い」

「…………」

　だが、警告はあっさり無視された。吸ヴア血ンパ鬼イアのゆるやかな袖そでが鋭するどく翻ったかと思うと、そこに隠かくし持たれていた拳こぶし大だいの円えん盤ばんが、背後へ投じられたのだ。

「ちっ！」

　予告通り、旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーが咆ほう哮こうした。円盤が空中で砕くだけ散る──だが、直後そこに出現したのは、目も眩くらむような白光と耳を聾ろうする轟ごう音おんの奔ほん騰とうだった。

「！」

　爆ばく音おんに鼓こ膜まくが裂さかれそうになる。吹ふき寄せる爆風にアベルが足を踏ふん張り、エステルがトレスの体を庇かばって顔を伏ふせたとき、吸ヴア血ンパ鬼イアは素す早ばやく身を翻していた。その先にあるのは、壁に空いた大穴だ。

「し、しまっ──」

「どけ、ナイトロード神父」

　平板な声は、床ゆかから聞こえた。

　視覚を失って床に倒たおれていたトレスの持つ銃が、それ自身生あるものの如ごとく動いた。その狙そ点てんは壁の穴に走る吸ヴア血ンパ鬼イアに据すえられている。視覚は完全に喪そう失しつしている筈はずだから、おそらくは聴ちよう覚かく系けいセンサーのみを頼たよりに照準しているのだろう。しかし、空気の震しん動どうから相手の位置を割り出すには、炎えん上じよう中の室内という戦域は、あまりに条件が悪過ぎた。

「…………」

　熱ねつ攪かく拌はんによる誤差を計算・補正するために必要としたマイクロ秒単位の時間が、狙そ撃げきの成否をわけた。残像を撃ち抜ぬいた弾だん丸がんが、実体をかすめて虚こ空くうを穿うがつ。そのときには、細身の影は大きく闇に身を躍おどらせていた。

「……くっ！　駄だ目めだ、逃にげられました！」

　穴の方へ駆かけ寄ったアベルが無念げな声をあげるのを耳の端はしで聞きながら、エステルは傷ついた殺人キリング人形ドールを抱だき起こした。

「だ、だいじょうぶでしたか、神父トレス……ナイトロード神父、誰だれか人を呼んできて火を消してください！　あたしは、神父トレスを安全な場所にお移ししますから！」

「無ネガ用テイヴ」

　支えるエステルの指を振ふり払はらって、盲もう目もくの人形は立ち上がった。

「それよりシスター・エステル、卿けいが消火の手配を。ナイトロード神父はあの吸ヴア血ンパ鬼イアを追え」

「でも、神父トレス、その傷は……」

「問ノー題・プなロブいレム」

　弾だん倉そうを交こう換かんする手付きは、いささかも危なげない。トレスは冷れい淡たんに首を振った。

「俺おれはすぐにパーティー会場に戻もどる。あれほど強力な吸ヴア血ンパ鬼イアが、たかだか電脳調律師一人殺すために、わざわざこの警けい戒かい厳重な大使館に潜せん入にゆうするとは思えん」

「と言うと……まさか!?」

「そうだ」

　平板な声で答えた神父の顔に、壁かべを舐なめる炎ほのおが魔ま王おうめいた影かげを落とした。

「狙ねらわれるとすれば、いま、この大使館にいるＶＩＰ──ミラノ公が危ない」




　　　　Ⅲ




「暗殺、ですか？」

　片眼鏡モノクルの底から、カテリーナはモニターに映る男を見すえた。その剃刀かみそり色いろの瞳ひとみは、宴うたげの席とはうって変わった硬こう質しつな輝かがやきを宿している。

「カルタゴ市内に潜ひそむ吸ヴア血ンパ鬼イアが私わたくしの殺害を目もく論ろむ可能性がある──兄上は、そうおっしゃられるわけですね？」

〈ただの〝可能性〟ではないのだ、カテリーナ〉

　寝しん室しつの壁かべに埋うめられたモニターの中から、フランチェスコ・ディ・メディチ枢すう機き卿きようは重おも々おもしいバリトンを発した。教ヴア皇チ庁カン領内の治安を司つかさどる男の精せい悍かんな容よう貌ぼうには、冗じよう談だんを口にしているような気配は窺うかがえない。

〈〝外遊中の枢機卿を、吸ヴア血ンパ鬼イアの一団が狙ねらっている〟──情報元はまだ明かせぬが、教理聖省われわれの調査によれば、かなり信しん頼らいできる報告だ。そして、外遊中の枢機卿でもっとも位階が高い者といえば、国務聖省長官にして聖下の異母姉であるカテリーナ──お前だ〉

「……なるほど」

　喉のどが痛い。小さく咳せきをすると、カテリーナはサイドボードに置かれていたティーポットに手を伸のばした。ミントシヤイ入り・の緑茶アハダルをグラスに注ぎながら、素す早ばやく思考の糸を巡めぐらせる。

　フランチェスコとカテリーナ──現教皇アレッサンドロの腹はら違ちがいの兄と姉が教ヴア皇チ庁カンの基本政策を巡って、水面下で激しい政争を繰り広げているのは、もはや周知の事実である。

　教ヴア皇チ庁カンの外交を司つかさどるカテリーナが世俗との協調を重視する穏おん健けん派はなのに対し、内政を握るフランチェスコは教会の権けん威いを絶対とみなす強きよう硬こう論ろん者じやだ。たとえば今回のカテリーナのカルタゴ訪問についても、フランチェスコとその追つい随ずい者しやたちは、これを弱よわ腰ごし外交と非難している。テロ情報にかこつけ、妨ぼう害がいを企たくらんでもいっこうに不思議ではない。

〈カルタゴは、〝帝てい国こく〟からも近く、奴やつらの活動が盛んな地域だ。お前の訪問を知った化け物どもが、なんらかの行動に出る恐おそれは十分にある〉

　こちらの映像は向こうに送られていないはずだが、妹の疑ぎ惑わくを嗅かぎ取ったのだろうか？　偉い丈じよう夫ふは厳しい表情おももちで声を継ついだ。

〈聖下も心配しておられる。悪いことは言わぬ。訪問は切り上げ、ただちに帰国するがいい〉

「とりあえず、ご忠告には感謝しますわ、兄上」

　緑茶のグラスにミントと松の実を浮うかべながら、カテリーナは慎しん重ちように言葉を選んだ。

「ですが、まことに残念ながら、おおせに従うわけには参りません。世せ俗ぞく諸しよ侯こうが無用の警けい戒かい心しんを我らに抱いだいているこの時期、私わたくしが慌あわただしく帰国しようものなら……おわかりでしょう？」

〈さぞや、騒さわぎたてようよ。だがな、そこでお前が吸ヴア血ンパ鬼イアに殺されてもみよ。我らの面子メンツはどうなる？　それにそうなったとき、復ふく讐しゆうを叫さけぶ信徒たちを抑おさえるつもりは俺おれにはないぞ〉

「…………」

　組み合わせた指の上に顎あごを載せると、カテリーナは考え込んだ。確かに、兄の言にも一理ある。かと言って、カルタゴ滞たい在ざいを切り上げるなど問題外だ──では、どうする？

〈お待ちください、お二ふた方かた──私めに考えがございます〉

　互たがいに不ふ機き嫌げんな沈ちん黙もくを続ける兄きよう妹だいの間に割り込んできたのは、第三の声だった。

〈やあ、ハニー。元気そうでなによりだね〉

「……ああ、ボルジア枢すう機き卿きよう、あなたでしたか」

　一いつ瞬しゆん、身構えたカテリーナであったが、モニターの隅すみに新たに現れた男の顔に、頭痛を堪こらえるように表情を変えた。涼すずしげな二ふた重え瞼まぶたと聖職者としてはやや威い儀ぎに欠ける長ちよう髪はつが印象的な若者──広報聖省長官アントニオ・ボルジア枢機卿は、モニターの中で親しげに片手を掲かかげた。

〈カルタゴはどうだい、カテリーナ？　ああ、暑さでキミが倒たおれていないかと、ボクは、夜も心配でロクに眠ねむれないよォ。だいたい、キミのいないローマなんて、空家も同然。いや、絶滅ダーク・地帯ランドでも、ここよりはマシじゃないかと思えるね──〉

〈用件は何だ、ボルジア枢機卿〉

　舌に油でも塗ぬっているようにぺらぺらとまくしたてる若者を、うんざりしたようにフランチェスコが遮さえぎった。それでも邪じや険けんに追い払はらえぬのは、ヒスパニアきっての大貴族にして聖界内外にも大きな人脈を持つボルジア家の家名を、彼なりに憚はばかってのことだろう。そのいかつい顔に、珍めずらしく辟へき易えきしたような色が浮かんでいる。

〈実は、今回の暗殺計画について真っ先に嗅かぎつけてきたのは彼なのだ……して、ボルジア枢すう機き卿きよう、卿けいの考えとは？〉

〈警備の増強でありますよ〉

　広プロバ報ガンダ聖・フ省イーデ長官として教ヴア皇チ庁カンの宣伝活動とマスコミ対策をとりしきる軽けい薄はく才子は、夕食のメニューでも決めるみたいにお気楽な調子で提案した。

〈要するに、フランチェスコ様が気にしておいでなのは、カテリーナの身の安全。帰ってこいとおっしゃるのも、大使館程度の警備では心もとないからでございましょう？〉

〈まあ、そうだ〉

〈かといって、せっかく行ったものを急に帰ると言い出したのでは、カルタゴ政府が気を悪くする。だよね、ハニー？〉

「……………………ええ、そうです」

　疲つかれたように頷うなずいた兄きよう妹だいににこやかに頷きかけると、若者は無意味なまでに爽さわやかに言った。

〈ならば、解決策は明らか！　ローマから人手を送り込んで、警護を万全にすればいい〉

「少々お待ちを、ボルジア枢機卿」

　軽く咳せきこみながら、カテリーナは尋たずねた。

「人手を送るとおっしゃるが、我が国務聖省には護衛に割けるような人員はございませんよ」

　ボルジアの口からこぼれたのは、意外な固有名詞だった。

〈異い端たん審しん問もん局〉

　画面の向こうの若者は、とびきりの悪戯いたずらを思いついた子供のような顔で微笑ほほえんでいた。

〈メディチ枢機卿配下の彼らをカルタゴに派は遣けんし、警護に充あてるのサ。それなら、国務聖省の人員を割くこともなく、警けい戒かい体制を強化できるだろ？〉

「異端審問局……異端審問官をこのカルタゴに？」

　異端審問官──その名を載のせたカテリーナの声が微かすかに上うわずった。

　超ちよう人じん的てきな戦せん闘とう力を有し、ロストテクノロジーの粋すいで武装した彼らは、文字通り怪かい物ぶつじみた力を持つ吸ヴア血ンパ鬼イアどもに、個人で拮きつ抗こうし得る数少ない存在だ。

〝大アル災マゲ厄ドン〟の後、吸血鬼どもとの戦いの始まった暗黒時代、教ヴア皇チ庁カンが戦闘力・信しん仰こう心しんに優すぐれた聖職者に対吸血鬼戦闘の専門家としての訓練を施ほどこしたのが、その始まりと謂いわれている。数百年前、吸血鬼どもが一応、人類圏けんから駆く逐ちくされた後は、その敵を異端やテロリストなど教会への反はん抗こう勢力全般に切り替かえて剣けんを振ふるってきた、文字通りの教会の牙きばたちだ。確かに、対アンチ吸・ヴ血アン鬼パイア・テカウロンタ防ー御テロ戦のプロフェッショナルである彼らの能力は、まさに今回の任務にうってつけである。

　そう、能力だけについては──。

〈ふむ……悪い考えではないな。カテリーナ、お前の意見はどうだ？〉

「そうですわね……」

　正直、カテリーナとしてはあまり気の乗らない提案だった。別に縄なわ張ばり意識からではない。異い端たん審しん問もん官かん──彼らの悪評が気にかかったのだ。

　元来、教ヴア皇チカ庁ン子こ飼がいの戦せん闘とう者しやとして年月を重ねてきた彼らは、神と教会のみに忠誠を誓ちかっている。教義にわずかでもそぐわぬ存在はただちに悪とみなし、糾きゆう弾だんし、たとえ相手が無害な女子供といえども即そく座ざに殲せん滅めつして、それを誇ほこりとしてきた。この一世紀、彼らに滅ほろぼされた街や村は十や二十ではきかぬのだ。

　そんな物ぶつ騒そうな連中をこの町に呼び寄せてよいものか。万一、彼らがカルタゴで暴あばれ始めるような事態になれば、それこそ教ヴア皇チ庁カンに対する世俗の警けい戒かい心しんは抜ぬきさしならぬものとなるのではないか？

「やはり、兄上、折せつ角かくですがそれは──」

〈異端審問官を派は遣けんするメリットは、実はもう一つあるんだヨ〉

　婉えん曲きよくに申し出を断ろうとしたカテリーナの台詞せりふを、若者の声が遮さえぎった。

〈実はサ、最近、キミについて芳かんばしからぬウワサが囁ささやかれてるんだよねェ、知ってた？〉

「噂うわさ？」

　訝いぶかしげに首を捻ひねったカテリーナに対し、フランチェスコが不自然なほどさらりと告げた。

〈なに、やくたいもない風聞だ。すなわち、『教ヴア皇チ庁カンの重じゆう鎮ちんにして聖下の姉である国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァが、〝帝てい国こく〟と──あの忌いむべき化け物どもと内通しようとしている』という根も葉もない、な〉

「なっ……!?」

　このときほど、カテリーナはこちらの映像が向こうに送られていないことを感謝したことはなかった。ひっくり返したグラスからこぼれた緑茶がテーブル上に広がってゆくのも忘れて、必死で息を整える。

「わ、私が〝帝国〟と──吸ヴア血ンパ鬼イアどもと通敵している？」

〝大アル災マゲ厄ドン〟後の人類生存圏けんのほぼ東半分を占しめる〝帝国〟──真ツア人ラ・類メト帝セル国ートは、この時代、唯ゆい一いつ最大の非人類種族国家である。

　数多くの吸ヴア血ンパ鬼イアたちと彼らの頂点に君くん臨りんする皇アウグ帝スタによって率ひきいられたこの国は、豊かな国土と強大な旧時ロス代のトテ科学クノ技術ロジーを数多く保有し、潜せん在ざい的てき国力は教ヴア皇チ庁カンのそれさえも超こえるとさえ噂されている。まさにその存在は、〝大アル災マゲ厄ドン〟からの復興を歩む人類に残された最後の脅きよう威いであり、人類社会の盟主である教ヴア皇チ庁カンにとっては、いわば、最大の敵手と言ってよい。

　いやしくも枢すう機き卿きようの身にしてそのような輩やからとの通敵の嫌けん疑ぎをかけられ、憤ふん慨がいしない者がいようか──しかし、このときカテリーナの顔を青ざめさせた感情は、怒いかりではなかった。

「それはまた……実に愉ゆ快かいならざるお話ですわね」

　顔に落ちかかった金きん髪ぱつを払はらいながら、カテリーナはぼやいてみせた。そのときには既すでに、さきほどの衝しよう撃げきを強きよう靭じんな精神力で克こく服ふくしてしまっている。しかし、微かすかに震ふるえる手が固く握にぎりしめられていることは秘密だ。

「まったく、そのようなデマがどこから湧わいてきましたのやら。わが身の不徳を呪のろいますわ」

〈デマとしては、あまりできのいいものではないな。よりによって、枢すう機き卿きようでしかも聖下の肉親が、吸ヴア血ンパ鬼イアどもとつるむなどという風聞は……しかも、今度のお前のカルタゴ訪問からして、〝帝てい国こく〟の使者と会うためにわざわざセッティングされたものであるとかいう与よ太た話ばなしまで付け足たされておる〉

　妹の動どう揺ようを知ってか知らずか、普ふ段だんになく愛あい想そのよい口調でフランチェスコは嘆なげいた。

〈ま、火のない所にも煙けむりは立つということだ……ああ、しかし安心せよ。いま、その噂うわさの出所をこちらで探さぐっておるところだ。見つけ次し第だい、聖天サンタン使城ジエロの地下牢ろうに叩たたき込んでくれよう〉

〈とは言え、お二ふた方かた。人の口に戸を立てるのはなかなかに難しいものにございます。そこで、さきほどのお話に戻もどるワケですヨ〉

　兄きよう妹だいの間に交かわされる麗うるわしい情愛に心揺ゆさぶられたのか、感かん慨がい深ぶかげに目元をハンカチで押おさえながら、ボルジアが口を挿さしはさんだ。

〈今回のカテリーナのカルタゴ訪問の間、異端審問官が側そばにいれば、そのくだらない風説を払ふつ拭しよくできるってワケさ。〝帝国〟の使者と会うのに、異端審問官をわざわざ側に置くワケがないだろ？　ウワサは、結局、悪意あるデマじゃん──と、ま、そんなところで〉

「……なるほど、わかりました」

　もはや、カテリーナの表情にはさきほどまでの動揺の影かげは微み塵じんもない。麗れい人じんは、普段とまったく変わらぬ甘あまやかな声で礼を述べた。

「お二人のご高こう配はいはありがたく頂ちよう戴だいしておきましょう……私わたくしの帰国までの期間に限り、この大使館の警備に関しましては、異端審問局にご一任いたします」

〈まかせよ。すぐに手配するゆえ、そうよな、三日後にはそちらに派は遣けんできると思う〉

　胸を叩いてみせたフランチェスコの眼めには、してやったりとの色がある。画面の向こうに手を伸のばして、その瞳ひとみを抉えぐり出すことを夢想しながら、カテリーナは婉えん然ぜんと微び笑しようした。

「では、あとは兄上のよしなに……ところで、そろそろ私わたくしは失礼させていただいてもよろしいかしら？　主人役ホステスがいつまでも宴うたげの座をはずしているわけにも参りませんもの」

〈ああ、今こ宵よいは存分に楽しむといい。しかし、異端審問官が到とう着ちやくするまで、警備は怠おこたるなよ〉

〈帰国を首を長くして待ってるヨ、カテリーナ。チャオ♥〉

　……男たちの姿が画面から消えた後も、カテリーナは席を立たなかった。もの思いに耽ふけって、じっと動かぬ。窓から注ぐ月光の下もと、その姿は精せい緻ちな彫ちよう刻こくとも見えたが、やがて、ふと思い出したように上がった指が耳みみ飾かざりを弾はじいた。

「今の話、どう思いましたか、シスター・ケイト？」

〈……まずは噂うわさの出所を探さぐるべきではないかと〉

　室内にはカテリーナ以外の人ひと気けはない。穏おだやかな女の声が聞こえてきたのは、彼女自身の耳みみ飾かざりからだった。

〈ひょっとすると、国務み聖省う内部ちに彼らと通じている者がいるのかもしれません。無論、メディチ枢すう機き卿きようは何も知らぬままにカマをかけているのかもしれませんが〉

「その可能性はあります。まあ、今回の訪問については、完全に彼らの勘かんぐり過ぎですけれども……そんな簡単に、〝帝てい国こく〟とパイプを持てるものなら、苦労はないわ！」

　長い脚あしを法ほう衣えの下で組み替かえると、カテリーナは鋭するどく舌打ちした。

『カテリーナ・スフォルツァが、〝帝国〟と通じようとしている』

　その悪意あるデマは、ある意味、完全にあたっていたからだ。

〝帝国〟との外交チャンネルの確保──それは、数年前から密ひそかにカテリーナが実行してきた試みである。

　あの忌いまわしい〝大アル災マゲ厄ドン〟から千年。暗黒ダーク時代エイジの彼方かなたから争ってきた人類の敵、吸ヴア血ンパ鬼イアどもの総本山と交こう渉しようのパイプを築こうとする彼女の行こう為いは、一歩間ま違ちがえれば、速すみやかな身の破は滅めつを意味していた。いや招来されるのは、カテリーナ個人の破滅だけではない。下手へたをすれば、教ヴア皇チ庁カンそのものをも揺ゆるがす一大スキャンダルに発展しかねぬ危険な賭かけであった。それでもなお、カテリーナがそのリスクを冒おかしてきたのは、それだけの理由があったからだ。

　しかしながら、今のところその賭けは、破滅的な失敗こそ避さけられているものの、冒した危険に見合う配当を得たとは言えない結果に終わっていた。犯罪者の越えつ境きよう問題や亡命者の保護といった現場レベルでの交流は何度かあったものの、帝国中ちゆう枢すう──とりわけ、皇アウグ帝スタと呼ばれる吸ヴア血ンパ鬼イアたちの最高指導者との接せつ触しよくはいまだ果たされていない。それどころか、コンタクトを取りたいというこちらの意思が向こうに伝わっているのかさえ不明だ。

　果たして、カテリーナの意向を向こうは知っているのか。知っていて黙もく殺さつしているのか。それとも──

〈ただ、あたくしとしましては、カテリーナ様のお命を狙ねらう輩やからがいるとかいう情報の方が気がかりですわね〉

　沈ちん思しする麗れい人じんの思考を現実の地平に引き戻もどしたのは、イヤリングからの警告だった。

〈メディチ枢機卿がおっしゃってましたように、こんな僻へき地ちでは、警察や軍もあてにはできません。ご用心くださいまし、カテリーナ様〉

「まあ、その問題は、数日中に乗り込んでくるとかいう異い端たん審しん問もん官かんが配はい慮りよしてくれるでしょう……むしろ、彼らがやり過ぎるのではないかと、そちらの方が私わたくしは心配なのだけれど」

　力無く笑って、カテリーナは立ち上がった。宴えんもたけなわらしい。窓の外からは、夜風に乗ってざわめきが聞こえてくる。金色の巻き毛を梳すきながら、麗人は薄うすい瞼まぶたをそっと伏ふせた。

「いずれにせよ、警護を申し出てきたのはあちらです。これでもしも私わたくしの身に何かあったときには、逆に、異母兄あにの方へ苦情をねじこむこともできるでしょうね……ところで、神父アベルはまだパーティー会場にいますか？　彼に少し話があります」

〈ええっと、少々お待ちくださいまし。パーティー会場の監かん視しカメラをいただいてと……いえ、会場の方には見当たりませんわ。シスター・エステルもおりませんし、二人でどこかに移動したのではありませんか？〉

「シスター・エステル？」

〈ええ、シスター・エステル・ブランシェ──ほら、半年前に配属になったシスターですわ〉

　どこか硬かたい声で問うた上司に対し、シスター・ケイトはごく事務的な返答を返した。

〈とても優ゆう秀しゆうな人材でございますのよ。訓練所での考課成績を拝見しましたが、ほとんどの課程でトップをとっています。一いつ般ぱん教養、護身術、情報分ぶん析せき、語学……それに、あの年でパルチザンのリーダーを務めていただけあって、集団の統率力には目を瞠みはるものがありますわね〉

「知っています。下で会いました……神父アベルがずいぶんと目をかけているようですね。ローマへの転属も彼の推すい薦せんですし、任務の支し援えん要員に彼女を指定したのも彼自身でした」

〈同情してるのでございましょう。なんですか、ずいぶんと気の毒な身の上なんでございますのよ、あの子〉

　彼女自身深く同情しているらしい、ケイトの口ぶりだった。

〈イシュトヴァーンに残っていた記録によれば、母親は不明。父親を名乗るエドワード・ブランシェという男──名前からして、アルビオンの騎き士し階級らしいですわね──が、聖マーチャーシュ教会に預けた赤あかん坊ぼうだったそうです。しかも、この父親、教会に娘むすめを預けた後は無責任にも音信不通になってしまってます。でもって、その教会も、先日、あんなことになってしまいましたでしょう？　十七歳で天てん涯がい孤こ独どくの身。アベルさんが同情するのもわかる気が──〉

「私わたくしが家族を殺されたのは、十四の歳としでした」

　部下の報告を遮さえぎったカテリーナの声は、相変わらず穏おだやかだ。だが、どこか触ふれれば撥はね返されそうな硬さを含ふくんで響ひびいたのはなぜだろう？　金色の巻き毛を指先に弄もてあそびながら、枢すう機き卿きようは優やさしく、しかし、はっきりとケイトの同情に釘くぎを刺さした。

「能力評価に本人の身の上は関係ありません。彼女が優秀なのは私わたくしも認めます。しかし、所しよ詮せんはまだ子供……過か剰じような期待は禁物ですよ、シスター・ケイト」

〈は、はあ、申し訳ございません〉

　イヤリングの声は、気け圧おされたように押おし黙だまった。エステルに対して、どこか冷たい上司の反応が、それだけ意外だったのだろう。あれだけとびきりの才能を持った新人である。能力ある人材を好むカテリーナの為ひとと人なりであれば、きっと彼女を気にいると思っていたのだが──

「……おや、あれは何かしら？」

　珍めずらしく棘とげのある上司の反応に首を捻ひねっていたケイトの耳に、不ふ審しんげな声が飛び込んできたのはそのときだった。

〈いかがなさいました、カテリーナ様？〉

「あそこに煙けむりがあがっているようなのですが……まさか、火事？」

　そう言えば、さきほどから下から聞こえてきていたのも、パーティー会場からのさざめきではない。中庭や回かい廊ろうで交かわされているのは、何か切せつ迫ぱくしたような叫さけび声だ。

「あの、お騒さわがせして申し訳ございません、猊げい下か」

　寝しん室しつの扉とびらがノックされ、その向こうから複数の女の声が聞こえた。枢すう機き卿きよう付の尼に僧そうたちだ。

「なにやら、館内で火災が発生したとやらで……念のために、移動の準備だけでもと大使が申してきておりますが？」

「わかりました。今、鍵かぎを開けます。お待ちなさい……やれやれ、事の多い夜だこと」

　さすがにうんざりとため息をつくと、カテリーナは、尼僧たちを招じいれるべく、ドアの内鍵に手を伸のばした──

「動くナ」

　その腕うでを、横合いから伸びた小さな手が摑つかんだ。

「大声をたてるナ──騒げば殺ス」

　押おし殺した声が耳元で囁ささやいたときには、カテリーナの腕はぴくりとも動かなくなってしまっている。

　彼女の腕を摑む指は針金細工のように細かった。しかも、そこにはさほどの力がこめられているとは見えぬ。なのに、骨が砕くだけそうな激痛に、カテリーナは唇くちびるを嚙かんで耐たえねばならなかった。

　およそ、人間離ばなれした力だ……いや、人間離れ!?

「あ、あなたは……!?」

　脂あぶら汗あせをびっしりと浮うかべて、カテリーナは頭こうべを巡めぐらせた。

　まず目に入ってきたのは、室内灯の柔やわらかくもおぼろな光。そしてその下に立っていたのは、遊ベド牧ウ民イン風に襞ドレープを引いた民族衣い装しようを纏まとう人ひと影かげだった。ターバンの下の顔は月光の陰かげになってよく見えぬが、ずいぶんと小こ柄がらだ。人間なら、まだ十三、四ほどの子供だろう──そう、人間なら。

「な、何者です、あなたは？」

「動くナ、と言ったゾ、短生種テラン。それとも、余よの言葉、通じぬカ？」

　ちょうど雲間から歪いびつな顔を覗のぞかせた〝二つ目の月〟が、光を室内に投げかけた。そこに浮かび上がったのは玲れい瓏ろうと白い顔と、薄うすい唇から覗く牙きばの輝かがやきだ。片眼鏡モノクルの奥おくでカテリーナの目がこぼれんばかりに瞠みはられた。

「ヴァ……吸ヴア血ンパ鬼イア!?」

「〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟、だト？」

　見み目め麗うるわしい少女とも、あるいは凄せい婉えんな美少年ともつかぬ中性的な顔かんばせに、一いつ瞬しゆん、激しい怒ど気きが沸ふつ騰とうした。磨みがき抜ぬいた赤あか銅がねに金を散らしたような不思議な色合いの瞳ひとみが、憎にく々にくしげに細まる。

「無礼な短生種テランメ！　汝なんじ、卑いやしきサルの分際で、聖せい旨しを伝えに来たこの余よを怪かい物ぶつ呼よばわりするカ！」

「…………!?」

　たどたどしいローマ公用語で紡つむがれた吸ヴア血ンパ鬼イアの怒ど声せいは、確かに恐きよう怖ふに値あたいした。だが、いちかばちかで扉とびらの外に助けを求めようとしていたカテリーナの唇くちびるがふと動きを止めたのは、恐おそれからではない。

「……〝聖旨〟ですって!?」

　依い然ぜん、不ふ機き嫌げんげに歪ゆがめられた少年の麗れい貌ぼうを、カテリーナは灰色の瞳ひとみで見返した。そのときには、既すでに死の恐怖はどこかに去ってしまっている。そもそも、目の前の者が例の情報にあった刺し客かくだとすれば、今ごろ、自分は生きてはいまい。それよりも──

「〝聖旨〟と言ったの!?　まさか、お前、いや、あなたは〝帝──」

　目前の壁かべが炎ほのおを噴ふいたのは、カテリーナが震ふるえる唇を開きかけた瞬しゆん間かんのことだった。

　炎──壁の向こうから撃ち放たれた直径十三ミリの銀の弾だん丸がんは、彼女のすぐ鼻先をかすめ去り、直後、その腕を捕とらえていた吸ヴア血ンパ鬼イアの肩かたを貫つらぬいている。

「ッ！」

　悲鳴をあげた少年の手が、弾はじかれたようにカテリーナの腕を離はなれた。よろよろとよろばい退いたその影かげをかすめ去ったのは、なおも立て続けに壁向こうからほとばしる銃じゆう弾だんの雨だ。

「おッ、おのレ、短生種テラン……アスツ・ネブニ！　ア・セ・ファケ・デ・リス!!」

「ま、待って！　待ちなさい！　あなたは──」

　咄とつ嗟さにカテリーナが手を伸のばしたときには、少年の姿は瞬間移動でもしたかのように、月光射さす窓辺に移動している。憎ぞう悪おに燃える瞳がカテリーナを振ふり返った。

「やはり短生種テラン……それも教ヴア皇チ庁カンなド、信用すべきではなかったのダ！」

　それとほぼ同時に、扉が室内に向けて蹴けり開けられた。轟ごう音おんをあげて開いた戸口から現れたのは、焼け焦こげた僧衣カソツクも痛々しい小こ柄がらな神父だ。

「常じよう駐ちゆう戦術思考を索サーチ敵＆デ攻スト撃ロイから殲滅ジエノ戦サイド仕様モードに書換えリライト──消デリ去ート開スタ始ート」

　神父トレスのＭ13から空からになった弾だん倉そうが落ちる。袖そで口ぐちから飛び出した新たな弾倉が銃把グリツプに滑すべり込む一いつ瞬しゆんの間に、窓まど枠わくに足をかけた少年は怒ど号ごうした。

「もはや選せん択たくはなされタ！　こうなれバ、汝ラ愚おろかなサルには服従か死──それあるノミ！」

「待って……神父トレス、発はつ砲ぽうはやめなさい！」

　カテリーナの制止は一瞬だけ遅おそかった。死そのものを刻きざんだ銀色の弾丸が撃ち放たれた刹せつ那な、少年は虚こ空くうに身を躍おどらせている。かすめさる死神の群れの間を、白い影かげが闇やみに溶とけた。

「……目ター標ゲツ失トロ探スト。攻撃ストツ中止プオ命令ーダー受領──損害ダメー評価ジリ報告ポートを、ミラノ公」

　銃爪トリガーから指を離した番犬の声も、このときのカテリーナの耳には入らなかった。半なかば自失したまま窓辺に歩み寄りながら、美しい魔ま物ものを飲み込んだ夜を見下ろす。

　火災と、ときならぬ銃じゆう声せいの連続で、蜂はちの巣を突つついたような騒さわぎが始まっていた。回かい廊ろうで騒いでいる貴き顕けん淑しゆく女じよたち。ささやかなアバンチュールを中断されて中庭から這はい出してくる男女──あそこで、職員たちを指揮して消火に懸けん命めいになっているのは、例の新人シスターだ。

　だが、その一切も目に入らぬ様子で、カテリーナは闇やみを見つめていた。

〝聖せい旨しを伝えに来た〟

〝汝なんじら、愚おろかなサルには服従か死──それあるのみ！〟

「あれは……いや、彼はもしや……」

　闇の向こうには、カルタゴの街が静かに沈しずんでいた。




　教ヴア皇チ庁カン大使館の火事に、物見高い野や次じ馬うまは皆みな、行ってしまっていた。

　だから、市場スークの裏手、路地の闇が端たん正せいな影かげを生み落としたとき、それを目もく撃げきしていたのは、残飯を収めたバケツから遅おそい夕食にいそしんでいた野の良ら猫ねこたちだけだった。

「……くそっ、野や蛮ばんな短生種テランどもめ！」

　乱れた金きん髪ぱつの下で、朱しゆ色いろの唇くちびるが憤ふん怒ぬを毒液のように滴したたらせた。肩かたを押おさえるか細い指の間から、夜よ目めにも鮮あざやかな赤い液体が滴っている。

「卑いやしい狂きよう信しん者しやどもめ！　陛下の勅ちよく命めいなくば、皆殺しにしてやったものを……くそっ！」

「──イオン」

　人にあらざる者たちの言語で続く罵ば詈り雑ぞう言ごんの流れに投じられたのは、穏おだやかなテノールだった。金髪の少年ははっと振ふり返ったが、そこにいま一人の影を認めるや、表情を和やわらげる。

「ラドゥ、汝か……おどかすな。追っ手かと思ったぞ」

「すまぬ。あまりに君の帰りが遅いので、気になってな」

　いま一人の影──それは限りなく黒に近い青髪の若者だった。歳としの頃ころは、二十代の半なかばほど。こちらもベドゥイン風の格好をしているが、夜目にも白い顔は、遊牧民などでないことは誰だれの目にも明らかだ。そのどこか翳かげりを含ふくんだ美び貌ぼうが、少年と兄弟と見えるほどに似通っていたのは、二人の家系が何代にもわたって結んできた複雑な姻いん戚せき関係の証あかしである。

「で、首しゆ尾びはどうだった？　無事に例の短生種テランとは会えたのかい……イオン！　君、怪け我がしてるじゃないか!?」

　肩にかけられた手に、少年の顔が微かすかに歪ゆがんだ。

「痛つッ！　ラドゥ、すまぬがもうちょっと静かに頼たのむ……撃うちこまれたのは銀の弾たまじゃ。馬鹿な短生種テランが、こちらの話も聞かずに撃ってきよった」

「銀だと？」

　ラドゥと呼ばれた青年の顔が曇くもった。素す早ばやく腰こしの短刀を引き抜ぬくと、金髪の少年の服を裂さく。筋肉の薄うすい、なだらかな肩に開いた赤黒い銃じゆう創そうに、細い眉まゆがしかめられた。

「ひどいな……少し我が慢まんできるか、相トヴア棒ラシユ？」

「……ああ、やってくれ」

　金きん髪ぱつの少年は青ざめた顔で頷うなずくと、目を閉じた。その瞼まぶたの上に、緩ゆるやかにウェーブした髪かみがかかるのを見ながら、青髪の青年は傷口の上に短刀を這はわせていたが、

「──いくぞ」

　無む造ぞう作さとも見える手付きで、白い肩かたに刃やいばが滑すべり込んだ。

　弾たまは骨にまで達していた。だが、鮮あざやかに動いた刃は先さきがそれを抉えぐり出すのに、一秒と要しなかったろう。鮮せん血けつが白い肌はだに美しい模様を描えがいたときには、変形した銀の塊かたまりは石いし畳だたみに落ちて澄すんだ音をたてている。

「……とりあえずは館やかたに戻もどろう、イオン」

　激痛に声もない少年の傷口から汚お染せんされた血を吸い出しながら、若者は穏おだやかに提案した。

「まず、この傷をきちんと手当てして、それからゆっくり考えよう。彼らともう一度話してみるのか──それとも殺すのかを」







　　　　第二章：背信の炎





──ここに彼ら諸軍を率いて来る。

その数、浜の砂のごとく。

（ヨシュア記十一章四節）






　　　　Ⅰ




　自由都市カルタゴ──人口二十万を数える、暗黒大陸アフリカきっての大都市である。

　南と西を渺びよう々びようたる砂さ漠ばく、北と東を海に囲まれたこの町は、天然の良港と豊富な石油資源に恵めぐまれ、古くから地中海交易に欠かせぬ要よう衝しようとなってきた。暗黒ダーク時代エイジにも、比ひ較かく的てき早く復興が開始されたのはそのためだ。

　この街の守護聖人として篤あつい信しん仰こうを集めている聖女エリッサは、その頃ころ、カルタゴの女王であった人物である。

　善政を敷しき、民たみに愛されたこの女王は、また、神の篤い恩おん寵ちようを受けた聖女でもあった。祈いのりによって荒あれ地に泉を湧わかせた奇き蹟せき譚たんや、砂漠で敵に包囲された彼女の軍隊を突とつ如じよとして巻き起こった砂すな嵐あらしが救った話など、この聖女にまつわる伝説は数多い。しかし、暗黒ダーク時代エイジの中期、吸ヴア血ンパ鬼イアたちがこの地方に押おし寄せてきた際に、町を守って殉じゆん教きよう。その遺体は彼女を悼いたむ人々により、カルタゴの町の地下深くに封ふうぜられたという。

　教皇庁公会議により異い端たんと認定された偽ぎ典てんの中には、実はエリッサは神に遣つかわされた天使であり、死んだというのも見せかけで、いまなお彼女はカルタゴの町を守っていると伝えるものもある。砂さ漠ばくに起こる砂嵐は、カルタゴを見守る彼女の翼つばさの羽ばたきであるとも。

　そのような偽典の一冊、『アンブロシウス福ふく音いん書しよ』において伝えられる彼女の天使名は、〝イブリース〟──〝砂漠の天使〟である。




〝大アル災マゲ厄ドン〟──あの忌いまわしい破カタス局トロフとその後の暗黒ダーク時代エイジを経て、世界はずいぶんと変へん貌ぼうした。

　が、〝馬ば鹿かと金持ちは高い所が好き〟という共通原則は、しぶとく変わらなかったものの一つらしい。町の北ほつ郊こう、海の見える丘おかを上りきると、そこは、真っ白な壁かべに鮮あざやかなブルーの窓の家並みが連なるカルタゴきっての高級シテイ住宅ブサ街イドだ。

　オレンジの並木に瀟しよう洒しやな邸てい宅たく群。眼下に望む紺こん碧ぺきの海には、白いヨットがのんびりと浮かんでいる。眺ちよう望ぼうのよいカフェテラスで寄り添そう若い男女は、蜜月ハネ旅行ムーン中の新しん婚こんカップルだろうか。この街は、ローマやナポリの金持ちたちが休日を過ごす観光都市としても知られている。

「──間ま違ちがいありません。あそこに見える二階建てが、例の建物です」

　カフェの隅すみに座すわっていた若い尼に僧そうが、声をひそめた。暑さからか緊きん張ちようからか、その額は、前に置かれたレモシトロン水ナーダのグラス同様に薄うすく汗あせをかいている。

　グラスの側そばには、二日前に死んだ電脳調律師の遺品が並べられていた。その一つ、厚く膨ふくらんだ財さい布ふから、尼僧が引っ張り出したのは、まだ真新しい小切手だ。額面は五十万ディナール──ちょっとした豪ごう邸ていが建つ金額である。だが、尼僧の視線は額面欄らんの下に向けられていた。

「ほんの三日前に振ふり出されたばかりの小切手です。受取人はピエトロ・ボッロミーニ。振り出し元はバアル海運とかいう交易会社です。その住所は、当局の登記が正しければ、あの屋や敷しきに設定されています」

「ところが、そのバアル海運とやらは、八年前に設立されて以来、一切、業務活動を行っていない……完全な幽ゆう霊れい会社ですね。設立発起人にも、全すべて実在しない人物名が使われていました」

　尼僧とは対照的なのどかさで、銀ぎん髪ぱつの神父は応じた。紅こう茶ちやにひたした薄いドーナッツをさもうまそうにほおばりながら、住宅街のはずれの方に双そう眼がん鏡きようを向けている。崖がけっぷちに突つき出したように建てられたその屋敷は、金持ちの別べつ荘そうか何かなのだろうか？　ここでは珍めずらしくもない瀟洒な二階建ての建物だ。ただ昼間というのに、全ての窓にカーテンが下りているのが妙みようと言えば妙だったが。

「ふむ、たぶん、バアル海運とやらは〝帝てい国こく〟のダミー会社でしょうね。それで、この八年間、一人も新規社員を採用していないのも納なつ得とくできます」

「でも、こんな町まち中なかですよ？」

　ボッロミーニの遺品を調べながら、エステルは首をひねった。こんな町中、それも高級住宅街に、吸ヴア血ンパ鬼イアどもがアジトを構えているなど、ありうることだろうか？

「ここいらじゃ、よくある話ですよ」

　だが、アベルの方は別段に驚おどろいた風もなかった。ドーナッツの屑くずなど僧衣カソツクから落としながら、紅こう茶ちやに口をつけている。

「〝帝てい国こく〟が、このカルタゴに開いているダミー会社は十や二十じゃきかないんですからね。その一つが、高級住宅街に拠きよ点てんを持ってても、別におかしかないです」

　政治的には完全に断絶状態にある人類社会と〝帝国〟だが、こと経済の分野においては大きな例外が存在する。

　たとえば、〝帝国〟からは人類社会で製造困難な機械部品や薬品などが、一方、人類社会からは貴重なレアメタルや貴金属類が、ごくわずかながらそれぞれ輸出されているのだ。むろん、それらがおおっぴらに取引されることはありえない。ダミー会社を使った三角交易や密貿易の形を取るのが通例である。そして、それら裏取引の大きな舞ぶ台たいとなっているのが、他ほかならぬここ、自由都市カルタゴであった。

「まあ、どんなにいがみあった社会でも、お金の流れはまた別物。それこそが、列強がこの街に手出しできない所以ゆえんです……あ、ちょっとエステルさん。すいませんけど、それを見せていただけませんか？　そっちの地図……ええ、それです」

　アベルが見とがめたのは、エステルがちょうど広げようとしていた書類だ。何かの地図のようだが、けっこう使い込まれていたものらしく、折り目が白くけばだっている。

「何ですの、それ？」

「水路図……いや、地下水路図ですね」

　慎しん重ちような手付きで紙を広げながら、アベルは呟つぶやいた。細かな等高線がびっしりと書き込まれ、その間を縫ぬうように細い道が網あみ目め状に広がっている。一見、ただの地形図に見えるが、よく見ると、等高線の数字には全すべてマイナスが入っている。

「すごく細かい地図です。いったい誰だれが作ったんでしょう？　こんな正確な地下水路図、私、見たことありません……あれ、でも変だな？」

　熱心に地図に見入っていた目が、ふと訝いぶかしげに細まった。

「これだと、水路は〝女カブ王ラルの・墓エリ所ツサ〟にも入ってることになってます。でも、あそこは今、完全に封ふう印いんされているはずなんですが……」

「〝女カブ王ラルの・墓エリ所ツサ〟？　それって、聖エリッサのお墓のことですか？」

「ええ。大聖堂の地下二百メートルにある墳ふん墓ぼです」

　指を繰くって何か計算しながら、どこか心ここにあらずといった様子で神父は答えた。

「〝大アル災マゲ厄ドン〟前にはシェルターとして使用されていたそうですが、シュライト中ちゆう尉いの死後は、物理的に封ふう鎖さされて、以来、誰だれも入った人間はいないはず──」

「シュライト中尉？」

　いきなり知らない名前を出されてエステルは小首を傾かしげた。神父の知人だろうか？

「どなたです、シュライト中尉って？　神父さまのお知り合いですか？」

「……え？」

　なにげない問いに、憑つかれたように地図を検分していた神父がはっと顔を上げた。丸眼鏡めがねの奥おくで、豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった鳩はとのように碧へき眼がんが忙せわしなく動いている。

「シュ、シュライト中尉？　誰がそんなこと言いました？」

「誰がって……」

　妙みように慌あわてたような神父の反応に、エステルは不ふ審しんげに眉まゆをひそめた──確かに今日は暑い日だが、吸ヴア血ンパ鬼イアとの戦いを前にぼけるのは勘かん弁べんして欲しい。

「いま神父さまがおっしゃったんじゃないですか。どなたなんです、シュライト中尉って？　どこかの軍人さんですか？」

「……ええっと、何かの聞き間ま違ちがいじゃないですかね？」

　あれほど熱心に調べていた地図を乱らん暴ぼうに畳たたむと、アベルは熱病でも冷めたような顔で肩かたをすくめた。懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出しながら、彼には珍めずらしいかたくなさで首を振ふる。

「そんな人、私、存じあげません」

「え？　でも、いま確かに──」

「エステルさんの聞き間違いです……おっと、いけない！　もうこんな時間じゃないですか！」

　眼鏡のブリッジを押おし上げた神父は、懐中時計に目を落とすと大声をあげた。飲みさしのカップをぐいとあおると、慌あわただしく立ち上がる。

「いけない、いけない。少し、のんびりしすぎましたね。さ、腹はら拵ごしらえも済んだし、そろそろ参るといたしましょう。明日には異い端たん審しん問もん局の連中がこの町にやってきます。今日中にカタをつけないとカテリーナさんに大目玉です……はあ～、忙いそがし忙し。下したっ端ぱは辛つらいですねえ」

「…………？」

　自分の発言のどこが、こんなにも彼を慌てさせたのだろうか？

　エステルが疑問符ふで頭をいっぱいにしている間にも、不器用な手付きでケープを払はらったアベルは早足で店を出ていこうとしている。

「あ、神父さま、待ってください！　あたしも参ります！」

　とりあえず、疑念は頭の片かた隅すみに放ほうり込んで、エステルも慌てて立ち上がった。行ぎよう儀ぎ悪くレモシトロン水ナーダのグラスを干すと、スカートの襞ひだに吊つるした得え物ものの感かん触しよくを確かめながら、神父に続こうとする。今日の相手は吸ヴア血ンパ鬼イア──強敵だ。だが、この神父と自分が力を合わせれば、けっして倒たおせない相手ではない。それは、パルチザンとして戦っていた故郷の街で既すでに証明済みだ。そう、彼と自分がいれば──

　だが、勢いこむ尼に僧そうをふとかえりみたアベルは、横に首を振ふった。

「あ、エステルさん、あなたはいらっしゃらなくてけっこうです。ここで待機しててください」

「……え!?」

　思いもよらぬ言葉に、エステルの顔は一いつ瞬しゆん弛し緩かんした。

〝いらっしゃらなくてけっこう〟──どういう意味だ!?

「そ、そんな！　あたしも参ります！　神父さまお独ひとりを、あの火炎イフ魔人リートの巣すなんかには行かせられませんわ！」

「……どうも弱りましたね」

　憤ふん慨がいする少女に食い下がられ、心しん底そこ困ったようにアベルは頭を搔かいた。

「実は、この一件は私一人で扱あつかうようにというカテリーナさんの命令なんですよ。エステルさんは、ここでおとなしくしててくださいませんか？」

「ど、どうしてですの？　あの吸ヴア血ンパ鬼イアを逮たい捕ほするのなら、一人でも人手は多い方が……」

「逮捕？　逮捕したりなんかしません」

「は？」

　意外な神父の言葉に、エステルは眉まゆをひそめた。

　あの屋や敷しきにひそんでいるのは、一昨夜、大使館を襲おそった吸ヴア血ンパ鬼イアたちだ。おそらく彼らと何らかの関係を持っていたボッロミーニを殺害し、よりによってスフォルツァ枢すう機き卿きようをも襲しゆう撃げきした凶きよう悪あく犯はんだ。行方ゆくえを追うようスフォルツァ枢機卿に命じられたときには、てっきり逮捕するものだとばかり思っていたのだが？

「逮捕しないって……じゃあ、どうするんですの？」

「…………」

　困ったようにアベルは頭を搔いていたが、やがて一つ咳せき払ばらいした。

「任務の内容については、派は遣けん執しつ行こう官かん以外の人間には口外できないんです」

「それはつまり……あたしには知る資格がないとおっしゃるんですの？」

　神父の目に困ったような光が灯ともった。何か言葉を探すように口ごもっていたが、結局、観念したように低く呟つぶやく。

「まあ……はっきり言ってしまえばそういうことでしょうか」

「！」

　告げられた言葉に、エステルの顔色が変わった。それを心配げに覗のぞき込みながら、アベルは宥なだめるように付け足した。

「とにかく、あなたにはここで待機していてもらいます。それがカテリーナさん、いえ、スフォルツァ枢すう機き卿きようからのご命めい令れいです──よろしいですね？」

「結局……」

　ともすれば俯うつむいてしまおうとする顔を、精せい一いつ杯ぱいの意地で押おし上げて、エステルはようやく口を開いた。

「結局、あたしには、何も教えてくれないんですね、神父さま」

「あの、エステルさん、私はなにも……」

「いいんです」

　何か言いかけた神父の唇くちびるの前に指をたてると、エステルは笑った──力のない、泣きたくても泣けないときに涙なみだのかわりにこぼすような、そんな微び笑しようだった。

「もういいです、行ってください。あたし、ここで待ってますから」

「…………」

　アベルはなおも何か言いたそうな顔をしていたが、悄しよう然ぜんと俯いてしまった少女にかける言葉を思いつかなかったらしい。結局、不器用な沈ちん黙もくを十秒間ほど続けたあげく、

「すいません……じゃあ、行ってきます」

　ぺこりと頭を下げると、とぼとぼと店を後にする。

「…………」

　うそ寒げに肩かたをすくめた背中が陽ひ射ざしの中を遠ざかってゆくのを、エステルはじっと見送っていた。

　とどのつまり、自分は子供で、よそ者で、お荷物なのだ。

　おそらくは裏口へ回るつもりだろう。背の高い影かげはわき道の方へと入ってゆく。それを見つめているうちに、エステルの手は無意識にスカートの下、右腿ももにくくりつけた硬かたい感かん触しよくをまさぐっていた。

　──それはつまり……あたしには知る資格がないとおっしゃるんですの？

　──はっきり言ってしまえばそういうことでしょうか。

　なるほど確かに、自分は子供で、よそ者で、お荷物かもしれない。

　アベルが、彼のことを何も話してくれないのも当然なのかもしれない。

　でも──

「……決めた！」

　罪つみもないテーブルを打つと、少女は勢いよく立ち上がった。叩たたきつけるように勘かん定じようを置いて、大おお股またにカフェを出ていく。そのポケットでじゃらじゃらと音をたてているのは、銀貨などではない。いや、銀であることは違ちがいないが、もっと別のものだ。

（見てなさい……）

　確かに、自分は子供で、よそ者だ。それは認めよう──でも、お荷物なんかじゃない！
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「ふむ、化か膿のうはしていないな」

　青い髪かみをうなじで束たばねた若者は、フラスコにスポイトの中身を一ひと雫しずく垂たらした。軽く振ふるうちに、空色だった試薬がタールのようにどす黒く変色してゆく。

「血中バチルスの再活性化も、徐じよ々じよにだが始まってる。あとは安静にさえしていれば、じき回復するよ、イオン」

「屈くつ辱じよくだ。この身が短生種テランごときに傷つけられようとは」

　ベッドに体を起こした少年は、青ざめた顔で歯ぎしりした。一度も陽ひに曝さらされたことのないような白い上半身には、肩かたの包帯以外、何も纏まとっていない。

「しかも、この程度の傷で動けぬようになろうとはな……くそっ、情けない！　これでは、まるで短生種テランなみの惰だ弱じやくさではないか！」

「しようがないさ。我らにとって──いや、我らのバチルスにとって、銀は紫し外がい線せん以上の大敵だからな。バチルスが休きゆう眠みん状態に入っている今の君は、生理的に短生種テランとそう変わらない状態だ。その傷だって、下手へたをしたら命に関かかわってたんだぞ？」

　愛らしい顔を怒いかりで紅こう潮ちようさせている相棒を、青髪の青年──ラドゥはたしなめた。その声には苦笑が混じっていたが、指し摘てきするところはけっして脅おどしなどではない。

　全すべての長生種メトセラの血液中に存在する溶血バチ性桿ルス状細・ク菌群ドラク──彼らの超ちよう人じん的てきな力の源であるこの極ごく微び小しようの共パラ生サ者イトたちにとって、銀分子は、その活動を一時的に停止させてしまう効果を持つ。つまり、宿主の長生種メトセラにしてみれば、銀を体内に取り込むというのは猛もう毒どくを服のむにも等しい致ち命めい的てき行こう為いなのだ。一昨夜、ラドゥがあの場で弾だん丸がんを摘てき出しゆつして、銀に汚お染せんされた血を吸い出していなければ、イオンは命を落としていたかもしれない。

「ま、ここは観念して静養に専念することだ。バチルスが常態に戻もどれば、そんな傷はすぐに塞ふさいでくれるさ……それにしても、運がよかったな。もうちょっとずれていたら、心臓をやられていた。そんなに手て強ごわかったのかね、その機械人形は？」

「違ちがう！　いきなり撃うってきおったのじゃ！」

　白い顔に怒いかりを滾たぎらせて少年は叫さけんだが、すぐに苦鳴をあげて肩を押おさえた。それでもなお小声で抗こう弁べんしたのは、帝てい国こくきっての大貴族としての矜きよう持じからだろう。訴うつたえるような目で青年の顔を見上げると、不服げに唇くちびるを尖とがらせる。

「でなくば、なんじょう、短生種テランごときにこの余よが不覚を取ろうや……汝なんじもそう思うであろ、ラドゥ？」

「君が何か短生種テランを刺し激げきするようなことをしたんじゃないのか？　たとえば、例のターゲット──スフォルツァとか言ったか？──を傷つけようとしたとか？」

「誓ちかってそのようなことはしておらぬ！　余よは、ただ、口をきいただけだ！　それが何が気に食わなかったのか、いきなり撃ってきおった。まったく、度どし難がたいサルどもが！」

「まあ、〝外アウター〟の短生種テランは好戦的だからね」

　血に汚よごれた包帯を屑くず籠かごに捨てながら、ラドゥは首を振ふった。抗こう紫し外がい線せんガラスの向こう、二階から見える大通りには、短生種テランどもが溢あふれている。それを見下ろす白い顔には、微かすかにいとわしげな色が浮うかんでいた。

「それで、イオン……これからどうする？」

　青年は、窓辺によりかかった。口にくわえたのは、〝外〟の短生種テランが好むタバコとやらだ。無論、長生種メトセラにはニコチン毒素など何の影えい響きようも及およぼさないのだが、喫きつ煙えんというスタイルそのものが気に入ったのだろう。〝外こちら〟に出てきてからというものしょっちゅう、ラドゥはそれを口にしていた。

「結局、会見は失敗した。傷が治り次し第だい、本国に帰るだろう？」

「……いや、それはできん」

　天使のような顔を振ふった少年は、悪あく魔ま的てきな頑かたくなさで唸うなった。

「我ら帝国ボイ貴族エールにとって、陛下の命令は絶対。されば、いま一度挑ちよう戦せんしてみる」

「でも、君は、短生種テランのことをあんなに嫌きらってたじゃないか。ならば──」

「今でも嫌いじゃ。奴やつらのことを考えただけでも虫むし酸ずが走る」

　腐くさった血でも口にしたように顔をしかめながら、それでも、少年は頑がんとして譲ゆずらなかった。

「されど、勅ちよく命めいは絶対にして不ふ可か侵しんなれば、余には背そむくことはできぬ」

「なるほどね……やれやれ、まったく、陛下も何をお考えやら。連中テランは、もう何百年も我々メトセラを〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟とか言って目の敵かたきにしてきたんだ。それを、今さら──」

「言うな、ラドゥ」

　友の言を退けながらも浮かぬ色なのは、彼自身、この度たびの勅命に釈しやく然ぜんとせぬものがあるらしい。むしろ自分に言い聞かせるかのような、イオンの口ぶりだった。

「己おのれの考えはどうあれ、我らは選ばれたのだ。かしこみて勅命を遂すい行こうするのみ──それより、ラドゥ、汝なんじこそどうする？　なんなら、先に国に帰っていてもよいのだぞ？」

「そうしたいのはやまやまだが……」

　火のついていないタバコを指先に弄もてあそびながら、若者は赤い口元をほころばせた。

「あいにくと、君は正使で私は副使。そして、副使の役目は正使を支し援えんすることだ──とことんつきあうさ」

「すまぬ」

「いいさ……ところで、喉のどの方はどうだ？　もう四十時間も水しか飲んでないだろ？　少しぐらいは渇かわかないか？」

「ああ、そう言われれば渇いてきたな」

　軽く喉のどを撫なでると、イオンは罪つみのない噓うそをついた。

　実は、まだ言うほど渇かわいてはいない。長生種メトセラ特有の吸血衝しよう動どう──〝渇き〟の原因は、血中バチルスが宿主の赤血球を破は壊かいすることによって起きる貧血症しようにある。そのバチルスが休きゆう眠みんしているため、宿主であるイオンの吸血衝動も減退しているのだ。しかし、せっかくの友人の厚意を無にするのも心苦しい。

「少し、〝生命アクア・の水ウイタエ〟をもらえるか？」

「わかった。ちょっと待っててくれ。下で作ってくる」

　結局、火をつけないままタバコをしまうと、ラドゥは軽い足どりで窓辺を離れた。

「増血剤ざいは多めに入れといた方がいいな。鉄分はどうする？」

「頼たのむ。ああそれと、阿ア片ヘンは少なめに頼むぞ。かわりに──」

「〝砂糖を一つまみ〟──だろ？　君の好みぐらい知ってるさ」

「にしては、ラドゥ、汝なんじの作ってくるものは、いつも阿片が多すぎるぞ」

　同じ歳としのくせに兄貴風を吹ふかす友人にイオンは口を尖とがらせてみせたが、それはあっさりと返された。

「君の趣味が酷ひどすぎるのさ、我トヴがアラ友シユよ」

　後ろ手にドアを閉めた相棒の足音が廊ろう下かを遠ざかってゆくのを背中で聞きながら、イオンは抗こう紫し外がい線せんガラスの向こうをぼんやりと眺ながめていた。

　モノトーンの世界の中、大勢の短生種テランたちが通りを行き交かっている。肩かたを組んで笑いさざめく若者たち。軒のき先さきでむっつりと水煙草シーシヤをくゆらせるフェルト帽ぼうの老人。子犬のように走り回ったあげくに勢いよく転んで泣き出した子供とそれを抱だき起こす母親……

　バチルス不活性化の影えい響きようで、感覚が短生種テランなみに鈍にぶくなっている。そのせいか、なんだか不思議な気分だ。普ふ段だんなら、ハサミを入れたように明確な五感の端はし々ばしが滲にじんだようにぼやけ、焦フオー点カスが微び妙みようにずれている。それが、たまらなく不安であると同時に、奇き妙みように心ここ地ち好よくもある。

（いま、何かに襲おそわれたら終わりよな……）

　イオンは、この星最強の生物──長生種メトセラだった。腕うでを一ひと振ふりすれば虎とらでも八やつ裂ざきにできる。完全武装した短生種テランから、相手が気づく前にその背骨をきれいに抜ぬき取ってやることさえ可能だ。

　それだけに、弱者である自分がとても新しん鮮せんであるとともに、とてつもなく不快だった。たかがこの程度の銃じゆう創そうを治ち癒ゆできず、階下のラドゥの気配さえ察せぬ、鈍い五感──

　背後でノブの回る音を耳にして、イオンは苦笑した。階下どころか、廊下を歩く友の足音にさえ気づかないとは。

「早かったな、ラドゥ。ちゃんと砂糖は入れてくれたか？　汝の趣味は……」

　振ふり返ったところで、イオンは戸口に立っている影かげが友人でないことにようやく気づいた。

　その手に握にぎられた散弾銃の銃じゆう口こうが、まっすぐに彼の眉み間けんを捉とらえていることにも。
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「い、い、いったい、これはどういうことです、猊げい下か!?」

　開口一番、カルタゴ総督ベイシャイフ・アル・サアリビーは唾つばを飛とばして怒ど鳴なった。

「いったい、ロあなーたマがたはなにを考えていらっしゃる!?」

「とりあえず、お気をお静めになってください、総そう督とく閣かつ下か」

　禿はげ上がった総督の頭部で、唯ゆい一いつ、口の周りにちんまりと生えた髭ひげが激しく震ふるえている。それを観察しながら、カテリーナは宥なだめるように口を挿さしはさんだ。

「まずは状じよう況きようを確認しましょう。少し落ち着かれてください」

「落ち着け？　落ち着けですと？　馬鹿なことを！　これが落ち着いていられますか！　いったい、あれは何なのです!?　教あな皇た庁がたはカルタゴを軍事占せん領りようでもなさるおつもりか！」

　枢すう機き卿きように対する暴ぼう言げん──一昔前の宗教裁判華はなやかなりし時代であれば、サアリビーは火か刑けいを宣告されていたかもしれない。しかし、この場の誰だれもそれを咎とがめる者はいなかった。総督執しつ務む室しつの壁かべに埋うめ込まれたモニターに、彼の血圧を急上じよう昇しようさせているものが、鮮せん明めいな白黒画像で映し出されていたからだ。

〈……こちら、カルタゴ中央空港管制だ！〉

　モニターの脇わきに並べられたスピーカーが、さっきからさかんに空電混じりの声を吐はき散らしている。そこに滲にじんでいるのもまた、総督と質を同じくする当とう惑わくと怒ど気きの揺ゆらぎだった。

〈上空侵しん入にゆう中の諸君に告ぐ！　君たちのとっているコースは正規のコースではない。また、他ほかの航空機に極きわめて重大な危険をもたらすおそれがある。着陸は許可できない！　ただちに着陸を中止し、上空にて待機せよ。繰くり返す、ただちに着陸を中止せよ！〉

　モニターの中では、ちょうど着陸態勢に入ろうとしていた複ふく葉よう旅客機が、慌あわてふためきながら巨きよ体たいを捻ひねったところだ。鈍どん重じゆうな動きでフラップを下げると、猛もう禽きんの来らい襲しゆうに脅おびえるウズラのようによたよたと身を躱かわす。あれだけ無理な機動をすれば、乗客に怪け我が人にんの三、四人は出たかもしれない。しかし、この場に集つどう者の誰一人として、不幸な旅客機に同情している者はいなかった。彼らが注目していたのは、それを押おし退のけるようにして画面の上方から降りてきた、巨きよ影えいの群れだったからだ。

　それは三隻せきの巨大な飛行船だった。

　それぞれ、二百メートルをゆうに超こえる角ばった気き囊のうの下に、装そう甲こうされた船体が下がっている。民間の旅客船などでないことは、舷げん側そくにずらりと並んだ砲ほう門もんを見るまでもなく明らかだ。そして、灰色の船体に打ち出された、あの雷霆いかずちとハンマーを組み合わせた紋もん章しようは──

「〝神ヴイネのアム鉄・ド槌ミニ〟──異い端たん審しん問もん局！　馬鹿な、彼らの到とう着ちやくは明日だったはず！」

　肩かたを震わせるカテリーナが見守る間にも、三隻の空中戦せん艦かんは、空港上空をあたかも戦せん闘とう空域のただ中のように強行降下してくる。その砲ほう門もんは既すでに砲口カバーをはずされ、爆ばく弾だん倉そうもロックが解除されていることを示す赤いランプを明めい滅めつさせていた。
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〈く、繰くり返し、侵しん入にゆう中の飛行船団に告ぐ！〉

　金かな切きり声が聞くに耐たえないものであったとしても、この期ごに及およんでなお職務に忠実たらんとする管制官の勇気は賛さん嘆たんに値あたいした。

〈コース侵入中の飛行船団に告ぐ！　君たちのコースは不正規のものである！　至し急きゆう、退去を請こう！　退去を請う！〉

　あるいは、通信装置が故障しているのではないか──依い然ぜん、不気味な沈ちん黙もくを守る飛行船団の対応に、一いち抹まつの希望的観測が一同の頭をかすめたとき。

〈──こちらは、教皇庁教理聖省異い端たん審しん問もん局所属、空中戦せん艦かん〝ラグエル〟である〉

　鉄てつ錆さびたような渋しぶい男の声が、スピーカーからこぼれた。

〈繰り返す。こちらは異端審問局空中戦艦〝ラグエル〟である。聞こえているか、管制？〉

〈あ、ああ、聞こえる。応答に感謝する、〝ラグエル〟〉

　きっと、無線の調子が悪かったのだろう──そう期待している管制官の声だった。

〈こちらの指示は聞こえたか？　貴船のコースは、承認できないものだ。諸君の侵入で、すでに着陸中の諸便が混乱している。追って指示あるまで、上空に──〉

〈断る〉

　だが、ようやく返ってきた返答は、管制官の希望を無む造ぞう作さに撃げき砕さいするものだった。

〈我々は、貴市内で発生したスフォルツァ枢すう機き卿きよう襲しゆう撃げき事じ件けんの処理を命じられている。教会法カノン第四条に基もとづき、吸ヴア血ンパ鬼イアの殲せん滅めつが確認されるまで、各地方自治体は我らの行動になんらの制限を加えることはできない。よって、諸君からの指示は拒きよ否ひする。それより管制、他ほかの航空機をどけておけ。うろちょろしていると……叩たたき落とすぞ！　以上、交信終了アウト〉

「お待ちなさい！」

　沸ふつ騰とう中のドライアイスのように鋭するどい声は、指示を一いつ蹴しゆうされた管制官のものではない。片眼鏡モノクルの奥おくで剃刀かみそり色いろの瞳ひとみがきらめいたときには、カテリーナの繊せん手しゆはマイクをひったくっていた。

「〝ラグエル〟、私わたくしは国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァです。そちらの責任者に警告があります。すぐにお出しなさい！」

　音声だけの相手を、カテリーナは断罪の天使のような声で串くし刺ざしにした。手が届くものなら、生きながら心臓を抉えぐり抜ぬいてやっているところだ。いったい、人がどれほど苦労して、世せ俗ぞく諸しよ侯こうの教ヴア皇チ庁カンへの信しん頼らいを回復しようとしていたと思っているのだ!?

「急ぎなさい。さもないと、余生を聖天サンタン使城ジエロの地ち下か牢ろうで過ごすことになりますよ」

　スピーカーの向こうの声はしばし沈ちん黙もくしていたが、再ふたたび聞こえてきたとき、それは人が変わったように恭うやうやしく調子を変えていた。

〈……お初に御ぎよ意いを得ます、猊げい下か。某それがし、異い端たん審しん問もん局局長を務めます、ブラザー・ペテロと申します。このたび、猊下襲撃事件の処理をメディチ枢機卿より命ぜられた者であります〉

「ブラザー・ペテロ……〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟！」

　マイクを握にぎるカテリーナの顔から音をあげて血の気が引いた。自分が、最悪の中でも最さい凶きようのカードを引いてしまったことを悟さとったのだ。

〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟。

　異端審問局局長にして教ヴア皇チ庁カン最強かつ最凶の騎き士しと言われる男。四年前のボヘミア戦役において、反乱を起こしたフス派異端軍一個中隊と自軍二個中隊をたった一人で壊かい滅めつさせた味方殺しの強化歩兵──異端審問官が押おしかけてきたというだけでも頭が痛いのに、それもよりによって！

「ブラザー・ペテロ、いったい、あなたは誰の許可を得て、他国の領土でこのような実戦まがいの軍事活動を行っているのです？　少なくとも、私わたくしは聞いておりませんよ」

〈これはしたり〉

　枢機卿の怒ど気きに応じた男の声に、恫どう喝かつの気配は微み塵じんも窺うかがえない。それがこの場合、かえって恐おそろしかった。風評とはおよそ異なる慇いん懃ぎんさで、異端審問官は応答した。

〈今回の一件、異端われ審問局われの応おう援えんを仰あおがれたのは、おそれながら猊下──貴女あなたであると伺うかがっております。すなわち、〝カルタゴ滞在中の警備は全て、異端審問局に一任する〟と〉

「く……！」

　カテリーナは言葉に詰つまった。

　無論、一昨夜、フランチェスコの提案を受けたのは、あくまでテロ防止を念頭においてのものであった。しかし一いつ旦たん、異い端たん審しん問もん局の介かい入にゆうを認めてしまった以上、彼らが犯人の逮たい捕ほ・殲せん滅めつを行うのを横から掣せい肘ちゆうすることは不可能だ。たとえ、彼らのやり口が、どれほど強圧的で暴ぼう力りよく的なものであろうと。

　それにしても、なんと間まの悪いことだろう。まさか、兄の警告を受けて五分と経たたないうちに吸ヴア血ンパ鬼イアの襲しゆう撃げきを受け、その上、到着に三日はかかると見積もられた異端審問官がわずか二日で現れるとは──

（……いや、待て？）

　異端審問局の介入を認めた直後に吸ヴア血ンパ鬼イアが襲おそってきたタイミングの悪さ。そして、三日はかかると見積もられた異端審問官の海外派は遣けんをわずか二日でやってのけた兄の素す早ばやさ──これらは、果たして、全すべて偶ぐう然ぜんで片づけられるものだろうか？

　しかし、カテリーナが思考を巡めぐらせているその間にも〝ラグエル〟〝ルファエル〟〝アクラシエル〟──三隻せきの空中戦せん艦かんは、次々と空港に着陸しつつあった。疑問は多々残るが、まずはこの鋼鉄の奔ほん流りゆうを食い止める方が先だ。

「とにかく、すぐに兄に連れん絡らくをとります。ブラザー、それまではあなたの部隊に言って、活動を控ひかえさせなさい。絶対に、空港そこから動かないように」

〈おそれながら、お断り申し上げる〉

　鉄の壁かべが口をきいたようだった。

　氷の剣けんにも似た麗れい人じんの恫どう喝かつを、いささかの躊ちゆう躇ちよもなくペテロは撃げき砕さいした。

〈不ふ肖しようながら、某それがしはこの聖務の全権を、教理聖省より委ゆだねられております。メディチ枢すう機き卿きようの御ご命めい令れいなくば、一時的にせよ、聖務を休止するわけには参りませぬ〉

（この、狂きよう犬けんどもが……！）

　危あやうく喉のどもとまで出かかった悪あく罵ばをかろうじて飲み込んだカテリーナに、異端審問官は今度はやや穏おだやかに言葉を継いだ。

〈ですが御安心ください、猊げい下か。実は、吸ヴア血ンパ鬼イアどもの隠かくれ家がの目星はついております。これより、某それがし、自ら赴おもむいて奴やつらを殲滅して参りますれば、そう長いことお邪じや魔まはいたしませぬ〉

「……目星がついている？　もうですか？」

　どういうことだ？　こちらにいた自分たちでさえ、ようやく一昼夜かけて居場所を割り出したというのに。

　カテリーナが不ふ審しんに眉まゆを曇くもらせている間にも、着陸した三隻の空中戦艦の後部ハッチは大きく口を開きつつあった。不ふ吉きつな暗がりから続々と現れたのは、黒い野戦服の戦せん闘とう要員たちである。短身小銃カービンと機関マシン拳銃ピストルで武装し、ベレーに〝神ヴイネのアム鉄・ド槌ミニ〟の銀バッジを輝かがやかせた彼らは異端審問局傘さん下かの、悪名高い対テロ特とく殊しゆ部隊──特務カラビ警察ニエリだ。

　さらにその後方では、全長十メートルを超こえるひときわ巨きよ大だいな影かげが凶きよう悪あくなキャタピラを回転させている。ゴリアテⅠ──昨年、教ヴア皇チ庁カンが十輛りようだけ就役させた電動コンピ知性ユーター制せい御ぎよ式の最さい新しん鋭えい戦車だ。発掘サル復元ベージされたロストテクノロジーをふんだんに投入し、主しゆ砲ほうに五十ミリ短砲身カノン砲、二基の回転砲ほう塔とうに三十ミリ機関砲を装備したこの無人戦車は、その気になれば、カルタゴ全軍とさえ互ご角かくに渡わたり合える戦力である。少なくとも、たかが吸ヴア血ンパ鬼イアの一、二匹ひきを相手にするには過か剰じように過ぎる装備であることは間ま違ちがいない。

「あなたたちはここで戦争でもするつもりですか！　とにかく、今すぐにメディチ枢すう機き卿きように連れん絡らくを取ります！　これ以上、異い端たん審しん問もん局の勝手にはさせませんよ、ブラザー・ペテロ！」

〈猊げい下かの御ご随ずい意いに。されど……〉

　泣く子も黙だまる枢機卿の威い迫はくに対し、いっそ沈ちん毅きとすら言えるほどに静かな〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の返答だった。

〈メディチ枢機卿は、昨夜から視察出張でローマを留守にしておられます。御連絡がつくころには、某それがしの聖務は完かん了りようしておりましょう〉




　　　　Ⅳ




　咄とつ嗟さに銃じゆう口こうを掲かかげてはみたものの、エステルはトリガーに指を置くという基本的な動作すら忘れていた。

「あ……あら？」

　だが、五ヶ月の間に叩たたき込まれた全すべてを忘れ、ほけっと口を開いて立ち尽つくす彼女を、誰だれが責められたろう。

　先行する神父を見失ってうろうろしていた途と中ちゆう、ふと目についた扉とびらを開けてみれば、そこには上半身裸はだかの少年がベッドに座すわっていたのだ。しかも、新雪のように白いその顔は、妖精ニンフか半神のように美しい。病やみやつれしたような表情も、額に落ちたほつれ毛も、その艶つやを増しこそすれ、けっして美を汚けがすものではない。

　年ごろの、しかも教会育ちでほとんど異性に免めん疫えきがなかった少女が、一昨夜のことも忘れて固まってしまったのも、無理はなかった。

「あ、そ、その……」

　謝あやまってドアを閉じるべきだろうか？　それともドアを閉めてから謝罪するべきか？

　その一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよに、エステルが酸欠の魚のように口を開閉させた刹せつ那な──

「テ、短生種テラン！」

　まだ完全に声変わりしきっていない叫さけびは、ベッドからあがった。そこにみなぎる憎ぞう悪おにエステルの頭が理性を取り戻もどしたときには、白い毛布は天てん井じようにまで舞まい上がっている。と同時に、少年の瘦そう軀くは蛇へびのような素す早ばやさで病びよう床しようを飛び出していた。

　もしエステルがベテランで、なおかつ幾いく分ぶんかでも冷静さを保っていれば、それが吸ヴア血ンパ鬼イアとしては奇き妙みようなほどに緩かん慢まんな動きであることに気づいただろう。しかしあくまでそれは、〝吸ヴア血ンパ鬼イアとしては〟鈍にぶいだけであって、人間の動体視力にとっては十分過ぎるスピードを有していた。

「ヴァ、ヴァンパ……きゃっ！」

　ようやく我に返ったエステルがトリガーに指をかけたと同時に、その体は突とつ進しんしてきた吸ヴア血ンパ鬼イアに突つき倒たおされている。鞠まりのようにはずんで尻しり餅もちをついた少女の上に、少年の姿をした魔ま物ものは牙きばを剝むいてのしかかった。

「貴様、どこから入ってきタ、虫ケラ!?」

　朱しゆを塗ぬったような唇くちびるが、血の色の言葉を吐はき出した。赤あか銅がねの瞳ひとみは、狂きよう暴ぼうな輝かがやきに濡ぬれて尼に僧そうを視殺している。

「答えロ！　貴様、どこかラ……」

「っ……！」

　尼僧服の胸むなぐらを摑つかまれ、乱らん暴ぼうに床ゆかに押おしつけられたとき、エステルの脳のう裏りを過よぎったのは、蛋たん白ぱく質しつの焦こげるあのおぞましい臭しゆう気きと、黒くろ焦こげの腕うでにはまっていた金きん鎖さの映像だった──殺されるのは嫌いやだ。血を吸われ、焼かれるのはもっと嫌だ！

「こッ、このおおおっ!!」

　生理的嫌けん悪おが爆ばく発はつ的てきな怒いかりに変質したその瞬しゆん間かん、まるで少女の生存本能に連動したように、五ヶ月間に叩き込まれた戦せん闘とうプログラムが起動した。ほとんど発作的に首を捻ひねるや、胸元にかかった少年の指に思い切り歯を立てたのだ。

「痛つうッ！」

　ありうべからざることだった。

　超ちよう人じん的てきな反応速度を誇ほこる吸ヴア血ンパ鬼イアが、人間に嚙かみつかれることも、その痛みに悲鳴をあげることも──だが、そのありうべからざることを成し遂とげた加害者はと言えば、それを不思議に思うどころではない。一いつ瞬しゆん、力が緩ゆるんだ隙すきに、握にぎった散弾銃を跳はね上げる。木製ストックの台だい尻じりが、少年の肩かたの包帯を狙ねらいすましたように直ちよく撃げきした。

「…………!!」

　甲かん高だかい苦鳴とともに、吸ヴア血ンパ鬼イアがのけぞった。少女のごとき麗れい貌ぼうが激痛に歪ゆがみ、うっすらと涙なみださえ浮うかべる。

　一方、エステルは、水みず揚あげされたロブスターよろしく下半身を伸しん縮しゆくさせて、吸ヴア血ンパ鬼イアを振ふり落とした。その反動を利用して後転。曲芸じみた動きで立ち上がった後は、今度は床ゆかに転がった少年の上に逆にのしかかる。

「動かないで！」

　五ヶ月間彼女をしごいた鬼おに教官たちが目もく撃げきしていれば、感かん涙るいに咽むせんだに違ちがいない見み事ごとな動きだった。近接戦闘のマニュアル通り、苦痛に呻うめく少年の腹に尻をおろし、敵の両りよう腕うでを両りよう膝ひざを使って制する。そのときには、散弾銃の銃じゆう口こうは吸ヴア血ンパ鬼イアの眉み間けんにぴたりと照準されていた。

「動かないで、吸ヴア血ンパ鬼イア！　父と子と聖せい霊れいの御み名なにより、あなたを逮たい捕ほします！」

　今度はきちんとトリガーに指をかけて、エステルは強い調子で警告した。

「容疑は殺人・血液強ごう奪だつ・放火、その他諸もろ々もろ──おとなしく、投降なさい！」

「こ、殺セ、短生種テラン……」

　苦しげに、しかし、怒ど気きを隠かくさぬままに、吸ヴア血ンパ鬼イアは喘あえいだ。

　傷口が開いたのだろう。白い包帯に滲にじんだ染しみが、見る間にその領域を拡かく大だいしてゆく。だが、歯を食いしばった少年は苦鳴一つあげなかった。

「我ら誇ほこり高き帝てい国こく貴族ガ、短生種テランごときに捕とらわれル恥ち辱じよくに甘あまんじルと思ったカ！」

「誇り高い？　その誇り高い貴族が、どうして逃にげられもしなかった電脳調律師を殺したり、カテリーナ様を……あんな立派な方かたを襲おそったりしたの!?」

　いっそこのまま引き金を引いてやろうか──炭化した死体の臭においと、故郷の墓地に並んだ十じゆう字じ架かの群れを脳のう裏りに浮うかべ、エステルは声を荒あらげた。

「何様だかは知らないけど、あなたはただの薄うす汚ぎたないテロリストだわ！　あなたの好き勝手にはさせない！　絶対に！」

「──君の好き勝手にもさせないよ、短生種テラン」

　組み伏ふせている吸ヴア血ンパ鬼イアのそれより遥はるかに流りゆう暢ちようで、比べ物にならないほど悪意の籠こもった声が、エステルを青ざめさせた。

（し、しまった……）

　もう一人いたのか!?

　銃口はそのまま、戸口の方へ動かした視線の先に、青髪の青年が立っている。その手に光っているのは、鋭するどい短たん剣けんの刃やいばだ。

「イオンからその玩具オモチヤを離はなせ、短生種テラン」

　若者は、薄うすい唇くちびるの端はしから微かすかに牙きばを覗のぞかせて命じた。得え物ものの性能ではエステルの優位は動かないが、吸ヴア血ンパ鬼イアのおそるべき膂りよ力りよくをもってすれば、引き金を引けるのはまず一度きり──目の前の一人はこのまま殺せても、次の瞬しゆん間かんには、彼女の首は胴どうと生き別れになっているはずだ。

「余ヌ・クにレチ・かアヴエまア・グうリーハな・ミーネ、ラドゥ！」

　エステルに組み伏せられている少年が帝国語で喚わめいた。

「教皇ケマル・庁とビザム・の交エスーヅ渉は・ア・ト完全ラタ・ダに失・カソ敗だリーク！　もはデイヤや、・ユ・余はネグデ本国・レヴにはエニ・戻れダ・ツぬアル！　ラドゥ、こやオモル・つをアスツ殺し・テラて、ナ・シ汝だ・レヴエけでン・ツアも帰ル・プロ国せよネル・テ！」

「君はヴオ黙っルハてろ・トウ、イオン……さあ、短生種テラン、警告は聞こえたはずだ。その武器を放して、彼から離れるんだ」

　そう言いながら、青髪の青年──ラドゥの手はじりじりと上がりつつある。長生種メトセラの怪かい力りきをもってすれば、引き金が絞しぼられるより早く、短剣を投じることは容易だ。指を切断して、それから首を搔かき落とせば……

「武器を放すのは、あなたの方です」

　ひそかに投とう擲てきの狙ねらいを定めていたラドゥの背後で、小さな金属音がした──拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつがあがる音だ。

「それを投げたりしたら、私、あなたにひどいことしますよ。ええ、それはもうたっぷりと」

「ナイトロード神父！」

　ラドゥの背後に立つ背の高い影かげに、エステルが歓かん声せいをあげた。銀ぎん髪ぱつの神父の手に握にぎられた旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーは、青髪の青年にぴたりと狙いを定めている。

「神父さま、いったい、今までどこに……」

「ちょっと調べたいことがありましてね……それよりエステルさん、ゆっくり立ってこちらに来てください。ああ、慌あわてなくて結構ですからね」

　普ふ段だんと同じようにのんびりと、アベルは少女に命じた。その間も、銃口は微び動どうだにしない。

「神父さま、やはりこの二人は〝帝てい国こく〟の貴族らしいですわ」

　アベルの指示に従って立ち上がると、エステルはその側そばまで後退した。いつでも撃うてるよう、散弾銃の銃口は金きん髪ぱつの吸ヴア血ンパ鬼イアに定めたままだ。

「詳くわしいことは、大使館に彼らを連行して聞き出せると思います。あ、でも、どうやって、連れて行けばいいのかしら？　こんなに外が晴れてたら……」

「その前に……ちょっとよろしいですか、エステルさん？」

「え？」

　振ふり仰あおいだエステルの手にあった散弾銃が、おそろしい力でひったくられたのは、その直後のことだった。

「な、何なさるんですの、神父さま!?」

　相変わらず静かなアベルの顔を見上げてエステルは狼ろう狽ばいの声を上げた。だが刹せつ那な、その頰ほおは勢いよくはたかれている。

「……え？」

　咄とつ嗟さのことに、最初、エステルは自分が何をされたかわからなかった。

　ようやくそれを悟さとったのは、打うたれた頰から、じんわりと痛みが脳に届いてからのことだ。

「──私は、外で待っていてくださいと、確かに申し上げたはずです」

　少女の横よこ面つらを張った手はそのまま、神父は穏おだやかに口を開いた。

　その表情は、いつもの飄ひよう々ひようとした温顔を崩くずしてはいない。しかし、眼鏡めがねの下の瞳ひとみは──。

　これがあのアベルだろうか？　そこに浮かんでいたのは、これまでエステルが見たこともない厳しい光だった。

「それが、勝手に入ってきたあげくに交戦などと……誰だれがこんな真似まねをしろと言いました？」

「あ、あたしは……」

　噴ふき出しかけた言葉は、途と中ちゆうで止まってしまった。張られた頰ほおもそのまま、エステルは食ってかかることもできずに沈ちん黙もくした。ただ、荒あらい息が、閉じ忘れられたような唇くちびるから漏もれただけだ。

「……失礼しました」

　アベルの言葉は、泣き出しそうな顔で黙だまってしまった少女にかけられたものではなかった。

　残ざん酷こくなまでの無関心さで尼に僧そうを黙もく殺さつした神父は、静かに拳けん銃じゆうをおろした。それをホルスターに収めた彼が恭うやうやしく一礼した相手は、あろうことか、二人の吸ヴア血ンパ鬼イアだ。

「〝帝てい国こく〟貴族の方かた々がたとお見受けしました。ご無ぶ礼れいの段は平ひらにご容よう赦しやくださいますよう。私は、国務聖省特務分室ＡＸに所属いたします、アベル・ナイトロードと申します。上司のカテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようの命を受けて、お二人の保護に参りました」

「……なっ!?」

　吸ヴア血ンパ鬼イアを──それも、よりによって、枢機卿を襲おそった化け物を保護するだと!?

　およそ信じ難がたいアベルの言葉に息さえ詰つまらせたエステルに対し、二人の吸ヴア血ンパ鬼イア──少年と若者も戸と惑まどったように神父の方を見つめている。

「……アベル、とか申したカ、短生種テラン？」

　しばらく、二人の吸ヴア血ンパ鬼イアたちは視線で会話しあっていたが、先に口を開いたのは、金きん髪ぱつの少年の方だった。

「でハ、そなタ、スフォルツァ枢機卿の従士ケトウダカ？」

「そのようなものです。スフォルツァ枢機卿は国務聖省の長官でいらっしゃいますから」

「…………」

　再ふたたび、二人は顔を見合わせた。今度は視線ばかりではなく、小声でぼそぼそと何か話し合っている。どうやら、少年の方が興こう奮ふん気味にまくしたて、青年の方が冷静にそれを宥なだめているようだ。密談はけっこう長引いたが、アベルは辛しん抱ぼう強づよく沈黙していた。

「そなたヲ信用したわけではないガ……」

　ようやくその忍にん耐たいが報むくいられるときがきた。不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じの金髪の少年が、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔を神父に向けたのだ。

「とりあえズ、名だけは教えよウ。余よは、イオン。イオン・フォルトゥナ。真人ツアラ・類帝メトセル国ートヴオモイヴオールドダ・ア・ヴァモルド公子ーヴア・メコシンテスフ・アィ・メスンフ伯イス。帝剣スパ御持官タールにしテ、この度たび、真人ツアラ・類帝メトセ国皇ルート帝陛・アウ下グスタの聖せい旨しヲ、伝えに来た者でアル」

「私は副使のルクジユデイソールチエ・ア男・ルク爵ソーラドゥ・バルフォン。帝国直轄カマラ監察官ーシユです」

　青髪の青年が、こちらは付け足しのように名乗った。もっとも、口調こそずいぶんと控ひかえめながら、ローマ公用語そのものは少年より遥はるかに流りゆう暢ちようで乱れがない。

「メンフィス伯はく閣かつ下かに、ルクソール男だん爵しやく閣下……」

　長い名乗りを記き憶おく巣そうにすり込むように繰くり返して、アベルは頷うなずいた。それから、眼鏡めがねのブリッジを押おし上げる。

「確かにお名前は承うけたまわりました……それで、と。さきほど、〝真ツア人ラ・類メト帝セル国ート皇帝陛下の聖せい旨しを伝えに来た〟とおっしゃられましたが、お二人のこの度たびのご訪問は、私の上司と交こう渉しようのテーブルに着く意思表示と見てよろしいわけで？」

「そうだっタ。ガ……」

　肩かたの包帯を押さえるようにして、金きん髪ぱつの少年──イオンは顔を歪ゆがめた。

「されド、やはり汝なんじらハ信用できヌ！　先夜はいきなリ、勅ちよく使しに発はつ砲ぽうした上、今日は屋や敷しきに勝手に乗り込んでくるなド……」

「その段は、当方の手て違ちがいでした。どうか、ご寛かん恕じよください。実は、閣かつ下かのご来訪直前、大使館を襲しゆう撃げきした長生種メトセラがおります。閣下に発はつ砲ぽうした同どう僚りようは、その襲撃者と閣下を見み誤あやまったものです」

「なニ!?　襲撃とナ!?」

　金髪の吸ヴア血ンパ鬼イアの眉まゆが寄った。

「長生種メトセラガ、あのとき、我の他ほかにもあの場にいタと汝は申すカ？」

「はい。ひょっとして、お心当たりでもございますか？」

「我ら以外の長生種メトセラ……」

　暗い目で独ひとりごちたのは、つつましく沈ちん黙もくしていた青髪の青年である。少年に視線を送りながら、小声で囁ささやく。

「イオン、まさか強きよう硬こう派はがこの街に……？」

「強硬派？　強硬派とおっしゃいましたか、男だん爵しやく？　それはどういう──？」

　囁きを聞きとがめたアベルがふと口を閉ざした。何かに気づいたように、顔をもたげる。そのときには、青髪の青年──ラドゥもまた、微かすかに眉を曇くもらせ、窓に頭こうべを巡めぐらせていた。

「なんダ？」

　二人の様子をいぶかしむようにイオンは眉を寄せた。ただ独ひとり、さっきからしょげかえったままのエステルだけは、特に何も気づいたふうもなくうなだれている。

「どうしタ、アベルとやラ？　ラドゥ、汝モ、何を見ていル？」

「──危ない、伏ふせて！」

　アベルが警告を発したときには、少年の体は相棒ラドウによって床ゆかにひきずり倒たおされていた。それより半瞬遅おくれて、アベルがエステルを押し倒す──轟ごう音おんとともに、部へ屋やが揺ゆらいだのは、さらにその一いつ拍ぱく後のことだ。

「な、なんダ、これハ!?」

「…………！」

　友人に庇かばわれた少年が喚わめき、神父にのしかかられた尼に僧そうが声にならぬ悲鳴をあげた。

　激しい地鳴りとともに床が傾かしぎ、まるでミキサーのように部屋が上下に鳴動したと思うと、天てん井じようから漆しつ喰くいが雨のように落ちてくる。

「こ、これハ地じ震しんカ!?」

「いや、地震なんかじゃありません。あれは──」

　窓の強化ガラスが、蜘蛛くもの巣のようにひびを走らせている。そこに目をやった神父が小さく舌打ちした。

　おしゃれな高級シテイ住宅ブサ街イドのど真ん中に、およそ似つかわしくない、無ぶ骨こつなモニュメントが出現している。厚いキャタピラを履はいた小山ほどもある鋼はがねの塊かたまり──前面に突つき出した太い主しゆ砲ほうから白はく煙えんをたなびかせ、全高三メートルはある車体上の砲ター塔レツトに太い機き関かん砲ほうを備えた巨きよ大だいな戦車だ。さらに、その禍まが々まがしい鋼鉄の巨きよ獣じゆうの周囲に散開しているのは、〝神ヴイネのアム鉄・ド槌ミニ〟のバッジをつけた武装兵である。

「戦車ゴリアテに特務カラビ警察ニエリ！　異い端たん審しん問もん局の連中、もう来たんですか！」

　愕がく然ぜんと神父が呻うめく声に、猛たけ々だけしい重低音が重なった。無限キヤタ軌道ピラを勢いよく回転させた多た砲ほう塔とう戦車が、怒いかり狂くるった野牛よろしく屋や敷しきに突つっ込んできたのだ。腹に突き上げるような鳴動とともに、階下で何かが崩ほう落らくする音が轟とどろいてくる。

「まずい……閣かつ下か、どこかに逃にげ道は!?」

　既すでに窓の下では、戦車が穿うがった突とつ入にゆう口こうから特警の突とつ撃げき部隊が邸てい内ないに侵しん入にゆうしてきている。珍めずらしく焦あせった顔で、アベルは二人の吸ヴア血ンパ鬼イアを振ふり返った。外は真っ昼間だ。紫し外がい線せんの直射は、彼らを三分とかからずローストしてしまうだろう。

「どこかに、脱だつ出しゆつ路ろか何かないんですか!?」

「下に、地下水路カレーズがある！　隣となりの部屋の非常階段から、直接行ける！」

　呆ぼう然ぜんと声もないイオンに代わって応じたのは、ラドゥである。傷ついた友人を助け起こしながら、さすがに早口で説明する。

「地下水路カレーズを伝って海岸の洞どう窟くつにまで行けば、そこに脱出用の船が用意してある！」

「では、そちらに急ぎましょう。早くしないとここは──」

「待テ、ラドゥ！」

　鋭するどい声が、二人の若者の会話を遮さえぎった。

　血の滲にじんだ包帯を押おさえた少年が、憎にく々にくしげに唇くちびるを捲めくりあげたのだ。

「ラドゥ、こんな短生種テランの言うことヲ信用するナ！　油断させておいテ、我らを殺すつもりダ！」

「伯はく爵しやく閣下、誓ちかって我々は──」

「黙レ！　短生種テランの誓いなど、信用できるものカ！」

　じくじくと滲しみ出す血は、少年の手を赤く染めている。イオンは牙きばを剝むき出した。

「だいたイ、汝なんじら短生種テランハいつもそうダ。噓うそばかリついて、我らの隙すきを窺うかがイ、油断したところをだまし討うチ。それが汝らのやり口だろウガ！」

「──イオン、今回に限っては、彼らの言うことを信用していいと思う」

　憎ぞう悪おと不信に凝こり固まった少年。それを前に困こん惑わくする神父に、救いの手は意外なところから差し伸べられた──ラドゥだ。

「考えてもみろ。もし、この二人とあの兵士たちがつるんでいたとして、わざわざ襲しゆう撃げきの前に二人だけで仕し掛かけてくるか？　そんなことをしても、我らを警けい戒かいさせるだけだ」

「し、しかシだナ……」

　高いところにある友人の顔を見上げて、イオンはなおも何か言いつのろうとしたが、切せつ迫ぱくした状じよう況きようはそれどころでないと悟さとったらしい。

「クソ、やむをえン！　好きにするがイイ！」

　拗すねたように罪つみもない床ゆかを蹴け飛とばし、少年は首を振ふった。

「だが、覚えておケ！　余よは汝らテランを信用しないからナ！　絶対にダ！」

「感謝します、閣かつ下か」

　素す早ばやくアベルは謝辞を述べた。余計なことを言って、再ふたたび相手の気が変わることを恐おそれたのだろう。慌あわただしくせきたてる。

「では、お二人はその船を隠かくしてある所に向かってください。そこからスフォルツァ枢すう機き卿きようのところまでは、こちらのシスター・エステルがご案内します」

「え……あたしが!?」

　しょげかえっていたところにいきなり名指しされ、エステルは目をぱちくりとさせた。思わず顔を上げてアベルの方を見返す。

「あ、あたしがですか？」

「そうです」

　自分を指差して眼めをしばたたく少女を、アベルは普ふ段だん通どおりの穏おだやかな視線で見返した。そこには、さきほどの冷たい怒いかりはわずかも残っていないように見える。

「お願いします。お二人を、無事にカテリーナさんのところまでお連れしてください」

「ちょ、ちょっと待ってください……神父さまは!?」

「私はここでしばらく、連中を食い止めます。伯はく爵しやく閣かつ下かは怪け我がをしている。しばらく時間を稼かせぐ必要があります」

　拳けん銃じゆうを抜ぬきながら、アベルはのどかに答えた。その間にも、階下が騒さわがしくなりつつある。

「異い端たん審しん問もん局にこの方かたたちの身み柄がらを押おさえられたら終わりです。エステルさん、あなたは彼らを先導して、なんとか、カテリーナさんのところに」

「でも……本当にいいんですか、あたしなんかで？」

「いいんですか、とは？」

　小首を傾かしげた神父に、エステルは不ふ審しんげな視線を向けた。

「神父さまは、あたしのこと、信用してらっしゃらないんじゃないんですか？」

「はあ？　信用してない？　何のことです？」

　ますますアベルの額に刻きざまれた皺しわは深くなった。なぜかいらだたしい思いが胸の奥おくにつのってくるのを感じながら、エステルは問いを重ねた。

「だって、さっきだって、あたし、勝手にここに入ってきて、任務をだいなしにするところでしたし……だから、神父さまも怒られたんじゃないですか？」

「怒りました。だけど、任務なんて別にどうでもいいんです」

　ロザリオをまさぐるアベルの手には固く力がこめられている。自分を見上げる少女に、神父は諭さとすように語りかけた。

「任務なんか、どうだっていいんです。私が怒ったのは、エステルさんが単独で長生種メトセラの屋や敷しきに乗り込むなんて危ないことをされたからです。あなた、ご自じ分ぶんがどんなムチャやったかわからないんですか？　危あやうく殺されるところだったんですよ？　なんだって、あんな無む謀ぼうなことを……」

　上うわ目めづかいに見上げるエステルの顔を、神父は〝めっ〟と叱しかった。もっとも、その顔は照てれ臭くさげに笑っているので、あまり説得力はない。それが、さらにエステルの癇かんに障さわった──この男、保護者か何かのつもりなのだろうか？

「だって、あなたをお独ひとりで行かせるのが心配だったんです！　また、仕事に手を抜ぬくんじゃないかって！」

「仕事に手を抜く？　私が？　いつ？　仕事に手を抜きました？」

「いつ？　いつもそうじゃありませんか！」

　怒ど鳴なるのはマズい──理性はそうわかっていても、感情はとどまってくれなかった。気がつけば、エステルは、すぐ足下に迫せまっている危険のことも忘れて数日間の鬱うつ屈くつを吐はき捨てていた。

「そう！　いつだってそう！　いつもふざけて、できるだけ楽しようと手を抜いて……イシュトヴァーンではあんなに強かったのに、おとついなんて、たかが民間人にいいようにされて！　そんなふうに本気を出し惜おしみする人に〝私に任せろ〟って言われたって、信用できっこないじゃないですか！」

「あの、エステルさん、私は別に力を出し惜しみしているわけでは……」

「じゃあ、どうしてなんです？　どうして、イシュトヴァーンのあれを使わないんです！　あなただったら、どんな相手にも負けないはずなのに、どうして！」

〝クルースニク〟──イシュトヴァーンで見た、この神父のもう一つの姿。

　文字通り不ふ死じ身みの生命力と吸ヴア血ンパ鬼イアさえ軽く凌りよう駕がする戦せん闘とう力を備えた、あの禍まが々まがしいまでの雄ゆう姿し。

　あれが、いったい何なのかエステルにはよくわからない。もちろんただの人間ではありえないが、吸ヴア血ンパ鬼イアでもない。おそらくは、教ヴア皇チ庁カンが極秘に開発した強化歩兵か何かだろうが、いずれにせよ、あの力を使えば、どんな困難な任務も楽々と完かん遂すいできるはずだ。それを──

「…………」

　緩ゆるみかけた涙るい腺せんを歯を食いしばって閉じている少女を、アベルは悲しげな瞳ひとみで見つめた。何か彼自身、迷っているように唇くちびるを二、三度開閉させていたが、ついに意を決したように口を開く。

「エステルさん、実は私──」

「こっちの準備はできたゾ、短生種テラン！」

　ベドウィン風の装しよう束ぞくに身を固めた吸ヴア血ンパ鬼イアたちが振ふり返ったのは、そのときだった。万一、紫し外がい線せんに曝さらされたときのことと、人相を隠かくすことを考え、目元以外は、すっかり白い布で覆おおい隠している。

「脱だつ出しゆつすル！　急ゲ！」

「……了りよう解かいしました」

　そのときアベルの顔をかすめたのは、安あん堵どと失望を混こん沌とんとさせた微び妙みような表情だった。だが、それもほんの一いつ瞬しゆんのこと。すぐに表情を消して、自分を見上げている少女に指示を下す。

「では、彼らと一いつ緒しよに移動してください。もうすぐ、下の連中が上がってきます。適当に遊んであげたら、私も追いかけますから」

「…………」

　苛いら立だった気配が青金色の瞳に沸ふつ騰とうしたが、エステルは口に出しては何も言わなかった。言葉にする必要もなかっただろう。素す早ばやく翻ひるがえした背中には、いかなる和解をも拒きよ絶ぜつする意思が陽炎かげろうのように揺ゆらいでいる。

　その細い影かげと、二人の長生種メトセラたちの姿が隣りん室しつに入っていくのを、アベルは少しだけ寂さびしげに見送っていたが、

「……さて、あの厄やつ介かいなお客さんたちにしばらく付き合ってあげないといけませんね」

　自分を励はげますように独ひとり言ごとを呟つぶやきながら、彼も身を翻した。




　白大理石の階段は、吹ふき抜ぬけの一階ホールに向かって緩ゆるやかなカーブを描えがいていた。繊せん細さいな彫琢レリーフの施ほどこされた白びやく檀だんの手すりに沿って涼すずしげな音をたてているのは、小さな階段カス状水路ケードだ。この地方の邸てい宅たくによく見られる涼りようをとるための仕し掛かけである。

「ふむ……これは使えそうですね」

　頑がん丈じようそうな手すりの傍かたわらには、カスケードに向けて石造りの獅し子し像が水を吐はき出している。そして天てん井じようのシャンデリアから伸のびている電気の配線を見上げて、アベルは何やら納なつ得とくしたように頷うなずいた。それからやおら、罪つみもない彫ちよう刻こくを銃じゆうの台だい尻じりで殴なぐり倒たおす。哀あわれな獅子像は、横転すると無残に砕くだけ散った。

　……階下がにわかに騒さわがしくなったのは、カスケードから溢あふれ出した水があたりをびしょ濡ぬれにしてしまった頃ころだった。

「そこの男、動くな！」

　一階のホールから、高圧的な声がかかった。

　黒い野戦服の男たちが、短身小銃カービンの銃じゆう口こうと剣けん吞のんな視線を階上の神父に向けている。

「貴様は何だ？　なぜ、神父がこんなところにいる？　名前と所属教会を名乗れ！」

「私はアベル・ナイトロード。国務聖省の者です」

　隊長らしき髭ひげの大男を見下ろし、アベルはのほほんと答えた。

「いま、ちょうどスフォルツァ枢すう機き卿きよう襲しゆう撃げき事じ件けんの犯人を捜そう索さく中だったんですけどね……それよりも、あなたがたは、特務カラビ警察ニエリの皆みなさんですね？　なんでまた、異い端たん審しん問もん局の下したっ端ぱさんたちがこんなところに？　困りますね。国務聖省うちの縄なわ張ばりで勝手なことされちゃあ」

「やかましい！　知ったような口を叩たたくな！」

　紳しん士し的てき暴ぼう言げんは、野や蛮ばんな罵ば声せいでもって報むくいられた。

「現在、我々は治安活動中だ。邸てい内ないの全すべての者を拘こう束そくするよう命じられている。今すぐ武装を解除して、そこにはいつくばれ！」

「やですね」

「なに？」

　階下から吹ふき上がってくる敵意のボルテージが、急上じよう昇しようする。それに気づかぬのか、あるいは気づいても無視したのか、神父は不ふ機き嫌げんげなため息をついた。

「実際、私もこんなとこであなたたちと喧けん嘩かなんかしたかないですよ。でもね、こちらも上の命令で来てるわけでして……上司の指示もなしに、勝手に職場放ほう棄きしたりしたら、後で、それはもう人には言えないあんな目やこんな目にあわされちゃいます」

「わけのわからんことを言ってないで、指示に従え！　ここにいない貴様の上司とここにいる俺おれたち──どっちが危険か、よく考えるんだな」

「あ、それはもう絶対的にうちの上司ですね」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなく、回答は返ってきた。

「あの人を怒おこらせると、それはもう世にも恐おそろしいことになりますからねえ。この前の経費精算、予算をオーバーしちゃったときなんて、彼女、〝そう言えば、腎じん臓ぞうってどのくらいの値段で売れるものなのかしら？〟なんて、うすぅく微笑ほほえまれましてね。私、まだときどき夜中にうなされることが……」

「クソ坊ぼう主ずが、なめやがって」

　何のトラウマを触しよく発はつされたか、頭を抱かかえてぶつぶつ呟つぶやき始めた神父を、特警隊長は熱線のような視線で睨にらみすえた。

「かまわん、突とつ撃げき！　抵てい抗こうするようなら、射殺してしまえ！」

　上官の指示に応こたえて、前衛隊が動き始めた。前ぜん傾けい姿勢で短身小銃カービンを構え、階段を駆かけのぼる。よく訓練された猟りよう犬けんを彷ほう彿ふつとさせるその動きは、実に見み事ごとなものだ。

「やれやれ、結局はこうなっちゃいましたか」

　だが、手すりの陰かげに隠かくれているアベルに怯おびえの色はない。むしろ嘆なげかわしげに首を振ふると、拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつをあげる。ただし、その銃口は、駆かけ上がってくる特務カラビ警官ニエリたちからはおよそかけ離はなれた方向──天てん井じように向けてだ。

「はっ、馬ば鹿かが。どこを狙ねらっている？」

　轟ごう然ぜんと撃うち放たれた銃じゆう弾だんが、空むなしく天井を穿うがったのを見て、警官たちは嘲ちよう笑しようをあげた──それが悲鳴に変じたのは、天井から垂たれた電線が階段を浸ひたす水みず溜たまりに落下してきた瞬しゆん間かんだった。

「！」

〝大アル災マゲ厄ドン〟前のロストテクノロジーならともかく、アーク灯を点ともすのがせいぜいの現代の家庭用電源に、人を感電死させるほどの力はない。だが、突とつ撃げき中の警官たちの足をもつれさせ、階段を踏ふみ外させる程度の効果は十分にあった。互たがいの死角をカバーするよう密集していたのが仇あだとなり、団だん子ご状にもつれあって、階下まで転げ落ちてゆく。

「くそ、小こ癪しやくな真似まねを！」

　アベルのところまで、隊長の歯ぎしりが聞こえてきた。この屋や敷しきで、二階に上がることのできる階段はここだけだ。

「電源だ！　主電源を切れ！」

「おっと、そっちには行かせませんよ」

　二階から、一階のホールは丸見えである。手すりの陰に隠れたまま、アベルは銃口だけを覗のぞかせた。走り出した連中の手前を軽く掃そう射しやしてやる。

「それ以上、動かないでください。私、鉄てつ砲ぽうにはこれっぽっちも自信がないんです。ほんとにあてちゃうかもしれませんよ……ふむ、どうやらこれで時間は稼かせげそうですね」

　あのイオンとかいう長生種メトセラは、怪け我がをしていた。稼げるだけ時間は稼いでおきたい。さて、次は何と言って相手を挑ちよう発はつしようか──アベルが知ち恵えを絞しぼっていたとき。

「汝うぬら、このようなところで何を遊んでいる？」

　鉄てつ錆さびたような声が響ひびくと同時に、頭上を凶きよう風ふうが薙ないだ。

　僧衣カソツクの裾すそがはためくほどの風圧で行き過ぎた風は、垂れていた電線を正確に切断した。それから緩ゆるやかな円を描えがいて、再ふたたび階下に舞まい戻もどる。それを宙で受け止めたのは、いつの間にかそこに出現していた背の高い影かげだ。

「退くがよい、汝うぬら」

　足元まで蔽おおった灰色の修道衣のせいでその性別は不明だったが、口元以外を覆おおった兜かぶとから響ひびいたのは、低い男の声だ。

「ああ見えても、あそこにいるのは派は遣けん執しつ行こう官かん──国務聖省きっての腕うで利ききだ。到とう底てい、汝うぬらの手におえる相手ではない。ここは、某それがしにまかせよ」

「……さて、そうおっしゃるあなたはどちら様です？」

　手すりの陰かげに身を潜ひそめたまま、アベルは問うた。聞く前から、その答えはほぼ予想できている。質問は、ただ時間を稼かせぐためのものだ。だが、それもこの敵手の前では虚むなしいあがきかもしれない。

「某それがしはペテロ。異い端たん審しん問もん局局長ブラザー・ペテロ。〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟と呼ぶ者もいる」

　手ガント甲レツトに覆おおわれた手に身の丈たけほどはありそうな鉄棒を握にぎって、灰色の修しゆう道どう騎き士しは名乗った。

「目下、某それがしはスフォルツァ枢すう機き卿きよう襲しゆう撃げき事じ件けんの犯人を追って治安活動中だ。貴殿も教ヴア皇チ庁カンの一員であるならば、よく分別して、我が聖務に協力するがよい──さあ、そこを通すのだ」

　鉄てつ錆さびたような男の声には、恫どう喝かつの気配は存在しない。あるのは、完全に実力と実績に裏打ちされた自信だけだ。しかし、そっけなくアベルは首を振ふった。

「いやですね」

「なに？」

　意外げな響ひびきが修道騎士の声に籠こもった。しかし、それに気づかぬのか、それとも気づいて気づかぬふりをしたのか、神父は愛あい想そのない返事を返した。

「あいにく、私もその犯人の捜そう索さく中でしてね。せっかくの犯人逮たい捕ほの功績を横取りされたかありません──部外者はお引き取り願いましょうか」

「ほう……」

　官かん僚りよう主義とセクショナリズムにまみれた拒きよ絶ぜつに、なぜか妙みように嬉うれしげにペテロは唇くちびるを吊つり上げた。

「では、どうしても通さぬと申すか、ナイトロードとやら？」

「そう聞こえなかったのなら、こんなところより先に、耳鼻科に行かれることをお奨すすめしますが？」

　真しん剣けんな顔で奨めてくる神父に対し、視線に籠こめた敵意を殺意に転じて、修道騎士は腕うでを宙に掲かかげた。

「……面おも白しろい！」

　直後、鉄棒──いや鎚矛の両りよう端はしの膨ふくらみからほとばしった甲かん高だかい異音は、内蔵された高周波ホイールの回転音だ。さきほど、電源ケーブルを叩たたき切ったのもこれの仕し業わざだろう。超高速回転するホイールだけをワイヤー誘ゆう導どうで投とう擲てきすることもできる、危険極きわまりない武器だ。

　五十キロはあろうかという鎚矛をバトンのように頭上で回転させながら、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は咆ほう哮こうした。

「主は我デオ・を導きドウケ、剣は・コミ我に付テ・グき添うラデイオ。かくてデオ・主の助アデユけによヴアンりて、テ・ウ我は勝イン利せんカム──どうしても我が聖務を妨さまたげると申すならやむをえん！　汝うぬが屍しかばねを越こえて行くのみだ、派は遣けん執しつ行こう官かん!!」










　　　　Ⅴ




　実体さえ備えた風圧がアベルの顔を叩たたいたときには、目前に、はためく修道衣が肉にく薄はくしている。

「ふははははっ！　感謝するぞ、ナイトロードとやら！」

　凶きよう霊れいのように咽むせび泣く鎚矛が、信じ難がたいスピードで旋せん回かいした。

「某それがし、一度、派遣おぬ執行官しらとは手合わせしてみたかったのだ！」

「!?」

　呆ぼう然ぜん、というよりは啞あ然ぜんと、迫はく撃げきを見守っていたアベルは慌あわてて床ゆかを蹴けった。超ちよう高こう速そくで回転する高周波ホイールが、その睫まつ毛げをかすめて通り過ぎる。数本の銀ぎん髪ぱつが風に舞まい、獲え物ものを叩たたき割り損そこねた凶きよう器きは横の壁かべに深々と食い込んで悔くやしげに哭なき喚わめいた。発生した超ちよう振しん動どうのせいで、周囲の漆しつ喰くいが砂粒状に風化する。穿うがたれた大穴の向こうに覗のぞくのは、はるか下の海面まで直結する切り立った断だん崖がいだ。

「ふはっ！　我が〝叫スク喚リー者マー〟の一いち撃げきをよくぞ躱かわした」

　まるで鍬くわで土を掘ほり返すように壁へき面めんを粉ふん砕さいしながら、ペテロは鎚矛を引き抜ぬいた。そのときには、いま一方の先せん端たんが唸うなりをあげて神父の胴どう体たいに迫せまっている。

「の、のわっ！」

　骨のない者のようにのけぞり、アベルはぎりぎりでこれを避よけた。その鼻先をかすめた〝叫スク喚リー者マー〟は、勢い余って吹ふき抜け側に立つ柱の一本に叩きつけられた。二ふた抱かかえはあろうかという石柱が枯かれ木のようにへし折れ、ホールに転がり落ちる。屋や敷しき全体を揺ゆるがす轟ごう音おんとともに衝しよう撃げきに堪たえかねた床が陥かん没ぼつし、飛び散った破片に襲おそわれた特警たちの間から悲鳴があがった。

「おのれ、ナイトロード！　貴様、某それがしの部下たちをよくも！」

「いや、今のはあなたの──」

「問答無用！」

　階下の惨さん状じように、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は怒ど声せいを放った。と同時に、激しい勢いで床を蹴る。

「あの、少しは人の言うことを聴きいてくれるとありがたいんですが……って、聴いてくれそうもありませんね！」

　地じ響ひびきあげて回かい廊ろうを突とつ撃げきしてくるペテロに向けて、アベルは銃じゆう口こうを掲かかげた。一応は身内だ。できれば傷つけたくはなかったのだが、かと言ってミンチにされるのも避さけたい。戦せん闘とう力を奪うばうつもりで、敵手の肩かたに向けて引き金を絞る。

「ごめんなさい、ちょっと痛いですが我が慢まんしてください！」

　だが、ペテロは、銃撃を避けようともしなかった。その必要もなかった。確かに彼の肩を捉とらえた銃じゆう弾だんは、次の瞬しゆん間かん、澄すんだ音をあげてあさっての方向に飛んでいっていたからだ。

「はっ、ぬるいわっ！」

　アベルの目が丸くなった──防ぼう弾だんチョッキや機械化歩兵の人工皮ひ膚ふでも貫かん通つう可能な特とく殊しゆ弾だんが、こうもたやすく弾はじかれるとは!?

「馬鹿な!?　これ、強フル装ロ弾ードですよ!?」

「何を驚おどろく？　それで終わりかっ！」

　愕がく然ぜんとする間にも〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の両りよう腕うでは、大きく鎚矛を振ふり上げている。あんなもので撫なでられた日には、原形を留とどめるのも難しいだろう。後方に跳とびすさる一方で、がら空きになったペテロの腹部に向けて、神父は銃じゆう口こうを旋せん回かいさせた。

「ふっ！」

　低い呼こ気きとともに連発フア射撃ニング──撃発トリガーと同時に撃鉄ハンマーを上げて機き関かん銃じゆうのフルオート射しや撃げきなみの速射を可能とする高等テクニックだ。ほとんどタイムラグなしで連射された五発の強装弾は、いっせいに異い端たん審しん問もん官かんの腹部に襲おそいかかった。いかなる防弾素材を使っているのか知らないが、ボディアーマーで弾だん丸がんを食い止められても肉体への衝しよう撃げきそのものは吸収できない。内臓にダメージを与えられれば、しばらくは動けないはずだ──

　だが、弾丸が目標に到とう達たつすることはなかった。着ちやく弾だん瞬しゆん前ぜん、ペテロの修道衣が大きく膨ふくらんだかと思うと、弾丸をことごとく弾き飛ばしてしまったからだ。

「なっ、なんです!?」

「ふむ、いい技量うでだ……が、某それがしに銃は効かぬ！」

　鎚矛を振り上げたまま、ペテロの口が不敵な笑えみを刻きざんだ。そのときには、ぼろ布のようになった修道衣を引き裂さいて、眩まばゆい輝かがやきが出現している。

「こ、これは!?」

　再ふたたび、神父の目が大きく瞠みはられた。

　異端審問官の体を覆おおっていたのは、白銀に輝く甲かつ冑ちゆうだった。ただの鎧よろいでないことは、その各部で唸うなりをあげている静電モーターを見るまでもなく明らかだ。ローマ十字を染そめた四枚の盾シールドをふりかざすのは、背中から突つき出した四本の細い副マニピユ腕レーターである。

「装そう甲こう戦せん闘とう服!?　いや、しかしこれは……」

「これはただの装甲戦闘服などではない。某それがし専用の自律式戦闘補助システム──〝聖騎ガーヴ士の・オヴ・聖衣ロード〟よ。そう、いかなる攻こう撃げきも、我が聖衣の前では無力にして無意味ィィィィ！」

　ペテロが雄お叫たけびを上げると同時に、その四枚の盾シールドが、主人を護まもって生ある者のごとく展開した。

「さあ、どうする、派は遣けん執しつ行こう官かん？　見み事ごと、我が聖衣の禦ふせぎを突とつ破ぱしてみせたまえ！」

「こっ、この人、デタラメだよ！」
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　横よこ殴なぐりの一撃からは、かろうじて飛びすさったものの、身を翻ひるがえして逃にげ出すことも許されない。繰くり出される凶きよう風ふうを前に、アベルは空になった回転シリ弾倉ンダーを取り替かえるので手いっぱいだった。一方的に押おしまくられるまま、ふと気づいたときには、階段の際きわまで追いつめられている。

「くそ、これは弱りましたね」

　天を仰あおいで、神父は泣きをいれた。

「主しゆよ、こんなムチャクチャなのを、いったい私にどうしろと……おや？」

「どこを見ている、ナイトロードォォォォォォ！」

　頭上にそれを見つけたアベルの頭上が、暗く翳かげった。逃にげ場を失った敵にとどめを刺ささんと、ペテロが大きく鎚矛を振ふりかぶったのだ。

「さあ、神罰とどめだ！　〝主よ、あなたのまします天あまが下したより彼を逐おい、御み怒いかりによって滅ほろぼしたまわんことを〟──エィメェェェェェェェン！」

「〝天は自らを助ける者を助く〟──エィメン！」

　高速回転する凶きよう器きが落ちてきたとき、アベルの体は自分から後方に跳とんでいる。しかしそこに廊ろう下かはなく、階段が勾こう配ばいを描えがいているだけだ。

「はっ、つまらぬ悪あがきを！　某それがしを失望させて……う、うおっ!?」

　振り下ろした凶器を再ふたたび持ち上げようとした異い端たん審しん問もん官かんが、狼ろう狽ばいの声をあげた。鎚矛に、太いケーブルが絡からみついている。そして、そのもう一方の端はしは、跳ちよう躍やくした神父の左手に握にぎられていた。

「！」

　重量のある得え物ものだけに、その手を放すタイミングを逸いつした。跳躍した神父の体重に引きずられるように、ペテロはたたらを踏ふんだ。そのまま階段を踏み外すと、頭から転落する。

「う、うおおおおおおおおっ!?」

「よし、かかった！」

　そのときには、天てん井じようから垂たれたケーブルを放したアベルの左手は手すりを摑つかんでいた。左腕うでのみで体重を支えながら、右手の銃じゆうは、すぐ傍かたわらを転落してゆく異端審問官の右肩かた──わずかな装そう甲こうの隙すき間まに向けて牙きばを剝むいている。たて続けに撃うち放たれた六発の銃じゆう弾だんに関節を潰つぶされながら、ペテロの体はホールに向かって真まっ逆さかさまに落ちていった。

「…………!!」

　轟ごう音おんとともに、すさまじい埃ほこりが舞まい上がった。

　石いし畳だたみに叩たたきつけられ、大の字になった異端審問官はもはやぴくりとも動かない。ただ、ありえぬ方向に曲がった右腕が不気味な痙けい攣れんを続けるだけだ。

「きょ、局長ぉぉぉ！……貴様あぁぁっ！」

　あっけなく倒たおされた上司に、特務カラビ警官ニエリたちの間から悲鳴があがった。それはすぐに加害者への怒いかりに転化し、こちらを見下ろす神父に無数の銃口が集中する。

「局長の仇かたきだ！　撃て！　殺してしまえ！」

　だが、銃爪にかかった警官たちの指を止めたのは、手負いの獅し子しの咆ほう哮こうにも似た怒ど声せいだった。

「待つのだ汝うぬら！　これは某それがしとその男の神聖なる決けつ闘とうである！　何なん人ぴとたりとも、手出しは許さぬ！」

　傲ごう然ぜんと言い放ったときには、異い端たん審しん問もん官かんは再ふたたび立ち上がっていた。右腕うでは体の脇わきにだらりと下がったままだが、それを気にかけるふうもない。

「まずは謝罪を、ナイトロード神父」

　階段上の敵手を、ペテロは真しん摯しに見上げた。

「どうやら、某それがしは貴き殿でんを舐なめていたらしい。この敗はい辱じよく、某それがしの慢まん心しんへの神しん罰ばつとみた」

「はあ？　フェアなのは感心しますが……」

　不平面で短身小銃カービンを下げる特警たちを見下ろし、アベルは肩かたをすくめた。

「このあたりで諦あきらめてもらえませんか？　もう一本の腕も無くしたくはないでしょう？」

「……どうやら、今度はおぬしが某それがしを舐めているようだな」

　兜かぶとの奥おくの目を敵意に光らせたまま、ペテロは懐ふところから小さな瓶びんを取り出した。

「言ったはずだ、某それがしは。これからは、本気で立ち合うと！」

　小瓶は何かのアンプルらしい。透とう明めいな中に、なにやら青い液体が小さざ波なみをたてている。強化歩兵あがりの異端審問官は、首筋に開いたインジェクションポートに、その小瓶を挿そう入にゆうした。

「鎮ちん痛つう剤ざいですか？　そんなもの使うより、早く病院に行かれた方が……」

「病院には行こう。ただし──」

　薄うすく開いた唇くちびるから、熱い息と固い戦意が吐はき出される。アンプルの中身が注入されると、ペテロは逞たくましい体をぶるっと震ふるわせた。

「ただし、貴殿を叩たたき込みにな！」

「!?」

　次の瞬しゆん間かん、アベルは我が目を疑った。こちらを敵意に満ちて見上げていた男の姿が、突とつ如じよ消失したのだ。石いし畳だたみには、人間の姿をしたひび割れがはっきりと残っている──しかし、それを残した異端審問官の姿がない。

「消えた!?　馬鹿な、どこに……」

「──ここだ、ナイトロード」

　不敵な笑しよう声せいが背中を叩いたときには、アベルの手は勝手に翻ひるがえっていた。身を捻ひねるより早く発砲トリガー。轟ごう音おんとともに飛び出した弾だん丸がんは、いつの間にかすぐ背後に忍しのび寄っていた兜の男に向かって直進する。だが、弾丸が穿うがったのは、壁かべのモザイクだ。肉にく薄はくしていた敵手の姿はどこにもない。

「どこを狙ねらっている？」

　再び背後に響ひびいた嘲ちよう笑しように、悪あく霊りようの雄お叫たけびが重なった。

　振ふり返れば、息すらかかりそうな至し近きん距きよ離りで、騎き士しがその凶きよう器きを旋せん回かいさせていた。自らバランスを崩くずして転てん倒とうしていなければ、アベルの頭はザクロのように弾はじけていたに違ちがいない。すぐ側そばの壁かべが土つち塊くれに変わる瞬しゆん間かんを目もく撃げきして、アベルは声をつまらせた。

「な、なんです、今のは？　あんな動き……」

　コマ落としのように移動する敵手の気配すら読めなかった。あれでは、まるで──

「まるで吸ヴア血ンパ鬼イアの〝加速ヘイスト〟みたい、かね？」

「え……!?」

　立ち上がろうとしていた神父の腹を、文字通り、目にも止まらぬ蹴けりが襲おそった。くの字に折れたアベルの体は、きっかり三メートルを飛んで、背中から壁に叩たたきつけられた。

「か……くはっ」

　背骨をしたたかに強打した神父は、喘あえぐように口を開いた。無ぶ様ざまに吐はき散らされた吐と瀉しや物ぶつに赤いものが混じったのは、胃い壁へきが裂さけたものらしい。それを睥へい睨げいしながら、

「神経系の伝達速度をあげる反応ブー促進剤スターだ」

　ペテロはゆっくりと注ちゆう釈しやくを加えた。片足一本で直立したまま、蹴り足を優ゆう雅がに引き戻もどす。

「本来は、吸ヴア血ンパ鬼イアどもの〝加速〟に対たい抗こうするために我が教理聖省で開発したものだが、某それがしが実戦で使用するのはこれが初めてだ。光栄に思いたまえ、ナイトロード神父」

「……くふっ！」

　内臓へのダメージに声すらあげられず、神父は苦しげに呻うめくだけだ。いや、なおも震ふるえる足で立ち上がろうとするが──

「むんっ！」

　目にも止まらぬ鎚矛の一いち撃げきが、その胸を直ちよく撃げきした。胸きよう椎ついが砕くだける音が響ひびく。胴どう体たいがちぎれなかったのは、高周波ホイールが作動していなかったからに過ぎぬ。骨を砕いた鎚矛は、空中で回転すると、今度はアベルの耳元、顎あごの付け根あたりを直撃した。

「！」

　再ふたたび、神父はあおむけに倒たおれた。その向こうには、壁に穿うがたれた大穴が肉にく食しよく獣じゆうの顎のように開いている。ゆっくりとその穴をくぐった長身は、鮮あざやかな血の筋を引きながらはるか眼下の海へと転落していった。

「──やった！」

　固かた唾ずを飲んで勝負を見守っていた特務カラビ警官ニエリたちが、歓かん声せいをあげた。

「まったくお見み事ごとでございます！　さすがは閣かつ下か！」

「いや……」

　階段を駆かけ上がってきた特警隊長に、ペテロは背中で答えた。神父を飲み込んだ波は濤とうを見下ろすその声には、どこか失意の響きがある。

「派は遣けん執しつ行こう官かんというから、少しは期待したが……つまらん！　某それがしが相手するほどのものではなかった！」

「それは、そうでしょう。教ヴア皇チ庁カン最強の戦士である閣下の敵など、この世にはおりませぬ」

　媚こびるように笑いながら、特警隊長も崖がけの下を見下ろした。海面まで二十メートルはあろう。白い波が、牙きばのように岩いわ棚だなを洗っている。死体こそ見えなかったが、あれでは到とう底てい、助かるまい。

「ふん、局長に刃は向むかうとは、身の程知らずの愚おろか者め！」

「……死者を愚ぐ弄ろうするな。彼き奴やつもまた、神と信しん仰こうと教会のために生きた男であった」

「は？」

　戸と惑まどったように眉まゆをしかめた特務カラビ警官ニエリに、ペテロは真しん摯しに言い聞かせた。

「つまらぬ縄なわ張ばり意識と救い難がたい愚ぐ鈍どんさから我らに弓ゆみ引いたとはいえ、神と教会のために働こうとしたことにはかわりない。同じ神に仕える身として、戦いが済んだ後はこれを赦ゆるし、冥めい福ふくを祈いのってやることこそ、神に仕える者が務めぞ──〝おおデイリジ汝、エ・デウ神とムメエト汝の・スイン敵を・エネ愛せよマイエ〟、エィメン」

「は、はあ……？」

　特警隊長の目に、あきれたような光が宿っているのに気づかぬまま、ペテロは力強く顎あごを引いた。

「さあ、つまらぬところで時間を取った！　皆みなの者、捜そう索さくを始めよ！　スフォルツァ枢すう機き卿きようを襲おそった罰ばちあたりな吸ヴア血ンパ鬼イアを──怪かい物ぶつめを狩かり出すのだ！」
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「しビスま・フっロネたル・ユ！」

　青髪の若者が叫さけんだのは、三人が、地下港まで辿たどり着いたときのことだった。

　桟さん橋ばしの向こうに係けい留りゆうされていたヨットは外洋航海用の中型船だった。窓が黒いのは、抗こう紫し外がい線せんガラスを使っているからだろう。

　桟橋を渡わたりかけていた少年が、若者の方を振ふり返った。

「どうセク・パしたトレサ・、ラトヴアドゥラシユ？」

「私としユ・アたことスト・がしくドビトじったーク。船のキウーンデーをど・ユ・オこかにミテ・ザ落としヴオールてきて・ア・ヴしまったアポー」

　ラドゥは、懐ふところを探さぐりながら焦あせったように舌打ちした。

「しようデ・ノがないイエ。ちょユヴオっとイ・サ戻っルデ・て探シ・コしてータ・ザくるヴオール。イオン、君はこトウ・の短生ヴオイ種と・ウル先にカール船に・ヴア乗っポー・ていラスタてくれ・テラナ。すユヴオぐイ・サにルデ・戻ケラるルタ」

「あの、どちらへ行かれるんですか!?　お待ちください、ルクソール男だん爵しやく閣かつ下か！」

　慌あわただしく取って返そうとするラドゥを、エステルは呼よび止めた。

「戻られるのは危険です。早く脱だつ出しゆつを！」

「わかっている。しかし、船の鍵かぎを落としてきてしまった。たぶん、途と中ちゆうの階段だと思う……お嬢じようさん、君はイオンを頼たのむ」

「ラドゥ……」

　金きん髪ぱつの少年は心細げに友人を見上げた。

「気クレタを・アヴつエアけ・トウよルム、ラドゥ。無理ヌ・ペはすシユテるで・プテないぞインタ」

「……すぐユ・ヴにオイ・戻サルデ・るよケラルタ」

　青髪の若者は、優やさしく少年の頭に手を置いた。次の瞬しゆん間かん、その姿はまるで白はく日じつ夢むのようにかき消えている。〝加速ヘイスト〟──全身の神経系を異常興こう奮ふんさせ、常態の数十倍の反応速度を得る長生種メトセラの特とく殊しゆ能力だ。

「さ、参りましょう、閣かつ下か」

　手にしたランタンを持ち直しながら、エステルは不安げに爪つめを嚙かんでいる少年を促うながした。

「あたしたちは、船に乗っていましょう」

「…………」

　少年は答えなかった。ただ不ふ愉ゆ快かいげに眉まゆをひそめて俯うつむいていたが、いきなりその場にくずおれる。

「か、閣下!?」

　慌あわててエステルが手を伸のばしたときには、小さな体は桟さん橋ばしの上で荒あらい息をついていた。顔が真まっ赤かになっているのは、走ってきたためだけではない。

「ど、どうなされたんです……いやだ、すごい熱！」

「触さわるナ！」

　触ふれた肌はだの熱さに驚おどろく少女の手を乱らん暴ぼうに振ふり払はらって、イオンは怒ど鳴なった。その声は、発熱のせいか、さきほどまでとは打って変わって弱々しい。

「短生種テランなどに、触られたくはなイ！」

「そんなことおっしゃられても……どうしよう？　弱ったな」

　少年は、人慣れぬ野の良ら猫ねこのような目でこちらを睨にらんでいる。その傍かたわらにひざまずき、エステルは途と方ほうにくれた。困難極きわまるこの任務も厄やつ介かいだが、もっと困るのは目の前の少年の弱々しさだ。

　原生動物なみの生命力と、いかなる高等生物をも凌りよう駕がする免めん疫えき機構を備えた地上最強の怪かい物ぶつ、吸ヴア血ンパ鬼イア。全すべての食物連れん鎖さの頂点に立つ彼らは、想像しがたいほどに強く、強きよう靭じんな体力を有している。少なくとも、エステルが故郷で戦ったあの吸血鬼ジユラはそうだった。さきほどまでここにいたラドゥという若者にもそれは感じられる。

　しかし、目の前のこの少年の脆ぜい弱じやくさは何だ？　これでは、まるで自分たちにんげんと変わらぬではないか。

「あの、たぶん、さっき肩かたの傷が開いたんだと思います」

　人間と同じ処しよ置ちでいいのだろうか──そう疑いながらも、エステルは手を伸ばした。

「とりあえず脱ぬいでください。消毒はできないけど、包帯を換かえるだけでも、ずいぶん違ちがうと思いますし……」

「ヨ、余よに触ふれるナと言っていル、短生種テラン！」

　牙きばを剝むいて、少年はエステルから跳びすさった。さきほどの屈くつ辱じよくをいまだ忘れてはいないらしい。恨うらみがましい視線で、上うわ目めづかいに彼女の方を睨にらんでいる。

「下げ賤せんな短生種テランなんぞニ、高貴なこの身を汚けがされたくはないワ！」

「げ、下賤!?」

　それを言うなら、こいつこそ人の血を啜すすって生きる怪かい物ぶつではないか！

　エステルの頭に音をあげてアドレナリンが流れ込んだ。

　だいたい、何で神に仕える身である自分が、よりによってこんな呪のろわれた怪物の世話を焼いてやらねばならないのか!?　おまけに、こんな恩知らずな罵ば倒とうを受けるいわれがどこにある!?

「あ、あたしだって、あなたみたいなむかつく子供の世話なんてしたくないですわ！」

　信しん仰こうへの後ろめたさと皮肉な運命への憤いきどおりが、少女に我を忘れさせた。気がついたとき、エステルは少年の襟えり首くびを摑つかんで怒ど鳴なっていた。

「でも仕方ないじゃないですか！　怪け我が人にんは、足手まといなんだから！」

「あ、あ、足手まとイ!?　足手まとイじゃト!?　おまけに、余を子供とほざいたカ!?」

　吸血鬼バケモノ呼よばわりされるのは覚かく悟ごしていたろう。しかし、まさか下賤な短生種テランに〝子供〟だの〝足手まとい〟だのと罵ののしられるとは思いもよらなかったらしい。イオンは襟首を摑まれたまま目を白黒させている。それに向けて、さらにエステルは糾きゆう弾だんの矢を放った。

「違ちがうって言うんですか？　ここまでだって、お友だちに助けられないと走れなかったじゃないですか！　今だって、自分の脚あしで立つこともできないくせに……そういうのを、こっちでは〝足手まとい〟って言うんです！　あなたの国では何て言うのか知りませんけど！」

「ク……ッ！　き、貴様あッ！」

　憤ふん怒ぬと恥ち辱じよくに顔を赤らめた少年が牙を剝いた。とっさに、エステルも襟首から放した手を掲かかげて迎げい撃げき態勢をとる──しかし、その目の前で、細い影かげは再ふたたびくたりと膝ひざを折った。呻うめき声をあげながら、桟さん橋ばしにへたりこむ。

「い、いけない！　だ、だいじょうぶですか!?」

「…………」

　我にかえったエステルがとっさに手をさしのべていなければ、イオンの体は海中に転落していたかもしれない。悲しくなるほど軽い体重を、尼に僧そうは慌あわてて抱だき留とめた。

「ごめんなさい、あたし、ついかっとなってしまって……本当に、ごめんなさい」

　少年は自分を支える手をいとわしげに見やったが、今度はそれを振ふりほどこうとはしなかった。その代わり──

「余の包帯を換えることを特別に許可してやル……」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせて、吸ヴア血ンパ鬼イアは少女に命じた。

「丁てい寧ねいにやれヨ、短生種テラン」

「……わかりました」

　まったく、おかしなことになったものだ。神に仕える身である自分が、よりによって吸ヴア血ンパ鬼イアの傷の手当てをするだなんて。

　なぜだか知らないが無む性しように笑い出したくなったのをなんとか抑おさえて、エステルは真面目まじめくさって頷うなずいてみせた。細く裂さいたハンカチで即そく席せきの包帯を作ると、少年の服を脱ぬがせる。

「すいません、ちょっと包帯をはずすので、腕うでをこっちにあげててください。ええ、そのまま動かさないで……な、なにこれ!?　ひどい……」

　包帯の下から現れた傷は、予想以上に大きかった。筋肉の薄うすい肩かたには銃じゆう創そうが、ばっくりと口を開いている。とりあえず血を拭ふき取りながら、エステルは弱々しい声で詫わびた。

「あの……ごめんなさい」

「何がダ？」

　また、こやつ何か企たくらんでおるのだろう──そう疑っているような少年の口ぶりだった。顔をしかめた少女を不ふ機き嫌げんげに覗のぞき込んで問う。

「何を謝あやまル？」

「さっき、ここ、殴なぐってしまって……痛かったでしょう？」

「それは仕方あるまイ」

　怒いかりを思い出して、再ふたたび罵ののしり始めるのではないか──エステルの予測に反し、意外なほど淡たん泊ぱくにイオンは首を振ふった。

「さきほどハ、余よも汝なんじを殺すつもリだっタ。汝が余に手加減すル理由はなイ──それよリ許せヌのハ、一昨夜の短生種テランダ！　いきなり話も聞かズ、勅ちよく使しである余を撃っテきタ！　あれハ赦ゆるせン！」

「だって、神父トレスのあれは仕方ないわ……ないです」

　白い肩にハンカチを巻きながら、エステルは同どう僚りようのために弁明した。

「あの直前、吸血──長生種メトセラが大使館を襲おそって、人を殺したんですもの。スフォルツァ枢すう機き卿きようの近くに長生種メトセラがいれば、誰だれだって警けい戒かいしたと思います」

「おお、そう言えバ、あの眼鏡めがねの短生種テランも言っていタナ。余の到とう着ちやく直前、汝らを襲った長生種メトセラがいるト」

　痛みとそれ以外の何かに、イオンは眉まゆをしかめた。何かを思い出すように顎あごに手をあてる。

「そのことを詳くわしく余に話すがよイ、エステルとやラ。ひょっとしたら、それハ強きよう硬こう派はの仕し業わざかもしれン」

「強硬派？　ああ、さっきも、もう一人の方かたがそんなことおっしゃってましたね？」

　きっちりとした結び目を作りながら、エステルは小首を傾かしげた。

「なんなんですの、それって？」

「皇こう帝てい陛へい下かの御ご意い思しに逆らッテモ、お前たチ短生種テランと戦おウという不ふ逞ていの輩やからダ」

　汚きたないものでも吐はき捨てるような、少年の呟つぶやきだった。

「この度たびの勅ちよく命めいを不満に思っていル者たチ──どうしても、戦争をしたがっていル者たちガ、貴ボイ族エールの中にいると聞いたことがあル。そやつらは、ひそかに我らの任務を妨ぼう害がいしようと企んでいるト。ひょっとしたラ──」

「戦争がしたい？　待って！　じゃあ、あなたたちの〝皇帝〟って、いえ、そもそも勅命っていうのは──」

　包帯を巻く手を止めて、エステルが吸ヴア血ンパ鬼イアの言葉を聞きとがめた、まさにそのとき。

「確保おっ！」

　荒あら々あらしい男の声が、水音とともに二人の真下から響ひびいた。

　同時に、桟さん橋ばしの下から伸のびた複数の手が、エステルとイオンの四し肢しを捕とらえている。

「……なっ!?」

　逞たくましい腕うでは、苦もなく少女の体をねじ伏ふせた。その瞬しゆん間かん、反射的に首を捻ひねったエステルの視界に飛び込んできたのは、暗い水面を割って飛び出してきた黒いラバースーツにシュノーケル姿の男たちだ。ずっと水中に潜ひそんで、隙すきを窺うかがっていたものらしい。

「なんじゃ、この短生種テランどもハッ!?」

　エステルの側そばでは、やはり四、五人の男たちに飛びかかられたイオンが死にものぐるいにもがいている。手負いの山やま猫ねこのような果か敢かんな抵てい抗こうではあったが、肩かたの包帯をしたたかに殴なぐられるや、くぐもった悲鳴をあげておとなしくなった。

「ら、乱らん暴ぼうしないで！」

　両りよう腕うでを背中に回され、顔面を桟橋に押おしつけられたまま、エステルは必死に訴うつたえた。

「その子、怪け我がしてるの！　乱暴しないで！」

「何だ、お前は!?　何で、尼に僧そうがこんなところにいる!?」

〝神ヴイネのアム鉄・ド槌ミニ〟をデザインしたワッペンをラバースーツに貼はり付けた男が、不ふ審しんげにエステルの顔を覗のぞき込んだ。

「質問に答えろ、娘むすめ！　何で、吸ヴア血ンパ鬼イアと尼僧が一いつ緒しよにいるんだ？　貴様も吸ヴア血ンパ鬼イアか!?」

「！」

　声にならない苦鳴がエステルの唇くちびるからこぼれた。背中に捻られた腕に、男が体重をかけたのだ。肘ひじの関節が、嫌いやな音で軋きしむ。

「エ、エステル……よ、よセ！　その娘ハ、汝なんじらと同じ短生種テランダ！　長生種メトセラとは違ちがウ！」

「貴様は黙だまってろ！」

　銀の穂ほ先さきをつけた銛もり撃うち銃じゆうが、イオンの横よこ面つらを勢いよく殴おう打だした。肺の中身を絞しぼり出したような苦鳴と一緒に、折れた奥おく歯ばの欠片かけらが桟橋に転がる。

「どうします、隊長？」

　少年を殴なぐった特務カラビ警官ニエリが、エステルの上にのしかかっている男に尋たずねた。

「密告タレコミでは吸ヴア血ンパ鬼イアはこっちのガキだけのはずですが……そっちの小こ娘むすめはここで処理しますか？」

（……密告？）

　激痛に白くなった頭の隅すみで、エステルは男の言葉を繰くり返した。異い端たん審しん問もん局に誰だれかが情報を流したのか？　では、この場所にこいつらが待ち伏ぶせしていたのも偶ぐう然ぜんではない？

「いや、この娘は殺さない。その吸ヴア血ンパ鬼イアもだ」

　エステルの関節にじりじりと力を加えながら、特警隊長は首を振ふった。

「二人とも生かして連れ帰る。色々と聞きたいことがあるしな。〝ラグエル〟の尋じん問もん室しつでじっくりとお話ししてもらおう」

　サディスティックな嗤し笑しように唇くちびるを歪ゆがませながら、隊長はエステルのうなじに指を滑すべらせた。直後走った激痛は、その指がぼんのくぼの下、痛覚の集中するツボを思い切り押おしたことによるものだ。

　声もなく身をよじる少女を、好色な目つきで見下ろし、男は部下に命じた。

「そちらの吸ヴア血ンパ鬼イアには硝しよう酸さん銀ぎん溶よう液えきを注入しておけ。暴あばれ出すと困る。こっちの小娘は……面めん倒どうだ。おい、誰かナイフを貸せ。腱すじを切ってから運ぶ」

　サディストの多い特警でも、とりわけ最悪な連中にあたってしまったらしい。必要以上に残ざん忍にんな処置に、嬉き々きとして警官たちはとりかかった。もがくイオンの腕うでに注射針が突つき立てられる。それをわざと見せつけられているエステルの手首に、鋭するどいナイフの刃はがあてられた。

「や、やめ……！」

「ちょっと我が慢まんしてな、お嬢じようちゃん」

　少女の悲鳴に燃えるものを感じたらしい。小しよう剣けんほどもある狩しゆ猟りよう用ようナイフを無む造ぞう作さに引こうとして、隊長は嫌いやな声で嗤わらい──それから、本当に燃え上がった。

「!?」

　闇やみの奥おくから飛来した火球が、彼の顔面を捉とらえたのだ。悲鳴をあげる形に口が開いたが、そこからは不気味な風の音が吹ふき出しただけだ。でたらめに四し肢しを痙けい攣れんさせてのけぞった人にん間げん松たい明まつは、そのままバランスを崩くずして海面へと落下した。しかし、いかなる炎ほのおなのか、水に落ちてもその火勢はいささかも衰おとろえない。水みず飛沫しぶきと火の粉こを同時にあげながら、人の形をした炎の塊かたまりは海底へと沈しずんでゆく。

　しかし、その壮そう絶ぜつな光景を見ていた特務カラビ警官ニエリは一人としていなかった。次々と闇の彼方かなたできらめいた輝かがやきが、うなりをあげて彼らに襲おそいかかってきていたからだ。

　十人はいた警官と同じ数の松明が、桟さん橋ばしの上で燃え盛った。体に密着したラバースーツを着用していたのが、彼らの不幸をより深刻にした。たちまち全身を炎に包まれ、絶ぜつ叫きようすらあげられずに倒たおれ伏ふしてゆく。

「こ、これは……」

　横たわったまま、エステルはその青白い輝かがやきを見つめていた。蛋たん白ぱく質しつの焦こげる耐たえ難がたい臭しゆう気きが、光と闇やみのしじまに広がっている。

「この炎ほのおは──」

「ラドゥ！」

　闇の向こうに佇たたずむ人ひと影かげを見いだして、イオンが歓かん声せいをあげた。殴なぐられた頰ほおを押おさえたまま、よろよろと立ち上がる。

「助かったゾ、相トヴア棒ラシユ！」

「怪け我がはなかったか、イオン？」

　友人の喜びようとは対照的な平静さで、青い髪かみの若者はこちらに歩いてきた。

「すまん。ちょっと遅れた」

「気にするナ。それより、キーはあったカ？」

「ああ。ほら、ここに」

　駆かけ寄ってきたイオンの手にキーを載のせながら、若者は優やさしく微笑ほほえんだ。その瞳ひとみは穏おだやかで、到とう底てい、十一人もの命を奪うばった吸ヴア血ンパ鬼イアとは思えぬ──いや、エステルの考えが正しければ、彼が殺した人間は十二人のはずだった。

「閣かつ下か、その人から……ルクソール男だん爵しやくから離はなれてください」

　スカートの襞ひだから散弾銃を抜ぬき放ちながら、エステルは強こわ張ばった舌を動かした。

「さっきの〝密告者〟が誰だれのことか、あたし、わかりました」

「なニ？」

　訝いぶかしげにイオンはエステルの方を振り返った。その手に握にぎられている散弾銃が友に向けられるのを見て声を荒あらげる。

「短生種テラン、それは何のつもりカ!?」

「うかがいます、ルクソール男爵……」

　少年の怒ど声せいを黙もく殺さつして、エステルは沈ちん黙もくするラドゥに問うた。額に浮うかんだ汗あせが、頰ほおを伝わって顎あごから落ちた。

「あなたがさっきおっしゃった〝強きよう硬こう派は〟って──それは、あなたご自身のことですね」

「ば、馬鹿なことを言うナ、エステル！　短生種テランの分際デ我が友にいわれなき疑いをかけるのは、許さんゾ！」

　友人を庇かばうように両手を広げて、イオンは怒ど鳴なった。

「だいたい、今、汝なんじも見たであろウ？　彼は我らを助けてくれたのじゃゾ？」

「私たちを助けたんじゃありません……彼らを殺しただけです」

　少年と若者の身長差が、この場合はありがたい──ラドゥの眉み間けんにぴったり銃じゆう口こうを擬ぎして、エステルは首を振ふった。

「それはたぶん、彼らが私たちを生かしたまま、連れ去ろうとしたから──その人の望みは、人わたし間たちの手で、正使であるメンあフなィスた伯が殺されること。それにより、〝帝てい国こく〟貴族たちの人間たちへの怒いかりをあおること。だから、生きたままメンフィス伯が囚とらわれることは避さけたかった──違ちがいますか、ルクソール男だん爵しやく？」

「何を言っているカ、短生種テラン！」

　友を糾きゆう弾だんする言葉に激げつ昂こうしたのはイオンだ。尼に僧そうに摑つかみかからんばかりの形ぎよう相そうになって、

「妄もう想そうもイい加減にするがよイ！　ラドゥがそのよウなことをするわけがなかろ──」

「……その通りなんだ、イオン」

　はじめて、ラドゥの唇くちびるが綻ほころんだ。開き直ったような──しかし、どこか安あん堵どしたような笑えみを青銅色の瞳ひとみに溜ためて、相棒の顔を見下ろす。

「全すべて、その短生種テランの言う通りなんだ」

「ラ、ラドゥ……？」

　瞬まばたきどころか呼吸すら忘れたような顔で、イオンは数秒前まで友だった男を見上げた。その視線を受け止めたラドゥの瞳には、これまで彼が見たことのない光が宿っている。その不思議な表情のまま、青い髪かみの長生種メトセラは肩かたをすくめてみせた。
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「まったく使えない短生種テランどもだ。わざわざ、上の屋や敷しきや、この地下港の所在まで教えてやったのに。黙だまって、〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟を殺してくれていれば、それでよかったのに……生かして連れ帰ろうだなんて色気を出すから、私の手間が増えてしまった」

「ラ、ラドゥ、汝なんじハ！」

　無意識のうちに後ずさりながら、イオンは声を上うわずらせた。発熱で赤らんでいたその顔が、今は蒼そう白はくになってしまっている。震ふるえる声が、少年の唇くちびるから噴ふき出した。

「う……噓ダ！　噓ダ噓ダ噓ダ噓ダ噓ダ噓ダ噓ダ！　そのような戯ざれ言ごと、余よは信じヌ！　噓ダと言ってくレ、ラドゥ！　いや、言エ！」

「いいや、噓じゃない。噓じゃないんだ、イオン」

　特に勝ち誇ほこる色もなく、ラドゥは首を振ふった。

「ちなみに一昨夜、君とスフォルツァの会見を妨ぼう害がいしたのも、この私だよ」

「なぜ……なぜダ、ラドゥ！　なにゆえに、そなたはこのようなことヲ……」

「長生種われわれの未来のためだ──全すべてはそのために」

　激しい動どう揺ように半なかば意味をなさぬほど声を震わせるイオンとは対照的に、裏切った男の言葉は一点の乱れもなく、凛りんと澄すんでいた。

「我ら長生種メトセラに、短生種テランどもとの共存は不可能だ。だが、我らの陛アウグ下スタはよりによって、短生種テランどもとの対話を望んでおられる。その誤あやまりをただすためには……わかるね？」

「馬鹿ナ！　なぜ、そう思うならそれを陛下に進言せなんダ、ラドゥ！　このような、反逆まがいの陰いん謀ぼうなドして、ただですむと思ったのカ!?」

「君のそういう素す直なおなところが、私はいつも羨うらやましかったよ。だが、イオン・フォルトゥナ、要するに君はいつも正しすぎるんだ」

　エステルが発砲のタイミングを計っていることを知らないのか、それとも知っていて無視しているのか、ラドゥの物もの腰ごしは依い然ぜん、優ゆう雅がで、非の打ちどころがないほどに紳しん士し的てきだった──たった一つ、現在進行形で友人を裏切りつつあることを除けば。

「能力・家いえ柄がら・人格、すべてに非の打ちどころなき、帝てい国こくの藩はん屛ぺい。その視線は、常つねにまっすぐに前を見て、横も後ろも、ましてや下なんて見向きもしない……しかし、いいかね。私は君と違ちがって、陛下のお気に入りじゃない。教ヴア皇チ庁カンへの密使に選ばれるような寵ちよう臣しんじゃない。その私ごときが進言してみたところで、陛下が考えを変えられると思うか？　私は帝国では無力な存在だ。そして力なきものが意志を通そうと思えば、ゲームのルールそのものを変えるしかないじゃないか」

「ルールを変えル？」

「そう、ルールを、いや世界を変えるんだ。〝我ら、イグネ・炎にナチユラよりて・レノヴ世界をアトール更新・インせんテグラ〟……」

「!?」

　聞き覚えのある言葉に銃じゆう口こうを揺ゆらしたエステルに一いつ瞬しゆん視線を移して、ラドゥは笑った。笑いながら、上に向けて開いた両の掌てのひらを、何かを摑つかもうとするかのように胸の前に持ってくる。

「そう、私は、二つの種族の闘とう争そうルールそのものを変えてみせる。そのためなら、何だってしよう。噓うそも裏切りも、友殺しとて躊ちゆう躇ちよしない……ああ、ところでイオン」

　トリガーに置いていた指を動かす間もなかった。額から垂たれた汗あせにエステルが瞬まばたきしたその一いつ瞬しゆん、眼前からラドゥの姿が消失している。

「しまった、〝加ヘイ──」

　眼前の敵手を見失い、狼ろう狽ばいするエステルの耳元で、低い声が囁ささやいた。

「君は一つ間ま違ちがえている。この陰いん謀ぼうは〝反逆まがい〟なんかじゃない──れっきとした〝反逆〟だ」

　背後から伸のびた手が、散弾銃を握にぎる彼女の手を摑つかんでいた。象ぞう牙げ細ざい工くのような指は男にしては細かったが、鋼はがねの硬かたさでトリガーにかかった少女の指に添そえられる。

　まるで生徒に習字を教える教師のように、エステルの手を背後から取ったまま、ラドゥはその銃じゆう口こうを動かした。

「〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟に枢すう機き卿きようが襲おそわれれば、教ヴア皇チ庁カンは黙だまってはいまい。そして教ヴア皇チ庁カンの人間、それもスフォルツァ枢機卿の手の者によって使者が殺されれば、陛アウグ下スタもさすがにご自分の誤あやまりを悟さとられるだろう──紛ふん争そうの火種としては十分だな」

「に、逃にげてください、閣かつ下か！」

　エステルは、じりじりと持ち上がってゆく自分の散弾銃を必死にそらそうとした。が、吸ヴア血ンパ鬼イアの怪かい力りきの前では虚むなしいあがきだ。銃口は、立ちすくむ少年の額をぴたりと捉とらえた。

「ラ、ラドゥ、汝は……」

「もう何も言うな、イオン。私も言い訳はしない。君が友情を捧ささげた男は、ただの薄うす汚ぎたない裏切り者だった。そう蔑さげずみながら、殺されてくれ……さらばだ、我トヴがアラ友シユ」

　最後の呟つぶやきは誰だれの耳にも入らなかったはずだ──吸ヴア血ンパ鬼イアに抱だきすくめられている短生種テランの少女を除いて。

　トリガーにかかったラドゥの指が、その刹せつ那な、かすかに震ふるえたのをエステルは感じた。だが、次の瞬しゆん間かんには、所有者の躊躇ためらいを断ち切るかのように勢いよく銃爪は引かれている。強きよう烈れつな反動とともに銃口を飛び出した九発の散さん弾だんは、呆ほうけたように立つ少年の髪かみをかすめ、闇やみを穿うがった。

「なにっ!?」

　照準が狂くるっていたわけではない。発射の瞬間に飛来した何かが、散弾銃を弾はじき飛ばしたのだ。ラドゥは目を剝むいたが、すぐに側方の暗がりに首こうべを転じた。

「誰だ、そこにいるのは!?」

　銃身を打ち据すえたそれは、告死女バンシーの哭なき声のような音をあげて、闇やみの向こうに戻もどっていった。そこに立つ長身の影かげが掲かかげた長い鉄棒の先せん端たんにかちりと収まる。

「……はてさて、これはいかなることだ？」

　異い形ぎようの影かげ──白銀の鎧よろいを纏まとう騎き士しは鎚矛を油断無く構えたまま、わざとらしく首を捻ひねって見せた。

「吸ヴア血ンパ鬼イアが吸ヴア血ンパ鬼イアに銃じゆうを向けているとは、おかしなこともあったものよ」

「異い端たん審しん問もん官かん!?　もう来たのか！」

　舌打ちしたラドゥは、エステルを盾にしたまま、掌てのひらを新たな敵へと掲かかげた。だが、異端審問官──ブラザー・ペテロの鎚矛の方が一いつ瞬しゆん速い。

「女子供を盾にするとは、この卑ひ怯きよう者ものが！」

　再度投じられた高周波ホイールは、少女の頭上をかすめて、その背後の吸ヴア血ンパ鬼イアの胸むな板いたを直ちよく撃げきした。

「ッ……!?」

　とっさにエステルを突つき飛ばして、後方に跳ちよう躍やくしていなければ、ラドゥの身体はズタズタに引き裂さかれていたかもしれない。卓たく越えつした長生種メトセラの反射速度と筋力が、彼の命を救った。次の瞬しゆん間かん、青白い火の球が亜あ音おん速そくで投じられている。

「火炎イフ魔人リート!?　では、そこに倒たおれし我が部下たちを殺あやめしは、汝うぬだなっ！」

　自動的に動いた盾が、肉にく薄はくする火か弾だんをたたき落とす。五十キロを超こえる鎚矛を左腕うで一本でバトンのように振ふり回しながら、ペテロは怒ど号ごうした。

「聖みい戦くさに倒れし忠勇なる部下の仇かたき！　忌いまわしき吸ヴア血ンパ鬼イアよ、潔いさぎよく、正義の鉄てつ槌ついを受けよっ！」

「!?」

　ラドゥの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだのを、エステルは見たような気がした。確かにそこにいたペテロの影かげが、その瞬間、かき消えたからだ。

「馬鹿な、短生種テランが〝加速ヘイスト〟だと……!?」

　反射的に跳とびすさった火炎イフ魔人リートの手に、新たな火球が生じる。

　その胴どう体たいを、甲かん高だかいうなりをあげる何かが薙ないだ。

「ぐっ！」

　唇くちびるの間から赤黒いものを吐はき散らしながら、ラドゥの長身は壁かべに向けて吹ふき飛んだ。が、そのときには、瞬しゆん前ぜんまで彼の立っていた場所に、炎ほのおに包まれた異端審問官が現れている。

「おのれ、吸ヴア血ンパ鬼イア！」

　交こう錯さくの刹せつ那なに投じられた火球を避よけ損そこねたものらしい。しかし、装甲戦闘服を包んだ炎をはたき落とそうともせず、ペテロは壁面に着地した火炎イフ魔人リートに向けて怒ど号ごうした。

「化ばけ物ものの分際で味な真似まねをする！」

「ちいっ！」

　三み度たび、咽むせび哭なく鎚矛が青髪の吸ヴア血ンパ鬼イアに襲おそいかかり、それを迎むかえ撃うたんとラドゥの手が正面に掲げられる。

「……今です！　走って、閣下！」

　地面に転がっていた自分の散弾銃をすくい上げたときには、エステルは少年の手を引いて桟さん橋ばしを走り始めていた。ペテロとラドゥ──激げき突とつしたいずれが勝っても、まずいことになる。そして、逃にげるとしたら、今が最大の、そしておそらくは最後のチャンスだ！

「しまった……逃がさんぞ、イオン！」

「どこを見ておる、火炎イフ魔人リート！」

　ヨットに向けて駆かけ出した少女とそれにひきずられるように走る少年をラドゥの怒ど声せいが、さらにそのラドゥをペテロの咆ほう哮こうが追った。鮮あざやかなバク転で鎚矛の迫はく撃げきを回かい避ひすると、ラドゥは手に青白い光を浮うかべた。

「──来る！」

　その瞬しゆん間かん、振ふり返ったエステルはショットガンのトリガーを引いていた。炎ほのおが投とう擲てきされてから撃うったのでは手て遅おくれだ。吸ヴア血ンパ鬼イアの腕わん力りよくなら、投擲と着ちやく弾だんの間にエステルが引き金を引く時間などあるまい。ならば──

「神様、お願い──エィメン！」

　親指と人差し指の股またが破れそうな強きよう烈れつな反動とともに、ショットガンは咆哮した。撃ち出された散弾が投と網あみのように広がりながら直進する。だが、あてずっぽうに発射した弾たまが、飛来する火球を撃げき墜ついする確率は限りなくゼロに近い──

　だが次の瞬間、少女と火炎イフ魔人リートを結ぶ線のちょうど中間で、火球は爆ばく散さんした。

「ほ、ほんとにあたった!?」

「ちっ、短生種テランめ！」

　まぐれあたりに目を丸くしているエステルを睨にらんで、ラドゥは牙きばを剝むいた。いや、火炎イフ魔人リートが視殺したのはエステルではない。さらにその背後──ヨットの甲かん板ぱんに立った長身の影かげだ。

「おう、あやつ、生きておったのか!?」

　ペテロの咆哮に、なぜか歓かん喜きの響ひびきが混じった。

　いつの間に現れたのだろう？　甲板に立っていたのは、長い銀ぎん髪ぱつから水すい滴てきをしたたらせた僧衣カソツクの神父だ。その手に握にぎられた旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーは白い硝しよう煙えんを吐はき出していた。

「エステルさん、早くこちらに！」

　拳けん銃じゆうの狙そ点てんをラドゥに移しながら、神父──アベルが叫さけんだ。「早く船に！」

「……ちっ、運のいいことだ」

　掌てのひらに新たな光を宿して、ラドゥは今しも桟さん橋ばしからヨットに乗り込もうとしている二つの背中を睨み据すえた。

「だが、イオン……君を逃がすわけにはいかん！」

　一声吠ほえるや、ラドゥの手が翻ひるがえった。火球は、ちょうど彼の頭部めがけ旋せん回かいした鎚矛に正面から激げき突とつした。

「うおっ！」

　飛び散った炎に、一いつ瞬しゆんだけだが、ペテロの動きが止まる。その隙すきに、青髪の吸ヴア血ンパ鬼イアは勢いよく地面を蹴けっていた。優ゆう雅がとさえ言えるしなやかな動きで、異い端たん審しん問もん官かんに飛びかかる。

「ば、馬鹿な……!?」

　だが、ラドゥに突とつ進しんされたペテロの口が噴ふきこぼしたのは血ち飛沫しぶきではない。

「某それがしを踏み台にした!?」

　驚きよう愕がくの声が〝壊滅騎士〟の口からこぼれたとき、その肩かたを踏ステツみプボ台ードにしたラドゥの影かげは、体重のないもののように宙に舞まい上がっていた。今しも、眠ねむりから醒さめたように桟さん橋ばしを離はなれ始めていたヨットに向け、数十メートルの距きよ離りを飛ひ翔しようしている。

「死ね、イオン！」

　死の天使の如ごとく舞い降りてくるラドゥの眼下にうずくまっていたのは、傷ついた少年イオンだ。その頭部に向けて突つき出された鉤かぎ爪づめの一いつ閃せんに、操そう舵だ室しつで舵かじにとりついていたエステルが叫さけんだ。

「神父さま！」

　甲かん板ぱんにいるいま一人の人物──銀ぎん髪ぱつの神父に向けて怒ど鳴なる。このままでは、イオンの頭はザクロのように吹き飛んでしまうだろう。それをどうにかできるのは、ただ独ひとり、アベルだけだ。

「神父さま、撃うって！」

　尼に僧そうの叫びに応こたえるように、旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーの銃じゆう口こうが火を噴ふいた。銃じゆう弾だんは、今しも少年の顔を肉につ塊かいに変えんとしていたラドゥの肩かたを捉とらえようとしたが、これは素す早ばやく体をひねった吸ヴア血ンパ鬼イアによって着ちやく弾だん瞬しゆん前ぜんに回かい避ひされる。だが、その一いつ瞬しゆんの隙すきがイオンを救った。転がるように身を投げ出した少年の髪かみを二、三本切断して、鉤爪が甲板を深々と抉えぐる。

「ちいっ！」

　大穴の空いた甲板から爪を引き抜ぬきながら、火炎イフ魔人リートは舌打ちした。襲おそいかかってきた銃弾をことごとく叩たたき落とすと、面めん倒どうくさげに手首を振ふる。

「私の邪じや魔まをするな、短生種テラン！」

「！」

　後ろも見ずに投じられた火球が、アベルの顔面に襲いかかった。とっさに、神父はのけぞってこれを避よけたが、そのままふらふらとよろめくと、海面に向けて足を滑すべらせる。

「し、神父さま！」

　片かた腕うで一本で手すりを摑つかんで、かろうじて転落を免まぬがれたアベルにエステルは叫んだ。その間にも、ラドゥは這はうように甲板上を逃にげるイオンを追っている。その手に浮うかんだのは、死そのもののように青白い炎おのおだ。一方、神父に、少年を助ける余よ裕ゆうはない。必死で手すりにしがみついているのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「神父さま、あなたは何をやって……ちっ！」

　左手は舵を握にぎったまま、エステルは散弾銃の銃口を船せん尾びに向けた。果たして、この距きよ離りで命中あたるか？　だが、今、撃たねば少年は──

「主よ、我に力を──エィメン！」

　その瞬しゆん間かん、奇き蹟せきは起きた。

　ラドゥの頭上に、まるで神の手のように白い、巨きよ大だいな何かが降ってきたのだ。

　それは、マストの上に巻き上がっていたヨットの主メイン帆セイルだった。さきほどラドゥに弾はじかれたアベルの銃じゆう弾だんがロープを切断していたものらしい。火炎イフ魔人リートを頭からすっぽりと覆おおい包む。

「！」

　小さな苦鳴が起こった。

　今しも、少年に向けて投じようとしていた火球に、帆ほ布ぬのが燃え上がったのだ。火炎イフ魔人リートといえど、角質化した掌てのひら以外は、炎ほのおに対して耐たい性せいがあるわけではない。自分の火に焼かれた形となったラドゥは、絡からみ付く帆布から逃のがれようと慌あわただしく鉤かぎ爪づめを打ち振ふった。

「主しゆよ、感謝します！」

　轟ごう然ぜん──

　強烈な反動とともに、散弾銃の銃口が火を噴ふいた。銀の散弾が、もがく火炎イフ魔人リートの顔面に亜あ音おん速そくで迫せまる。

　人間なら確実に頭部を消し飛ばされていたはずの銃じゆう撃げきだった。しかし、吸ヴア血ンパ鬼イアの反射速度は、猫ねこ科かの生物を凌しのいで地上最速だ。着ちやく弾だん瞬しゆん前ぜん、体をしならせて、ラドゥはこれを避よけることに成功した──避けることには。

「くっ！」

　燃える帆布に四し肢しを搦からめ捕とられていては、長生種メトセラのスピードをもってしても、躱かわすのが精せい一いつ杯ぱいだった。次の瞬間、ラドゥの体はバランスを崩くずして海面に転落している。それは、ちょうどスクリューの回転しているあたりだ。

「イオ……！」

　白く泡あわ立だつ航こう跡せきに、一いつ瞬しゆん、鮮あざやかに赤い花が咲さいた。







　　　　第三章：咎人の刻印





──我は主の怒りの杖に打たれて、苦しみを知った者。

闇の中に追い立てられ、力無く歩く。

（哀歌三章二三節）






　　　　Ⅰ




　まだ日にち没ぼつ前だというのに、街から人の姿が消えつつある。

　普ふ段だんならば深しん更こうまで喧けん騒そうの続く市場スークでも、袋ふくろを抱かかえた買物客が家路を急いでいた。これからが稼かせぎ時のはずの酒場やカジノの扉とびらには、『休業中』の札が無ぶ愛あい想そうに揺ゆれている。青い帳とばりの垂たれこめた旧市街メデイナを酔すい客きやくたちに代わって闊かつ歩ぽするのは、短サブ機関マシン銃ガンをさげた黒い野戦服の一団だ。

　二十時五十分。

　三日前から公布された夜間外出禁止令の執しつ行こうまで、あと十分に迫せまっている。カルタゴの街は、急速にその活気を失いつつあった。

「これは驚おどろきましたね。まるで戒かい厳げん令れいじゃありませんか」

　いや、戒厳令よりタチが悪いかもしれない。

　少なくとも、戒厳令なら取り締しまりにあたるのはその国の軍隊だが、今、カルタゴ市内を徘はい徊かいしているのは、カルタゴ軍ではなかった。それどころか、軍隊ですらない。大グラン聖・カ堂テドラ前に立つ甲かつ冑ちゆう姿も美び々びしい女騎き士しの銅像──聖エリッサの像の台座に昇のぼって、通りを睥へい睨げいしているのは、黒い野戦服の兵士だ。その襟えりのバッジがかたどるのは〝神ヴイネのアム鉄・ド槌ミニ〟──悪名高い教ヴア皇チ庁カンの対テロ特とく殊しゆ部隊、特務カラビ警察ニエリの紋エン章ブレムだった。

「しかし、困っちゃったなあ。これじゃ、とても大使館までは行き着けません。弱った弱った」

　いつでも発砲できるよう機関拳銃の安全装置セフテイをはずしている若い特警の足下を、伏ふし目がちに歩いていた通行人の一人──駱らく駝だを引いた背の高いベドウィンが、ターバンの下で小さく舌打ちした。

　大きな紙かく袋ぶくろを抱えているのは、砂さ漠ばくの村から、久しぶりの買い出しにやってきたところだろうか。ただ、監視の特警がいま少し用心深ければ、顔まであげた外衣ハイクと深くおろしたターバンの間からかいま見える瞳ひとみが、カルタゴ人らしい黒こく瞳どうではなく、冬の湖のような碧ブルー眼アイズであることに気がついたかもしれない。また、紙袋を抱えた男の足取りが、どこか怪け我がでもしているかのように妙みようにぎこちないことにも。だが、特務カラビ警官ニエリは通りの向こうから敵意に満ちた視線を送ってくる市民の一団に気を取られ、すぐ側そばを通過中の危険人物には気がつかなかった。

「ま、しようがない……今日のところはカテリーナさんに連れん絡らくをつけるのは、諦あきらめるしかありませんね」

　圧あつ倒とう的てきに強大な敵を前に、焦あせってもしようがない。それに第一、今の自分の体は──

　自分のことを探している特務カラビ警官ニエリの目の前を、アベルはゆっくりと通り過ぎた。




　白い肩かたに口を開けた銃じゆう創そうは無む惨ざんではあったが、その周囲には、既すでにピンク色の肉にく芽がが盛り上がりつつあった。これならよほどの無理をしない限り、一週間もあれば完治するだろう。あれだけのダメージから、わずか三日でここまで治ち癒ゆするとは、やはり人間の常識からすれば考えられぬ回復力だ。

「だけど、ちゃんと治るまでは、右肩は動かさないでくださいね。もう出血はしないと思いますけど、また筋肉が切れちゃうかもしれませんし」

　神しん妙みような顔で、エステルはベッドに上半身を起こした彼女の患かん者じやに申し渡わたした。外傷の手当は、パルチザン時代からの彼女の特技の一つである。消毒薬を塗ぬった上から包帯を巻き直す手つきも、危あやうげない。

「でも、運もよかったんですわ。もうちょっとずれてたら、心臓をやられてました」

「運がよかっタ、カ……ラドゥも同じことを言っていたナ」

　万が一にも日光が射さし込まぬよう、寝しん室しつの隅すみに寄せられたベッドに上半身を起こしていた少年は、疲つかれたようなため息をついた。こんな安宿の薄うす汚ぎたないベッドに横たわっているにも拘かかわらず、透すけるように白い肌はだと、完全に性が分化しきる前の年代に特有の中性的な美び貌ぼうは、おとぎ話の姫ひめ君ぎみのようにも見える。事情を知らなければ、彼が少年であることを──いや、人間ですらないことを悟さとるのは難しかったろう。

　細い指でシーツを弄いらった少年──イオンは、もう一度深い息を吐いた。

「だがいっそ、あのとき死んでいれバ、余よは友の裏切りを見ることもなかっタやもしれヌ。余があそこで死んでいれバ、ラドゥは余を裏切らなかっタ」

「なに馬鹿なことをおっしゃってるんです！　だいたい……」

　暗い少年の言葉に、慌あわててエステルは声を荒あらげた。ついでに、何か励はげますような言葉をかけてやろうと口を開きかけたが、それは結局、何も言えぬままに、虚むなしく唇くちびるを開閉させるにとどまる。

　信じていた者に裏切られるときの、あの心臓を鷲わし摑づかみにされるような感覚を、誰だれよりもエステルはよく知っていた。それは彼女自身が、故郷の、あの凍いてつくような地下道で嫌いやというほど味わったものだから。いま少年の胸の裡うちを満たしている思いがどんなものであるか、我がことのようにわかるだけに、どんな慰なぐさめの言葉もそらぞらしい気がして、かえってかけるべき台詞せりふを思いつかない。結局、虚むなしく口を開けたまま、こちらも小さくため息をついてしまう。

「ラドゥは、余よの乳ち兄きよう弟だいだっタ……」

　黙だまってしまった尼に僧そうとは視線を合わせようとはせず、イオンは続けた。

「奴やつと余よハ、生まれたときかラ、ずっと一いつ緒しよだっタ。そして、余のたった一人の友トヴアラシユだっタ」

（幼なじみってやつ？　それにしちゃ、ずいぶんと歳としが離はなれて見えたけど……ああ、そうか）

　少年の述じゆつ懐かいを聞きながら、ふと、エステルは訓練所で受けた長生種メトセラたちの生理についてのレクチャーを思い出した。

　彼らは、生まれついての不老というわけではない。生まれたばかりの長生種メトセラたちは、生命力も人間とさして変わらず、ごく普ふ通つうに歳をとる。その代わり、太陽や銀に傷つくこともない。彼らが吸ヴア血ンパ鬼イア化するのは、彼ら自身が〝覚かく醒せい〟と呼よぶプロセスを経てのことだ。その時期には、個体差があるらしく、いつ〝覚醒〟したかによって、外見年ねん齢れいが決まると言われている。おそらく、イオンはその〝覚醒〟が友人より早かったのだろう……

「余は、どうしようもなイ愚おろか者ダ！」

「か、閣かつ下か！」

　荒あら々あらしい声に我に返ったエステルは、慌あわててイオンの手を摑つかんだ。固く握にぎりしめられた拳こぶしの間から、赤いものがしたたり落ちたのだ。

　だが、それすらも気づかぬように、傷ついた長生種メトセラは赤い拳でシーツを殴なぐった。

「奴のためなラ、命ぐらい惜おしくはないと思っていタ！　死んでくれと頼たのまれれバ、この命、くれてやってもいいと思っていタ！　それが、友があそこまで思い詰つめているとさえ悟さとらなかったとハ！」

「閣下……」

　震ふるえる小さな肩かたを見下ろし、エステルはまるで自分が責められているかのように唇くちびるを嚙かんだ。

　自分の未熟さが恨うらめしい。こういうとき、人は、どんな言葉を必要としているものなのか？

　人の背負った人生は、人それぞれだ。他人の苦く悩のうを慰なぐさめてやることができると思うほどにエステルは傲ごう慢まんではなかった。だがせめて、その痛みを和やわらげるくらいの言葉が欲しかった。これまでの人生の中で、自分が落ち込んでいるときに言われて一番嬉うれしかった言葉は……

「そ、それでも、閣下……」

　少年の手を握ったまま、エステルはその言葉を口にした。

「あたしは、閣下の味方ですから！」

「……なニ？」

　唐とう突とつな言葉に、イオンは顔をあげた。それまでの苦悩さえ忘れたように眉まゆを寄せている。

「そなたは、何を言っているのカ？」

　し、しくじった……！

　顔から火を噴ふきそうな思いで、エステルは唇を嚙んだ。いきなり、自分は何を言っているのか？

「そ、そのですね」

　慌あわてて握にぎっていた手を離はなすと、しどろもどろに尼に僧そうは弁解した。

「どんなに閣かつ下かが自分を責められても、閣下が自分自身を敵に回されちゃっても、あたしは、閣下に味方しますからって……その、そういう意味というか何というか、そんな感じの……」

　イオンは微かすかにため息をついたようだった。やや俯うつむき気味に首を振ふると、そっけなく告げる。

「そなたの言うことはさっぱりわからヌ」

「そ、そうですよね……すいません」

「じゃガ……礼を言ウ」

「え？」

　思わず顔をあげたエステルの視線の先で、少年ははにかんだように笑っている。それは、エステルが初めて見る、彼の笑え顔がおだった。

「エステル、そなたは変わってるナ……その、何と言うか、短生種テランにしては面おも白しろイ」

〝面白い〟というのが、どのような意味なのかは、ちょっと微び妙みようなところだったが、イオンは金色の睫まつ毛げをそっと伏ふせると、やや熱を帯びた指を、尼僧のそれにそっと絡からめた。

「そなたニ感謝を……ありがとウ」

「ど、どういたしまして！」

　顔が真まっ赤かになっているのを自覚しながら、エステルはあたふたと頭を回転させた。夜の帳とばりが降りてきたばかりの時間。上半身裸はだかの美少年。ベッドのある部へ屋やにカーテンを締しめ切って二人きり……よく考えれば危険なシチュエーションだ。
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「そ、そうだ、閣かつ下か！　カーテン、お開けいたしましょうか？」

　これなら、手も離はなしてカーテンも開けられる──一挙両得の策さくを思いついて、エステルは立ち上がった。

「ここから見える夜景、閣下は好きだって言っておられたでしょう？」

「うン……」

　絡からめた指を名な残ごり惜おしげに離しながら、イオンはこくんと頷うなずいた。この部屋は、カルタゴでも比ひ較かく的てき高台にある三階建ての宿屋の三階だ。窓からは夜の街が一望できる。

「ここから見えル景け色しきガ、少し、帝てい都とと似てルのダ……無論、麗うるわしさでは遥はるかに及およばぬガ」

　エステルが開いた窓から、潮の匂においの混じった夜風が吹ふき込んできた。ほの暗いランプの下で、吸ヴア血ンパ鬼イアは淡あわく輝かがやく金きん髪ぱつを弄いらいながら窓の外に目を向けた。その瞳ひとみの輝きは美しかったが、どこかもの悲しげで、やや虚うつろにも見える。

「……もう一度、余よはあれヲ目にすることがあるのだろうカ？」

「も、もちろんですわ！」

　その声の暗さに、包帯を片づけていたエステルは慌あわてて顔をあげた。相手と自分を元気づけるように、ことさら明るく笑う。兄弟というものをエステルは持ったことがないが、もしいたとしたら、それはこんな気分なのだろうか。

「もちろんですとも。絶対に、あたしとナイトロード神父で、閣下をお守りします！　閣下がスフォルツァ枢すう機き卿きようとお会いになって、無事に帰国されるまでは、命に換かえてもお守りします！」

　しかし、快活な笑え顔がおほどには、エステルの胸中は単純ではない。あれから三日──市内は、依い然ぜん、異い端たん審しん問もん局の制圧下にあり、身動きとれる状じよう況きようではない。大使館にイオンを送り届けるのはおろか、この宿から抜ぬけ出すことさえ難しい状況だ。それに、ここにしたっていつまで無事でいられるものやら……。

　誰だれかに頼たのもしく胸を叩たたいて欲しいのは、ほかならぬ彼女自身の方だ。

「そうだナ。汝なんじの言う通りダ」

　だが、尼に僧そうの笑顔に感応したように、イオンも口元を綻ほころばせた。彼とて、危険な状況にあることぐらいは知っているはずだ。それでも、自分を励はげまそうとしてくれている少女の心こころ遣づかいを無む駄だにすまいとでもいうかのように笑顔を作る。

「きっと、最後は万事うまくいク。余は、陛下の勅ちよく命めいを果たし、無事に帝都に帰って、あの美しい夜景をたっぷりと堪たん能のうしよウ……信じてよいカ、エステル？」

「もちろんです。それがあたしの仕事なんですから」

「頼たのもしいナ」

　少年と少女が、互たがいの顔の中に、照てれ臭くさげな笑えみを認めあったとき──

　小さなノックの音が聞こえた。

「あの、失礼します、ナイトロードです。ただいま戻もどりました」

「ああ、神父、遅おそかったナ」

　軽い咳せきの音とともに部へ屋やに入ってきた男を見て、安あん堵どしたようにイオンはため息をついた。対照的にエステルの顔が固く強こわ張ばったことも気づかず、ターバンを取りながら腰こしをおろした相手をねぎらう。

「偵てい察さつ、ご苦労。帰りが遅いのデ、少し心配していタ。道中、無事であったカ？」

「やあ、あちこち特警がびっしりで、道を歩くのも一苦労でしたよ……あ、エステルさん、私の留守中、何か変わったことは？」

「……別に」

　気さくに話しかけてきた神父と目を合わそうともせずに、エステルは答えた。つい最前までとは打って変わったその無ぶ愛あい想そうな表情に、イオンが不思議そうな顔になる。

「どうしタ、エステル？」

「え？　いえ、別にどうもしませんわ」

　慌あわてて笑え顔がおを繕つくろいながらも、表情がどうしても固く強張るのを抑おさえきれない。

　そんな少女の横顔を、アベルは少しだけ悲しそうに盗ぬすみ見たが、口に出しては何も言わなかった。その代わり、軽く咳せき払ばらいすると、こちらもどこか取り繕つくろったような陽気さで、イオンに話しかける。

「それで、閣かつ下か、怪け我がの具合はいかがです？　少しは動けそうですか？」

「うン、かなり順調ダ。銀もだいぶ抜ぬけてきタようだシ、この分なら一週間中には完治できると思ウ。そうすれバ、余よだけでも大使館に潜せん入にゆうできよウ」

　固い決意を見せてイオンは頷うなずいた。さきほど、エステルに励はげまされたのが効いているのか、その声は明るい。だが、対照的に神父の顔は曇くもっていた。

「一週間？　そうですか。まだそんなにかかりそうですか……」

「〝そんなに〟？」

　低い呟つぶやきを、イオンは聞き漏もらさなかった。

「何カまずいことでもあるのカ、神父？」

「ええ、実は……失礼」

　軽く咳き込みながら、アベルはハンカチを口に当てた。風か邪ぜでもひいているのか、ここ数日、ときどき妙みような咳をしている。

「だいじょうぶカ、神父？　顔色がよくないゾ？」

「失敬。だいじょうぶです。ちょっと寝ね冷びえしたみたいで……」

　ハンカチを口にあてたまま、神父は首を振ふった。顔色はよくないが、声はすでに元に戻もどっている。

「失礼しました……それで話の続きですが、どうも、異い端たん審しん問もん局の連中の動きが予想以上に活発になっています。この分だと、二、三日ももたないかもしれません」

「そんなに？」

　眉まゆをひそめたエステルに、神父は少しだけ青い顔で頷うなずいた。

　この三日間というもの、カルタゴの街は異端審問局のやりたい放題だった。教ヴア皇チ庁カン大使館が吸ヴア血ンパ鬼イアに襲おそわれたことと、教会法カノンを盾たてにとり、彼らは我が物顔に振る舞まっている。おそらくはこの機会に、世せ俗ぞく諸しよ侯こうに対し教会の優ゆう越えつを見せつけようという腹づもりもあるのだろう。市政府の主権などないも同然。少しでも反はん抗こう的てきな様子を見せようものなら、事件とは無関係な一いつ般ぱん市民だろうと当局の関係者だろうと、容よう赦しやなく拘こう禁きんされてしまっている。

「それデハ、スフォルツァ枢すう機き卿きようとの会見ハ……」

「かなり厳しいところですね」

　口元をハンカチで拭ぬぐいながら、アベルは肩かたをすくめた。

「大使館は、完全に封ふう鎖さされています。もちろん名目上は〝警備〟ってことになってますけど、おそらく、カテリーナさん──スフォルツァ枢機卿は軟なん禁きん状態に置かれてます。会見はあきらめられた方がいいかもしれません……あ、いや、お気持ちは十分、わかります」

　暗い顔で俯うつむいてしまった少年を宥なだめるように、アベルは首を振った。

「でも、このままでは相当のリスクを覚かく悟ごせねばなりません。そもそも、この街から脱だつ出しゆつすることだって、ずいぶんと難しくなってるんです」

「余よは帝国ボイ貴族エールダ」

　青ざめた顔に断固とした決意を籠こめて、イオンは首を振った。

「そして、貴族にとっテ陛下の勅ちよく命めいは絶対ダ。勅に背そむくぐらいなら、命を落とす方を選びたイ」

「お気持ちはわかります。でも、会見を強行して危険に曝さらされるのは、なにも貴方あなたばかりじゃありません。もし、異端審問局に踏ふみ込まれた場合、スフォルツァ枢機卿の立場は最悪なものとなりましょう。どうか、今回の会見はあきらめられて、また次回に望みを──」

「そうだ、お茶でもいれましょうか」

　やや唐とう突とつに、エステルは立ち上がった。これ以上、イオンの落らく胆たんを見ていられなかったのだ。

「長くなりそうだし、続きはお茶でも飲みながらにしましょう……神父さま、ちょっと手伝っていただけません？」

「いや、私は……」

　アベルは首を振ろうとしたが、刺さすようなエステルの目つきに押おし黙だまった。不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で立ち上がると、黙もつ考こうしているイオンを残して台所に向かう。

「……何です、エステルさん？」

「いまのお話は本気ですか？」

　狭せまい台所に入るや、エステルは険けわしい顔で囁ささやいた。寝しん室しつの少年に聞こえないよう声はひそめているものの、その視線は鋭するどい。

「このまま、あの子を手ぶらで帰されるおつもりですか？　猊げい下かとも会わせずに？」

「ええ、まあ」

　なにか、少女の口調に剣けん吞のんな匂においでもかぎとったように、アベルは目を逸そらした。ひびの入った眼鏡めがねのブリッジを押おし上げながら、追つい及きゆうされてもいないのに弁解を始める。

「実際、状況はかなりマズいところまで来てるんです。しかも、さらに悪化する可能性は限りなく高いですが、好転する可能性はこれまたゼロに等しい。こうなったら、彼の身み柄がらだけでもですね、この街から一いつ旦たん出して……」

「でも、スフォルツァ枢すう機き卿きようのご命めい令れいは、彼を保護して猊下の所まで連れていくことじゃなかったんですか？　だったら──」

「あのときとは状況がまるで違ちがうんです。あのときはまだ、異い端たん審しん問もん官かんも来ていなければ、ルクソール男だん爵しやくも裏切ってはいなかった。第一、メンフィス伯はく本人が、あんな怪け我がを負って身動き取れない状態だとは思いませんでした。はあ、せめて、この無線が使えればまだよかったんですが」

　言い訳めいたことを口にしながら、悲しげな顔でアベルは耳に手をやった。異端審問官に殴なぐられたときに壊こわれたイヤーカフスを、不器用な手付きで取り外す。

「とにかく、我々には打つ手はありません。そのことは、きっとカテリーナさんも理解してくださるはずです」

「あたしが申し上げてるのは、〝カテリーナさん〟のお話じゃありません！」

　この期ごにおよんで、宴えん席せきでのあのむかつきが再ふたたび頭をもたげてきた。激しい調子でエステルは吐はき捨てた。

「あたしが申し上げてるのは、メンフィス伯の話です。あの子、命がけでこの街にやってきてるんですよ？　それを、手ぶらで帰れっておっしゃるんですか！」

　異端審問局の連中は、確かに強敵かもしれない。ことにブラザー・ペテロ──例の異端審問官の存在は、確かに脅きよう威いだ。

　しかし、こちらにはまだ切り札があるのだ。

〝クルースニク〟を──あの禍まが々まがしいまでに強力な力を、目の前の神父が使ってくれれば、異端審問官など敵ではないはずだ。いや、そもそもあの地下港で彼があれをやっていてくれさえすれば、イオンをあそこまで危ない目に遭あわせずに済んだのだ。ラドゥの身柄をあそこで押さえるなり、ブラザー・ペテロにダメージを与あたえるなりしていれば、今みたいな苦境にまで追い込まれてはいなかったかもしれない。それを──！

「仕方ありませんよ、エステルさん」

　だが、少女の思いなど気づかぬげに、アベルは肩かたをすくめてみせた。

「我々は万全を尽つくしました。できなかったことを悔くやんでも仕方ありません」

「万全を尽くした？」

　他ひ人と事ごとのような神父の物言いが、エステルの心を手ひどく逆さか撫なでした。慎しん重ちように封ふう印いんしておいた何かが、その痛みに目を覚ましたのをはっきりと感じる。

「神父さま、本当にあなたはそうおっしゃられるんですか？　本当に、胸を張って全力を尽くしたって言われるんですか？」

　そう、今度の一件ばかりではない。それは、イシュトヴァーン以来、ずっとくすぶっていた不満だ──気づいたとき、エステルはアベルの胸むなぐらを摑つかむようにして怒ど鳴なっていた。

「万全なんて、あなたは尽くしちゃいない！　だって、あなたはいつだって力を出し惜おしみしてるんだもの！」

「エステルさん、私、手て抜ぬきなんてしちゃいませんよ」

「噓うそ！　じゃあ、どうしてあれを……イシュトヴァーンのあれをやってくださらないんですか！」

　エステルはアベルの胸を摑んだ手を揺ゆすった。いま少し、彼女が冷静さを保っていれば、神父の顔色が異常に悪くなっていることに気づいたかもしれない。しかし、数ヶ月来の憤ふん懣まんを爆ばく発はつさせた今の少女に、そこまで気を回すことは不可能だった。

「あなたが本気になってくださっていれば、もっと物事はうまくいってましたわ！　あの子だってあんな危ない目に遭あわせずに済んだでしょう！　それを……」

「…………」

　揺さぶられるまま、アベルはそれ以上弁明しなかった。ただ、暗い顔で唇くちびるを固く結んでいる。その、妙みように何かを裡うちに秘めて耐たえているような表情が、ますますエステルの癇かんに障さわった。さらに視線に力を籠こめると、相手の肺はい腑ふを抉えぐるような言葉をぶつけてやろうとする。

「あノ……エステル？」

　恐おそる恐るといった調子の声が背中からかかったのは、エステルが口を開きかけたちょうどそのときだった。

「ど、どうしました、閣かつ下か？」

「その、話している最中に、ちとすまぬガ……」

　不ふ機き嫌げんな表情の少女と途と方ほうにくれたように目をしょぼつかせている神父を見比べ、イオンはこちらも困ったような顔になった。が、一つ咳せき払ばらいすると、窓の外を指差す。

「外におかしな連中がいル……どうも様子が変なのじゃガ」

「え？」

　それまでの諍いさかいのことも忘れて、エステルとアベルは顔を見合わせた。それから、二人、弾はじかれたように窓の下を覗のぞき込む。

「「……特警！」」

　二つの声が完全に重なった。

　宿の前に、三十人ほどの黒い野戦服の男たちがいる。その傍かたわらでこちらを指さしているのは、この宿の主人だ。

「閣かつ下か、服を着てください！」

　鋭するどい声で、エステルはイオンに命じた。片手で少年の着き替がえを手伝ってやりながら、もう一方の手で薬や食料などの荷物を手て際ぎわよくバッグに詰つめ込んでゆく。その間に、アベルは廊ろう下かに出て下の気配を探さぐっているようだ。その背中にちらりと目をやって、

（ちょっと言い過ぎたかしら……）

　ようやく冷静になったエステルの頭の隅すみを、小さな後こう悔かいの欠片かけらが過よぎった。

　さっき見た、あの悲しそうな顔を思い出すと、何か自分が手ひどすぎることを言ってしまったような気もしてくる。

　だが、すぐに首を振ふってそんな弱気を少女は追い払はらった。自分は間ま違ちがってはいない。悪いのは、彼だ。そう、彼がもっと──

　前もって準備しておいたこともあって、ものの一分と経たたないうちに、脱だつ出しゆつの支し度たくは完かん了りようしていた。しかし、そのごく短い間にも、にわかに騒さわがしくなった階下の気配が、床ゆか板いたを通して伝わってくる。イオンの手を引いて、エステルは廊下に出た。既すでに、先行するアベルはあらかじめ作っておいた合あい鍵かぎを使って向かいの空室に入り込んでいる。こういう場合に備えて脱だつ出しゆつ方法とルートは事前に準備しておいたのだ。

　この場合、裏口から逃にげ出すのはかえって危険だった。連中がこうも騒がしく突とつ入にゆうしてきたということは、きっとこちらの裏をかくつもりだろう。裏口には、既に手が回っているはずだ。こちらは、さらにその裏をいかねばならない。さらに言えば、夜明けまでに新しい隠かくれ家がも探さねばならないし、ぐずぐずしている暇ひまはなかった。

　向かいの部屋の窓の下には、すぐ隣りん家かの屋根が迫せまっている。その向こうの路地には特警の制服がちらちら見えたが、屋根伝いにぐるっと回れば、なんとか見つからずにすみそうだ。

「お二人とも早く！」

「じゃあ、あたしから参ります」

　既に、階段を駆かけ上がってくる軍ぐん靴かの響ひびきが聞こえてきている。

　アベルがはずした窓を、エステルはそっとくぐった。ふと神父と目があったとき、一言謝あやまろうかとも思ったが、

「急いでください、エステルさん！　連中、もうそこまで来てます」

「わかってますわ！」

　急せかされたせいで、結局、何も言えなかった。




　　　　Ⅱ




　気き泡ほうをあげて血液製剤ざいが溶とけていくのを、その長生種メトセラは虚うつろな瞳ひとみで見守っていた。赤銅製の小こ瓶びんの中に入った白い粉は、まったく手付かずのままに放置されている。

「汝なんじの作るものには阿片アヘンが多過ぎる……か」

　だらしなく椅い子すに腰こし掛かけたまま、彼は小瓶に手を伸のばした。湯ゆ浴あみをせぬのも、今日で三日目だった。血のこびりついたシャツはすでに垢あかじみ、夜色の髪かみは櫛くしも通さぬままに乱れている。

　もっとも、外見を繕つくろう必要もなかった。ここは、おそらく有史以来、一度として陽光が射さし込んだことのない闇やみの底だ。人の目などない。耳のいい者なら、かすかな囁ささやきのような音を聞きつけたかもしれないが、それは半永久的な電力をこの〝女カブ王ラルの・墓エリ所ツサ〟に供給する燃料電池と、やはり時の終わりまで働き続けるであろう電動コンピ知性ユーターの作動音だ。

「君の趣しゆ味みが悪過ぎるんだ……〝生命アクア・の水ウイタエ〟に砂糖をいれるなんて」

　ラドゥは無む造ぞう作さに小瓶をグラスの上に傾かたむけた。高純度の阿片は勢いよく〝生命アクア・の水ウイタエ〟に注そそぎ込まれ、たちまち飽ほう和わした。溶けきれなかった分は、底にぶ厚く沈ちん殿でんする。だが、彼は勢いよくグラスを呷あおった。最後の一滴てきまで飲み干してから、急にむせ返る。

「本当だ」

　何が楽しいのか、ラドゥは猫ねこのようにくつくつと喉のどを鳴らした。涙なみださえ目に浮うかべながら、誰だれかを嘲あざけるように唇くちびるを吊つり上げる。

「確かに、これは阿片の入れ過ぎだ……君の言うことは正しかったよ、我が友よ」

　長生種メトセラの嗤し笑しようはなかなか止まらなかった。短生種テランなら、とっくに致ち死し量りように達している阿片の過か剰じよう摂せつ取しゆも、彼にとってはほろ酔よい程度のものでしかない。なおもグラスにミネラルウォーターを注ぐと、血液製剤を放ほうり込む。それから、阿片を再ふたたび注ごうとしたところで──

「やれやれ。こんな時間からいいご身み分ぶんだね」

　皮肉げな声が、ラドゥの手を止めた。

「まだ宵よいの口だよ？　酔よっ払ぱらうにはちょっと早過ぎない？」

「誰だ!?」

　カルタゴ地下二百メートル──核かくシェルターのさらに下層に設置されたこの区画に、彼以外の誰かがいるわけがない。そもそも、長生種メトセラである彼の超ちよう感かん覚かくに悟さとられずに近づける者など……

「誰だじゃないよ、〝炎フラのンベ剣ルク〟。いったい、君は何をやっているんだい？」

「……なんだお前か、〝人マリオ形ネツテ使ンシユいピーラー〟」

　まるで、闇やみそのものが生み落としたような人ひと影かげに向けて、ラドゥは、安あん堵どのため息とも戦せん慄りつの呻うめきともつかぬ吐と息いきを漏もらした。

　人ひと影かげ──闇やみから生まれた若者は美しかった。鳶とび色いろの髪かみに同色の瞳ひとみ。憂ゆう愁しゆうを含ふくんだ麗れい貌ぼうは、不用意に触ふれただけで砕くだけ散ってしまいそうな危あやうさと繊せん細さいさを感じさせる。身にまとっているのは、どこにでも売っているような簡素なジャケットだが、それだけの装よそおいが、どんな王おう侯こう貴族の礼装にさえ勝まさって見える。ラドゥも美形に分類されるが、二人並べば、この青年の足下にも及およばない。天使が実在するなら、神はこの姿を与あたえただろう。

　だが、ラドゥはこの若者に会わねばならないときには、いつも短生種テランの聖典バイブルとやらの一節を思い出すのだ──〝すなわち、悪魔サタンが己おのが姿を光の御み使つかいに装うは珍めずらしきことにあらず〟。

「こんなところまで何しにきた、〝人形使い〟？」

「君の様子を見にきたんだよ、〝炎フラのンベ剣ルク〟。正確には、君と〝イブリース〟の様子をね」

〝人形使い〟は肩かたをすくめると、困ったような顔をしてみせた。この若者は、そういう表情すらため息がこぼれるほどに美しい。

「帝てい国こくの使者と教ヴア皇チ庁カンの枢すう機き卿きようはとっくの昔にカルタゴ入りしている。刺し客かくを二人に近づけるために、僕ぼくらはできるだけの手を打った。しかも、万一、暗殺が失敗したときのために、封ふう印いんされていた古代の遺い跡せきを復活させて保バツク険アツプとした──わざわざ、教ヴア皇チ庁カンの電脳プログ調律師ラマーまでヘッドハントしてね……ところが、いざ蓋を開けてみれば、いっこうにその後の音おと沙さ汰たがないときた。心配して見に来てみれば、作戦担当者は酔よっ払ぱらってクダを巻いている……さてさて、僕は帰って、何て報告すればいいのかな？」

「…………」

　不ふ機き嫌げんな沈ちん黙もくを守る吸ヴア血ンパ鬼イアをしりめに、若者はぱちりと指を鳴らした。高い天てん井じように、白い明かりが灯ともる。この広大な闇においては、悲しくなるほどにささやかな光ではあったが、影に沈しずんでいたそれを浮うかび上がらせるには、十分だった。

　それは、巨きよ大だいな祭さい壇だんに見えた。

　古代の階段状ジグピララミッドツトを彷ほう彿ふつとさせる四角錐すい。死せる女王の墓ぼ碑ひとして、迷信深い後世のカルタゴ市民によって封じられたモニュメント。

　だが、それが喪うしなわれた技術の粋すいを駆く使しして作られた電動コンピ知性ユーターであることをこの場の二人とも知っていた。それが、ある目的のために〝女王エリッサ〟として知られる人物によって作り出され、創造主の死後もなお、その目的遂すい行こうのために作動を続けていることも。

「二人の暗殺に失敗したのはまあ仕方ないとして、どうして、その後すぐに〝イブリース〟を起動しなかったんだい？　これを使えばいっきに決着をつけられるのに。メンフィス伯はくとスフォルツァ枢機卿を、まとめて葬ほうむり去れるんだよ」

「〝イブリース〟を使用したのでは、二人の死は事故とみなされる」

　阿片アヘン抜ぬきの〝生命アクア・の水ウイタエ〟をあおりながら、不機嫌げにラドゥは答えた。

「使者と枢機卿は、それぞれ、短生種テランと吸ヴア血ンパ鬼イアに殺されねばならん……でなくては、帝国と教ヴア皇チ庁カンを戦いに導くという、我ら〝騎士団オルデン〟の目的は達成されまい？」

「贅ぜい沢たくを言えば、ね。だけど、使者と枢すう機き卿きようを会わせるのは絶対にまずい。万一、暗殺が失敗したときには、次善策として〝イブリース〟でカルタゴごと二人を抹まつ殺さつするっていうのが、〝騎士団オルデン〟の決定だったはずだよ。どうして、それを無視したのかな？」

「まだ、私は失敗していない」

　白はく磁じのような美び貌ぼうを目の端はしで睨にらんで、ラドゥは唸うなった。

「まだ、私は失敗していない。市内に逃にげ込んだイオ──皇帝の使者は、短生種テランの異い端たん審しん問もん局とやらが捜そう索さく中だ。奴やつらが使者を発見し次し第だい、どさくさにまぎれて始末してみせる。枢機卿の方もな」

「〝始末してみせる〟？　さて、そんなに簡単にいくものかな？」

「……何が言いたい、〝人形使い〟？」

　肩かたをすくめた若者を、長生種メトセラは刺さすような視線で睨ねめつけた。

「言いたいことがあるなら、はっきり言ったらどうだ」

「君に使者が殺せるかどうか、僕ぼくは心配しているのさ」

　顎あごに指をあてた〝人形使い〟は、心配げに眉まゆをひそめてみせた。だが、その目は何か愉ゆ快かいげな光をたたえてラドゥを見下ろしている。

「最初、皇こう帝ていがスフォルツァ枢機卿に使者を送ることになったとき、それを阻そ止ししようと我々オルデンにコンタクトをとってきたのは、君の方だったよね、〝炎フラのンベ剣ルク〟？」

「そうだ──短生種テランごときと我らが交こう渉しようを持つわけにはいかん。そのためには、使者の派は遣けんはなんとしても妨さまたげねばならなかった」

　文句があるなら言ってみろと言わんばかりに、長生種メトセラは若者を睨みつけている。彼がその気になれば、瞬まばたきする間もなく短生種テランの一人や二人、消けし炭ずみに変えることができたろう。しかし、美貌はそよ風が吹ふいているほどにも動じた様子はない。

「皇帝と枢機卿の接せつ触しよくを阻止し、なおかつ、それを利用し両者の対立をあおる──うん、それはいいね。いいんだよ。〝騎士団オルデン〟も僕もそこまでは心配していなかった。だけど、そのあとがいけない。その後、皇帝が使者に選んだ人物は、なんとメンフィス伯はくイオン──君の親友だった」

　深い同情の色をたたえて、〝人形使い〟は首を振ふった。

「運命というのは、ときに残ざん酷こくなことをするものだね。よりによって、君が最も信しん頼らいし、君を最も信用している友人に、君は剣けんを向けねばならなくなった。そして君は──」

「私の個人的事情など、いまは関係ない」

　茶ちや番ばんはたくさんだ──底光りする青銅色の瞳ひとみがそう叫さけんでいる。

　ラドゥは偽いつわりの同情を浮うかべる美貌から目を逸そらすと、自分に言い聞かせるように吐はき捨てた。

「邪じや推すいはやめてもらおう。そう、今回の計画には長生種われわれの未来がかかっている──私は、ちっぽけな個人的事情などに拘こう泥でいするわけにはいかんのだ！」

「おや、おや、おや……」

　種族の未来を憂うれう男の言葉を遮さえぎるように、若者は嗤わらった。

「薄うすっぺらい大義を振ふりかざすのはやめなよ、〝炎フラのンベ剣ルク〟──君は友人を殺すのを躊躇ためらっているだけなんだろ。口では大義のためとかなんとか言いながら、メンフィス伯はくに直接手出しできないでいる。最初は、教ヴア皇チ庁カンにお友だちを殺させようとし、次には〝イブリース〟の起動をできなかった……やれやれ、ずいぶんと意い気く地じのない話だね」

「……言葉が過ぎるぞ、〝人形使い〟」

　怒いかりで紙のような顔色になった貴公子の掌てのひらが、ぼっと青い光をともした。

「たかが短生種テラン風情ふぜいが、私を愚ぐ弄ろうするつもりか？」

「たかが吸ヴア血ンパ鬼イア風情が、僕ぼくの忠告を無視するのかい？」

　ラドゥの腕うでが風を起こした。

　そのときには、握にぎり拳こぶしほどの大きさの火球が、無数に分ぶん裂れつしながら〝人形使い〟に襲おそいかかっている。

　だが、若者は再ふたたび肩かたをすくめて嘆たん息そくしてみせただけだった。

「やれやれ……冗じよう談だんのわからない人だね」

　まるで、それが合図となったかのように、闇やみが立ち上がった。

　若者の周囲に、壁かべのように立ちふさがった影かげがある。いずれもくるぶしまでもあるコートを着込んだ男たちだ。その顔は目ま深ぶかにかぶったヘルメットとガスマスクでわからないが、これまで、吸ヴア血ンパ鬼イアであるラドゥの目をくらませてどこに潜ひそんでいたのか──ラドゥが驚きよう愕がくしたときには、それぞれ構えた重じゆう機き関かん銃じゆうが重々しい音をたてて火を噴ふいている。

「な、なんだ、こいつらは!?」

　全すべての火球を撃うち落とされたラドゥは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「愉ゆ快かいな連中でしょ？　自アオ動ト・化イエ猟兵ーガー──最近、開発された殺人人形だよ」

「短生種テランがよく作る、機械化歩兵か？」

「近いけど、ちょっと違ちがうんだ」

　爽さわやかに笑うと、〝人形使い〟は傍かたわらの一体からガスマスクとヘルメットをとった。

「こ、こいつは……!?」

　蒼そう白はくになって吸ヴア血ンパ鬼イアが呻うめいた。

　ガスマスクの下から現れたのは、何の変へん哲てつもない男の顔だ。だが、目は糸で縫ぬい合わされ、口には拘こう束そく具がはめられている。禿はげ上がった頭部に埋うめ込まれているのは、機械部品か。しかし、何よりもラドゥを青ざめさせたのは──

「彼らはね、君と同じ吸ヴア血ンパ鬼イア──おっと失敬──長生種メトセラの成れの果てだよ」

　口の拘束具からはみだした牙きばに指を這はわせて、〝人形使い〟は笑った。

「前ぜん頭とう葉ようを摘てき出しゆつして、その部分を電動知性で補完したんだって。なにしろ、君たちに薬物や洗脳なんて効かないからね……お陰かげで、知性は完全に無くなったけど、かわりに、痛みも疲つかれも感じないよ。まさに、最強にして忠実なる戦せん闘とう機械だね」

「き、貴様あっ！」

　物言わぬ同どう胞ほうの無残な姿に、火炎魔人の瞳ひとみが禍まが々まがしい赤光を放った。

「赦ゆるさんぞ、〝人形使い〟！」

「〝赦さん〟？　君が誇ほこり高い貴族だってことは、僕も重々承知してるけど──」

　せせら嗤わらう若者の手が、すいと伸のびた。そのときには、ラドゥの全身は金かな縛しばりにあったように固まってしまっている。

「〝騎士団オルデン〟における序列はこの僕ぼく、位階８＝３〝人マリオ形ネツテ使ンシユいピーラー〟の方が上なんだよ。位階６＝５、〝炎フラのンベ剣ルク〟ラドゥ・バルフォン。それを踏ふまえれば、それなりの口のきき方というものがあるんじゃないかな？」

　身動きできぬ長生種メトセラの耳に、若者は悪戯いたずらっぽく囁ささやいた。ラドゥの力をもってすれば、このような短生種テランごとき、指の一本で八やつ裂ざきにしてやれるはずだ。だが現実には、脂あぶら汗あせを流して硬こう直ちよくした長生種メトセラは恐きよう怖ふに喘あえぐだけだった。何をされたのか、全身の神経に溶とけた鉛なまりを流し込まれたような激痛が走っている。首から下が指一本動かせない……

「……し、失礼いたしました」

　長い時間の後、強こわ張ばった舌がこぼしたのは、切れ切れな詫わび言ごとだった。

「どうか、御ご無ぶ礼れいをお赦しください……」

「ああ、そんな急にかしこまらないでよ。どんな人間──おっと失敬──吸ヴア血ンパ鬼イアにも過あやまちはあるんだし。それを赦す寛かん容ようの精神こそ、社会の潤じゆん滑かつ剤ざいだからね」

　くすくすと笑った〝人形使い〟の指が、小さく鳴った。と、あたかも糸が切れたかのように、ラドゥの長身が後ずさった。そのまま、倒たおれ込むように床ゆかに這はいつくばる。

　犬のような姿勢のまま、激しく喘いでいる長生種メトセラを、お気に入りのペットでも見下ろすように覗のぞき込み、若者は気さくに笑った。

「いや、申し訳ない。僕も言い過ぎたね。お友だちを殺したくない君の気持ちも、まあわからなくもないんだけどさ……〝騎士団オルデン〟の中には、君の気持ちを疑っている者もいっぱいいるんだよ。ここはひとつ、彼らに誠意を見せる必要があるんじゃないかな？」

　その正体を知らなければ、友人思いの若者が友を励はげましているように見えたかもしれない。しかし、〝人形使い〟の瞳ひとみには心しん底そこ楽しげな光が灯っていた。

「君にはもう一度、自力でメンフィス伯はくを殺すチャンスをあげよう。頑がん張ばって挑ちよう戦せんしてみてよ。そして、もし今度もお友だちを殺せないようなら、そのときはしようがない。僕は〝イブリース〟を即時起動して、カルタゴごと彼らを消す──これでどうかな？」

「承知……」

　他ほかに、何と答えることができただろう？

　床ゆかにこぼれた赤い液体をなぜかかすむ目で見やったとき、ラドゥの口は勝手に答えを紡つむぎ出していた。

「承知いたしました……」

「はい、よくできました」

　満足げに頷うなずき、若者は懐ふところに手をつっこんだ。銀の懐かい中ちゆう時ど計けいの蓋ふたを優やさしく開けると、唄うたうように囁ささやく。

「そうと決まれば、早さつ速そく、行くのがいいね……あ、ちょっと待って。君にこれを上げるよ」

「なんでしょうか、これは？」

　手て渡わたされた、金色に輝く円盤デイスクを、ラドゥは不ふ審しんげに見下ろした。その表情が、そこに書かれている帝てい国こく語の注意書きにたちまち強こわ張ばったのを見て、〝人形使い〟はもう一度笑った。

「ささやかな餞せん別べつ。君との友情の証あかしだよ……なんて言ったら、僕ぼくもあの坊ぼうやみたいに、君に殺されちゃうのかな？」

〝すなわち、悪魔サタンが己おのが姿を光の御み使つかいに装よそおうは珍めずらしきことにあらず〟──若者は、天使のように優しい微び笑しようを浮かべたまま後ずさった。

「絶対に役に立つからさ。騙だまされたと思って、持っていってよ。現物は、今、空港の方にあるからさ──それじゃあ頑がん張ばって。応おう援えんしてるよ、男だん爵しやく閣下」

　その澄すんだ声が薄うす闇やみに流れたときには、美しい本体の方は闇に溶とけたように消えている。あの凶きよう悪あくな〝猟イエー兵ガー〟どももだ。

「…………」

　──ただ独ひとり、地の底に残された男は力なく床ゆかにへたりこんでいた。

　あの不可視の鎖くさりはとうの昔に縛いましめを解いていた。だが、別の目に見えない何かが彼の体を縛しばっている。人形のように動かぬ長生種メトセラは、手の中に残された金色の円盤デイスクを曇くもった瞳ひとみでじっと眺ながめていたが──

「ク、ククッ……」

　ふと、小さな笑しよう声せいがこぼれた。

　それまで、かすかに震ふるえていた唇を血が出るほど固く結んで、ラドゥは低く含ふくみ笑っていた──それは、自分が悪魔と契けい約やくを交かわしたことに気づいた者の声だ。幻まぼろしの黄金を得るために、喪うしなってはならない大切な何かを代だい償しようにしてしまった男の笑声だ。

　目は何かに耐たえるように大きく見開いたまま、口元だけを笑いの形に曲げて、ラドゥは立ち上がった。立ち上がりながらも、昏くらい笑い声だけは、まるで別の生き物のようにその唇からこぼれ出してきている。

「何をいまさら……何をいまさら躊躇ためらうことがある？　薄うす汚ぎたない裏切り者のこの私が？」

　そしてそれは、初めて自分を嘲笑わらうことを覚えた男の声だった。




　　　　Ⅲ




「かような時間の推すい参さん、まことに申し訳ございません」

　寝ね巻まきの上に薄うすいガウンをひっかけただけの女主人に対し、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は、堅かた苦くるしいほど謹きん直ちよくに一礼した。

　兜かぶとをとったその顔は意外なほど若く、また品良く整っている。見た目だけなら、名家出身の高位聖職者か新進気き鋭えいのエリート官かん僚りようと言ったところだ。事情を知らなければ、この生き真面目まじめを絵に描かいて額がく縁ぶちに入れたような青年が、現在のカルタゴで蛇だ蠍かつの如ごとく憎にくまれている民衆の敵ナンバーワンとは、到とう底てい、信じられなかったろう。

「おくつろぎのところをお邪じや魔まいたしまして、某それがし、恐きよう懼くの至りにございます。されど役やく儀ぎなれば──」

「余計な挨あい拶さつはけっこう。用件を伺うかがいましょうか、ブラザー・ペテロ」

　組んだ膝ひざの上に手を置きながら、カテリーナ・スフォルツァは顎あごをしゃくった。招かれざる客にソファさえ勧すすめなかったのは、彼女なりの不快の意思表明である。

「二十三時──吸ヴア血ンパ鬼イアならともかく、人間を訪ねるのにはちょっと遅おそすぎるような気がしますね。こんな非常識な時間にわざわざご来訪いただけたのは、三日間も、枢すう機き卿きようたるこの私わたくしを大使館内に拘こう禁きんしている謝罪にいらっしゃったのかしら？」

「はて、謝罪？　拘禁？　おそれながら、某それがし、さような意思はいささかもございませぬ」

　佇ちよ立りつしたままの異い端たん審しん問もん官かんの声は、相変わらず馬鹿丁てい寧ねいではあったが、枢機卿相手に一歩も譲ゆずる気配はなかった。

「大使館周辺に人員を配置いたしましたのは、あくまで警備のため。また、猊げい下かに外出を御ご遠えん慮りよいただいておりますのは、潜せん伏ぷく中の吸ヴア血ンパ鬼イアに再襲しゆう撃げきの機会を与あたえぬための当然の措そ置ちであります。確かに、御ご不ふ便べんをおかけしてはおりますが、けっして、拘禁などと──」

「その経けい緯いに関しては、ローマに戻もどった後、ゆっくりとメディチ枢機卿と話をつけましょう。ここであなたのような下したっ端ぱの方かたとお話ししても仕方ありません」

　一言一言、氷のタガネで相手の肺はい腑ふを抉えぐるように言いながら、カテリーナは足を組み替かえた。片眼鏡モノクルを冷たく光らせ、言葉だけは慇いん懃ぎんに問いかける。

「謝罪に来られたのでないとすると……さて、今夜は何のご用ようでいらしたのかしら？」

「はっ、実は逃亡中の例の吸ヴア血ンパ鬼イア──畏おそれ多くも、先日、猊下を襲撃しました化け物を捕ほ捉そくいたしましたことを御報告にあがりました」

　膝の上で握にぎられた細い手が、一いつ瞬しゆん、紙のように白くなり、またすぐに元に戻った。

「そう……それはご苦労さま。それで、その吸血鬼は殺したのですか？　それとも逮捕を？」

「いえ、いまだ逮捕にはいたっておりませぬ。彼き奴やつめが潜伏しておりました宿に踏ふみ込んだ際に、残念ながら取り逃にがしてしまいまして」

　異い端たん審しん問もん官かんは生き真面目まじめに首を振ふった。しかし、切れ長の眼めは突つき刺さすような光を枢すう機き卿きようの麗れい貌ぼうに注そそいでいる。カテリーナは、自制心の限りを尽つくして、安あん堵どの吐と息いきが漏もれるのを抑おさえねばならなかった。

「それはまた素す晴ばらしい失態ですこと。異端審問官、それも局長ともあろう方かたが吸ヴア血ンパ鬼イアの逃とう走そうを許すとはね。存外と、異端審問局は無能者の集まりなのかしら？」

「御ご叱しつ責せき、汗かん顔がんのいたりにございます。されど、意外な協力者が向こうにおりまして。踏ふみ込んだ特務警官らも、その者どものせいで不覚をとってしまいました」

「協力者？」

　枢機卿は不思議そうな顔で来客を見返した──事情を知っている演出家がこの場にいれば、即そく座ざに彼女を舞ぶ台たい女優としてスカウトしにかかったに違ちがいない。自然以上の自然さで問いを重ねる。

「それもやはり吸ヴア血ンパ鬼イアですか？」

「いいえ。人間、それも、十六、七ぐらいの少女ならびに二十代の若い男が、かの吸ヴア血ンパ鬼イアの逃走を手引きしたそうで」

　答えるペテロの顔は依い然ぜん、堅かた苦くるしげで、女主人の演技に気づいた様子もない。ただ、無ぶ骨こつなまでの生真面目さで、事実のみを報告する。

[image: ]

「加えて、これは未確認情報でありますが、その者たちは、あろうことか神父服と尼に僧そう服を着用していたとの報告を受けております……猊げい下かにはお心当たりはございませんか？」

　鋭するどい光を湛たたえたペテロの目が、カテリーナの視線と正面からぶつかった。

「……まったく」

〝間かん髪はつ容いれず〟と言うには、間があきすぎてしまったかもしれない。それでも、表情にたたえた高貴な傲ごう慢まんさは微み塵じんも崩くずすことなく、カテリーナは首を振ふった。

「吸ヴア血ンパ鬼イアに協力するような不ふ届とどき者もの、私わたくしが知るわけがないでしょう？　どうして、そのようなつまらぬことを聞くのです？　何か、不快ですね」

「御ご気き分ぶんを害したてまつったのであれば、深く謝罪いたします。某それがし、一いつ介かいの武ぶ辺へん者ものなれば、口の利きき方をわきまえませぬ」

　危険な角度に眉まゆをあげた麗れい人じんに対し、ペテロは謹きん直ちよくに頭を下げた。聖職者というよりは生きつ粋すいの軍人めいたその態度は、慇いん懃ぎんではあってもつけこむ隙すきがない。カテリーナとしては、最も苦手とするタイプだ。

「まあ、いいでしょう」

　舌打ちしたいのを堪こらえて、カテリーナは無ぶ愛あい想そうに顎あごをしゃくった。

「あなた方に、まともな礼節などはなから期待しておりません……で、その取り逃にがした吸ヴア血ンパ鬼イアは？　またどこかに隠かくれたわけですか？」

「いえ、現在も部下が追っております。これより、某それがし自ら参りますれば、今夜中には決着がつきましょう。猊下には、長く御不便をおかけしましたが、明日からは、いま少しおくつろぎいただけようかと存じます」

「おや、それは嬉うれしいことをうかがいました。ぜひとも、気をつけて行ってきてくださいね……なんでしたら、そのまま帰って来なくともいっこうにかまいませんよ」

　台詞せりふの後半は口の中で呟つぶやくにとどめ、枢すう機き卿きようは聖職者として非の打ちどころない微び笑しようを拵こしらえてやった。しゃちほこばったままの騎き士しに、十字を切ってやる。

「成功を祈っておりますよ、ブラザー・ペテロ。主のごドミ加護がヌス汝にあ・ウらんオビことをスクム」

「御ぎよ意い！」

　異い端たん審しん問もん官かんは深く一礼して身を翻ひるがえした。いかにも武人らしい広い背中が大おお股またに応接室を出てゆくと、ほどなく外の方から大きな爆ばく音おんが聞こえてきた。

「……装そう甲こう車まで持ち出してるのね。まったく大おお袈げ裟さなことが好きな連中だこと」

〈カ、カテリーナ様、いかがいたしましょう？〉

　六輪重装甲車のテールランプが、雷かみなりのようなエンジン音を轟とどろかせて走り去ってゆく。冷たい顔でそれを見送っていたカテリーナの耳に、イヤリングから囁ささやく声が届いた。

〈このまま、〝帝てい国こく〟の使者が異端審問局に捕とらえられるようなことになったら……〉

「落ち着きなさい、シスター・ケイト。使者はまだ捕らえられたわけではありませんよ」

　無線の向こうで狼ろう狽ばいしている部下を、カテリーナは静かだが厳しい声こわ音ねで叱しかった。

「アベルと例の新人シスターが、まだ使者に同行していることがわかっただけでも儲もうけ物です。あなたは、そのまま上空から三人の居場所を割り出しなさい。異い端たん審しん問もん局の手が伸のびる前に、彼らを救助しなければなりません」

「無ネガ用テイヴ」

　氷のような声が枢すう機き卿きようを打った。

　視線を移せば、応接室の片かた隅すみでそれまで一言も発せず佇ちよ立りつしていた若い神父が、無表情にミラーシェードのサングラスを押し上げている。

「いま何といいました、神父トレス？」

「無ネガ用テイヴ、と」

　若い神父──トレス・イクス神父は、主人の質問に冷然と答えた。

「現状では救出作戦の成功確率は〇ゼロパーセントだ。ナイトロード神父以下三名のことは、諦あきらめるべきだろう、ミラノ公」

〈神父トレス、あなた、なんてことを！〉

　シスター・ケイトが声を上うわずらせた。

〈諦めるべき？　アベルさんたちを見捨てろって、おっしゃるんですか!?〉

「肯ポジ定テイヴ──これは、異端審問局の罠わなだ。異端審問局、いやメディチ枢機卿の最終的な狙ねらいは、ミラノ公を〝帝てい国こく〟との通敵容疑で失しつ脚きやくさせることだろう」

　ミラーシェードのせいで、トレスの顔はますます作り物めいて見える。黙もく然ねんと沈ちん黙もくを守る主人を見えぬ眼で見み据すえたまま、彼女の猟りよう犬けんは補足した。

「おそらく彼らは、逃とう走そう中の帝国勅ちよく使しに同行しているのが国務聖省の人間であることを既すでに知っている。だが単に彼らを逮たい捕ほしたのでは、ミラノ公が関係を否定する可能性がある。そうさせないためには、我々が彼らを救出しようとしたタイミングで共に拘こう束そくするのが最も望ましい」

〈なるほど。では、ブラザー・ペテロがわざわざやって来たのは……〉

　カテリーナを焦あせらせ、動きを誘さそうために、出しゆつ撃げきを告げに来たのだ。部下たちを救わせ、それによって彼女を失脚させるために。

「……シスター・ケイト」

〈はい……カテリーナ様〉

　部下を見捨てねばならぬ主あるじの胸中を思いやって、イヤリングの向こうの声は沈しずんでいた。

〈何でございましょうか？〉

「なにをしているのです？　命令に変へん更こうはありませんよ」

〈はっ!?〉

　穏おだやかな、しかし断固としたカテリーナの声に、ケイトの声が一いつ瞬しゆん裏返った。

〈いま、何と!?〉

「市内逃とう走そう中の三人の救出をあなたに命じます──急ぎなさい」

　冷然と命じる上司に、その忠実な部下はなおも忠告を繰くり返した。

「ミラノ公、命令の変へん更こうを推すい奨しようする。救出作戦はリスクが大きすぎる」

「神父トレス、たとえどれほどのリスクがあろうとも──」

　完全に調律された楽器を思わせる声は美しかったが、鋼はがねの硬こう度どを備えていた。

「今、〝帝てい国こく〟の使者を異い端たん審しん問もん局に殺されるわけには参りません。最悪、それは〝帝国〟と教ヴア皇チ庁カンとの、いいえ、吸ヴア血ンパ鬼イアたちと人類との最終戦争に繫つながりかねない。ゆえに、この身が異端審問にかけられることになろうと、私わたくしは使者を救います──急ぎなさい、シスター・ケイト」

「……やむをえない」

　冷淡に答えたのは、イヤリングの向こうの声ではない。

「では俺おれにも出しゆつ撃げき許可を要よう請せいする、ミラノ公。救出作戦には俺も参加する」

「あなたが？　しかし、神父トレス、あなたは目が……」

　部下の無ぶ愛あい想そうな要請に、カテリーナの声が曇くもった。トレスの光学系センサーは、火炎イフ魔人リートとの戦せん闘とうで全損していた。他系統のセンサーによって日常作業に支し障しようはないが、戦闘に耐たえうるコンディションとは到とう底てい言えない。

「今のあなたは戦えません。かえって危険なだけではありませんか？」

「否ネガ定テイヴ──救助作戦が強行された場合に備えて、戦術プランを一つ準備しておいた」

　ミラーシェードの下の表情はまったく読めない。機械化歩兵は耳のイヤホンを押おさえると、その向こうの同どう僚りように告げた。

「卿けいにも協力を要請する、〝アイアン メイデン〟──まず、作戦前に俺と合流を。その後、卿から借り受けたいものがある」
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「そノ……一つ聞いてもよいカ！　エステる！」

　聞こうか聞くまいか、さんざん迷ったあげくに、やはり聞いておくことに決めたらしい。吹ふき付けてくる風の雄お叫たけびに負けまいと、助手席のイオンは声を張り上げた。

「ぜひとモ、そなたニ確認しておきたいことガ！」

「重要なことでしょうか！　閣かつ下か!?」

　恐おそろしいスピードで、窓の外の景け色しきが後方に流れていく。少年の問いかけに、エステルはハンドルを握にぎったまま反問した。

「あ、あア！　たぶンとても重要なことダ！」

「ならば、手て短みじかにおっしゃってくださいませ！」

　控ひかえめきわまる問いかけに対し、尼に僧そうは顔も見ずに怒ど鳴なり返した。その間も、彼女の手は教会軍御ご用よう達たしの無む装そう甲こう偵てい察さつ車〝メルカバ〟のハンドルを盛んに左右に切り回し、足はアクセルとクラッチの間で情熱的なタップを踊おどっていた。その様子が、なんだかずいぶんと忙せわしそうだったので、一いつ瞬しゆん、イオンは口を開くのをためらっていたが、なんとか気を取り直して問いを続けた。

「では、聞くガ……そのぅ、我々は、いったイどこに向かっているのカ？」

「それは、あたしなんかより、後ろの人たちにお聞きになって！」

　エステルの返事は、すぐ後方で咆ほう哮こうした獰どう猛もうなクラクションに遮さえぎられた。

　怪かい獣じゆうの目玉のようにぎらぎらと輝かがやく蟹かに目めライト──大型トラックほどはある六輪重装甲車の巨きよ体たいが、小型車にのしかからんばかりに迫せまっていたのだ。

〈前の車、停とまれ！〉

　装甲車の車体前部、〝神ヴイネのアム鉄・ド槌ミニ〟の紋エン章ブレムの上に設置された車外スピーカーから、ひび割れた声が響ひびいた。

〈我々は教皇庁特務警察だ！　貴様らを、警察用車両窃せつ盗とう、ならびに夜間外出禁止令違い反はんの現行犯で逮たい捕ほする！　車を路ろ肩かたに寄せて停まれ！〉

「失礼な人たち！　人を勝手に犯罪者扱あつかいして……しかも、自動車泥どろ棒ぼうに門限破り？　チンピラじゃないの！」

　小屋ほどもある装甲車をバックミラーに睨にらみつけて、エステルは舌打ちした。宿を脱だつ出しゆつした直後、この〝メルカバ〟をかっぱらってのけたところまでは、上出来だったと思う。しかし、その後がまずかった──これでは、車を捨ててどこかに隠かくれることもままならない。

〈停まれ！　さもないと、撃うつぞ！〉

「エステル、奴やつラ、何か言っているゾ？」

　イオンが、まるで宥なだめるような口調で囁ささやいた。彼女がハンドルを握にぎってからこちら、彼は妙みように弱気になっている。後部座席のアベルなど、さっきから青い顔で俯うつむいたまま、一言も喋しやべろうとしない。そう言えば、訓練所の車両操作課程の担当教官が、これとそっくりの顔をしていたのを、エステルは思い出した。訓練課程修しゆう了りよう後ご、その教官は妙に青ざめた顔で、「シスター・エステル、忠告しておく。君はできるだけハンドルは握らない方がいい。そう、よほどのことがない限り、車両の運転は誰か他の者にまかせるんだ」とか言っていたっけ。あれは、どういう意味だったのだろう？

「アー、エステル……」

　依い然ぜん、何か喚わめいている装甲車を振ふり返りながら、イオンは重ねて注意を促うながした。

「後ろの者たちに何か答えてやらなくてもいいのカ？」

「いいんです！　無視なさってください！」

　忙せわしげにクラッチを切り替かえながら、エステルは叫さけび返した。既すでに、カルタゴも、ずいぶんと海寄りまで北上してきてしまった。もう港もほど近いこのあたりは、人家もない倉庫街だ。通りがかる市民もいない。連中が、いつ発はつ砲ぽうしてきてもおかしくない。

「エステルさん、道の右側に気をつけてください」

　後部座席から、細い声が聞こえた。相変わらず青い顔をしたアベルが、地図を広げている。

「もうすぐ細い路地が見えるはずです。路地に入れば、あのデカブツは追ってこれません」

「右ですね、神父さま!?」

「エステル、後ろが何か始めたゾ！」

　振ふり返っていたイオンが叫さけんだ。装そう甲こう車の砲ほう塔とうが動き始めている。連中も、ついに本気になったらしい。

「しっかり摑つかまってないと落ちますわよ、二人とも！」

　視界の端はしに細い路地が入った瞬しゆん間かん、エステルはいきなりハンドルにカウンターをあてた。同時に、踏ふみ潰つぶすような勢いでブレーキ。イオンが悲鳴をあげたようだったが、油圧サスペンションの絶ぜつ叫きように遮さえぎられてよく聞き取れない。

　メルカバは前輪をロックすると、フラメンコみたいにくるくると路上で回転しながら、ほとんど鋭えい角かくに右折した。車体は慣性の法則に従い、そのまま横転しかけるが、

「〝天は自らを助ける者を助く〟──エィメン！」

　叫んだ尼に僧そうが勢いよくステアリングを切るや、奇き跡せき的てきに踏ふみ止とどまる。おそらく、今夜はよほど主しゆの気前がよかったのだろう。片輪で路地を走り抜ぬけた頃ころには、軽けい四よん輪りん駆く動どう車は無事に体勢を立て直していた。

「どう？　これなら、追ってこれないでしょ！」

　ゴムの焦こげる臭においを嗅かぎながら、エステルは暗くなったバックミラーに笑えみかけた。装甲車のあの図ずう体たいで、この狭せまい路地を抜けてくるのは不可能だ。ひとまずはこれで振り切れた。途と中ちゆうでひっかけたのか、後部左側の扉とびらがどこかに消えていたが、あれ一枚で追っ手をまけたのであれば安いものだ。助手席の少年が真まっ青さおになっていたが、とりあえず気づかないふりをする。

　あとは適当なところで車を捨て、徒歩で脱出しよう。一いつ旦たん、海岸の方まで逃にげて、どこかの洞どう窟くつに潜もぐり込めば……

　そこまで考えを巡めぐらせたところで、ふと、エステルは後部座席の神父が真っ青になっているのに気づいた。胃のあたりを押おさえて、なにやら苦しげに顔を歪ゆがめている。

「どうされたんですの、神父さま？　ひどい顔ですわ」

「いえ……だいじょうぶです。私はだいじょうぶ」

　あまりだいじょうぶではなさそうな声でアベルは答えた。しかめた顔にはびっしりと脂あぶら汗あせが浮うかび、顎あごから雫しずくとなって垂たれている。

　乗のり物もの酔よいだろうか？──つくづく情けない男だ。

「待っててください、すぐに停とめますから。ええっと、このあたりに……」

　ため息をつきながら、エステルがブレーキをかけようとしたそのとき──

　闇やみが、咆ほう哮こうした。

「……なッ!?」

　前方の暗がりから、甲かん高だかい悲鳴をあげる何かが飛来したのだと知覚するより早く、エステルの生存本能は反射的にハンドルを切っていた。ほとんど直角にターンしたメルカバの車体をかすめて、超ちよう高こう速そく回転する高周波ホイールが行き過ぎる。戦車の装そう甲こうでさえ貫かん通つうしてのける超振しん動どうの牙きばだ。直ちよく撃げきを受ければ、こんな車、ハイエナに襲おそわれたウサギのように嚙かみ砕くだかれてしまっていたことだろう。

「ま、まず……っ！」

　だが、死神の牙を逃のがれた代わりに幸運の女め神がみが要求した代だい償しようは大きかった。

　手ひどい酷こく使しに、ついにタイヤが耐たえきれなくなったのだ。最後に一声、甲高い断だん末まつ魔まの叫さけびを残してバーストする。ただでさえ無理な機動に崩くずれかけていた重心が、その一ひと押おしでついに崩ほう壊かいした。遠心力と慣性の法則により、砂色の軽けい四よん輪りん駆く動どう車は横腹を見せて横転した。そのまま火花を散らしながら、石いし畳だたみを滑すべり、倉庫の壁かべに激げき突とつして、ようやく停止する。

「く……」

　飛び散った星に眼めをしばたたきながら、エステルは頭を振ふった。我ながら、まだ生きているのが不思議だ。本来なら十字を切って御み恵めぐみに感謝すべきだったが、ひっくり返った車体の中にあっては、不思議にその気は起こらなかった。そのかわり、隣となりのシートでぴくりとも動かぬ少年に手を伸ばす。

「閣かつ下か……閣下、ご無事ですか!?」

「ウ……ン」

　弱々しい声が愛らしい唇くちびるから漏もれた。肩かたの包帯から、赤いものが流れ出しているのは、傷口がまた開いたものらしい。かなりの出血だ。一方、車のすぐ外では、後席から投げ出されたものらしいアベルが昏こん倒とうしていた。こちらは外傷はないようだが、目を開かない。

　それだけ確認して、エステルはまず蜘蛛くもの巣のようになったフロントガラスを蹴けった。何とか外に這はい出そうとしたのだ──だが、その必要はなかった。

「また会えたな、吸ヴア血ンパ鬼イアども！」

　めきめきと耳みみ障ざわりな音があがったかと思うと、ひしゃげた扉とびらが消えた。それがとんでもない怪かい力りきに引き剝はがされたのだと悟さとったときには、襟えり首くびを摑つかまれたエステルの体は車外に引きずり出されている。

「む？　これはあのときの娘むすめではないか。では、報告にあった尼に僧そうとは汝うぬだな」

　猫ねこでも摘つまむように尼僧の襟首を摑んでいたのは、灰色の修道衣を纏まとった男だ。顔は兜かぶとに隠かくれてわからない。しかし、三日月形に割れた唇に浮うかんだ笑いは、けっして友好的なものではなかった。

「い、異い端たん審しん問もん官かん！」

「ほう、よく知っていたな、娘むすめ」

　ブラザー・ペテロは感心したように唇くちびるを綻ほころばせた。もっとも、その向こうにさきほどの装そう甲こう車と、五十人近い特務警官たちが展開しているのを見れば、よほどの馬鹿者でもない限り、エステルと同じ結論に達したはずだ。

「いかにも、某それがしはブラザー・ペテロ。異端審問局局長である。それをふまえた上で正直に答えるがいい。まず、汝うぬは何者だ？　何なに故ゆえ、人の身にして、吸ヴア血ンパ鬼イアなぞを助ける？」

　その間にも、群がり寄ってきた特務警官たちがひしゃげたメルカバのもう一方の扉とびらをこじあけていた。彼らの手に銀の鎖くさりが握にぎられているのは、イオンを拘こう束そくするつもりだろう。

　もう、なにもかも終わりだ──

「彼女から、その手を離はなしていただけませんか、ブラザー・ペテロ」

　弱々しい声が、絶望の中にある少女の鼓こ膜まくを打った。

　弾はじかれたように一同の視線が集中する先で、道路に倒たおれていたはずの神父がよろめきながら立ち上がっている。その顔は蒼そう白はくで死人のようだったが、右手にしっかりと握られているのは、愛用の旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーだ。

「ふん、ナイトロード神父か」

　だが、何の脅きよう威いも感じぬげに、ペテロは鼻を鳴らしただけだった。嘲ちよう笑しように口元を歪ゆがめながら、

「手負いの身でご苦労なことだ。ゆっくりと病院で休んでおればいいものを」

「……手負いの身？」

　不ふ審しんげに異端審問官の台詞せりふを繰くり返したのは、襟えり首くびを摑つかまれたままのエステルである。蒼白になったアベルの顔を見ていた瞳ひとみに、徐じよ々じよに何かを悟さとったような光が浮うかび上がってきた。

　では、ここ数日、妙みような咳せきを繰くり返していたのは、いや、あの地下港でラドゥ相手に妙に精せい彩さいを欠いていたのは──

「手負いって……まさか！」

「なんだ、知らなかったのか、娘？」

　愕がく然ぜんと唇を震ふるわせた少女を覗のぞき込み、ペテロは肩かたをすくめた。

「あの男の体は、既すでにボロボロのはずだ。前回の会敵の際、肋ろつ骨こつから内臓から、さんざんに痛めつけてやったからな……よくぞ、自分の足で立てているものだ」

「！」

　殴なぐられたような顔になって、エステルは目をみひらいた。

　では、アベルは──

「余計なことはいいです……それよりその娘こを離はなしてください、ブラザー・ペテロ」

「死にかけのわりには威い勢せいがいいな──よかろう！」

　にやりと笑ったペテロの腕うでが動いた。刹せつ那な、エステルの襟えり首くびにかかっていた圧力がきれいに消えている。空中で一回転して地面に落ちた少女の唇くちびるから悲鳴がこぼれたときには、身軽になった異い端たん審しん問もん官かんの体は風となって地面を蹴けっていた。

「汝うぬには、色々と訊きかねばならぬことがある！」

「！」

　突とつ進しんしてくる白銀の疾しつ風ぷうに向けて、アベルの手元から、銃じゆう火かが閃ひらめいた。だが、弾だん丸がんはことごとく弾はじかれ、逸そらされてしまっている。奇き怪かいな花の蕾つぼみのように展開した四枚の盾たての向こうで、異端審問官の嘲ちよう笑しようが響ひびいた。

「無力よな、派は遣けん執しつ行こう官かん！」

　金属的な異音が、夜気を引き裂さいた。鎚矛の高周波ホイールが、唸うなりをあげてアベルの頭上を襲おそったのだ。だが、これはとっさに跳とびすさった神父の足あし下もとを穿うがっただけだった。アベルの手が素す早ばやく翻ひるがえり、盾と盾の隙すき間まから敵手を捉とらえようと動く──だが、そこまでだった。腕うでを掲かかげようとした神父の動きが急に止まった。まるで見えない鉤かぎ爪づめにでも捉えられたかのように体をくの字に折り、激しく咳せき込む。赤黒い液体が噴ふきこぼれた。そこに──

「神罰！」

　咆ほう哮こうしたペテロの盾が、アベルの腹を捉える。のけぞる神父の横よこ面つらに、さらにもう一枚の盾の一撃げきが炸さく裂れつした。血ち反吐へどを吐はいて、長身が大きく吹ふき飛ぶ。

「し、神父さま！」

　首の骨が折れたかと思うほどの打撃に、神父の体は地面に叩たたきつけられ、バウンドを繰くり返しながら転がっていった。石いし畳だたみの上に横たわったシルエットは痙けい攣れんし、その下に赤い水たまりが緩ゆるやかに広がってゆく。

「神父さま……アベル神父！」

「そやつらを確保せよ」

　虚むなしく倒たおれた神父を睥へい睨げいして、悠ゆう然ぜんとペテロは顎あごをしゃくった。

「聞くことが山ほどある。そちらの吸ヴア血ンパ鬼イアには硝しよう酸さん銀ぎん溶よう液えきを注入せよ。気をつけて連行するのだぞ。尋じん問もんが済むまでは、絶対に死なせてはならぬ」

「──いいや、彼イオンにはここで死んでもらう」

　夜の霧きりのように冷たい声が響いた。

　次の瞬しゆん間かん、くぐもった爆ばく音おんをあげて空へと舞まい上がったのは、停車していた六ろく輪りん装そう甲こう車だ。十トンを超こえる車体は、炎ほのおの尾おを引いて回転しながら地面に叩きつけられ、そこでもう一度轟ごう音おんをあげて粉こな々ごなに爆散した。

「な……っ!?」炎えん上じようする最さい新しん鋭えい兵器に、兜かぶとの下でペテロの目が大きく見開かれた。「なんだ!?　何事が起こったのか!?」

「きょ、局長、あれを……！」

　特務警官の指差した先、噴ふき上がる黒こく煙えんの向こうに小山のような巨きよ影えいが唸うなりをあげていた。ぶ厚あつい無限キヤタ軌道ピラで石いし畳だたみを嚙かみ潰つぶしながら、耳みみ障ざわりなエンジン音を響ひびかせる鋼鉄の塊かたまり──

「ゴ、ゴリアテ……!?」

　凝ぎよう結けつしたような沈ちん黙もくの中、誰かがごくりと唾つばを飲み込む音が聞こえた。

　空港に配置してあったはずの最新型戦車が、どうしてこんなところに!?

「困るな、異い端たん審しん問もん官かん……吸血鬼は、ちゃんと殺してくれなくては」

　皮肉げに笑ったのは、いまだ砲ほう煙えんをくゆらせる主砲の側そばに立った細身の影かげだ。火のついていないタバコをくわえたその顔は、エステルのよく知っているものだった。

「ル、ルクソール男だん爵しやく……」

「やあ、シスター、こんばんは。先日は失礼したね」

　タバコが急に発火した。煙けむりをあげるそれを口にくわえたまま、ラドゥは薄うすく笑った。

「この三日間、よく逃にげおおせられたものだ──あんな足手まといの坊ぼうやにつきあうのは、疲つかれただろう？」

「〝足手まといの坊や〟？　男爵、あなたって方かたは──！」

「貴様は、あのときの火炎イフ魔人リートっ！」

　イオンを弁護しようとしたエステルの声は、荒あら々あらしい怒ど声せいに遮さえぎられた。

　主の怒気に連動したように、四本の副マニピユ腕レーターが左右に開いている。装そう甲こう車を包みこんだ炎ほのおの照りばえを瞳ひとみに映し、教ヴア皇チ庁カン最強の騎き士しは全身に怒気を滾たぎらせていた。

「一度ならず二度までも……某それがしの部下をよくも！」

「おっと、君の相手を務めるのは私じゃない」

　怒号したペテロを、ラドゥは冷たく一いち瞥べつしただけだった。そのかわり、キャタピラを鳴らして方向を変えたのは、足元の戦車ゴリアテだ。

「君に相応ふさわしいのはこちらのオモチャだ。せいぜい、楽しんでくれ」

　まるで、吸ヴア血ンパ鬼イアの声に応こたえたかのように、エンジン音が高まった。ペテロと特カラ警ビニ隊エリに向け、砲ター塔レツトが油圧の軋きしみをあげて旋せん回かいする。

「貴様、ゴリアテの電動コンピ知性ユーターを乗っ取ったのか!?」

「きょ、局長危ないっ！」

　かま首をもたげるように回転した双そう頭とうの機関砲から、厚布を裂さくような音が逆巻いた。

　戦車の装甲さえ蜂はちの巣すに変える劣れつ化かウラン弾だんの驟しゆう雨うが、異端審問官とその背後の特務警官たちに降り注いだのだ。〝盾〟によって守られるペテロはともかく、野戦服の特警たちはひとたまりもない。機関砲弾は、かすめただけで彼らの首を吹き飛ばし、風圧は胴どうを真っ二つに切り裂いた。運悪く直ちよく撃げきを受けたものは、水風船が弾はじけるようにその姿を消した。

「い、いかん！　退さがれ！　退がれ、汝うぬら……くそ、おのれええええっ！」

　噴き上がった血と絶鳴の靄もやの中で、憤ふん怒ぬとともに、ペテロは鎚矛を振り上げた。二枚の〝盾〟を機関砲ほう弾だんによって失ったものの、〝聖騎ガーブ士の・オヴ聖衣・ロード〟に護まもられた彼自身はまったくの無傷だ。

「よくも、我が部下を！」

　怒いかれる巨きよ人じんのように、ペテロは鎚矛を勢いよく打ち振ふった。高速回転する高周波ホイールが柄えを離はなれ、ワイヤーの誘ゆう導どうに従ってゴリアテの右砲塔を叩たたき潰つぶす。

「絶対に貴様は許さんぞ、吸ヴア血ンパ鬼イア！」

　騎き士しはさらに手首を捻ひねった。右砲塔を潰したホイールは、反かえす刀で左の機関砲を裂れつ断だんし、さらにその側そばにいたラドゥの影かげをも薙なぎ払はらう。

「やった！」

　その瞬しゆん間かん、美しい吸ヴア血ンパ鬼イアの影は消し飛んだように見えた。わずかに生き残った警官が歓かん声せいをあげたときには、ワイヤーの誘導に従って、見み事ごと役目を終えた高周波ホイールは主あるじの手元に戻もどってきている。

　鎚矛を掲かかげ、ペテロは勝ち誇ほこったように吼ほえた。

「はっ、口ほどにもない、吸ヴア血ンパ鬼イアめが！」

「ふむ、たいしたものだ。だがね──」

　指の鳴る音は、ゴリアテから遥はるかに離はなれた側方であがった。

「こちらではどうか知らないが、我が〝帝てい国こく〟においては、勝利者というのは自分の足で最後に立っている者のことを言うのだよ！」

　柔やわらかな光を灯ともしたガス灯の上に、細い影を見いだしたペテロが目を剝むいた。

「しまった、あやつ〝加速ヘイスト〟を──う、うおおおおおっ!?」

〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の怒ど声せいをかき消して、耳をつんざくような轟ごう音おんが轟とどろいた。

　次の瞬間、愕がく然ぜんと目を瞠みはった彼の体は見えない拳こぶしに殴なぐられたかのように後方へと吹ふき飛んでいる。

　ゴリアテの正面主砲が火を噴ふいたのだ。戦車砲の直ちよく撃げきからは、さしもの装そう甲こう服も主を護ることは不可能だった。まるで冗じよう談だんのように弾はじき飛ばされたペテロの体は、背後の倉庫の壁かべに叩きつけられ、そのまま動かなくなった。

「ふん、ご自じ慢まんの鎧よろいも戦車砲の直撃には耐たえられなかったようだな」

　砲ほう煙えんをあげる戦車をいとおしげに眺ながめながら、ラドゥはくつくつと喉のどを鳴らした。それからふと、思い出したように地面に目を落とす。青銅色の瞳ひとみが捉とらえたのは、ひしゃげた車メルカバの横に横たわったままの小さな影だ。

「イオン……」

　一瞬、その目に傷いたましげな光が宿ったように見えたのは、炎ほのおの照り返しのせいか？　だが次の瞬間、火炎イフ魔人リートの手に浮うかび上がったのは青白い光だ。無表情に腕をしならせたラドゥはほとんど優雅とも言える所しよ作さで、かつての友人に向けて炎を投じた。

「さらばだ、我トヴがアラ友シユ」

　──小さく呟つぶやいたラドゥの顔を、めくるめく光が照らした。だが、それは少年を灼やく炎ほのおの輝かがやきではない。轟ごう音おんとともに飛来した散さん弾だんが火球を直ちよく撃げきし、破は砕さいした閃せん光こうだ。

「……短生種テラン！」

　銃じゆう口こうを掲かかげたまま、荒あらい息をついている尼に僧そうを、ラドゥは突つき刺さすような視線で見下ろした。

「娘むすめ！　虫ケラの分際で私の邪じや魔まをするか！」

「く！」

　エステルがトリガーを絞しぼったとき、外灯の上の影かげは幻まぼろしのように消えている。反射的に頭を巡らせた少女の背後から、

「たかが短生種テランが！」

　恐おそろしい力が散弾銃を弾はじき飛ばした。ついでにエステル自身も、背中から地面に叩たたきつけられる。その喉のど輪わを摑つかむと、ラドゥは右腕うで一本で少女の体を視線の高さまで差し上げた。さらに、その左の掌てのひらに、青白い光が浮うかび上がる。

「死ね！」

「！」

　炎の輝きが、思わず目を閉じたエステルの顔を白く染めた。だが、そのときには、火炎イフ魔人リートの掌しよう上じようで弾けた火球は、数十の小片に分ぶん裂れつして石いし畳だたみに散ってしまっている。

「なにっ!?」

　ラドゥは目を瞠みはった。彼の火球を撃うち落としたのは、青白い光だった。稲いな妻ずま？　馬鹿な、真横に走る稲妻などあろうはずはない！

「なんだ、これは……」

　光の残像を追って頭を巡らせたラドゥは、そこで小さな喘あえぎ声を漏もらすこととなった。

　そこに倒たおれていたのは、ぼろ布のようになった銀ぎん髪ぱつの神父だ。僧衣カソツクのあちこちは無む惨ざんに裂さけ、死体のように転がったままぴくりともしない。だが、その体全体が淡あわく発光しているのは何だ？　そして、いま一つ──

「ち、血が……!?」

　石畳の上を赤いものが這はっていた。アメーバか何かのように、あちこちから集まり、次し第だいに大きな川となって神父の方へと注がれてゆくもの──それは血だ。しかもただの血ではない。神父と同じく、地面に転がったイオンの肩から流れる血潮が、それ自体、まるで生ある物のように神父の方へと吸い寄せられていくのだ。

「何だ……何が起こっている？」

　長生種メトセラとは最も縁えん遠どおい感情──恐きよう怖ふに駆かられながら、ラドゥが唾つばを吞のんだとき。
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　刹せつ那な、巨きよ大だいな稲いな妻ずまの柱が、夜空に向けてほとばしった。




　　　　Ⅴ




　沸ふつ騰とうした白光が、あたかも神の爪つめのように夜気を引き裂さき、弾はじき飛ばす。その直後、ちぎれた僧衣カソツクの背中からこぼれたのは──巨大な漆しつ黒こくの翼つばさだった。

「な、なんだ、あれは……!?」

　まるで蛹さなぎから羽化した不ふ吉きつな蝶ちようのように、ゆっくりと立ち上がったそれに、火炎イフ魔人リートの喉のどがぐびりと動いた。

　王おう冠かんのような銀色の髪かみが、炎ほのおの照りばえを受けて異様に美しく輝かがやいている。その右手に握にぎられているのは、闇やみよりもさらに暗い両りよう刃ばの大おお鎌かまだ。だが、なにより異様なのは、血の色に輝く瞳ひとみと、僧衣カソツクの背中から広がる巨大な双そう翼よくだった。

「て、天使……いや、悪あく魔まか？」

　それは無表情に炎を一いち瞥べつしたが、すぐに興味なさげに視線を石いし畳だたみに落とした。そこには、アメーバのように蠢うごめくイオンの血が、彼を中心に渦うずを巻いている。

　それは嗤わらった。

　次に起こったのは、あまりにおぞましい光景だった。漆黒の翼が、しおれるように石畳に垂たれた。いや、正確には、そこの血ち溜だまりに羽根をひたしたのだ。そして次の瞬しゆん間かん、イオンの血は、まるで吸い取り紙をひたしたインクのように、黒翼に吸い上げられている。

　吸い上げられた血は、黒翼に張り巡めぐらされた毛細血管のように枝分かれしながら、それの背中に吸い込まれていった。

「我々の……長生種メトセラの血を吸うだと!?　き、貴様はいったい!?」

　狼ろう狽ばいと戦せん慄りつ──いや、それ以上に根源的な感情である恐きよう怖ふがラドゥの体を衝つき動かしていた。呼吸できぬままに喘あえいでいる短生種テランの小こ娘むすめを放ほうり捨てると、掌てのひらの分ぶん泌ぴ腺せんを全開にする。その一方で、全身の神経系を異常励れい起き──〝加速ヘイスト〟状態に入ると同時にありったけの火球を掌に生み出す。

　次の瞬間、ラドゥの手を離はなれた無数の炎は、分裂を繰くり返しながらそれに襲おそいかかった。〝加速ヘイスト〟状態によって四方八方から投じられた炎の群れを回かい避ひするのは物理的に不可能だ。どんな化け物でも、これなら黒くろ焦こげになるはず──

「…………」

　回避できないことを悟さとったのか、それは動かなかった。ただ、その翼が天に向かって激しくはためいただけだ。

　刹那、生じた稲妻は、毒どく蛇じやの大群が無力なネズミの群れに向かってゆくかに見えた。百を数えた火球は、ことごとく電でん撃げきを受けて四散している。

「！」

　そして、ラドゥには驚きよう愕がくする暇ひまさえ与あたえられなかった。

　ふと気づけば、目の前に立っていた異い形ぎようの影かげがかき消えていたのだ。

　しかし、そんなことありえるだろうか？　こちらは〝加速ヘイスト〟しているのだ。それなのに、相手の動きが知覚できないなどということが──

　首筋の産うぶ毛げが総そう毛け立だったとき、ラドゥの生存本能は彼の体を横よこ倒だおしに捻ひねらせていた。瞬しゆん間かん、青い髪かみが数十本、夜気に舞まう。

「なにが……なにが起こっている!?」

　転てん倒とうした体勢のまま、ラドゥは後ずさった。黒々とした影が、月と炎ほのおの影の中に揺ゆらめいている。

　そしてそいつは、沈ちん黙もくしたまま、ラドゥを見下ろしていた。

　夜より暗い影の中で、赤い瞳ひとみだけが不気味に光っている。

　あくまで無言。なのに、それが言いたいことが、ラドゥには言葉以上にはっきりと伝わってくる。

　オ前／我々ノ／餌エサダ──

　たった今、ラドゥの首を刎はねかけた大おお鎌かまが、静せい寂じやくの中に振ふり上げられたとき、なぜか若き帝国ボイ貴族エールの頭に伝えられたそれの一人称は、複数形だった。

　我々／コレカラ／オ前ヲ喰クウ

　地上最強の戦せん闘とう生物、長生種メトセラにはっきりとそれを告げると、それは手にした奇き怪かいな得え物ものを振り下ろした──

　夜そのものが砕くだける轟ごう音おんが轟とどろいた。転瞬、とんでもない質量と速度を備えた物体が、ラドゥの頭上をかすめ去っている。

「し、神父さま！」

　どこか遠くで、そんな悲鳴があがったような気がしたが、ラドゥにはそちらを見ている余よ裕ゆうなどなかった。戦車砲ほうを撃うち放った無人戦車ゴリアテが、キャタピラを鳴らしながらこちらに突とつ進しんしてくるのも目に入らなかった。ただ、彼が見ていたのは──

「…………」

　それの左上半身が、消し飛んでいた。正確には、左胸から左肩かたまでが、きれいに消失している。戦車砲の直撃が、根こそぎ奪うばい取ったのだ。

「…………」

　赤い瞳が、ゆっくりと自分の傷を見た。戦車砲の直撃を受けたそれの左上半身は、真まっ赤かな肉片と化して散らばってしまっている。

　いくら、この化け物でも、これなら……

　だが、ラドゥの希望は、心臓が一つ打つ間に、音をたてて崩くずれ去った。

　地面に広がったそいつの血が、音をたてて泡あわ立だち始めていた。

　いや、あれは泡などではない。小さな口だ。砂すな粒つぶほどの牙きばを生やした無数の爪つめほどの小さな口が、血の中から浮うかび上がってきたのだ。口は、それぞれ飛び散った肉片に食らいついた。まるで、それが天上の美味であるかのようにがつがつと貪むさぼり喰くらってゆく。そして、飽ほう食しよくしたものは、元の血ち溜だまりの中に何事もなかったように溶とけ失うせ、さらにその血は、再ふたたび血に垂たれた翼つばさを通じて主人のもとへと戻もどってゆく。

　おぞましい景け色しきだった。ものの数秒と経たたないうちに、地面に散らばっていた肉片は、きれいにたいらげられていた。そしてそれ以上におぞましいことに、そのときには、それは元の姿とまったく変わらぬ姿で──ただし僧衣カソツクだけは裂さけたままだった──元の場に立っていたのだ。

「なんの冗じよう談だんだ……」

　ガチガチと歯の鳴る音とともに、誰だれかが遠くで喚わめいていたが、ラドゥにはそれが自分の声だとは気づかなかった。

「これはなんの冗談なのだ！　いったい、お前は──！」

　夜より暗い音が響ひびいた。漆しつ黒こくの翼が、大きく空に向かって羽ばたいたのだ。黒い羽根の一枚一枚の間に青白い電光が走り、それは、怪かい物ぶつの掲かかげた大おお鎌がまに向けて収束する。

　瞬しゆん間かん、世界が青く漂ひよう白はくされた。

　怪かい物ぶつが振ふり下ろした大鎌から放たれた電でん撃げきは、突とつ進しんしてきていたゴリアテを真まっ向こうから貫つらぬいていた。五十トンを超こえる鋼はがねの塊かたまりが紙細工のように引き裂さかれ、四散してゆくのを、ラドゥは神経が麻ま痺ひしてしまったかのように、見守っていた。

　次は、私が殺される番だ──

　噴ふき上がった爆ばく炎えんに明あか々あかと照らし出された港は、血と肉と鉄に覆おおわれた地じ獄ごくだった。生ある者で、立って動いている者はいない。その死と破は壊かいの景色の中で唯ただ一つ、悪夢の支配者のようにそそり立つ影かげを見上げて、ラドゥは確信していた。

　こいつは私を殺す──

　じっと自分を見下ろした赤い瞳ひとみを前に、狂きよう気きのような静けさで、その運命を彼が受け入れようとしたとき──

「ば、化け物……」

　それは小さな声だったが、まるで雷霆いかずちのように、その情景の中に轟とどろいた。

　それは、気絶した少年を抱かかえた、小こ柄がらな少女の声だった。瞬まばたきすることすら忘れてしまったかのように堕だ天てん使しを見つめる尼に僧そうが、震ふるえる声で呟つぶやいたのだ。

「……あなたは、いったい何なの？」

　そして、それは、この闇やみと血の支配する世界に、神以外はなしえぬはずの変化を呼び起こした。

「ア……」

　初めて、それが口を開いたのだ。

　赤い瞳に、初めて飢うえ以外の何かが浮うかんだ。

　ゆっくりとそれは振り返り、もう一度、何かを訴うつたえるように言葉を発した。

「チ、違チガウ……違ウ……俺オレハ……」

「ひ……っ！」

　だが、火炎イフ魔人リートの側そばを離はなれて一歩踏ふみ出したそれを見た尼僧は、おののいたように後ずさった。少年の体を抱えたまま、がくがくと首を振る。

「や、やめて……来ないで！　来ないで、お願い！」

「ア……オ……」

　それは、なおも訴えるように手を伸のばした。その瞳が、何かと激しく戦っているように揺ゆれ、背中の翼つばさが枯かれた黒くろ薔薇ばらの花弁のようにみるみる萎しおれてゆく。

「え、えすテるサン、俺……ワタシは……私ハ……」

「ひっ！」

　心臓が潰つぶれたような悲鳴をあげてエステルは身を縮めた。それの鉤かぎ爪づめの生えた手が、彼女の方に伸びてきたのだ。張り裂けんばかりに見開かれた目の前で、涙なみだに汚よごれた頰ほおに、鉄よりも硬く、鋭するどい感かん触しよくがそっと触ふれた。
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「…………」

　次の瞬しゆん間かん、尼に僧そうの全身から力が抜ぬけた。朽くち木が倒たおれるように、くたりと体が折れる──あまりの恐きよう怖ふに、心の方が耐たえられなかったものらしい。少年を抱だいたまま地面に倒れたときには、すでに彼女の意識はここではないどこかに飛んでいってしまっている。

「ア……エステる……」

　気絶した少女と少年の側そばに、それは跪ひざまずいた。まるで、許しを請こおうとでもいうかのように、意識のないエステルの肩かたを揺ゆり動かす。

「エ、エステるさン……エステルさン……わ、私ハ……」

　母にすがる子供のように、なおもそれが少女を揺すったとき──

　空気が裂さけた。

　はるか高みから飛来したのは、堕だ天てん使しを伐うつ神の拳こぶしだったろうか？　砲ほう声せいは着ちやく弾だんより、数秒遅おくれた。

「……っ！」

　エステルとイオン──二人を庇かばったまま、それは苦鳴をこぼした。だが、もし彼が二人を庇って再ふたたび翼つばさを広げていなければ、少年と少女は血色の肉につ塊かいと化していたに違ちがいない。三人をかすめて地上に大穴を穿うがった三十ミリバルカンの砲弾は、装そう甲こう車輛さえ、屑くず鉄てつに変えるに十分な威い力りよくを有していたからだ。

「ア、〝アクラシエル〟！　〝ルファエル〟！」

　奇き跡せき的てきにまだ生き残っていた特警が、上空をあおぎみて悲鳴をあげた。

　二つの月が浮うかぶ夜空で不気味なエンジン音をあげていたのは、全長二百メートルは超こえようかという灰色の巨きよ大だいな影かげだった。〝アクラシエル〟と〝ルファエル〟──〝天使を裁く天使〟の名をいただく、電動コンピ知性ユーター制せい御ぎよ式の最さい新しん鋭えい空中戦せん艦かん。

「ま、まさか、こいつらまで……！」

　恐怖におののく声は、すぐに悲鳴に変わった。二隻せきの空中戦艦の機関砲が、どこか意思さえ感じさせる滑なめらかさで旋せん回かいしたのだ。次の瞬間、ゴリアテ同様、電動知性を乗っ取られた二隻の空中戦艦は、何の躊躇ためらいもなく機関砲の火ひ蓋ぶたを切っている。

「…………！」

　まるで、天から火の柱が落ちてきたようだった。毎秒五十発の勢いで放たれた三十ミリ機関砲弾の群れは、容よう赦しやなく、地上の諸もろ々もろを嚙かみ砕くだいた。この世の終わりが来たかのごとく、空気が悲鳴をあげ、熱い鉛なまりが大地を穿つ。コンクリートの桟さん橋ばしが紙屑のように引き裂かれ、停てい泊はく中だった船せん舶ぱくが、次々と誘ゆう爆ばくを起こして波間に没ぼつしてゆく。あちこちで、生き残っていた特警の絶ぜつ叫きようがあがってはすぐに消えた。

「まズい……」

　その中にあって、エステルとイオンを抱かかえたそれは、天を仰あおいで唇くちびるを嚙かんでいた。機関砲ほうの掃そう射しやを続ける〝ルファエル〟の傍かたわら、もう一隻せきの飛行船、〝アクラシエル〟の舷げん側そく砲がゆっくりと向きを変えているのだ。その狙ねらいは、彼にあわせられている。機関砲弾だんには耐たえられても、あんな大口径砲に狙われては……

　轟ごう音おん──

　爆ばく炎えんが、夜を昼へと変えた。鳴動する大気が、うねりとなって地上を叩たたく。

　だが、光と音の嵐あらしが炸さく裂れつする中、地上を撃うつはずの砲弾が飛来することはついになかった。

「あれは……」

　目を細めながらも顔をもたげたそれ──いや、アベルの視界に、沸ふつ騰とうする光の渦うずが映った。

　気き囊のうから赤黒い炎ほのおと漆しつ黒こくの煙けむりをふりまきながら海に落下してゆくのは、今しも砲撃態勢をとっていた〝アクラシエル〟の角張ったシルエットだ。その傍らで、爆発の衝しよう撃げきに巻き込まれた船体を立て直そうと、〝ルファエル〟がガスタービン・エンジンを甲かん高だかく轟とどろかせている。その魔ま物ものめいた巨きよ影えいは、見上げるものに畏い怖ふの念を抱いだかせるに十分な大きさだ。

　だが、さらにその上方、二隻をさらに凌りよう駕がする巨大な影かげがある。二つの月の浮うかぶ夜空を我が物のごとく君くん臨りんしている純白の空中戦せん艦かん──

「〝アイアンメイデンⅡ〟──ケイトさん！」

　アベルが声をあげた刹せつ那な、白い飛行船から閃ひらめいた光が、いましも舷側の砲塔を回転させていた〝ルファエル〟を容よう赦しやなく串くし刺ざしにしている。

　灰色の巨船は、轟音をあげながら、僚りよう船せんの後を追うように海に落下していった。ワンテンポ遅おくれて、海面が小山のように盛り上がる。爆音は、さらに一拍ぱく遅れて轟とどろいた。
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　負傷者の収容をすませた〝アイアンメイデンⅡ〟がようやく港を離はなれたとき、日付は既すでに変わっていた。

〈現場にいた特務警官は全員死亡──これで、カルタゴ市内の異い端たん審しん問もん局の戦力は、ほぼ壊かい滅めつしてしまいましたわね〉

　シスター・ケイトの声は苦い。ブリッジに浮かぶ尼に僧そうの立体ホロ映像グラムは微かすかに明めい滅めつしながら、小首を傾かしげた。

〈……それでアベルさん、例の襲しゆう撃げき者しや──ルクソール男だん爵しやくは？〉

「それが、よくわかりません」

　どこかに怪け我がでもしているのか、この男にしては妙みように暗い顔でアベルは首を振ふった。だが、顔色こそ悪かったが、その体には傷一つ見られない。

「たぶん、砲撃に巻き込まれたのだと思います、が……イオンさん、あなたは見ましたか？」

「いヤ……余は気絶しておっタ！　不ふ甲斐がいなイ！」

　無念げに唸うなったのは、アベルの隣となりのシートに座すわる少年だ。銀が抜ぬけてきたのか、それとも輸血が効いたのか、常人より遥はるかに早い回復である。

　イオンは血液製剤ざいのグラスを呷あおると、八つ当たりするようにその首をへし折った。

「奴やつの遺体は見つからなかったのカ？」

「肯ポジ定テイヴ。ルクソール男だん爵しやくラドゥ・バルフォンとおぼしき人物は見いだせなかった。おそらく逃とう亡ぼうしたものと推定される」

　淡たん々たんと報告したのは、ブリッジの隅すみにいたトレスだ。その首筋には、この〝アイアンメイデンⅡ〟の火器管制システムとリンクするためのケーブル端たん子しが依い然ぜん、差し込まれている。さきほどの、〝ルファエル〟〝アクラシエル〟への神かみ業わざのような艦かん砲ぽう射しや撃げき──市街地に被ひ害がいを及およぼすことなく、敵艦だけを確実に捉とらえた精密射撃はこの機械サイ化ボ歩兵ーグの手によるものである。

　黙もく然ねんと腕うで組ぐみしたまま、〝ガンスリンガー〟は自分の報告に補足した。

「さらに付け加えるなら、もう一隻せきの異い端たん審しん問もん局の空中戦艦──〝ラグエル〟が依然、失しつ探たん中だ。同艦は〝アクラシエル〟〝ルファエル〟とともに空港を離り脱だつしたはずだが、その後の航こう跡せきがつかめない」

「そうですか……それで、これからどうするんです、シスター・ケイト？」

　相変わらず、暗い、そのくせ妙みように静かな声でアベルは尼に僧そうの立体ホロ映像グラムに問うた。夜明けまであと四時間。動くなら、早いほうがいい。

〈本艦は、現在、カルタゴ市の南方、ドゥーズ・オアシスに向かって航行中です。実は、そのオアシスには古い教会の廃はい墟きよがありまして、そこはカテリーナ様の視察スケジュールに入っています〉

「なるほどイオンさんには、そのオアシスに隠かくれてもらって、視察のときに会見すると……いい手ですね」

〈会見の後、再ふたたびメンフィス伯はくを本船に乗せて出航。安全地帯まで脱ぬければ、そこからは、船をチャーターしてご帰国いただきます〉

　特務カラビ警察ニエリの戦力が壊かい滅めつした以上、カテリーナの行動を妨さまたげる要因は存在しない。昼の間に会見を行い、夜を待って出国すれば安全だ。

〈まあ、それまではメンフィス伯もお楽になさっていてくださいまし。そうそう、隠かくれ家がに着くまで、お茶でもいかがですか？　最近、新しいレシピを開発しましたのよ〉

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだ尼僧が軽く指をあげると、イオンの前の卓たくが開いて、下から芳かんばしい湯気をあげるティーカップがせりあがってきた。

〈ローズピンクにマロウとレモングラス……砂糖ではなく、蜂はち蜜みつを使うのがポイントですわ……あ、アベルさんもお召めし上がりになられません？〉

「いえ、私は……」

　静かな、それでいて寂さびしげな視線で夜の砂さ漠ばくを見ていた神父は、首を振ふった。その顔色は、二つの月の光より白い。

　どこか虚うつろな目を同僚の立体映像に向けて、アベルはかすれたような声で尋たずねた。

「あの、それよりケイトさん、エステルさんなんですが……具合は？」

〈ええ、それなんですけど〉

　ちょっとだけ困ったように、尼に僧そうは首を傾かしげた。泣なき黒子ぼくろのある目元に指をあてる。

〈まだ、ベッドから起きてくださいませんのよ。あたくしのチェックでは、お体に異常は認められなかったんですけど〉

「そうですか……」

　再ふたたび、アベルは窓の外に目をやった。

　南国に来ているせいか、南の天空に輝かがやき続ける〝二つ目の月〟の歪いびつな光が、ずいぶんと近くに見える。まるで手を伸のばせば届きそうにさえ思える。

　短い沈黙の間に、神父の胸中に去来した思いは何だったのだろう？

　その輝きに向けて、なにかを決心したように頷うなずきかけたときには、アベルは腰こしをあげていた。

「エステルさんは医務室ですね？」

〈はい。もう一人の怪け我が人にんの隣りん室しつにベッドをご用よう意いしました……あら、お見み舞まいにでも行かれるんですの？〉

「見舞いなラ、余よも一いつ緒しよに行こウ」

　飲みさしのカップを急いで空けると、イオンも立ち上がった。

「何があったか知らヌが、心配ダ。顔だけでも見ておきたイ」

「──どうせ心配するのなら、我が身を心配するのだな、この異い端たん者しやどもが！」

　手負いの猪のような猛たけ々だけしい咆ほう哮こうが、少年の声に重なって響いたのはそのときだった。

　その場にいた四人とも、例外なく弾はじかれたように振り返った。艦橋ブリツジの入り口を塞ぐように、背の高い影が立っていたのだ。包帯と湿布に覆おおわれたその手が握っているのは巨大な鎚矛。体格のわりに細い顔の中では、唇がへの字に引き結ばれている。

「ブ、ブラザー・ペテロ！」

「さあ、ついに証しよう拠こを摑つかんだぞ、この異端者ども！」

　ブラザー・ペテロ──異い端たん審しん問もん官かんは、振り返った一同を憎にく々にくしげに睥へい睨げいした。

　戦車砲ほうの直ちよく撃げきを喰くらったこの男は、息があるのが不思議なくらいのダメージを負っていた。

〝聖騎ガーヴ士の・オヴ・聖衣ロード〟の防ぼう御ぎよ力や強化人間の生命力を計算にいれても、数ヶ月は立って歩くこともままならぬはずだ──いったい、どういう神経をしているのか？

　啞あ然ぜんと視線を向ける一同の前で、暑苦しいまでの精気を全身から放散しながら、異端審問官は哄こう笑しようした。

「ふっ、フランチェスコ様のおっしゃった通り、やはりスフォルツァめは吸ヴア血ンパ鬼イアどもとつるんでおったのだな！　いやしくも教会を統すべる身にありながら、なんと罰ばち当たりな女よ！　なれど、これであの雌め狐ぎつねめも年ねん貢ぐの納め時。さあ、汝うぬらも神妙に縛につくがよいっ！」

「──ト、トレス君、やめてください！」

　とっさにアベルが同どう僚りようを制止していなければ、ペテロの頭部は哄笑を続けながら挽ひき肉にくの塊かたまりに変わっていたかもしれない。

「放はなせ、ナイトロード神父」

　腕うでにすがりつくアベルを引き剝はがそうとする〝ガンスリンガー〟の手には、既すでに二挺ちようのＭ13が鈍にぶい輝かがやきを放っている。そのトリガーに指をかけたまま、トレスは冷然と補足した。

「メンフィス伯はくを見られた以上、その男を生かして帰すわけにはいかん──ここで消去デリートする」

「はッ！　某それがしを消去する？　面おも白しろい！　確か、トレス・イクス神父とか言ったな？　よかろう、やれるものなら、やってみるがいいわっ！」

　所有者の闘とう気きに感応したらしく、鎚矛が甲かん高だかい叫さけび声をあげた。身の丈たけほどもある得え物ものを楽々と体の前で回転させた〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の顔には、まるで恐おそれの色もない。

「このペテロ、聖なる戦いのためとあらば、逃にげも隠かくれもせぬ！　いざ、尋じん常じように勝負してく──」

　見み得えを切っている最中の異い端たん審しん問もん官かんに向けて、いきなり銃じゆう火かが閃ひらめいた。

　撃うち放たれた銃じゆう弾だんが、体格のわりには細い顔をかすめて背後の壁かべに大穴を穿うがつ。一いつ瞬しゆん、騎き士しは啞あ然ぜんとしたように口を開けたが、やがて何が起こったのか悟さとったらしい。ミミズ腫ばれになった頰ほおを押おさえて喚わめく。

「ひ、卑ひ怯きような！　貴様、それでも人間か！　名めい誉よある騎士が名乗りを上げている最中に──」

「射角〇・〇二補正。第二弾発射フアイア」

　短い言葉は、銃声にかき消されてよく聞こえなかった。すがりつくアベルを不格好なアクセサリーのようにぶら下げたまま、トレスが引き金を引いたのだ。〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の毛もう髪はつが数本、風に舞まう。

「う、うおうっ！　また撃ったな！　おのれ、貴様、人の話も聞かずに撃ってくるとは、何と罰ばち当たりな！」

「ト、トレス君、やめてください！　まず、彼と話を──」

「無ネガ用だテイヴ。それよりナイトロード神父、これ以上邪じや魔まするようなら、卿けいも排はい除じよする。その手を離せ」

　怒るペテロ、とりすがるアベル、引き金を引くトレスが嚙かみ合っていない会話をかわす間にも、容よう赦しやなくばら撒まかれる拳けん銃じゆう弾だんと振ふり回される鎚矛は、粘ねん土どでも抉えぐるように、壁に穴を空けまくっている。

〈お、お二人ともおやめになって！　艦橋ブリツジで喧けん嘩かなんかしないで！　やるなら、艦ふねの外でやってくださいまし！〉

　真まっ青さおになった尼に僧そうの立体ホロ映像グラムが、切実な声で叫ぶが、誰だれも聞いていない。

　そしてついに、アベルを弾はじき飛ばしたトレスの銃口が異端審問官を捉とらえ、名乗りは省略することにしたらしいペテロの鎚矛が殺人キリング人形ドールに狙いを定めた。

「神罰！」

「〇・〇四秒遅おそい」

　今しも、二つの武器が、その存在意義を発揮しようとした刹せつ那な。

　突つき上げるような鳴動が、艦橋ブリツジを襲おそった。

「な、なんジャッ!?」

「じ、地じ震しんですか!?」

　激しい振しん動どうに、テーブルがひっくり返る。防ぼう弾だんガラスが嫌いやな音をあげて振動し、制せい御ぎよ卓たくのランプがいっせいに赤く色を変えた。床ゆかに転がったままのアベルが間ま抜ぬけなことを口走ったが、確かにそう感じられても不思議ではなかったかもしれない。

　トランポリンか何かのようにたわむ床の上に、ただ独ひとり微び動どうだにせず立つミラーシェードの神父が問うた。

「どうした、シスター・ケイト？　この揺ゆれは何だ？」

〈き、気流が！〉

　激しい明めい滅めつを繰くり返す立体ホロ映像グラムは、今にもかすれて消えてしまいそうだ。細い目をいっそう細めて、ケイトは困り果てたように報告した。

〈きゅ、急に気流が発生して……ありえませんわ。いったい、何なんですの、これは!?〉

「お、おい……何だ、あれは!?」

　鎚矛を振ふり上げた体勢のまま、ブラザー・ペテロが狼ろう狽ばいしたような声をあげたとき、振り返った一同は、初めてそれを見た。

　夜の底で、砂さ漠ばくが立ち上がっていた。







　　　　第四章：熱砂の天使





──なぜ主は、この国にこのようなことをなさったのか。

どうしてこのように激しく怒りを燃やされたのか。

（申命記二十九章二十三節）






　　　　Ⅰ




　それは、生きて蠢うごめく大地だった。

　それは、意思を持つ大気の塊かたまりだった。

　それは、呼吸する破は壊かいの意思だった。

　それは──

　相変わらず鎚矛を頭上に振ふり上げたまま、呆ぼう然ぜんとした顔でペテロが問うた。

「おい、誰だれか、某それがしに説明せよ──いったい、なんなのだ、あれは？」

「砂すな嵐あらし……なのカ？　しかし、あの大きさハ!?」

　イオンが愕がく然ぜんとこぼしたように、それは、巨きよ大だいな砂嵐に見えた。さもなくば、砂さ漠ばくそのものが立ち上がったかのように。

　しかし、これほど巨大な砂嵐など、存在するものなのだろうか？

　目のように見える暗い穴を中心に、半径五十キロ以上にわたって、無数の触しよく手しゆのように砂の渦うずが広がっている。渦のあちこちでときおり青白い閃せん光こうが走っているのは、砂すな粒つぶ同士が摩ま擦さつして放電を起こしているのだろう。渦そのものはあたかも生あるもののように脈動し、そこから発生する常識はずれの上じよう昇しよう気き流りゆうは、遥はるか上空に滞たい空くうする最さい新しん鋭えい空中戦せん艦かんをも、木の葉のように翻ほん弄ろうしていた。

〈ありえない……物理的に、あんなものは存在しえません！　あれだけのエネルギーをいったいどこから供給されているというの!?〉

　本来、砂漠に発生する嵐は、上空の冷えた大気と熱せられた地表近くの気圧差から生じるつむじ風で、規模はさして大きくない。膨ぼう大だいなエネルギーを海上で蓄たくわえることのできる熱帯性サイ低気圧クロンとは、根本的に異なるものだ。

　しかし、眼下の砂漠を覆おおうそれは、あきらかに台風に匹ひつ敵てきする大きさを誇ほこっていた。

「これは……〝イブリース〟!?　まだ生きていたのか、〝砂漠の天使〟！」

　それを見下ろした眼鏡めがねの神父の唇くちびるが、低い呻うめきをこぼした。激しく震ふるえるその声は誰だれの耳にも届かなかったが、彼の目は、まるで墓場から立ち上がった幽ゆう鬼きでも目もく撃げきしたかのように大きく見開かれていた。砂嵐は、ゆっくりと、しかし確実に北東に向けて直進しつつある。そして、その方向にあるのは──

「到とう達たつ時刻を計算してください！　あの砂すな嵐あらしが、カルタゴに到達するまでの時間を！」

　弾はじかれたようにアベルは振ふり返ると、尼に僧そうの立体ホロ映像グラムに向けて鋭するどく怒ど鳴なった。

〈もうやってます！　二百十四分後、五時ジャスト──夜明けと同時です！〉

　艦かん体たいを緩ゆるやかに転針させながら、ケイトは早口に答えた。全速飛行すれば、カルタゴ市街までここから五十分もかからない──しかし、その後はどうする？　〝アイアンメイデンⅡ〟は最さい新しん鋭えいの空中戦艦だが、居住区に収容できるのはせいぜい三十人といったところだ。カルタゴ市民はおろか、大使館の職員や聖職者たちさえ、救えない。

「……ミラノ公の救出が最優先だ」

　まるでケイトの思考を読んだように、平板な声が今後の方針を指し摘てきした──トレスだ。

「現時点で、既すでにカルタゴ壊かい滅めつは確定している。〝アイアンメイデン〟、カルタゴ市への通報は無用だ。混乱する市民が避ひ難なんを始めた場合、ミラノ公の救出が困難になるおそれがある」

「待テ、神父！　汝なんじはそれでモ短生種テランカ！」

　無情な言葉に鋭く反応したのは、それまで魅み入いられたように嵐に見入っていたイオンだ。怒いかりもあらわに、無表情な神父に食ってかかる。

「同どう胞ほうが死んでゆくのヲ、黙だまっテ見捨てようなどト、恥はじを知レ！」

「その通りだ！　神父トレス、汝うぬはそれでも聖職者か！　神に仕える者としての誇ほこりはどこにやった!?」

　荒あら々あらしい賛同は、意外なところから入った。不ふ機き嫌げんげに沈ちん黙もくしていたペテロが、大きく頷うなずいてイオンに賛意を表明したのだ。もっとも、発言直後には、自分がこともあろうに吸ヴア血ンパ鬼イアの意見を支持してしまったことに気づいたらしい。

「あ、いや、むろんこれは某それがしの個人的な意見なのだが……」

　問われもしないのに、あたふたと言い訳にもなっていない言い訳を始めている。それを完全に黙殺して、トレスはそっけなく指摘した。

「現時点から避難を開始しても、彼らの生存確率はゼロだ。どうせ誰だれも助からん。それに一つ補足しておく、メンフィス伯はく」

〝ガンスリンガー〟の声は冷たく、無む慈じ悲ひだった。

「俺おれは人ではない──機械マシーンだ。恥も誇りも、俺には関係ない」

「し、しかし、汝ハ……！」

〈三人とも、おやめになってくださいまし！　喧けん嘩かされるんでしたら、外で──あら？〉

　さきほど、危あやうく艦橋ブリツジを蜂はちの巣すにされかけたからだろう。今しも一いつ触しよく即そく発はつの危機にある男たちの間に割り込もうとして、シスター・ケイトがふと何かに気づいたように顔をあげた。

〈メンフィス伯宛あての画像通信が入ってますわ。ええっと発信元は……発信元は、きょ、教理聖省異い端たん審しん問もん局所属空中戦艦〝ラグエル〟!?〉

「メインモニターに回せ」

　トレスの声に応こたえて、正面のモニターに光がさした。大気の状態が悪いのか、ずいぶんとノイズが混じっている。しかし、それでもなお、青い髪かみの下の秀しゆう麗れいな顔は見み間ま違ちがえようもなかった。

「ラドゥ！　やはリ、生きておったのカ！」

〈……やあ、その声はイオンか〉

　モニターに映った青い髪の吸ヴア血ンパ鬼イアは、これがあの若者かと目を疑うほどに、げっそりとやつれていた。どこか虚きよ無む的てきな笑えみを浮うかべた唇くちびるは、病的なまでに青ざめている。

〈悪いが、こっちの艦ふねは映像を受け取れなくてね。君の顔を見れないのは残念だが、まあ、元気そうで安心した〉

「よくもぬけぬけトッ！」

　赫かつっと開いた口で、少年は怒ど号ごうした。

「どの面つらさげテ、余よの前に顔を出しタ！」

〈嫌きらわれたものだな〉

　ラドゥは苦笑したが、言い訳などはしなかった。胸を張ってさえいる。

〈早さつ速そくだが、用件に移ろう。友情を温めあっている時間は、もうお互たがいにないことだしな……既すでに、そちらでも見ているだろう、私の切り札は？〉

「あの砂すな嵐あらしのことカ……あれハ、何ダ？」

〈〝イブリース〟──大昔、まだ我ら長生種メトセラの父祖たちと短生種テランどもが激しく争っていた時代に、短生種テランが作った決戦用気象兵器さ。いや、自じ爆ばく用兵器というべきかな？〉

　ラドゥの瞳ひとみには、軽けい侮ぶと畏い怖ふを微び妙みようにブレンドしたような光が浮かんでいる。

〈当時カルタゴに住んでいた短生種テランたちは、自分たちが敗れ、街が占せん領りようされるような事態になったとき、街そのものを占領者ごと滅ほろぼしてしまうための罠わなを仕し掛かけた──それがあの砂嵐だ。私は、そのマスターユニットのスイッチを入れてやったのさ。もうすぐ、あの砂嵐はマスターユニットのビーコンに牽ひかれてこの街にやってくる。それがいつかは──もう知っているな？〉

　こけた頰ほおをひきつらせると、ラドゥはきっと表情を改めた。青銅色の瞳から疲ひ労ろうの色が拭ぬぐったように消える。代わって、そこに浮かんだのは、突つき刺さすような殺気だ。

〈イオン、おとなしくその首を差し出せ。そうすれば、カルタゴの街とミラノ公の命は救ってやる〉

「ここまでやるのカ、汝なんじハ……余よ一人を殺すために、ここまで汚きたない真似まねをするのカ、ラドゥ！」

〈当たり前じゃないか。私は薄うす汚ぎたない裏切り者だよ？　あれだけ手て酷ひどく裏切られておきながら、まだ私を信じていたのかね、我が友よ……ああ、そうそう〉

　実際には、こちらの映像は向こうには送られていないはずだったが、まっすぐに自分を見つめる少年の瞳ひとみから、ラドゥは視線を逸そらした。逸らしながら、わざとらしく指を鳴らす。

　突とつ然ぜん、モニターが暗くなり、彼の顔が消えた。代わってそこに映し出されたのは──

〈ひとつ釘くぎをさしておく。いくら私が憎にくいからといって、この艦ふねを撃げき墜ついしたりするような強きよう硬こう策さくはお勧すすめできない……これは、当とう艦かんの真下の映像だ〉

〈あ、あの建物って……！〉

　モニターの中で切り替かわった映像を見上げて、ケイトが息を吞のんだ。それはカルタゴ旧市街の映像だった。しかも、その画面中央に映っていたのは、いくつもの棟むねを何本もの回かい廊ろうで結合させた複雑かつ壮そう麗れいな建築物──

〈教ヴア皇チ庁カン大使館──カ、カテリーナさま！〉

〈そういうことだ……わかったら、イオン、おとなしくここに来るがいい。もう、あまり時間はないぞ〉

　含ふくみ笑った長生種メトセラの姿が、にわかに闇やみに覆おおわれた。最後に激しいノイズが入ると、何かが断たち切られたような音をあげて画面が暗転する。

「…………」

　何も映さなくなったモニターを前に、しばらくは誰だれも動かなかった。

　その間も、砂すな嵐あらしはおさまる気配をみせない。いや、それどころか、刻一刻と成長しているようにも見える。

〈〝イブ砂漠のリース天使〟……〉

　やがて、ぽつりと立体ホロ映像グラムの尼に僧そうが呟つぶやいた。

〈ルクソール男だん爵しやくは自じ爆ばく用兵器とかって言ってましたけど、なんなんです？　いったい、どういう意味があるのかしら？〉

「文字通りの意味ですよ、ケイトさん」

　独ひとり言ごとめいたケイトの疑問に応じたのは、苦い顔で窓を見下ろしていた銀ぎん髪ぱつの神父だった。

「教ヴア皇チ庁カンが認定している聖エリッサの伝承については、あなたもご存じですね？」

〈カルタゴの町を吸ヴア血ンパ鬼イアから守った女王の？　ええ、存じておりますわ〉




〝大アル災マゲ厄ドン〟と呼ばれるカタストロフの後、この惑星ほしに残されたわずかな生存圏にしがみついていた人類は新たな敵と遭そう遇ぐうすることになった──〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟の登場である。

　文字通り怪かい物ぶつじみた力と吸血の習性を有するこの異種知性体は、また同時に、失われたはずの高度な科ロスト学テク技ノロ術ジーと強固な組織を保有していた。彼らの攻勢の前に、限られた技術しか持たず、しかも小規模な共同体ごとに孤こ立りつしていた人類の敗北は必ひつ至し──のはずだった。

　しかし、そんなとき、突とつ如じよとして変化が現れた。

　人類の中でも、まだ比ひ較かく的てき大規模な組織力を有していた教ヴア皇チ庁カンの中で、ある時期を境として、次々と奇き蹟せきが起こり始めたのだ。

　敗北寸前の教会軍の前に、突とつ然ぜん、天使の一団が現れて、吸ヴア血ンパ鬼イアたちを退けた。

　戦いに赴おもむかんとする騎き士しの前に、幻まぼろしのように高度なロストテクノロジー兵器が出現した。

　中でも有名な奇蹟は、各地に続々と現れた不思議な力を持つ能力者たち──ときの教皇グレゴリオ二十世に数々の啓けい示じと預よ言げんを授さずけたとされる〝黒ナイいア・聖サン女クタ〟や、東方の寒村に膨ぼう大だいな電力を甦よみがえらせた聖イシュトヴァーン、フランク王国で猖しよう獗けつを極きわめた吸血鬼の軍勢を一夜にして滅ほろぼしたと言われる聖ネヴシェヒールらの存在である。彼ら能力者は、教会によって〝聖人〟と認定され、神に遣つかわされた聖者、あるいは天使の化け身しんとして、今も深い信しん仰こうが寄せられている。

　聖エリッサも、そんな時代の聖者の一人だ。

　暗黒ダーク時代エイジ中期、カルタゴの街を吸ヴア血ンパ鬼イアの軍勢が襲おそったことがあった。そのとき、街を挙げて彼らに立ち向かったのが、カルタゴの女王だったエリッサである。三日三晩の激戦が展開され、人類は女王の指揮のもと果か敢かんに吸ヴア血ンパ鬼イアどもと戦った。そして、最後の夜、エリッサは自らの命を犠ぎ牲せいに吸ヴア血ンパ鬼イアどもを討うち滅ぼし、カルタゴはかろうじて救われたという──




「──ただ、その話には、公式記録には残っていない部分がありましてね。ベドウィンたちの伝承によれば……」

　眼鏡めがねを押おさえると、アベルは何かを思い出すように月たちを見上げた。

「本当はエリッサは自分が勝つとは思っていなかった。それゆえ、戦いの前に、自分が敗北したときのことを想定して、街ごと吸ヴア血ンパ鬼イアたちを滅ぼすための仕し掛かけを施ほどこしていたといわれています──たぶん、ルクソール男だん爵しやくが言っていた〝イブリース〟とかいうのは、それでしょう」

「しかし、おかしいナ……」

　小首を傾かしげたのは、熱心に神父の話に聞き入っていたイオンである。

「そのようナ話、我は聞いたこともなイ。我らの歴史ニ、カルタゴの街やエリッサとやらは登場しなイ。ナイトロード神父、その伝承は確かなものなのカ？」

「それは……」

　何か答えようとしたアベルを、平板な声が遮さえぎった。

「いまは過去のデータの評価は無用だ──詮せん索さくは、作戦終しゆう了りよう後ごに回すことを推すい奨しようする」

　それまでモニターに呼び出した地形図を子細に観察していたトレスが、振ふり返ったのだ。

「時間がない。現在求められているのは、砂すな嵐あらしの進行を食い止め、なおかつミラノ公と大使館を救うことだ──我々は早急にそのプランを練らねばならない」

〈それはそうですけど……でも、いったいどうやって？〉

「まず、マスターユニットを機能停止させる」

　ラドゥは〝あの砂嵐はマスターユニットのビーコンに牽ひかれてこの街にやってくる〟と言っていた。つまり、そのマスターユニットやらを探し出して破は壊かいすれば──

〈でも、どうやってです？　そんなマスターユニットなんてもの、どうやって探し出すんですの？〉

「砂すな嵐あらしの進行方向にあるのは何だ？」

〈カルタゴ市……あ！　では、市内にそれがあると？〉

「肯ポジ定テイヴ。さらに、市街地の中でも、暗黒ダーク時代エイジの遺い跡せきがそのままの形で保存されているのは、一箇か所しよだけだ」

　モニターに描えがかれたカルタゴの鳥ちよう瞰かん図ずを、トレスは拳けん銃じゆうのレーザーサイトで照射した。旧市街、教ヴア皇チ庁カン大使館のすぐ側そばにある大聖堂にぽつりと赤い光が灯ともる。

〈大聖堂地下の〝女カブ王ラルの・墓エリ所ツサ〟ですわね！　あら？　でも、あそこは完全に封ふう印いんされてるはずじゃ……〉

「地下水路カレーズから、入り込めるんですよ」

　アベルが懐ふところから取り出したのは、けばだった一枚の紙切れだ。

「ボッロミーニ博士が持っていた地図です。見つけたときは、てっきり盗とう掘くつか何かのためのものだと思っていたんですが……たぶん、彼は遺跡を復旧させるためにラドゥさんに雇やとわれていたんじゃないかと思います。それが、我々に逮たい捕ほされてしまったがために、情報の流出を恐おそれて、ラドゥさんは彼を殺害したのでしょう」

〈では、それで〝イブリース〟を無力化できますわね！〉

「ただしその場合、今度はミラノ公が危険にさらされる」

　トレスが無表情に指し摘てきする通り、もし〝イブリース〟が機能を停止すれば、ラドゥが黙だまってはいまい。〝ラグエル〟に積まれている爆ばく弾だんの一発で、教ヴア皇チ庁カン大使館を瓦が礫れきの山に変えることは可能だ。

「二ふた手てに分かれましょう」

　地図を確認しながら、銀ぎん髪ぱつの神父が提案した。

「〝イブリース〟は私が停止させます。その間、イオンさんとケイトさんは、なんとかルクソール男だん爵しやくを牽けん制せいして時間を稼かせいでください」

〈時間を稼ぐといっても──〉

　心配げにケイトは眉まゆをひそめた。

〈ルクソール男爵はメンフィス伯はくを殺そうとしているわけでしょう？　でも、あたくしは〝ラグエル〟をなんとかしないといけませんし、メンフィス伯も神父トレスもこの通りの怪け我が人にん……火炎イフ魔人リートを相手にするには戦力てが足りないのではありませんか？〉

「……いや、戦力はいル」

　首を振ふったイオンは、そのまま、背後を振り返った。

　さきほどから、黙もく然ねんと腕うで組ぐみしたまま不気味な沈ちん黙もくを守っている男を、背せ伸のびするように仰あおぎ見たのだ。

「ブラザー・ペテロ」異い端たん審しん問もん官かんに、吸ヴア血ンパ鬼イアの少年は呼びかけた。「余よに、そなたの力を貸して欲しい」

〈……な!?〉

　その場の誰だれもが、イオンの顔を注視した。

　この少年、気でも触ふれたのだろうか？

　だが、ペテロを見上げるイオンの顔は、血色こそ悪いものの表情は冷静で、目には澄すんだ光すら浮うかべている。

「ラドゥと互ご角かくに戦ったそなたの力、余は高く評価していル……それを余に貸してはくれぬカ？」

「……正気か、汝うぬは？」

　冬眠中に叩たたき起こされたヒグマのような声で、異端審問官は唸うなった。

「某それがしは異端審問官──汝うぬらの天敵なのだぞ？　その某それがしに、よりによって吸ヴア血ンパ鬼イアに力を貸せと？」

「そうダ。むろん、ただでとは言わヌ」

　少年は頷うなずいた。その顔には、何の衒てらいも、また迷いもない。自分の胸に手をあてると、

「事が終われば、余の首をそなたに進しん呈ていしよウ。それでどうダ？」

〈か、閣かつ下か！　いけません、そんな約束──〉

　慌あわてて割ってはいろうとしたケイトだったが、その前にアベルが腕うでを出した。尼に僧そうの目を視線で押おさえ、黙だまって首を振ふる。

　その間にも、背後のやりとりも気づかぬげにイオンは続けている。

「頼たのム。今だけはそなたの力を余に貸してくれぬカ？　ラドゥとの決着をつけるためニ、その力が必要なのダ」

「──一つ、聴きいていいか、イオンとやら」

　相変わらず、不ふ機き嫌げんそのものの顔でペテロは口を開いた。

「汝うぬが、某それがしの力を使ってまであの吸ヴア血ンパ鬼イアと決着をつけたいというその理由はなんだ？　怨えん恨こんか？」

「怨恨、ではないと思ウ」

　小首を傾かしげて、イオンは答えた。まるで、自分の中の誰だれかと対話しながら、その誰かの言っていることを口移しに伝えるように訥とつ々とつと喋しやべる。

「あの男は我が親友だっタ。いや、今でもそう思っていル……余は、友にこれ以上、過あやまちを犯させたくなイ」

「…………」

　しかめっ面つらのまま、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は腕を組んだ。生き真面目まじめを絵に描かいたようなその顔は、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で、イオンを睨ねめつけている。

　今にも、その手に握にぎられたままの鎚矛が、風を巻いて少年の頭に振ふり下ろされるのではないか。

　誰も口には出さなくとも、そんな帯電したような空気が、艦橋ブリツジに張りつめるが──

「……おい、シスター・ケイトとやら」

〈は、はいっ？　なんでしょう？〉

　突とつ然ぜんの指名に慌あわてて背せ筋すじを伸のばした尼に僧そうを、異い端たん審しん問もん官かんは不ふ機き嫌げんげに睨にらみつけた。

「この艦ふねに武器庫はあるか？」

〈え？　ええ、一応ございますが……あの、何を？　まさか、ハイジャックとか？〉

「阿呆なことを言っとらんで、とっとと某それがしをそこに案内しろ」

　鎚矛で重おも々おもしく床ゆかを打つと、ペテロは腹立たしげに唸うなった。

「あの火炎イフ魔人リートとやりあうには、こちらもそれなりの装備をせねばなるまい」

〈え？〉

　ケイトの目が丸くなった。そのときには、隣となりにかしこまっていたイオンの顔が輝かがやいている。

「で、でハ！」

「勘かん違ちがいするな、吸ヴア血ンパ鬼イア！」

　口元を綻ほころばせた少年とは対照的な憎にく々にくしさで唇くちびるを捲めくり上げ、ペテロは怒ど声せいを張り上げた。手首のスナップだけで振り回した鎚矛を、イオンの顔の前にぴたりと突つきつける。

「某それがしは汝うぬを助けるわけではないぞ！　あくまでも某それがしは、教会とカルタゴ二十万の市民、そして殺された我が部下たちのために戦うのだ！　あのラドゥとやらを排はい除じよしたら、次は汝うぬと、この裏切り者どもをまとめて片づけてくれる──それを、よく覚えておけ！」

　恫どう喝かつするように言い捨てた異端審問官は、口を尖とがらせたままそっぽを向いた──もっとも、何を照れているのか、その顔は妙みように赤い。その顔のまま、ペテロは拗すねたように口の中で呟つぶやいた。

「まあ……それまでは休戦にしておいてやる」




　さっきの揺ゆれはなんだったのだろう？　どうやら、また眠ねむってしまっていたらしい。

　微睡まどろみの底から、エステルは現実の岸辺にゆっくりと浮うかび上がると、薄うすい瞼まぶたを持ち上げた。

　久しぶりに熟じゆく睡すいしたせいか、頭はこれ以上はないほど冴さえていた。でも寝ね足りない。まだ寝ていたい。できればずっと──ここにいれば、全すべてを忘れていられるから。

（全てを？）

　鼻び孔こうの奥おくに甦よみがえりかけた血と炎ほのおの臭においから、意識を遠ざけながら、エステルは自問した。あれに関連する全ての思考の輪に触ふれないよう、苦労して意識を泳がせる。

　思い出したくない。あのことは、あの巨きよ大だいな翼つばさの……

（考えないで！）

　眠ねむりと覚かく醒せいの狭はざ間まで、エステルは意識を眠りの海の底に沈しずめようとした。考えたくない。考えてはいけない。眠ろう。眠ってしまえば──

「……エステルさん？」

　ノックとともに聞こえた遠えん慮りよがちな声が、彼女を現実に引き戻した。

「あの……エステルさん、起きてらっしゃいます？」

「!?」

　急速に覚醒する意識が、血と炎ほのお、雷いかずちと闇やみ、そしてあれの記き憶おくを、悲鳴とともに呼び醒さました。

（来ないで！）

　いまや、完全に目は覚めてしまっていた。だが、毛布を頭の上からかぶったまま、エステルは身動きしなかった──いや、できなかったのだ。扉とびらの向こうにいるのは──あれだ。

「まだ、ねむってらっしゃるんですね」

　扉の向こうのあれはため息をついたようだった。曇くもりガラスに映った背の高い影かげが、かすかに首を折る──とても寂さびしそうに見えた。

　だが、エステルは騙だまされなかった。硬かたく目を閉じたまま、息を殺す。

　早くどこかに行って、早く……

「じゃあ、邪じや魔ましちゃ悪いな──起こすのはやめますね」

　よし、そのまま、どこかに行って。どこかに……

「でも、また会えるかどうかわからないから、話したいことはここでお話ししていきますね。じゃないと、後こう悔かいするかもしれないし──眠ったまま聴きいててください」

　エステルの心の叫さけびも虚むなしく、扉の向こうに居い座すわった神父はなかなか立ち去らなかった。あまつさえ、なにやらぶつぶつと呟つぶやき始めている。エステルに出来ることはただ一つ──毛布をかぶって硬く目を閉じていることだけだった。

「まず、今日はとんでもない目に遭あわせてしまってすいませんでした……反省してます。怖こわかったでしょう？」

　穏おだやかな声で、神父は詫わびた。けっして大きくはないが、よく通る声。

「怖かったはずですよね……私自身、自分のことが怖いんだから。あなたはもっと怖かったと思います」

（え？）

〝自分のことが怖い〟とはどういう意味だろう？

　あのときの彼は、破は壊かいの化け身しんのようで──破壊そのものに酔よっているように見えた。それが、〝自分のことが怖い〟？

　いつの間にか、自分が全身を耳のようにして、神父の独白に聞き入っていることに、エステルは気づかなかった。

「そう、あなたは、先日、私におっしゃいましたね？　〝どうして、いつもふざけてばかりで本気になってくれないんですか！〟、って……あれが、答えなんです。そう、あれは……」

　まるで、苦いものを必死で飲み下そうとしているかのようなアベルの声に、さきほどの、あの堕だ天てん使しの気配は微み塵じんもない。それはいつもの、あの頼たよりない、しかし、人間のことが大好きな神父のものだ。しかしそこには、抑おさえきれない何かが渦うず巻まいている。

　悲しみ？　絶望？　喪そう失しつ感かん？　いや、それらを全すべて混ぜあわせたような響ひびき──

　血を吐はくような声だった。

「あれは、あなたの考えているようなものじゃないんです。あれは、けっしてあなたが考えているような力なんかじゃない。詳しい説明はできませんが、あれはもっと別のもの……そう、言ってみれば、私の罪つみの刻印みたいなものなんです……」

　エステルにではなく、まるで自分の中の誰だれかに告こつ解かいしているように、しばし、アベルは口をつぐんだ。

「──あれになってしまうと、私は自分を……あいつらを抑えられなくなってしまう」

　再ふたたび、口を開いたとき、その声には深い悔かい恨こんが混じっていた。

「だから、できればあなたの前では使いたくなかった。使えば、あなたを怖こわがらせてしまうから……うん、できれば使いたくはなかったな」

　今度こそ、それきり口をつぐんだまま、扉とびらの外の気配はそのまま動かなかった。

　エステルもまた、動かない。

　薄うすい扉一枚を隔へだてたまま、神父と尼に僧そうは静せい寂じやくを守っていた。飛行船のエンジン音だけが、低く響く中を、不器用な沈ちん黙もくはずいぶんと長いこと続いていたが──

「……ああ、もう時間がないんだった」

　最初に沈黙を破ったのは、扉の外の神父だった。

　何かの夢から醒さめたような響きが、その声にはある。背の高いシルエットが、いまだ名な残ごり惜おしげに、曇くもりガラスを覗のぞき込むと、

「だけど、これだけは信じてください……私はあなたの味方でいたかった。あなたや、イオンさんのことをどうしても守りたかった。それだけは本当です。信じてもらえないかもしれませんが」

　扉の外の気配は、まだ何か言い足りなさげに佇たたずんでいたが、結局、それ以上は病人の静せい謐ひつを妨さまたげることを恐おそれたらしい。小さなため息をつく音がしたと思うと、そのまま、そっと扉の前から、身を翻ひるがえした。とぼとぼとひきずるような靴くつ音おとが、次し第だいに廊ろう下かを歩み去ってゆく。

「…………」

　エステルは毛布をかぶったまま、動けないでいた。

〝あなたはいつだって力を出し惜しみしてるんだもの！〟

　あの宿で、彼女が罵ば倒とうしたとき、彼は寂しそうにうつむいただけだった──ちょうど今みたいに。

　何も答えない彼にどうしようもなく腹が立って、エステルは彼を罵ば倒とうした。

　そのあげく、自分を救おうとしてくれたアベルのことを──

〝化け物！〟

　あのとき、彼の顔に浮うかんだ表情を、エステルは一生忘れられないだろう。

　そう、自分は彼のことを、化け物と呼んだのだ。〝私、あなたの味方です〟──そう言ってくれた彼のことを、よりによって化け物呼ばわりしたのだ。

〝私自身、自分のことが怖こわい〟──そう思っている彼のことを。

「……神父さま！」

　そのとき、エステルの体は、自然過ぎるほど自然にベッドから跳はね起きていた。

「待って！　神父さま、行かないで！」

　もう、声の届かないところまで行ってしまったのだろうか？　アベルの返事はない。慌あわててノブに手をかけたところで、エステルは自分が着ているものが、色気のない下着だけであることに気づいた。

「な、何か着るもの！」

　綺き麗れいにクリーニングされた自分の尼に僧そう服を枕まくら元もとに発見し、急いで手を通す。

　ボタンをはめるのももどかしげに廊ろう下かに飛び出し──

「きゃ!?」

　ちょうどそこを通りがかった僧衣カソツクの男にぶつかって、エステルは尻しり餅もちをついた。鼻の頭がじんわりと痛くなる。

「あいたたた……だ、だいじょうぶでしたか、神父アベル？」

「否ネガ定テイヴ。俺おれはナイトロード神父ではない」

　涙なみだに潤うるむ目をこするシスターを見下ろしていたのは、仮か面めんのように無表情な顔だった。

「損害ダメー評価ジリ報告ポートを、シスター・エステル・ブランシェ」

「し、神父トレス……あなたでしたか」

　茶色の髪かみを短く切り詰つめた神父は、無言のまま、少女を抱かかえ起こした。そのときになってようやく、エステルは、相手の格好が尋じん常じようでないことに気づいた。

「せ、戦争にでも行かれるんですか、イクス神父？」

「肯ポジ定テイヴだ」

　簡潔に答えたトレスの両肩かたには、太い鉄パイプの先に不格好な円えん錐すい状の鉄てつ塊かいをねじこんだような物体がさがっている。三十メートルの距きよ離りから戦車を全ぜん壊かいさせる、使い捨てロケット砲ほう──パンツァー・ファウストだ。さらに、背中には三トライ脚ポツド装備の重機関銃じゆう。胴どう回まわりにはその弾だん帯たいがぐるりと巻き付けてある。腰こしにさがっているのは対戦車戦せん闘とう用の磁気吸着地じ雷らいだし、足首のベルトには、水牛の首でも切り落とせそうなごついナイフがくくりつけてあった。

「我々は、これよりカルタゴ市街に移動し、市街上空に滞たい空くう中の空中戦せん艦かん〝ラグエル〟および吸ヴア血ンパ鬼イアルクソール男だん爵しやくラドゥ・バルフォンと交戦。然しかる後のちに大使館を解放する」

「た、大使館を!?」

　そうすると、さっきアベルが別れを告げに来たのは、彼もその戦いに参加するからだろうか？

「し、神父さまは……ナイトロード神父はどこです？　あの人も、イクス神父とご一いつ緒しよに？」

「否ネガ定テイヴ──彼はあそこだ」

　トレスが指差したのは、廊ろう下かに開いた小さな窓だった。

　眼下に見えるのは、砂の海だ。おそらくは、ベドウィンたちの休きゆう憩けい所じよか何かだろう。粗そ末まつな掘ほっ立たて小ご屋やと小さな井戸が見える。そして、井戸の側そばにぽつりと立っていたのは、銀色の髪かみをした、背の高い影かげだ。

「二十五秒前、ナイトロード神父は下船した。以後、彼は我々とは別行動をとる」

　ちょうど、アベルは握にぎっていたワイヤーを手放したところだった。ワイヤーは、そのままするすると〝アイアンメイデンⅡ〟に巻き取られたが、アベルだけはその場に残って、じっとこちらを見つめている。

「な、なんで、アベル神父が!?」

　その間にも、空中戦せん艦かんは航行を再開していた。こちらを見上げる神父の影が、たちまちのうちに遠ざかり、豆まめ粒つぶのように小さくなってゆく。

「ど、どうして!?　どうして、アベル神父だけあそこに!?」

〈神父アベルは別動隊ですの〉

　柔やわらかな女の声が少女の疑念に答えた。天てん井じようの監かん視しカメラが小さく動いて、エステルの顔に向けられている。

〈本ほん艦かんは、これよりカルタゴ市街上空で、空中戦艦〝ラグエル〟とルクソール男爵と接せつ触しよくいたします。その間、神父アベルはカルタゴ市地下で、別任務を担当されますの〉

「ただ、あまり市街地近くで降りた場合、敵に発見される恐おそれがある」

　窓の外は既すでに真っ暗で、アベルの姿はとっくに見えなくなっている。そちらにミラーシェードを向けたまま、盲もう目もくの神父はケイトの説明を補足した。

「ナイトロード神父はあの井戸から水路に侵しん入にゆうし、地下を徒歩で市街を目指す予定だ」

〈──あ、シスター・エステル、どちらにいらっしゃられるんですの!?〉

　トレスの説明の途と中ちゆう、どこかに走り出そうとしたエステルを、ケイトが呼び止めた。

〈本当は安全な所におろしてあげたいのですが、その時間がありません。あなたは、戦せん闘とうの間、船室に待機していてくださいまし〉

「あたし、ナイトロード神父と同行します！」

　その場で足あし踏ぶみしながら、エステルは首を振ふった。

「ナイトロード神父のところに引き返してください、シスター・ケイト！　あ、あたしも一緒に行きます！」

「それは許可できない、シスター・エステル・ブランシェ」

　冷然とトレスの声が響ひびいた。

「ナイトロード神父が向かったのは、〝イブリース〟の制せい御ぎよシステム中ちゆう枢すう──カルタゴ地下の〝聖エカブリッラルサの・エ墓所リツサ〟に続く地下水路だ。卿けいが同行しても足手まといになるだけだ」

　ここでも、また〝足手まとい〟！

　そう、確かに足手まといかもしれない。でも──！

「お願いです、神父トレス！　あたし、あの人に……」

　氷の柱めいた神父の僧衣カソツクを摑つかんで、エステルは叫さけんだ。

「あの人に、言いたいことがあるんです！　お願い！」

「…………」

　トレスは何の感情も籠こもらぬミラーシェードを、涙なみだに潤うるんだ尼僧の瞳ひとみに向けていた。固く結ばれた唇くちびるは、〇ネガテイヴと一ポジテイヴだけで構成される思考を紡つむぐものだ。

　そう、彼は人ではない──機械マシーンだった。

「ナイトロード神父への同行は許可できない、シスター・エステル・ブランシェ。卿けいは戦力にならない。また、引き返す時間もない」

　感情を持たない戦せん闘とう機械は、少女の哀あい願がんをすげなく拒きよ絶ぜつした。
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「シスター・ケイト、艦ふねを停とめてどこか適当な場所に彼女を降ろせ。彼女を〝ラグエル〟に同行させても、足手まといになるだけだ」

　無む慈じ悲ひな言葉が、少女をさらに打ちのめす。

〈し、神父トレス！　それはあんまりなんじゃ……〉

　砂すな嵐あらしが接近する中を、少女一人、砂さ漠ばくにほうり出せと言っているのだろうか、この機械人形は？

〈いくら戦力にならないからって、それは……〉

「ここに乗せておく方がかえって危険だ。ナイトロード神父が持っていた地図のコピーがあったはずだ。あれと、護身用の武器を与あたえて、地上に降ろせ──地下水路カレーズにでも潜もぐっていれば、砂嵐はやり過ごせるだろう」

「……え？」

　地下水路にでも潜っていれば!?

　エステルの顔がぱあっと輝かがやいた。

「じゃ、じゃあ、神父トレス……！」

「むろん、地下水路カレーズに潜った後、卿けいがどこに行こうと、我々の関知するものではない──自分の身は自分で守れ」

　血も涙なみだもない殺さつ戮りく機械はそれだけ告げて、そっけなく踵きびすを返した。
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　砂漠の向こうに黄色い壁かべが出現してから、深夜であるにも拘かかわらず、街は蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっていた。

　命からがら砂漠から逃にげ出してきたベドウィンたちの話で、あれが砂嵐と知って、当初、街の人間は、皆みな脱だつ出しゆつを考えた。だが、陸てつ路どうは砂嵐の中を突つっ切ってゆくことになる。海港は、数時間前の空中戦せん艦かん同士の戦せん闘とうにより使用不能だ。わずかに残った空路を利用できるのは飛行船や飛行機を確保できたごく一部の金持ちだけだったが、肝心の空港に至る道が、パニックを起こした群衆に塞ふさがれてしまっては、むなしく立ち往生するだけである。

　中でも、教ヴア皇チ庁カン大使館周辺は、旧市街メデイナの住民でごった返していた。というのも、大使館上空に浮うかんだ空中戦艦を見て、脱出に便乗させてもらおうと考えた者たちが押おし寄せてきたためだ。

　詰つめかけた群衆はパニックを起こしていた。おそらく、港が使えなくなっていることがわかれば、海の方に逃げた連中がこちらに回ってくるだろう。時間を追って、騒ぎはひどくなってゆくはずだった。

「──ですがご安心ください、猊げい下か」

　八はちの字じ髭ひげを捻ひねりながら、教皇大使ナンシオマリオ・コルトーナ司教は自じ慢まんげに報告した。

「万一の場合に備え、この大使館には、郊こう外がいへの抜ぬけ道を用意しておきました。私めも、御ご同どう行こういたしますので、ささ、お早く、空港まで御ご避ひ難なんを……」

「馬鹿にしてもらっては困りますね、大使」

　カテリーナは片眼鏡モノクルの奥おくに剃刀かみそり色いろの光を閃ひらめかせると、読んでいた詩集に栞しおりを挿はさんだ。軽く咳せき込みながら、司教の顔を視殺する。

「我ら、神のしもべが、救いを求める民たみ草くさを見捨てて逃にげ出したとあっては、今後、誰だれが教ヴア皇チ庁カンを信じますか？　誰がここより逃げ出そうと、この私と、そしてあなただけは、最後まで残るのです」

「げ、猊げい下か、私は、その……ま、まだ、死にたくありません！」

「おや、奇き遇ぐうですね。あそこに詰つめかけている人間全員がそう思っていると思いますよ──誰か、司教をお部へ屋やにお連れしなさい。お祈いのりの邪じや魔まが入らないよう、外からきちんと鍵かぎをかけてね」

　引きずられてゆく大使の悲鳴が遠ざかるのを、カテリーナは苦にが々にがしげに聞き流していたが、やはりその表情のまま、今度は頭上を睨にらみつけた。

　天国において、天使の非ひ違いを調査・糾きゆう弾だんする天使の名をいただく空中戦せん艦かん〝ラグエル〟は、依い然ぜん、沈ちん黙もくを保ったまま滞たい空くうしている。その灰色の艦底では、爆ばく弾だん倉そうのロック解除を示す赤いランプが緩ゆるやかに明めい滅めつしていた。

「さきほど通信してきたラドゥとやらは……」

　こちらにぴたりと向けられた舷げん側そく砲ほう塔とうを睨んで、カテリーナは苦く独ひとりごちた。

「我らが逃げ出さぬ限りは、危害は加えぬと言ってきましたが、このままではいずれ砂すな嵐あらしに吞のまれて終わりですね」

　せめて、こちらも〝アイアンメイデンⅡ〟と連れん絡らくがつけば何とかなるのだが──

　が、〝ラグエル〟は強力な電波ジヤ妨害ミングを仕し掛かけてきているらしく、一切の無線は無力化されている。一方、異い端たん審しん問もん局と特務カラビ警察ニエリが港で壊かい滅めつした現在、大使館に残された戦力では対たい抗こうしえるものではない。

「……シスター・ロレッタ」

「はい、猊下」

　進み出た若い尼に僧そうに、カテリーナは門の外の群衆を指し示した。

「大使館内に、彼らを入れてあげなさい。あのままでは、怪け我が人にんがでます……そうね、まず女子供とお年寄りを優先に」

「よろしいのですか？　あのような者たちを館内に入れても？」

「かまいません。こういうときこそ、信しん仰こうを売りつける絶好のチャンスではなくて？」

　もう一度、門の方を見やって、カテリーナは小さく咳せきをした。

「どうせ終わりであれば、せめて、心の平安を取り戻もどさせてやるのも我らの務めでしょうから──どうかしましたか？」

　カテリーナはロレッタの顔を見返した。枢すう機き卿きようの声にも心あらずといった顔で、若い尼に僧そうが彼女の背後、回かい廊ろうから見える夜空を見上げていることに気づいたからだ。

　いや、ロレッタばかりではない。その他ほかの尼僧たち、さらには、門前に詰つめかけていた群衆たちまでもが、いつの間にか叫さけぶのをやめて南の空を見上げている。

「あなたたちは何を……あれは!?」

　彼らの視線が向けられている方角を振ふり返ったカテリーナもまた、詩集を取り落として立ち上がっていた。

　夜明け前の最も暗い夜空の向こうに、純白の光が動いていた。急速に接近してきた輝かがやきは、見守る一同の前で見る間に大きくなり、やがて優ゆう美びな白はく亜あのシルエットを形作る。

「あれは……〝アイアンメイデンⅡ〟！」
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　ちょうど十個目の弾だん倉そうを使い切ったところで、最後の対人攻こう撃げきモジュールを破は壊かいできた。

　アベルは荒い息をつきながら、自分の通ってきた道を振り返った。壁へき面めんに塗ぬられた化学蛍けい光こう剤ざいの光の中に、鉄製の茸きのこのようなモジュールが無数の煙けむりをあげている。ところどころに転がっている歯車仕じ掛かけのムカデは、メンテナンス用の自律機械ドロイドだ。どうやら、この遺い跡せきは、つい最近まで生きていたらしい。

「いや、あるいは、誰だれかが甦よみがえらせたのか」

　壁かべの片かた隅すみに転がっていたワインの空あき瓶びんの銘めい柄がらは〝女ダムア王ル・のエリ涙ツサ〟──最高級のカルタゴサデイワインサアドだった。

　こちらに鋭マニいピユ鉤レー爪ターを伸のばしてくる殺人モジュールの残ざん骸がいを軽く蹴けり飛ばして、アベルは、正面の祭ジグ壇ラツトに足をかけた。さきほど抉えぐられた脇わき腹ばらから、じくじくと赤いものが滲しみ出している。血とともに、力も体から流れ出していってるかのようだ。階段を上がる脚あしがやたらと重い。

「やれやれ、これぐらいの傷で情けないですね、私は……化け物のくせに」

　この場に誰か彼のことを知っている者がいたとしたら、唇くちびるを歪ゆがめて自じ嘲ちようしている若者が知人だとは、とうてい信じられなかったろう。酔よっているような千ち鳥どり足あしで、小山のような階段状ジグピララミッドツトを昇のぼり切ったとき、既すでにアベルの顔は蒼そう白はくだった。

「……私の声が聞こえますか、システム？」

　祭ジグ壇ラツトの頂上にたどりつくと、アベルは小さく囁ささやいた。懐かい中ちゆう時ど計けいの蓋ふたを開けると、コンソールの側そばに置く──四時四十分。あと二十分も余よ裕ゆうがある。少し急ぎ過ぎたかもしれない。

「システム、現在の入力モードは？　音声モードへの切り替かえを要求する」

〈管制システム了りよう解かい〉

　滑なめらかだが、冷たく、無機的な声が呼びかけに答えた。

〈システム使用者はコマンドの入力をどうぞ。なお、進行中のタスクは並行して続行されます〉

　ここから先は、彼が昔から幾いく度どもやってきたことの繰くり返しだ。アベルは〝呪じゆ文もん〟を唱えた。

「システムに、管アドミ理ニスト者レーターモードへの移行を要よう請せいする。こちらのコードは──」

〈コード入力は不要。掌しよう紋もん照会を行います。システム管理者は、お手元のコンソールに右手をあててください〉

　コンソールの隅すみに、手帳ほどの大きさの明かりが灯ともった。アベルは手て袋ぶくろをとると、そこにそっと右手を滑すべらせた。

〈照合開始……終了。管理者を国連航空宇宙軍レッドマーズ計画管理部保安課アベル・ナイトロード中コマ佐ンダー、認識ＵＮＡＳＦ九四─八─ＲＭＯＣ─六六六─〇二ａｋと確認しました〉

　淡あわい光が、祭壇をクリスマスツリーのように飾かざり始める。コンソールから手を離はなすと、アベルは再ふたたび見えない誰だれかとの会話を再開した。

「ではシステム、管理者モードへの移行を要請する。現在進行中のタスクを強制凍とう結けつ。その後、システムは自じ壊かいせよ」

〈こちらシステム、管理者モードへの移行は拒きよ否ひします。入力者のパスは、管理者資格を満たしておりません〉

「……なに？」

　初めて、銀ぎん髪ぱつの神父の顔に疲ひ労ろう以外の何かが走った。それまで、疲つかれたように背もたれにもたれていたのが、背せ筋すじを伸のばしてコンソールと向き合う。

「システム、パスの再確認を。これは最上級パスのはずだ」

〈システム、再確認開始──終了。こちらシステム、管理者モードへの移行は拒否します。入力者のパスは、管理者資格を満たしておりません〉

「馬鹿な！」

　アベルの顔に狼ろう狽ばいの色が浮うかぶ。キーボードに置かれた指が、素す早ばやく上下する。だが、正面のモニターには何の反応も見られない。

「システム、私のパスはＲＭＰ─ｎｅｔの全すべてのゲートでフリーのはずだ。こんなことはありえない！　もう一度確認作業を。それと、確認シークエンスを逐ちく一いち、こちらに知らせろ！」

〈システム了解。再確認シークエンスを──〉

「？」

　丸眼鏡めがねの奥おくで青い瞳ひとみが不ふ審しんげにひそめられた。いきなり、合成音声が沈ちん黙もくしてしまったのだ。

「どうした、システム？」

　フリーズだろうか？

　しかし、その他ほかの機能は順調に作動している。システム〝イブリース〟のカウントダウンも依い然ぜん、続行中だ。

「システム、応答せよ！　管理者モードへの切り替かえをキャンセルして──」

〈……があります〉

　まるで、それまで配線の接せつ触しよくが悪かったラジオが、突とつ然ぜん、見えない手で殴なぐられたようだった。再ふたたび平板な声で喋しやべり始めた合成音声は、先ほどの不調が噓うそのように滑なめらかに言葉を紡つむいだ。

〈ビデオファイルの強制再生を実行します〉

「強制再生？　ウィルスか？」

　舌打ちしたアベルが、キーボードに手を伸のばしかけたとき──

〈──おはよう、アベル〉

　優やさしい声は、すぐ耳元で聞こえた。

　空が高く見えるよく晴れた春の日に、どこかの小川の川かわ面もに白く反射する陽ひ射ざしを思わせる澄すんだ声。

〈──四時四十八分。お寝ね坊ぼうさんのあなたにしては、ずいぶんと早いのね〉

「…………」

　そのときの若者の顔に浮うかんだ表情を、どう表現すればいいだろう？

　まるで泣き出しそうな、それでいて今にも怒おこって怒ど鳴なり散らしそうな、いや、叱しかられるのを待つ子供のような──そのどれでもあってどれでもない、不思議な顔で手を伸のばしかけ、突とつ然ぜん思いとどまったようにその手をおろす。それからゆっくりと顔をあげたとき、そこには一人の女が立っていた。
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　年ねん齢れいで言えば、アベルと同じか、少し上かもしれない。結い上げられた髪かみは上品な紅こう茶ちやを思わせて赤く、額に朱ビン点デイーを差した褐かつ色しよくの顔の中で、金色に輝く不思議な色合いの瞳ひとみが懐なつかしげにはにかんでいる。体に密着したシャツの上に緩ゆるやかな一枚布を巻いたのは、今はもう失われて久しい、〝サリー〟と呼ばれる地方衣い装しようだ。

〈それともまさか、徹てつ夜や明あけなんて言うんじゃないでしょうね？　この星に帰ってきたからには、ちゃんと二十四時間周期の生活リズムに戻もどした方がいいわよ〉

「……ちゃんとやってるよ。子供じゃないんだから」

　少しだけ、気まずげな顔でアベルは顎あごを搔かいた。しかし、その目は何か懐かしげに相手の顔に置かれている。

「あれから、もう何年経たったと思ってるんだい、リリス」

　リリスと呼ばれた女性は──いや、正確には女性の立体ホロ映像グラムは、何も答えなかった。

　起動時間にあわせて挨あい拶さつを変えるだけの原始的な人工無脳以外には、疑ぎ似じ人格再現プログラムを始めとする対人インターフェイスは組み込まれていなかったらしい。柔やわらかに微笑ほほえむ彼女の視線は、アベルの顔すら見ていない。

〈でも、残念ね。あなたがこのファイルを見ているということは、チュニスは陥かん落らくしたのね。エリッサ・ダル・シュライト中ちゆう尉いは無事に撤てつ退たいできたかしら？　彼女、あれで頑がん固こなところがあるから、心配だわ。それに、あなたたちのことをとても嫌きらっていたし……だから、〝砂漠イブの悪魔リース〟なんて代しろ物ものを用意したのだけれど〉

　美女は深いため息をついたようだった。まるで、体温すら感じられるような精せい巧こうな映像が、哀かなしげに首を振ふる。

〈本当はあんなものは、できれば設置したくなかったの。でも、このチュニスと油田地帯があなたたちの手におちれば、西ヨーロッパはもう目と鼻の先。シュライト中尉と私が血の滲にじむような思いで復興させたこの街だけど、あなたたちのものになるくらいなら、自らの手で葬ほうむり去ることを選びました。無論、中尉も了りよう承しようしてくれています。でも、アベル……〉

　かすかに、息を吐く音が聞こえた。彼女の目はアベルに向けられてはいない。その視線の先にあるのは、ただの闇やみだ。しかしそれでも、確かに彼女は銀ぎん髪ぱつの若者に向けて語りかけていた。

〈エリッサと私は賭かけをしたの。あなたたちの中でも、まだ、あなたについては希望があるんじゃないかって──あなただけはまだ、人間らしい心を残してくれてるんじゃないかって。だから、チュニス攻こう略りやくに来たのがあなたである場合に限り、〝イブリース〟の停止コードを条件つきで残しておきました〉

「条件？」

　相手が立体映像であることを忘れたように、アベルは身を乗り出した。丸眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみには、傷ましいほどの疲つかれが宿っている。それは、目の前の女性が浮うかべた表情と驚おどろくほどよく似ていた。

〈そう、条件。それは、あなたがその街の〝残留者〟──あなたたちは地球人テランと呼んでいるわね──を一人でも助けてくれていること。もし、あなたが既すでに〝残留者〟を一人残らず全ぜん滅めつさせていたら、賭かけはエリッサの勝ち。あなたや、あなたと一いつ緒しよにその街を襲おそった〝帰還者メトセラ〟たちは、全員砂の底に沈しずめます。でも、たった一人でもいい。あなたが〝残留者〟を──あなたが憎にくむ〝地球人テラン〟のことを殺さずにいてくれたのなら、賭けは私の勝ち〉

　はにかむように美女は笑った。

〈そのときは、その〝残留者テラン〟をそこに連れてきて。彼──もしくは彼女──に掌しよう紋もん照会をさせてあげて。システムが遺伝情報を確認した後、〝イブリース〟の停止コマンドが提示されるように設定しておきました。でも逆に言えば、あなたたち〝クルースニク〟や〝帰還者メトセラ〟では、絶対に停止コードは作動しません。〝残留者テラン〟だけが、あなたの憎むあの人たちだけが、〝イブリース〟を停とめてあなたを救うことができる……アベル〉

　どうして、遥はるか時空ときの彼方かなたにいる相手に、こんな全すべてを見通している視線を注げるのだろう──立体映像は、優やさしく、誰だれかを抱だき寄せるように両手を広げた。

〈私はあなたが世界を愛していることを知っている。あなたは世界を敵に回しているけれど、それは世界を愛していることの裏返し。愛して、信じて、期待していたから、裏切られたと思ったときに、あなたは堪たえられなかった。だから、あなたは世界の敵に回った──でも、それでも、まだあなたはこの世界を愛してる。どこか憎みきれないでいる〉

　画像が、激しくぶれた。完かん璧ぺきだった立体映像に、白い光ノイズが混じっている。映像を構成する光の粒りゆう子しが、輪りん郭かくの方から、徐じよ々じよに分解を始めた。

　光に戻もどる最後の一いつ瞬しゆん、もう一度、美女の視線はアベルの顔を捉とらえたように見えた。

〈アベル、この世界はあなたの敵じゃない……いつでもやり直せるわ。それを忘れないで〉

「……もう遅おそいよ、リリス」

　誰もいなくなった闇やみに向けて、アベルは虚うつろな声で呟つぶやいた。

　光が弾はじけ、再ふたたび闇と沈ちん黙もくが戻ってきたとき、カウンターは既すでに四時五十分を指していた──砂すな嵐あらしの到とう達たつまであと十分。

「全部、手て遅おくれだったんだ。君も……そして、この俺おれも！」

　次の瞬しゆん間かん、アベルの手は魔ま法ほうのように腰こしの拳けん銃じゆうを抜ぬきはなっていた。後ろも見ず、肩かたごしに銃爪トリガーを引き絞しぼる──轟ごう音おん。さらにもう一発──轟音。そしてもう一発──轟音。続けざまにさらに三発──轟音。

　いつの間にか背後に忍しのび寄っていた影かげは、三体とも、肩や肘ひじ、そして頰ほおを撃うち抜かれて祭壇の下に転落している。

「残念だけど、ここに残留者テランはいないんだ。いるのは、俺おれと──彼らだけだ」

　泣き笑いのような表情でアベルは眼下を見下ろした。銃じゆう声せいが殷いん々いんとこだまする中、まるで何事もなかったかのように三つの影が起き上がっている。軍用コートにガスマスク、そしてヘルメット──だが、彼らの砕くだけたマスクの下から覗のぞくのは、長い牙きばだ。

「むごいことを……長生種メトセラの死体に手を加えたんだな」

　呟つぶやきながら、軽くアベルは手を振ふった。撃うち尽つくされた弾シリン倉ダーが音と硝しよう煙えんをあげて床ゆかに落ち、そのときには新たな弾シリン倉ダーが挿そう入にゆうされている。

　だが、同時に、自動イエ化猟兵ーガーたちもまた動いていた。

　短たん剣けんほどもある長い鉤かぎ爪づめを閃ひらめかせながら跳ちよう躍やく──次の瞬しゆん間かん、その影はぬぐったがごとく消失していた。

「〝加速ヘイスト〟……！」

　小さく呟いた声を、大きな銃声がかき消した。連フア発ニングされた六発の銃じゆう弾だんは、いずれもコートの左胸に湿しめった音をあげて吸い込まれている。飛び散った血が、神聖な聖女の祭壇を汚けがした。

「ぐうっ！」

　低い呻うめき声とともに、主あるじの手を離はなれた旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーは血に汚よごれた床に落ちて、固い金属音をあげた。銃口からあがる硝煙だけが、突つき立てられなかった牙きばのように空むなしく白い。

　祭壇に押おし倒たおされた神父の上に、三つの影かげが群がり寄っていた。それぞれ、首筋、肩かた、脇わき腹ばらにしっかりと牙を食い込ませ、獣けものじみた腕うでは獲え物ものの四し肢しを押おさえて放はなさない──

「くっ！」

　その瞬間、アベルの瞳ひとみが鮮やかに赤く染まった。
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　唇くちびるが、ふと動きを止めた。

　かわってそこからこぼれたのは、まるで千年も生きてきた老人のような、疲つかれ果てたため息だ。その瞳は、いつの間にか再ふたたび青みを取り戻もどしている。自分の血を啜すすっている吸ヴア血ンパ鬼イアの成れの果てどもを見下ろした顔に、奇き妙みように虚うつろな笑え顔がおが浮うかんだ。

「いや……まあ、たまにはこういうのもいいかもしれない……」

　老人のような吐と息いきが、青ざめた唇からこぼれた。

　もう、何をやっても無む駄だだった。

　彼女の告げるところが正確なら、〝イブリース〟は短生種テランでなければ停止させることはできない。だが、残り十分弱で、どうやって短生種テランを連れてくる？　そんなことは、神でもない限り不可能だ。

　そう、もはや破局は避さけられなかった。

　カテリーナをはじめ、二十万もの命が喪うしなわれ、街は砂海の底に沈しずむ。おそらくは、今ごろ、イオンも殺されているだろう。そして、じきに人類社会と〝帝てい国こく〟の戦いが始まる……結局、自分がいままでしてきたことは、すべて無む駄だだったということか。

　疲つかれた。ひどく疲れていた。

　気づかないうちに、ずいぶんと長いこと歩いていたような気がする。疲れきっていた。

（この辺あたりで全すべてを終わらせるのも、そう悪いことじゃないかもしれない……）

　もう、何も悩なやまなくていい。人を恐おそれることも、人に恐れられることも、そしてなにより、自分自身を恐れることもない。

　実際、こうして目の前がだんだん暗くなってゆくのは、なんだかとても心がやすらいで──

「何をまた手抜きしてらっしゃるんですか、神父さま！」

　今しも、神父を優やさしく抱だきしめようとしていた死の闇やみを、激しいまでの生気に満ちた叱しつ咤たと獰どう猛もうな閃せん光こうが切り裂さいたのはそのときだった。
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「なんだ、こいつらはッ!?」

　喚わめきつつも、手首をしならせ、撃うちこんできた敵手に反はん撃げきを繰くり出したのは、さすがである。〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の威い名めいは伊だ達てではない。

　だが、この場合、相手が悪かった。コートの男は最小限の動きで体を捌さばくと、数ミリの誤差で唸うなりをあげる鎚矛をかわした。あたれば必殺の凶きよう器きも、わずかにガスマスクにかすっただけだ。そして、振ふり下ろされた鎚矛は、虚むなしく足場を打った。これが地面ならしっかりとその衝しよう撃げきを受け止めてくれただろう。しかし、金属なみの硬こう度どを備えるとはいえ、防ぼう弾だん繊せん維い製の飛行船の気き囊のうは、妙みような手ごたえで撃ち降ろされた鎚矛を撥はね返した。〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の体が、瞬しゆん間かん、前に泳ぐ。

「四時方向だ、ブラザー・ペテロ」

　平板な声に応こたえて、ペテロは得え物ものを右斜め後ろに突つき出した。鎚矛は、背後から迫せまっていた自動化猟兵が振り下ろした戦せん斧ぷと絡からみ合って耳みみ障ざわりな音をあげた。

「かたじけない、神父トレス！　礼を言うぞ！」

「無ネガ用テイヴ──聞こえるか、〝アイアンメイデン〟」

　目の見えない神父は、軽く一歩後ずさった。その僧衣カソツクをかすめて戦斧が行き過ぎる。そちらも見ずに、トレスは無む造ぞう作さにトリガーを引いた。頭部を吹き飛ばされたコートの男が、赤い筋を引いて、はるか眼下の市街地へと落ちていった。

「応答しろ、〝アイアンメイデン〟。まだ、〝ラグエル〟へのハッキングは終わらないか？」

〈もうちょっと……もうちょっとです、〝ガンスリンガー〟〉

　かなり強力な電波ジヤ妨害ミングだ。〝アイアンメイデンⅡ〟の艦かん体たいは、この戦いの繰り広げられている〝ラグエル〟の気囊上、わずか五メートル上空に浮うかんでいる。手を伸のばせば届きそうな距きよ離りなのにイヤホンからこぼれるケイトの声には激しいノイズが混じっていた。

〈どなたが、ウィルス設計されたのか知りませんけど、相当腕うでの立つ方かたみたい……もうちょっとだけ、お待ちくださいまし〉

「急げ。俺おれとブラザー・ペテロはともかく──」

　雄お叫たけびをあげる騎き士しが、ちょうど三体目の自動化猟兵を叩たたき潰つぶしたところだ──これで残り五体。その頭上に跳ちよう躍やくした四体目の眉み間けんを射ち抜ぬきながら、トレスは見えない目を、船首方向に向けた。

「あちらの戦せん闘とうは、状じよう況きよう的てきに不利だ」

　気き囊のうの先せん端たんでは、小しよう剣けんを閃ひらめかせた小こ柄がらな影かげが咆ほう哮こうしていた。

「──ラドゥ！」

　細い足が気囊を蹴けったときには、影はコマ落としのように目前の敵手に肉にく薄はくしている。横よこ殴なぐりに薙ないだ一いつ閃せんに、青い髪かみが数本、夜風に踊おどった。

　だが、そのときには隈くまのできた目に皮肉な笑えみを浮かべた若者は、イオンの死角へと回り込んでいる。その両手に灯ともったのは、青白いナパームの輝かがやきだ。

「ちぃッ！」

　まったくの勘かんを頼たよりに振ふったイオンの剣は、次々と火球を撃げき墜ついした。だが、それはフェイントに過ぎない。幻まぼろしのようにかき消えた火炎イフ魔人リートの姿が、少年の背後に浮かび上がっている。直感的に、イオンは横飛びに逃のがれようとしたが、

「まだ本調子ではなかったようだな」

　冷笑とともに伸びた手が、薄うすい肩かたを捕とらえた。肉の焦こげる臭においが、闇やみに充じゆう満まんする。誇ほこり高き帝国ボイ貴族エールの唇くちびるからこぼれたのは、耳を覆おおうような苦痛の叫びだ。

「むっ、いかん！」

　イオンの苦鳴に、振り向いたブラザー・ペテロの気が一いつ瞬しゆん、殺そがれた。

「否ネガテイヴ──集中しろ、ブラザー・ペテロ！　六時方向！」

　七体目の心臓を貫ぬき手てで破は砕さいしたトレスが警告を発したときには、真後ろから突つき出された戦せん斧ぷの刃やいばが、ペテロの背中を襲おそっていた。さしもの〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟も、短い苦鳴とともにたたらを踏ふむ。そのまま、バランスを崩くずした体は、傾かたむいた気囊の縁ふちを、転がり落ちた。

　ペテロを追って、トレスも足を滑すべらせる。気囊上を追うように滑り落ちながら、ペテロの背を襲った自動化猟兵──そしてこれが最後の一体だった──を狙そ撃げきした。頭のない体が街に落ちていったときには、そのまま落下しかけていたペテロの首を危あやういところでつかみとっている。拳けん銃じゆうを捨てたもう一方の手は、ぎりぎり気囊の縁を摑つかんでいた。

　しかし──

「どうやら、お仲間に、君を助ける手立てはないようだ」

　イオンの肩かたを摑む手に力を加えながら、ラドゥは暗く嗤わらった。少年は文字通り死しに物もの狂ぐるいでもがいているが、万まん力りきのような指は骨にまで食い込んで離はなれようとしない。

「な、なぜじゃ、ラドゥ……」

　食いしばった歯の間から、細い声が漏もれた。

「なぜ……汝なんじは余よを裏切った」

「言っただろう？　君が目め障ざわりだったんだよ、イオン・フォルトゥナ」

　なぜか、答える男の笑え顔がおは、泣いているように見えた。

「陛へい下かの寵ちよう臣しん、由ゆい緒しよ正しい大貴族……君の存在が私には眩まぶしすぎたのさ、だから、絶望の中、君を惨みじめに殺してやりたかった。ただ、それだけさ」

「それは違ちがう……ラドゥ、余に噓うそをつくな」

　肉を灼やかれながらもなお、イオンは黙だまらなかった。

「汝と何十年の付き合いだと思っているのだ？　余が、そんなつまらん噓に誤ご魔ま化かされると思ったか？　汝は噓をついている。他人はともかく、余をだませると思うな」

「噓？　噓なんかついていないさ」

　仮か面めんのような笑顔の奥おくで揺ゆらいだ感情はなんだったろう？　ことさら傲ごう然ぜんと、ラドゥは嘯うそぶいた。

「私は、君が嫌きらいだ。だから君を貶おとしめたかった。ただ、それだけだ」

「いいや、それは違う！　余を貶めたいのなら、なぜ、あの屋や敷しきで短生種テランに余を殺させようとした！　なぜ、自分の手で余を殺そうとせなんだ！　あのような手の込んだことさえせなんだら、汝なら、楽に余を殺あやめられたはずであろ！」

「…………」

　初めて、火炎イフ魔人リートの顔から笑えみが消えた。冷笑を刻きざんでいた唇くちびるが固く引き結ばれ、こけた頰ほおに緊きん張ちようが走る──激痛に顔を歪ゆがめながら、なおイオンは訴うつたえた。

「考え直せ、ラドゥ。今ならまだ、今度の一件、全すべて余の胸のうちにしまっておける！　考え直して、〝イブリース〟を止めろ！　頼たのむ、我トヴがアラ友シユ！　余は、汝とこれ以上、戦いたくはない！」

　我トヴがアラ友シユ──その単語がイオンの口から漏れた刹せつ那な、ラドゥの口から荒あらい息が漏れた。

「……それはできん、イオン」

　まるで別人のように顔を歪めたとき、そこに浮うかんでいたのは激しい怒いかりと──そして、底知れぬ悲しみだった。

「いまさら引き返すことなど……できるものか！　イオン、君はここで死ぬ。そして、短生種テランどもの街ももうすぐ砂の下に沈しずむ！　そうだ、私はもう引き返せないところにいるんだ！」

「ラドゥ！　このわからず屋が！」

　瞬しゆん間かん、二人の長生種メトセラの間に血ち煙けむりがあがった。

　ラドゥの手には、血まみれの肉片が握にぎられている。だが、彼自身はこぼれんばかりに目をみひらいて立ち尽つくしていた。自ら肩かたの肉をちぎって身を捻ひねったイオンの貫ぬき手てが、その胸に突つき刺ささっていたのだ。

「く……ふっ！」

「汝なんじの心臓は余よの手のうちじゃ──」

　身を捻ったとき、頸けい動どう脈みやくの一部まで傷つけてしまったらしい。激しい失血に意識が遠ざかりかけるのを必死でこらえて、イオンは囁ささやいた。肉を灼やかれたせいで、予想していたより出血が抑おさえられているのと、激痛がかえって意識をつなぎ止めてくれているのが不幸中の幸いだ。

「ラドゥ、〝イブリース〟を止めろ！」

　イオンは弱々しく叫さけんだ。

「あれを止めてくれ──まだ間に合う！」

「あいにくと……」

　唇くちびるの端はしから血を滴したたらせながら、傷ついた火炎イフ魔人リートは嗤わらった。

「あれは私の管かん轄かつじゃないんだよ、イオン」

「なに!?」

「あれを動かした男は別にいる。そして、私ではあれは止められん……せっかく命を懸かけたのに、ご期待にそえなくてすまんな。せめて、共に地じ獄ごくに落ちようじゃないか、我が友よ」

　火炎イフ魔人リートは、再ふたたび、少年に手を伸のばした。燃え盛る手が、小さな体を抱だきしめるように大きく広げられる──
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　そのときだった。

　それまで、死んだように動かなかった灰色ラの空グ中戦エ艦ルが、猛たけ々だけしい咆ほう哮こうをあげてその身を震ふるわせたのは。

「ふん、電動知性を再制せい御ぎよしたか……だが、遅おそいな。いまさら何をしても無駄だ」

　猛もう加か速そくで突つき進み始めた空中戦せん艦かんの気き囊のう上で、ラドゥは皮肉げに笑った。

　そう、いまさらなにをしたところで、全すべては手て遅おくれだ。再び視線を落とすと、自分の影かげの中で苦しげに息をしている少年を、昏くらい笑えみとともに見下ろす。

　──影だと!?

　そのときになって、ようやく、ラドゥは気囊の上に自分の影がくっきりと黒く穿うがたれていることに気づいた。

「しまった、この船は──」

　ラドゥは弾はじかれたように首をねじった。〝ラグエル〟が突き進む方向を振ふり返る。

　青みがかった闇やみに沈しずむのは、東の海だ。

　そして、その水平線の彼方かなたから顔を覗のぞかせたのは──

「夜明け────！」

　次の瞬しゆん間かん、遮さえぎるものとてない紫し外がい線せんの直射が、傷ついた長生種メトセラに襲おそいかかった。地上より一足はやく到とう来らいした今日最初の陽光に、全身のバチルスが悲鳴をあげて沸ふつ騰とうする。

「…………!!」

　声にならない悲鳴とともに、ラドゥはのど元をかきむしった。その手は、すでに醜みにくい水すい泡ほうに覆おおわれている。紫外線によってその活動を異常昂こう進しんさせられたバチルスが、宿主の体たい細さい胞ぼうを手当たり次し第だいに食い散らかし始めているのだ。水泡は、皮ひ膚ふの露ろ出しゆつした部分を皮切りに、火炎イフ魔人リートの全身に拡ひろがってゆく。

「イ、イオン……！」

　赤くかすんだ視界の中、ラドゥはいま一人の長生種メトセラを見た。少年もまた、気囊にくずおれたまま、全身を生きながらに灼やかれている。

「くっ……」

　よろめきながら、青い髪かみの長生種メトセラは、少年の方へ手を差し延のべた。

　ケロイドの広がった腕うででイオンの体を抱きすくめるような姿勢をとる。

　その刹せつ那な、火炎イフ魔人リートの体が見えない拳こぶしに殴なぐられたようにのけぞった。

　投じられた身の丈たけほどもある鎚矛の直ちよく撃げきを受けたと気づいたときには、後方に向けて大きくたたらを踏ふんでいる。さらにそこに飛来した銃じゆう弾だんの雨が、傷ついたラドゥの全身に容よう赦しやなく叩たたきつけられる。

「…………」

　どこか遠くで響ひびいた銃じゆう声せいを耳に、ゆっくりと海面に向けて転落していったとき、ラドゥの溶とけかけた網もう膜まくに映った最後の映像は、鎚矛を投とう擲てきした姿勢のまま何か喚わめいている異い端たん審しん問もん官かんと、硝しよう煙えんをあげる銃じゆう口こうを掲かかげたまま、友トヴアラシユに駆かけ寄っていく小こ柄がらな神父の姿だった。




　白い輝かがやきを孕はらみ始めた海に青髪の影かげが墜おちてゆくのを確認したときには、機械化歩兵は猛もう然ぜんと疾しつ走そうを開始していた。少年の体は、依い然ぜん、激しい痙けい攣れんを繰くり返している。

「〝アイアンメイデン〟、ワイヤーをおろせ！」

　走りながら、神父はイヤホンを押おさえた。〝ラグエル〟上空を並走する〝アイアンメイデンⅡ〟に明確な指示を下す。

「メンフィス伯はくのダメージが既すでに致ち死しレベルに達しかけている。これから彼を回収する。至急、治ち療りようの準備を──」

　そのとき、トレスの傍かたわらを、何かが駆かけ抜ぬけていった。機械化歩兵の聴覚センサーがそれを捉とらえたときには、〝加速ヘイスト〟状態のブラザー・ペテロが、傷ついた吸ヴア血ンパ鬼イアの傍らに出現している。

「ハッチを開けるがよい、シスター・ケイト！」

　既に意識のないイオンの体を抱だき上げ、異端審問官は怒ど鳴なった。太陽に背を向け、少年の体を日光から庇かばって再度喚く。

「急がねば、小こ僧ぞうがもたんぞ！　何をぐずぐずしておる！」

〈は、はいっ！〉

　気け圧おされたような女の声とともに乗降用ハッチが開き始める。それが開き切るより早く、ペテロの逞たくましい足は気き囊のうを蹴けっていた。五メートルもの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで転移した長身が、ハッチの中に転がり込む。

〈メンフィス伯は!?〉

「まだ生きておる。すぐに、手当てをすれば命はとりとめられるであろう」

　カーゴスペースのスピーカーから響いた声に応こたえて、ペテロは少年の体をそっと床ゆかに横たえた。反応ブー促進剤スターの使い過ぎでその顔は蒼そう白はくだったが、声に疲ひ労ろうの色はいささかも感じられない。

　再ふたたび立ち上がりながら、ペテロは独ひとりごちるように呟つぶやいた。

「……さて、我が部下の仇かたき、あの火炎イフ魔人リートも討うち果たした。つまり、某それがしが汝うぬらに協力する理由はなくなったわけだ……そうだな？」

「──肯ポジ定テイヴ」

　ゆっくりと振ふり返った異端審問官に応えたのは、ちょうどハッチをくぐった小柄な影だ。その手は、腰こしのホルスターにかかっている。いつでも、Ｍ13を抜き放てるよう軽く肩かたを落としたまま、トレスは平板な声で告げた。

「卿けいの協力には感謝する、ブラザー・ペテロ」

「ならば、休戦はこれまでだ」

　血に汚よごれた顔をひきしめ、ペテロは〝叫スク喚リー者マー〟の先せん端たんを床ゆかの少年に向けた。その風ふう貌ぼうには、一片の慈じ悲ひも温情も宿ってはいない。異い端たん審しん問もん官かんは厳しい表情のまま、神と咎とが人びとたちに対して宣言した。

「某それがしは、これからこの吸ヴア血ンパ鬼イアめを討うち滅ほろぼす。しかる後に、カテリーナ・スフォルツァを始めとする汝うぬら異い端たん者しやどもを訴そ追ついし、異端審問にかけるであろう……覚かく悟ごはいいな？」

「…………」

　トレスは、声に出しては何も答えなかった。そのかわり、銃把グリツプを握にぎった手に微かすかな力を籠こめただけだ。

　カーゴスペースのさして広くもない空間に、帯電したような殺気が奔ほん騰とうする──

「──どうやら、ナイトロード神父は間に合わなんだようだな」

　最初に沈ちん黙もくを破ったのは、異端審問官の方だった。まるで吸ヴア血ンパ鬼イアの存在も、銃じゆうを抜ぬいた神父の存在も忘れたように背後を振ふり返ると、開いたままのハッチに向けた目を不ふ機き嫌げんげに細める。

　夜と朝の境界にある海の向こう、ずいぶんと遠くに見えるのは、まだ夜明け前の薄うす闇やみに閉ざされたカルタゴの町並みだ。そして、その向こうに迫せまる黄色い嵐あらしに衰おとろえるような気配はない。依い然ぜんとして吹ふき荒あれる砂すな嵐あらしを前に、既すでに市街地には黄色い靄もやがかかり始めている。

「〝イブリース〟とやらはまだ、近づいてきておる……残念だが、今は異端者どもを相手にしている場合ではない」

　そう言ったときには、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は不機嫌げに鼻を鳴らして身を翻ひるがえしていた。イオンもトレスも黙もく殺さつして、ハッチの方へ歩み寄る。

「ブラざー・ペテろ？」

　床ゆかに転がっていた少年が、弱々しい声をあげた。膜まくのかかった目を動かし、異端審問官の影かげを弱々しく見上げる。それを見下ろし、ペテロは苦にが々にがしげに鼻を鳴らした。

「本来であれば、汝うぬの身み柄がらを拘こう束そくし、スフォルツァ枢すう機き卿きようを糾きゆう弾だんすべきなのだろうが……今は市民の救きゆう援えんに赴おもむくことこそが神の使徒としての急務だ──貴様らの異端審問は、またの機会までお預けだ。いずれ、まとめて某それがし自らの手で火あぶりにしてくれるわ」

　そこまで一気に吐はき捨てると、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟はハッチから眼下の〝ラグエル〟へと跳ちよう躍やくした。
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　乱入者の放った円えん錐すい状の物体は、アベルの脇わき腹ばらに喰くらいついていた自動化猟兵の胸部を直ちよく撃げきした。そのまま、そいつの体をすくいあげるように直進し、壁かべに激げき突とつ。次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんとともに爆ばく散さんする。

　いくら吸ヴア血ンパ鬼イアといえども、弱点は存在する。脳のう幹かんしかり、頸けい椎ついしかり、心臓しかり──しかも、それらをまとめて吹ふき飛ばされたのでは、蘇そ生せいも何もあったものではない。

　残る二体も、そのときには神父から跳とびすさっている。知能はなくとも、仲間が一いつ瞬しゆんでほふられたことはわかるのだろう。警けい戒かいするように距きよ離りをとって間合いをはかっている。

　だが、アベルの方はそんな奴やつらに注意を払はらうどころではなかった。

「エステル……さん？」

　僧衣カソツクから滲しみ出す血も拭ふかず、神父はあっけにとられたように口を動かした。

　目の前にいるのは、彼のよく知る小こ柄がらな尼に僧そうだ。白と青の修道服が、このような闇やみの中ではなんだかとても綺き麗れいに見える。しかし、その手に握にぎられているのは、まだ煙けむりを吐はいているパンツァー・ファウスト──使い捨て対戦車ロケット砲ほうの発射管だ。

「ご無事でしたか、神父さま？」

　使用済みのパンツァー・ファウストを捨てると、エステルは倒たおれたままの神父に駆かけ寄った。アベルを覗のぞき込んだ顔には不安げな表情が浮うかんでいる。

「お怪け我がは？　立てそうですか？」

「え、ええ、まあ」

「よかった……」

　よろめきながら立ち上がったアベルを見上げて、ほっとしたようにエステルは表情を緩ゆるめた。が、それもつかの間。緩みかけた唇くちびるを無む理り矢や理り引き締しめると、少女は頭二つ分ほど高いところにある相手の顔をきっと睨にらみつけた。

「それより、神父さま、あなた何をやってらっしゃるんですの!?」

「は……はいっ？」

「〝はいっ？〟じゃなくて！」

　反射的に背せ筋すじを伸のばして直立不動の体勢をとったアベルを見上げたまま、エステルは腰こしに手を置いた。

「もう、お仕事は終わったんですの？　あんな連中と遊んでるなんて、ずいぶんとお暇ひまがおありのようにお見受けしましたが？」

「い、いえ、それがまだ……」

「やっぱりね……まったく、ちょっと目を離はなすと、すぐにこれなんですから」

「す、すいません」

「いちいち謝あやまられなくても結構です」

　アベルの目の前に指を立てると、エステルは怒おこったような顔のまま、命じた。

「それよりも、さっさとお仕事を片づけてしまいましょう。あたくしもお手伝いしますから」

「え、ええ。あ、でも……」

「〝でも……〟なんです？」

　いいのだろうか？

　自分のような男が、この少女の力を借りても。

　自分は怪かい物ぶつで、罪人で、呪のろわれている。現に、さっきだって彼女の目の前で……

「ああ、そうそう、一つ、言い忘れていましたわ」

　暗い顔で押おし黙だまったアベルから目を逸そらしながら、ふとエステルが何かを思い出したように口を開いた。

「あたし、神父さまに一つ、どうしても申し上げたいことがあって追いかけてきましたの」

「え？」

　申し上げたいこと？

　なんだろう？

　モニターで時を刻きざんでいるカウンターの存在も、周囲で隙すきを窺うかがっている猟兵のことも忘れてほけっと口を開いた神父に背中を向けたまま、エステルは高らかに告げた。

「はっきり申し上げて、あたし、あなたみたいに情けない方かたなんて、少しも怖こわくないんですから！」

「……はあ？」

　思わぬ言葉に、アベルは面食らったような顔になった。それを不ふ貞て腐くされたような顔で振ふり返って、エステルはまるで宣戦布告でもするみたいな口調で断言した。

「そう、あたしはあなたなんて、全然、まったく、これっぽっちも怖くないです……それを言いにきたんですの。はあ、すっとした」

「…………」

　言いたいことを言って、すっきりとしたように息をついている少女を見ていた神父の顔に、泣き笑いのような表情が浮かんだ。

「あの、エステルさん……」

「はい？」

　まじめくさって話しかけてきた神父を、エステルは不思議そうに見返した。その顔に向かって、アベルは深く頭を下げた。

「ありがとう……本当に」

「そ、そんなことおっしゃられる暇ひまがあるんだったら」

　怒ったように、少女は唇くちびるを尖とがらせた。周囲をじりじりと迫せまってくるコートの影かげを指さし、

「この連中をとっとと片づけて、仕事を終わらせてくださいませ……あたしもお手伝いして差し上げますから」

「は、はい！　了りよう解かい──」

　大きく頷うなずいた神父の手が旋せん回かいした。

「しました！」

　刹せつ那な、腹を撃うち抜ぬかれて吹ふっ飛んだのは、いましもエステルに飛び掛かかろうとしていた自動化猟兵だ。

「──エステルさん、こっちの連中は私に任せてください！」

　壁かべに叩たたきつけられながらも、再ふたたび何事もなかったかのように立ち上がる黒コートの影かげを睨にらんで、アベルは怒ど鳴なった。

「そのかわり、あなたにはそっちの電動知性を止めていただきます！」

「これを？　でも、あたしみたいな素人しろうとにどうこうできるものなんですの？」

「あなたじゃないとできないんです！　詳くわしく説明している暇ひまはありませんが！　とにかく、そこに座すわって！」

　銃じゆう口こうを警けい戒かいしつつも、猟兵たちは確実にじりじりと距きよ離りを詰つめてこようとしている。少女が制せい御ぎよ卓たくに座る気配を背中で確認して、アベルは指示を続けた。

「まず、右側のぼーっと光っているところに手を置いてください！」

「えっと……これかな？」

　エステルが指定された場所に触ふれたとき、それまでフリーズしたように固まっていたモニターに、新たな文字が躍おどり始めた。

「神父さま！　なんか、変な数字がいっぱい出たんですけど？」

「それです！　それをキーボードから打ち込んでください！」

　ちらりと振ふり返ってアベルは数字の群れを確認した。確かにあれが停止コードだ。

「全部です。一字も漏もらさずに！　間ま違ちがわないように、落ち着いて！　でも急いで！」

「りょ、了解しました！」

　既すでに時刻は四時五十八分。そして、停止コードとして提示された数字はあまりに多いように見える──間に合うだろうか？

「間に合わせてみせます！」

「お願いします！」

　猛もう然ぜんとキーボードと格かく闘とうを始めた少女に背を向けると、アベルは彼の敵に視線を転じた。こうなったら、あとは彼女に任せるしかない。彼の仕事は、彼女の安全を確保することだ。

　じりじりと近づいてくる黒コートの影たちの目は、神父を越こえてその背後のエステルへと向けられている。彼らもいま起きている事態が、どういうことか気づいているのだ──希望と絶望が、すぐ目の前で鬩せめぎあっていることに。そして、その一方に天てん秤びんを傾かたむける鍵かぎが、神父ではなく、少女の手にあることを知っているのだ。

「彼女に手出しはさせません──あなたたちの相手はこの私です！」

　きっぱりと断言して、アベルは銃じゆうを捨てた。

　その瞳ひとみが、次の瞬しゆん間かん、鮮あざやかな真しん紅くに染まる。




［ナノマシン〝クルースニク02〟四十パーセント限定起動──承認！］




　瞬間、闇やみ色いろの空気が沸ふつ騰とうした。

　漆しつ黒こくの稲いな妻ずまが唸うなりをあげて跳はね上がったとき、天てん井じように向けて跳ちよう躍やくした自動化猟兵の右腕うでは、赤い糸を引いて天井に叩たたきつけられている。

〈…………!?〉

　死魚の目のように膜まくのかかった瞳に、人間で言えば狼ろう狽ばいにも似た色が微かすかに浮うかんだ。距きよ離りをとりつつ後退したのは、突とつ如じよ跳ね上がった相手の戦せん闘とう力を警けい戒かいしたからに違ちがいない。

「死してなお安息を許されぬあなたたちには同情します。ですが──」

　冷たい声で宣告した神父の手には、どこから現れたものか両りよう刃ばの大おお鎌がまが携たずさえられている。後ろも見ずに、アベルはそれを旋せん回かいさせた。

「私は、手加減するわけには参りません！」

　そのときには、背後から跳躍した自動化猟兵の一体が、胴どう体たいを両りよう斬ざんされて床ゆかに叩きつけられていた。完全に心臓を粉ふん砕さいされては、さしものアンデッドソルジャーも活動を永久に停止する。そのときには、彼を叩き斬きったのとは反対側の刃やいばが、天井から落下してきたもう一体の影かげを薙ないでいた。しかしこちらは、甲かん高だかい音をあげて、そいつの手にした短たん剣けんに弾はじかれている。

　磁石の同極のように互たがいに互いを弾はじき飛ばして、二つの影は距離をとった。次の瞬間、今度はどちらかの磁極が裏返ったかのように、あるいは二つの影の間にあった伸のび切ったゴムが縮んだかのように、両者は、互いの正面に向けて激げき突とつしている。

〈…………!!〉

　血ち塗ぬられたような口こう腔こうを開いて雄お叫たけびをあげたのは、死せる吸ヴア血ンパ鬼イアだ。それに向かってゆく闇やみ色いろの風が小さく囁ささやいた。

「主よデウス、我・コンがセデー罪レ・メを・カル赦パ・イしたン・ノまえミネ……我にドノ・贖罪ミヒ・の機ペルミ会をスム・与えサテイたまスフアえクテイ……」

　この永えい劫ごうに呪のろわれた力。体にすみついたおぞましくもいとわしき存在──しかし、我が身にかけられたこの〝呪い〟だけが、今の彼にとって大切なものを護まもり、罪つみを贖あがなうことを可能とさせる唯ゆい一いつの力なのだ。

「塵はプルヴイ塵ス・にプルヴ、灰イム・フはイエリ、灰キニス・にキネム・、フイエリ土、テラ・はテラム・土にフイエリ──エィメン！」

　交こう錯さくの瞬間、奔ほん騰とうした血は天井を朱あけに染そめた。頭頂部から真っ二つに断たち割られた自動化猟兵の残ざん骸がいが、湿しめった音をあげて床ゆかに叩たたきつけられる。

　ちょうどそのとき、後ろで、キーボード相手に格かく闘とうしていたエステルが声をあげた。

「神父さま、打ち込み終わりました！　時間は……四時五十九分！」

「見せてください」

　大鎌を引ひっ提さげたまま、アベルはコンソールに駆かけ寄った。少女の肩かた越ごしにモニターを覗のぞき込む。そこには、膨ぼう大だいな数字が光となって輝かがやいている。

「よし、あとはこれを入力すれば……」

　キーボード上のエンターキーにアベルは手を伸のばした。あとはこの停止コードを読み込ませれば、システムは緊きん急きゆう停止する。〝イブリース〟へのエネルギー供給もカットされ、あの砂すな嵐あらしはその場で消しよう滅めつする筈はずだ──

　だが、そのときアベルは、ふと自分を見つめる瞳ひとみの存在に気づいた。エステルが、じっとこちらを見上げている。

「あ……」

　神父の口が微かすかにわなないた。まだ、〝クルースニク〟の活動を停止していなかったことを思い出したのだ。赤い瞳に、長い牙きば。そして全身に返り血を浴びた、怪かい物ぶつそのものであるこの姿を彼女に──

「いいんですよ、神父さま」

　だが、エステルは穏おだやかに口を開いた。その目は、己おのれの姿を恥はじらうように顔を伏ふせたアベルをじっと見つめている。エンターキーの上に置かれたまま凍こおり付いたように動きを止めてしまっている神父の手に、柔やわらかい掌てがそっと重ねられた。

「申し上げたでしょ？　あたし、あなたなんか、全然怖こわくないって」

　誇ほこらしげに宣言すると、少女は重ねた掌をそっとキーに沈めた。
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　　　　終章：帝国への使者





──門よ、泣き叫べ。

街よ、助けを求めよ。

民は、皆、慄くがいい。

北から砂煙を上げてやってくる者がある。

（イザヤ書十四章三十一節）






　使者の帝ビザン都チウムへの入国経路についての細部を詰つめ終えたときには、既すでに太陽は砂さ漠ばくの向こうに沈しずんでいた。

　カテリーナは軽く咳せきをすると、ベッドに横たわった少年のために窓を開けてやった。外の空気には、まだ多少の砂すな埃ぼこりが混じっていたが、それでも風は爽さわやかな地中海の匂においを運んでくる。

「しかし、部下の報告で想像していたよりは、伯はく爵しやくのお加減がいいようで安心しました」

「神父トレスの応急処置のおかげでス」

　包帯の巻かれた手で、部へ屋やの隅すみに佇ちよ立りつするミラーシェードの男を差し、イオンは微び笑しようした。

「日光の直射は我らにとっテ致ち命めい的てき。彼の処置がなけれバ、この程度の火傷やけどではすみませんでしタ……ところデ、スフォルツァ枢すう機き卿きよう」

　顔に巻かれた包帯の下で、表情を改める気配があった。

「その後、ラドぅハ？　彼の遺体は見つかったのですカ？」

「依い然ぜん、捜そう索さく中ですが、いまだ……潮流に流されてしまったのかもしれません」

　細い眉まゆをひそめて、カテリーナは首を振ふった。

　別に、イオンに同情してのことではない。ルクソール男だん爵しやくラドゥ・バルフォンは、カルタゴ市におけるロストテクノロジー兵器の暴走──〝イブリース〟起動の首しゆ謀ぼう者しやと目もくされる人物だ。いや、そればかりではない。彼は〝帝てい国こく〟貴族であるにも拘かかわらず、あるテログループのメンバであった疑いが持たれている。そのグループは、カテリーナと特務分室が数年来追っている国際的テロ組織だが、これまで、〝帝国〟内での活動は一切、確認されていなかった。もし、彼らが、人類社会ばかりでなく、吸ヴア血ンパ鬼イアたちの社会にもその根をおろしているとしたら──

「引き続き、遺体の捜索はカルタゴ当局に手を回して続行します。ご安心ください」

「よろしくお願いいたしまス……私の方も帰国し次し第だい、あなたの言う〝騎士団オルデン〟とやらについテ、調べてみるつもりでス」

「伯爵の帰国の準備については、一週間以内に調ととのうはずです。〝帝国〟本土までは、当方の手で必ずお送りいたしますので、ご安心ください」

　差し出された小さな手を握にぎり返しながら、カテリーナは相手を安心させるような笑え顔がおを拵こしらえた。ただ、手を離はなすときにふと、何かを思いついたような表情になる。

「ところで、当方から帝国に送る使者ですが、本当によろしいのですか？　彼女で？」

「…………」

　問いかけに、イオンは満足げな微び笑しようで答えた。その瞳ひとみは、闇やみの落ちた中庭に注がれている。

　中庭は人で賑にぎわっていた。砂すな嵐あらしで家を失った市民のために、カテリーナは大使館を避難所として開放したのだ。テントの間を行き交う人々の間、長身の神父と一いつ緒しよに配給用の毛布を運ぶ赤毛の尼に僧そうを、イオンは熱の籠こもった視線で見やった。

「彼女でなけれバ、駄だ目めなのでス」




「この人たち、これからだいじょうぶですかねえ？」

　中庭に溢あふれている避難民たちを見て、丸眼鏡めがねの神父はため息をついた。石いし畳だたみに力無くうずくまる老ろう婆ばに向けた瞳ひとみは、まるで我がことのように心配げな光をたたえている。

「大変でしょう。でも、あたしはだいじょうぶだと思いますわ」

　きっぱりと答えを返したのは、彼の傍かたわらを歩いていた赤毛の尼僧だ。毛布を抱かかえたその足取りは律動的で、青金色の瞳は、優しげだが強い光を人々に向けている。

「家や財産を無くしてしまったのはとっても辛つらいと思います。でも、あの人たちは一番大切なものを喪うしなわずに済んだんですもの。それがある限り、何度だってやり直せますわ」

　エステルの視線の先では、ちょうどうずくまっていた老婆のところに、まだ年とし端はもゆかぬ少年と少女が、配給の薄うす粥がゆの椀わんを慎しん重ちような足取りで運んできたところだ。たぶん、老婆の孫たちだろう。椀を手て渡わたされた老婆は、嬉うれしそうに礼を言うと、歯のない口で粥をすすり始めた。

「家族、友人、仲間……誰だれかが側そばにいてくれれば、どんな辛いときだってなんとかしのげるものですわ。それが、自分のことを思ってくれている人であれば、なおさら」

　質素な食事をうまそうに口に運んでいる老婆とその孫たちを、エステルは眩まぶしげに見やった。

「自分のことを気に掛かけてくれる人が側にいるとき、人って、意外と強くなれます……現に、あたしがそうでしたもの」

「……照れますねえ」

　気き障ざっぽく前まえ髪がみをかき上げて、鼻を鳴らした神父をエステルは不思議そうに見上げた。

「なんで、神父さまが照れられるんですの？」

「いや、エステルさんの身近にもいるわけでしょ？　その自分を気に掛けてくれる人が」

　身のほど知らずな戯ざれ言ごとに、エステルはあえて逆らわなかった。

「確かに、あたしの身近にもいらっしゃいますね……そう、スフォルツァ猊げい下かとか」

「……いや、他ほかにもいるじゃないですか？　ほらほら、もっと身近に」

　何かを訴うつたえている目の神父に、尼僧はきょとんとした顔を向けた。

「シスター・ケイト？　ええ、あの方には、ほんと、いつもお世話になりっぱなしですわ」

「いや、よく考えてくださいよ？　もっと身近で、頼たよりになって……ほら、誰だれかお忘れでわ？」

　不安げに口元をひきつらせるアベルに対し、尼に僧そうは真面目まじめくさって両手を打ち合わせた。

「ああ！　神父トレスって本当に素す晴ばらしい方かたですよね……何なさってるんです、神父さま？」

　石いし畳だたみにうずくまってのの字を書き始めた神父は、暗い声で呻うめいた。

「おお主しゆよ、何もいいことのない人生でした。上司にはこき使われるし、財さい布ふは薄うすいし、同どう僚りようにはいぢめられるし……」

　哀あい愁しゆう漂ただよう背中を見下ろし、エステルは、思い切り大げさなため息をついた。もっとも、その口元は、微かすかに震ふるえて、ともすれば吹き出しそうになるのを懸けん命めいに堪こらえていたのだが。

　そう、どんなに打ちのめされても、己の罪に絶望しても、人はまた歩き始めることができるのだ。誰かが、自分を見ていてくれる限りは、きっと──

「ほらほら、子供みたいにいじけてないで。神父さまがちゃんと仕事してるところを見せてくだされば、ひょっとすると、あたしの考えも変わるかもしれませんわ」

　まだいじいじとのの字を書き続けている神父の頭に毛布を載のせて、エステルは悪戯いたずらっぽく笑った。




　闇やみの帳とばりが降りるや、旧市街メデイナに暖かい光が灯ともり始めた。

　三日前のパニックの爪つめ痕あとは、まだ建物と人間の双そう方ほうに残っていた。が、人間とは驚おどろくほどしぶとい生き物だ。今はまだ生々しいあの大だい惨さん事じについても、数ヶ月としないうちに、記き憶おくと昔話の底に沈しずめられてしまうことだろう。

「艦かん長ちよう、例の積み荷の積み込みは終わったかい？」

　幼い子供が飽きてしまった玩具オモチヤを放り出すように、その若者は岸がん壁ぺきの遠く、瞬またたく街の灯に向けていた双そう眼がん鏡きようから目を離した。天使を髣ほう髴ふつとさせる白い麗れい貌ぼうが傍かたわらの中年男に向けられる。

「スケジュールがおしてるんだ。予定より早く出航できるなら、それに越こしたことはないんだけど？」

「百三十秒前に完かん了りようしております、中ちゆう佐さ」

　いかにも軍人らしい几き帳ちよう面めんさで軍ぐん靴かの踵かかとを打ちつけると、中年男は恭うやうやしく敬礼した。

「ご命令があり次し第だい、本艦はいつでも、出航できます」

「結構。じゃ、そろそろお暇いとましようか」

「了解ヤボール！」

　もう一度敬礼した中年男は、手もとのマイクを手にとると、慣れた調子でスイッチを入れた。

「こちら艦長。これより、本艦は出航する。総員配置につけ！」

　俄にわかに、周囲が慌あわただしくなった。

　夜の海に沈んだ人食いザメを彷ほう彿ふつとさせる細長い船体──そこから背せ鰭びれのように突き出した司し令れい塔とうが、耳みみ障ざわりなベルの音を発したのだ。対空機関砲ほうが甲かん板ぱんの下にとりこまれ、ガス排はい気き弁べんと空気取り入れ口が音をあげて閉じる。ディーゼルの低いエンジン音が止まると同時に、二重整流型電動機関モーターが羽虫の羽音のような音をあげて唸うなり始めた。

　無数の命令と報告が交こう錯さくする中、艦かん内ない発令所から次席士官が司し令れい塔とうを仰あおぎ見て叫さけんだ。

「各種計器異常なし。空気排はい出しゆつ終しゆう了りよう──艦長、〝海ゼー・ヴ狼オルフ〟、出航準備完了よろし！」

「よし……ローエングリューン中佐、艦内へお入りください。本艦はこれより、深度三十に潜せん航こう。しかる後、第二戦速にてカルタゴ領海を離り脱だつします」

「わかった……ああ、そうそう。ところで艦長、例の積み荷は丁てい重ちように扱あつかってよ」

　若者は司令塔のハッチをくぐりながら、いたずらっぽく鳶とび色いろの瞳ひとみを輝かがやかせた。

「彼には、次の作オペラ戦ツイオンでも存分に活かつ躍やくしてもらわないといけないんだからね」

　含ふくみ笑った声をかき消すように、艦体に寄せる波の音がにわかに高まった。鋼鉄の船体が、浮ふ力りよくとなっていた圧あつ搾さく空気を外に排出し始めたのだ。

〝海ゼー・ヴ狼オルフ〟──ゲルマニクス王国海軍が誇る高速Ｕボ潜水艦ートは甲かん高だかいタービン音を響ひびかせると、暗い海みな底そこを目指して、その不ふ吉きつな航こう跡せきを刻きざみ始めた。
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　あとがき







　三ヶ月ぶりにご挨あい拶さつさせていただきます。吉田です。

〝人生サドンデス企き画かく〟トリブラも、ここにＲ．Ｏ．Ｍ．Ⅱ無事刊行の運びとあいなりました。

『連れん載さいアンケートが三位以内に入らなかったら打ち切りだから』『Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅰが売れなかったら打ち切りね』『Ｒ．Ａ．Ｍ．が売れなかったら打ち切りだよ～』と、ほとんど趣しゆ味みとしか思えぬ担当編集の通達にも拘かかわらず、今回も何とか生き残ることができました。これもひとえに、皆みな様さまの応おう援えんの賜たま物ものであります。ありがとうございました。本来ならば、ここで十頁ページほどにわたって、延々と熱い感謝の言葉を書き連ねたかったのですが、ページの都合でちょっと無理。省略した九頁分については、想像で補っていただけるとうれしいです（笑）。

　また今回も〆しめ切きりを、十日も超ちよう過かしてしまい、結果、かなり厳しくなったスケジュールの中で、クオリティを維い持じすべく踏ふん張ってくれた相棒の柴本氏、担当[image: ]氏、印刷・デザイン関係の皆様にも深い感謝を。いつもすいません。

　それでは、次はＲ．Ａ．Ｍ．Ⅱでお会い……できれば、幸いです（笑）。


吉田　直　拝　　
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